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第１章 本論文の問題意識と理論的背景 
 
第１節 問題意識（研究の背景） 
 
第１項 働く母親の現状と家庭に関する意識 
近年日本においては，女性のライフスタイルや価値観の多様化が進み，結婚や出産後も
仕事を続けたいと考える女性は少なくない。日本の未婚女性が理想とするライフコースを
見ると，出産後も仕事を継続する「両立コース」を希望する者が 1987 年には 18.5％だった
のに対し，2010 年には 30.6％に上昇しており，出産後も仕事と子育ての両立を希望する女
性は増えている（国立社会保障・人口問題研究所，2010）。一方，未婚の男性が女性に望む
ライフコースでも，「専業主婦コース」が 1987 年の 37.9％から 2010 年には 10.9％と大幅に
減少し，変わって「両立コース」が 1987 年の 10.5％から 2010 年には 32.7％と大幅に上昇
している。女性の出産後の実際の選択を見ると，1998 年には第 1 子出産後の就業継続率は
27.3％だったのに対し，2008 年には 32.5％と約 5％上昇している（国立社会保障・人口問
題研究所，1998，2008）。その中でも常勤女性の継続率は 40.5％と高く（パート・アルバイ
ト等 10.2％），特に，常勤で 4 年制大学卒業以上の学歴を持つ女性では，継続率が 59.4%で
あった。 
女性の高学歴化に伴い，出産後も仕事を続ける女性の数は増加しているが，女性が子ど
もを持ちつつ仕事を継続するのは難しいといわれる。それは何故であろうか。一つは，時
間とエネルギーという自己資源の配分の問題である。子育ては時間とエネルギーを必要と
するが，特に子どもが乳幼児期にはそうした特徴が顕著に現れる。乳幼児は身辺の自立が
確立しておらず，養育者からの世話を絶対的に必要とするために，育児に多くの時間とエ
ネルギーを費やす必要がある。一方，仕事についても，フルタイムでの仕事の場合は時間
的拘束も長く，責任も要求されるために，育児と同様に多くの時間とエネルギーを必要と
する。仕事と育児どちらも個人にとって重要かつ自己資源を必要とするために，母親が仕
事と育児の両方に時間とエネルギーを費やして主体的に関わりたいと考えても，両者に自
分が望むほど十分な時間とエネルギーを注ぐことは困難である。仕事と育児の両立には，
こうした二律背反性の問題が生じやすく，心理的な葛藤や心苦しさを体験しやすい（岡本，
2002）。仕事と家庭を両立させようとするうえで生じる葛藤は，働く女性に特有のストレッ
サーである（金井・佐野・若林，1991）。こうした困難さ故に，出産を契機に仕事を辞める
11 
女性も多い。 
女性が子どもを産んで職場を離れる背景には，首都圏の場合には保育所入所の困難さや，
企業によっては出産・育児休暇を取得することが現実的には難しく，制度としてはあるも
のの実際には機能していない場合や，「自分で子どもを育てたい」という女性側の積極的な
意思の場合もあるであろう。しかしながら，男性の場合を考えると，男性が父親になった
からといって育児を理由に仕事を辞めることは一般には想定されていない。例えば，子ど
もが保育所に入れない場合に仕事を辞めざるを得ないのは母親である事が多く，男性が育
児休暇を申請することや，家事・育児への専念を希望することも稀であろう。これらから
導き出されることは，女性が出産を契機に仕事を辞める背景には，「家事や育児は特段の理
由がない限りは母親が担うもの」というジェンダーベースの社会通念の存在である。日本
では，女性は仕事よりも家庭を優先し，男性は家庭よりも仕事を優先することが暗黙裡に
期待されている。このため，女性は子どもを持つと一旦子育てに専念し，育児がひと段落
ついた頃に家庭に支障のない範囲のパートタイム勤務で働くという働き方が多く見られる。
こうした，子育てが終わった後に再度仕事に就く「再就職コース」の希望者は，未婚女性
では 35.2％，未婚男性の女性への期待も 39.1％と男女共に最も多い（国立社会保障・人口
問題研究所，2010）。近年は，「イクメン」と呼ばれる育児に積極的な男性も出現し，個人
としての男性側の意識は変わりつつあるが，社会には伝統的な性役割規範が根付いており，
男性は長時間労働が期待され，実際には子育てや家事を負担できる時間が限られている。
このため，女性が「両立コース」を選択した場合には，女性側が家事・育児の多くを負担
せざるを得ないのが現実である。このため，82.9％の妻が「夫も家事や育児を平等に分担
すべき」と考えていても，実際には，妻が家事の 80％以上を担っている「妻集中型」が，
パートでは 83.5%，自営では 83.1%，常勤であっても 67.6％と高い割合を示している（国
立社会保障・人口問題研究所，2008）。夫への家事や育児の期待と現実との間には差がある
が，夫の家事・育児遂行に「満足」と回答した妻の割合は，20 代で 63.8％，30 代で 57.2％，
全体でも 52.5％と概ね高い（国立社会保障・人口問題研究所，2003）。家事・育児を夫婦間
で平等に分担できていないことを肯定している背景には，「男性は仕事，女性は家庭」とい
う男女で異なる性役割規範を，妻側も知らず知らずのうちに受け入れていることが考えら
れる。 
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第２項 仕事と家庭の多重役割研究 
女性の仕事と家庭の両立をめぐる問題は，一人の人間が社会的に複数の役割を担うこと
がどのような影響をもたらすかという多重役割研究においても検討されてきた。個人が仕
事役割と家庭役割の両方に従事することは，仕事と家庭の多重役割を担うことと定義され
る（小泉，1997）。仕事と家庭の多重役割についての研究は，第二次世界大戦後の働く母親
の増加を背景に，女性が従来から行ってきた家事育児に加えて外に働きに出ることの悪影
響を懸念してアメリカを中心に行われ，2つの仮説が提出された（小泉，1997）。1つはGoode, 
W. J.（1960）に代表される欠乏仮説で，多重役割はネガティブな影響をもたらすとされる。
それによると，従事する役割が増加すると各役割からの要求と義務も増加するが，個人の
持つエネルギーと時間には限界があるために，負担感，抑うつ傾向，不安などが拡大し，
満足感，主観的幸福感が低下するとされる。もう 1 つは Sieber, S. D.（1974）に代表される
増大仮説で，多重役割がポジティブな影響をもたらすとされる。それによると，多重役割
に従事することで各役割から資源などの恩恵を受けることが可能になり，それにより全体
的な地位が安定・向上し，経験が豊かになることで人間としても成長し，よって精神的・
身体的に健康になるとされる（Barnett & Baruch, 1985; Baruch & Barnett, 1986）。現在までの
ところ双方の仮説がともに支持されており，研究結果は一貫していないが，仕事と家庭の
多重役割に従事することは，ポジティブな影響とネガティブな影響のどちらか一方という
よりは，両方を経験すると考えることが自然であろう。仕事と家庭の多重役割研究の多く
は女性についてのものであるが，それは，そもそも女性が外に仕事に出る場合にも，家事
育児は夫婦間で平等に分担されておらず，女性に負担が集中するという背景があるためで
ある。働く母親の問題を検討する際には，「男性は仕事，女性は家庭」という性役割規範が
どのように生じたのか，歴史的・文化的な背景を考える必要もあるだろう。 
 
第３項 日本の産業構造・家族形態の変化と女性の就労の歴史 
夫婦共働きでも女性が主に家事・育児を担っている背景を，女性の働き方の歴史から見
ていく。日本では，戦前から 1950 年代半ばまでは，労働者の半数以上が農業等の第 1 次産
業に従事していた。農業世帯では，女性は農作業に加えて家事労働も負担する家族従業者
として働いている場合が多く，働く女性の 60％以上が農業等の第 1 次産業に従事していた
（経済企画庁，1997）。経済発展によって日本の産業構造は，農業を中心とした第 1 次産業
から，製造業を中心とする第 2 次産業へ，さらには第 3 次産業へと移行していった。製造
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業を中心とする第 2 次産業は主に男性に多くの就業機会を提供したが，第 3 次産業のよう
なサービス部門の拡大は女性により多くの就業機会を提供してきた（大沢，1993）。こうし
た経済発展に伴う産業構造の変化により，家族形態は多世代同居の拡大家族が減少して核
家族が一般的となり，労働者は企業に雇用される会社員が急増し，女性の就労場所も家庭
から外へと移っていった。女性が働くことは昔から行われてきたが，女性の就労をめぐる
問題が顕在化した背景の一つには，既婚女性が家の外に働きに出るようになったことで，
女性が従来行ってきた家庭と仕事との両立が困難となったことにある（大沢，1993）。核家
族では家事・育児を夫婦間で分担しなければならないが，会社員の場合，職場と住居が離
れていることや，長時間労働，仕事内容が専門化してきたことなどもあり，夫は外で働き
妻は専業主婦として家事・育児に専念するという，家庭内における夫婦の役割分業が進み，
定着していった。このため，夫が雇用者である専業主婦は 1955 年の 517 万人から 1970 年
には 903 万人と激増した（経済企画庁，1997）。近年では専業主婦志向はやや薄れ，結婚・
出産後も仕事を続ける女性は増加しているが，歴史的な流れを受けて，妻が仕事をしなが
ら家事・育児の多くを分担することは続いている。 
 
第４項 日本文化における女性へのケア役割の期待 
日本で母親のみが家事・育児を期待される背景には，社会構造の変化だけでなく，文化
的な側面からも考える必要がある。現在の母親像は，江戸期以来の日本のイエというシス
テムにおける「母」の位置にその手掛かりを見出すことができる。かつての日本社会のイ
エにおいて，女性は嫁として外部から来た存在であり，その中で安定的な地位と老後の保
障を得るためには，女性は子ども（特に男児）を産んで｢母｣となり，家族を「ケアする」
ことが必要であった（船曳，2010）。現在の日本では，農業を中心とした社会構造は産業中
心へと移行し，イエを成立させていた経済基盤はなくなったものの，日本人の価値観の中
に，家族を「ケアする」存在としての母親像は残っており，女性は家庭に限らず，会社や
世間においてもお茶を汲むなど「ケア」役割を担っている（船曳，2010）。企業の中で一般
男性社員から期待される女性労働者像は，男性の補佐的な仕事を引き受けるかわいい女性
であり，中高年の男性管理職の場合，女性への役割期待は職場における主婦的な役割にま
で広がる（藤井，1998）。こうした女性への役割期待が，性別役割分業を肯定することや，
母親が外に働きに出ても，子どもや夫の世話といった家族を「ケアする」役割が母親のみ
に集中する背景にあるとも考えられる。 
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第５項 三歳児神話と乳幼児期の育児と仕事の両立の難しさ 
女性が子どもを産み母親となると，家族を「ケアする」性役割期待が強まり，女性は「仕
事よりも家庭を優先すべし」といった性役割規範が明確化する。日本では，三歳児神話と
呼ばれる，「子どもが 3 歳になるまで，母親は仕事を持たずに育児に専念することが，子ど
もの育ちのためには望ましい」という考えを信じている人が多い。このために，子どもが
幼いうちから母親が働いていると，子どもがかわいそうと見なされたり，子どもに何か問
題があると，母親が働いていることがその原因のようにいわれる風潮がある。「3 歳までは
母親が育児に専念すべき」という考えには，1）子どもの成長には 3 歳までの幼少期が重要
であり，2）大切な時期だから母親が養育に専念すべきだ，3）もし母親が育児に専念しな
いと，愛情不足により将来に渡って子どもの発達に悪影響を及ぼす，という 3 つの意味が
ある（大日向，2002）。日本では古くから，「三つ子の魂百まで」という諺があるように，1）
の幼少期の重要性は大きいことは否定できないが，2）と 3）については確認されておらず，
三歳児神話は，1998 年の「厚生白書」（厚生省）において合理的な根拠がないと明言され
ている。しかしながら，未だに多くの人が，子どもが幼いうちは母親の手で育てた方がよ
いと信じており，2008 年の全国家庭動向調査（国立社会保障・人口問題研究所）でも，「子
どもが 3 歳くらいまでは，母親は仕事を持たず育児に専念した方がよい」の項目の賛成の
割合は 85.9％と非常に高く，常勤の女性であっても 76.9％にのぼる。 
母親偏重の育児観は世界共通ではない。中国では，子育てが核家族，特に母親の責任で
あるという考え方が強くはなく，「寄養」と呼ばれる子どもを他人に預けて育ててもらう形
態が広く行われている（陳，1999）。寄養の主な養育者は子どもの祖父母であるが，中国の
共働きの親たちは，時間的余裕，住居環境，育児経験などを含め，子育ての条件が整って
いる自分の親などに育児を任せた方がよいと考えるという。母親以外による子育ての形態
は「アロマザリング」と呼ばれるが，アロマザリングは母親側には負担軽減と自己資源の
自身への投資を可能とするメリットと同時に，子ども側には，母親から離れて多様な他者
との出会いや相互作用を通じて，社会化が促進されるというメリットがある（根ヶ山・柏木，
2010）。 
乳幼児期の子どもが，日中母親から離れて保育所で過ごす事は，アロマザリングの考え
方からすると，多くの同年齢の子どもや保育士などの両親以外の大人との相互作用によっ
て，子どもの社会化が促進されることが期待される。しかしながら，日本では，先に見た
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ように文化・歴史的な経緯や，Bowlby（1967）による「母性的養育の剥奪（Maternal 
deprivation）」の概念が導入されたことで，母親が育児に専念する重要性が強調されること
になった（大日向，2001）。働きながら乳幼児を育てている母親にとって，「母親は育児に
専念すべきで，そうしないと子どもの成長に悪影響が生じかねない」といった親としての
規範意識は，幼い子どもを保育所に預けて仕事に向かうことへの不安や迷いを生じさせ，
子どもに対して申し訳なく思う気持ちを強めることにもなりかねない。石野（2007）によ
ると，母親が子どもに抱く母親罪障感は，平等主義的な性役割観をもつ者が多いフルタイ
ムで働く母親よりも，パートタイムや無職の母親の方が強いが，フルタイムで働く母親の
中でも，母親罪障感が強い者は，伝統主義的な性役割観をもつ傾向が見られたという。働
く母親の問題を考える場合には，多忙さや負荷の重さ多さといった側面だけではなく，親
としての規範意識から生じる不安や心苦しさといった心理的な側面も検討することが重要
である。 
 
第６項 現代の母親の仕事と子育ての選択 
現代の女性は，社会構造の変化や高学歴化によって興味・関心や職業選択の幅が増え，
仕事から個人としての評価や精神的満足を得ることが可能になると，妻や母としてだけで
なく，個人として生き方を重視するようになった（柏木，2011）。それでもなお，多くの人
が，「子どもが幼いうちは母親が育児に専念した方がよい」と考える背景には，三歳児神話
の影響に加えて，母親自身が個人としての生き方を重視して自分にとって何が重要かを模
索すると，子育ての重要性を再認識することもある。江原（2000）によると，現代の母親
は，自己犠牲的に育児に専念することには否定的であり，「自分の生き方も大切にしたい」
と考えているが，一方で，「子どもが小さいうちは母親自身が子育てにあたるべきだ」とも
考えており，経済的に働く必要がない場合には，仕事は母親自身の達成感のための活動と
見なされがちで，そのような母親の勝手のために小さい子どもを保育所に預けるのは「か
わいそう」と感じるという。このため，女性は働くことの重要性や必要性を常に子育てと
比較するが，どんな職業にせよ「子育て」よりも重要だと断言できる職業はそもそも非常
に少なく，江原は，「子どもが小さいうちは母親が育てたほうがよい」という意見は，子ど
もにとってそうというよりも，母親自身の人生において「子育てを選択したほうが自分自
身の悔いが少ない」という意味で主張されていると指摘している。つまり，現代の女性に
とって，自分自身の生き方を大切にしたいと思いつつも，子どもを保育所に預けて働きに
16 
出るにはそれなりの理由が必要で，仕事と育児を比較しても明確な理由が見つからない場
合には，子どもが幼いうちは仕事よりも育児を選択した方が，自分の生き方の後悔が少な
い可能性がある。 
子どもが乳幼児の場合には急な発熱などの不測の事態が生じることも多く，こうした仕
事と子育ての両立が困難な場面に直面すると，働く母親は気持ちを大きく揺さぶられるこ
とになり，仕事と子育ての重要性を比較して，仕事を続けることの意味を問い直すことも
あると考えられる。このように，女性が育児期に仕事を継続しようと思うと，自分自身の
生き方や感情と向き合わざるを得ないことも多いが，こうした困難は，母親自身にどのよ
うな変化を生じさせるのであろうか。 
 
第７項 仕事と家庭の両立葛藤と働く母親の心苦しさ 
仕事と子育て両立葛藤は日常的に働く母親の心理的な負荷を高める可能性があるが，先
行研究では，仕事と家庭の両立において何らかの役割葛藤が生じると，申し訳なさ，心苦
しさといった，罪悪感とも呼べる感情が生じることが指摘されている（濱田，2005；前川・
無藤・野村・園田，1996）。仕事と子育ての両立葛藤は，例えば，「大切な仕事がある日に
子どもが病気になる」といった，双方の役割が何らかの理由で互いに両立しないような状
況で生じ，それら役割からの要求が大きい状況で高まるものである。そうした状況下では，
「大切な子どもを他人に預けてまで仕事をする選択が本当に正しかったんだろうか」とい
った迷いや子どもに対する心苦しさが生じることも考えられる。仕事と子育ての両立葛藤
が高まる場面では，自分自身にとっての子育てや働くことの意味を問い直すなど，より深
い次元で自分自身に向き合い，心理的な困難を乗り越える方法を模索するかもしれない。
複数役割をもつ成人期女性の葛藤と統合を検討した前川ら（1996）の研究では，働く母親
の「職業人としての自分 対 母親としての自分」といった役割アイデンティティ間の葛藤
は，母親自身のアイデンティティの発達を促す側面があることを見出した。仕事と育児の
両立葛藤は，女性の人生おける一つの危機と考えることができるが，困難であると同時に，
心理的な発達を促進する面も持ち合わせているとも考えられる。 
 
第８項 女性の生涯発達と発達的危機 
女性が乳幼児期の育児と仕事とを両立させようとすることで直面する問題は，女性の一
生の中で捉えると，ライフサイクル上の問題とも重ねて考えることができる。Erikson, E. H.
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（1959/2011）は，乳幼児期から老年期までの人間の生涯に渡る成長・発達を 8 段階に分け
て理論化した。それによると，それぞれの発達段階には特徴的な心理・社会的な危機が存
在し，その危機を乗り越えることで人格的成長が推し進められるという。その中で，Erikson
は成人期を，「若い成人期（ヤングアダルト）」，「成人期」，「成熟期」の 3 つの発達段階に
分けて説明した。こうした Erikson の理論の中で，幼い子どもの育児に取り組んでいる女
性は，「若い成人期」から「成人期」への移行の段階にあると考えられる。Erikson による
と，「若い成人期」に想定されている心理・社会的危機は「親密 対 孤立」である。若い成
人期に結婚・出産へと至るほど親密な人間関係を築くことができていた女性は「親密」性
を獲得していたと考えられる。そうした女性が子どもの出産を契機として次に向き合う心
理・社会的危機は，「成人期」の「ジェネラティヴィティ 対 停滞」である。この発達段階
では，子どもや次世代の他者を世話し成長させることによって，結果的に自分自身が人を
育てる能力を成長させていく。こうした相互的なやりとりの中で，ジェネラティヴィティ
感覚は発達していく。子どもを出産してからの数年間は，親としては未熟な時期であり，
ジェネラティヴィティという新たな発達的危機と向き合う中で，大きな心理的変化を経験
するのではないだろか。 
「若い成人期」から「成人期」への移行期は，女性の場合には，「結婚するかしないか」，
「子どもを産むか産まないか」，「子どもを産んだら仕事を続けるか」など，人生の中で重
要な選択を迫られる時期とも言える。岡本（2002）は，生涯発達の視点から，女性のライ
フサイクルを一本の木に見立てて説明している。それによると，女性のライフサイクルは
学校を卒業するまでは男性との違いは顕著ではないが，青年期，若い成人期に達し，就職，
結婚，出産期を迎えると，「専業主婦型」，「仕事と家庭の両立型」，「非婚型」など，ライフ
コースの枝が分かれていき，どのライフコースを選択しても，その道中にはストレスや危
機が潜在しているという。「仕事と家庭の両立型」の女性の場合，家庭も仕事も完璧にこな
したいと考える「スーパーウーマン幻想」をもつ者も多く，こうした考えは心理面および
身体面の双方に負担となり，職業人としての自分と母親としての自分のアイデンティティ
葛藤や，子どもに対する罪悪感を招く恐れがあるという。岡本は，仕事と育児の両立の問
題を，アイデンティティの側面から検討したといえる。女性は男性よりも，「仕事か結婚か」，
「仕事か育児か」など，二者択一的な選択を迫られやすい。そうした中で，仕事と育児の
両方を選択した女性は，出産前は仕事を中心に自分のアイデンティティを構築してきたも
のと考えられるが，出産によって新たに母親アイデンティティが出現すると，仕事中心に
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構築してきたそれまでの生き方や価値観の見直しが必要になり，それに伴って新たなアイ
デンティティが確立されるのではないだろか。自分の中に母親アイデンティティを構築し
ていく過程は，子どもを産み育て，それによって自分も成長するというジェネラティヴィ
ティ感覚を成長させていく過程とも重なるが，働く母親の場合には，その過程で，仕事中
心だったアイデンティティの再構成も進むと考えられる。  
 
第９項 問題意識のまとめ 
近年，女性の高学歴化や社会進出が進み，出産後も仕事の継続を望む女性は増えてきて
いるが，歴史的・文化的な背景から，家事・育児は女性が担うことが社会の中で暗黙裡に
期待されており，働く母親は仕事に加えて家事・育児の多くを負担している現状がある。
特に子どもが乳幼児の場合には，そうした性役割規範に加えて三歳児神話の影響も強く，
子どもが乳幼児期に仕事をする選択は正しいかという人生選択の迷いが生じやすい。出産
前は男性と同様のライフコースを進み，仕事を中心とした生活を送っていた女性が，子ど
もを出産し母親になると，女性としての性役割規範が顕在化し，それまでの生活が一変す
る。子どもが乳幼児期には生活の中心が子育てになることも多く，そうした中で仕事を継
続しようとすると，出産前と同様の働き方や時間の使い方は難しくなり，それまでに築き
上げた仕事や生活の見直しが必要となってくる。こうした変化の過程は，生涯発達的視点
から見ると，「若い成人期」から「成人期」への発達段階の移行期にあたり，女性は出産に
より母親という新たな役割の発生によってジェネラティヴィティの確立という成人期の発
達的危機に向き合うことになる。子どもを世話し育てることでジェネラティヴィティを発
達させていく過程は，母親としてのアイデンティティを発達させていく過程とも重なる。
働く女性にとっては，それまでに仕事中心に確立してきたアイデンティティが母親役割の
誕生によって大きく揺さぶられることになり，様々な心理的葛藤を伴いながらアイデンテ
ィティの再構成が進む発達的危機期と考えられる。 
女性は戦前から主に家族従業者として働き，その頃から家事・育児の多くを負担してき
たが，家族従業者の場合には，仕事と家庭の境界が明白ではなく，個人のアイデンティテ
ィも，職業役割と親・妻などの家族役割のアイデンティティは明確には分かれておらず，
ある程度連続して保たれていたと思われる。そのため，子どもの出産によって母親となっ
てもアイデンティティの混乱は少なかったと考えられる。また，家族従業者は家事・育児
のための仕事の調整が比較的容易と考えられ，仕事と育児の両立葛藤の問題は生じにくか
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ったのかもしれない。それに対し，近年のように女性も外に働きに出ることが一般的とな
ると，仕事と家庭の連続性は弱くなり，「仕事での顔，家庭での顔」といったように，職業
アイデンティティと家庭役割アイデンティティの区分は個人の中でより明確に保持される
と考えられる。そのため，働く女性が出産し母親となると，仕事中心に構築したアイデン
ティティが，新たに自分の核となるような母親アイデンティティの誕生によって揺さぶら
れるという，アイデンティティ混乱の危機が生じると考えられる。出産後も仕事を継続し
ようと思うと，育児負担の増加によりそれまでの働き方や生活の見直しが必要となってく
るが，女性にとって仕事と育児の両立の本当の困難さは，アイデンティティの再構成とい
う心理的に大きな変化を経験することにあると考えられる。こうした働く女性の困難さは，
子どもが乳幼児の場合には，家事・育児の負担や三歳児神話の影響によって，より複雑に
なっている。 
働く女性は，アイデンティティを確立した青年期以降のジェネラティヴィティの導入期
にも，心理・社会的な変化により再びアイデンティティの混乱という発達的危機に直面す
る。人間は困難を乗り越えて精神的に成長すると言われており，働く女性が仕事と子育て
を両立させようとすることで直面する発達的危機を乗り越える過程で，次の発達段階へ移
行するための心理的成長が推し進められるのではないだろうか。 
以上を踏まえ，本研究では，女性が仕事と乳幼児期の子育てを両立させようとすること
は，それまでの生き方の変更を伴う一つの発達的危機体験と捉え，その危機体験が働く母
親の心理面にどのような影響を及ぼすのか，また，どのように成長的変化が導かれるのか
について探求していきたい。 
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第２節 成人期の発達理論に関する研究の動向 
 
第１項 人の生涯発達 
これまでの人間の発達に関する研究の多くは発達心理学の領域で行われ，発達心理学で
は主に子どもが大人になる過程に関心が寄せられていた。大人は子どもの発達に影響を及
ぼす環境因として扱われることが多く，子どもを中心として，大人（特に母親）の行動が
子どもの発達に及ぼす影響について研究されることが多かった。しかしながら，人間の発
達は，子どもが成長して大人になると完了する訳ではなく，大人になってからの心身の変
化を含めた，人の誕生から死までの発達を研究する生涯発達心理学も登場した。ただし，
成人期以降の発達の過程は，青年期までの発達概念のように，高次の機能の獲得や進歩と
いった上向きな変化の過程だけでは捉えることは難しく，「喪失」という契機をも組み込ん
で考えていく必要がある（やまだ，1995）。 
人が生まれてから死ぬまでの変化を「成長」と呼ぶか，「発達」と呼ぶか，「変容」と呼
ぶか，あるいは「成熟」と呼ぶかは研究者によって異なり，また，何をもって「成長」，「発
達」と呼ぶかの区別はそれぞれの研究者によって異なる（宅，2010b）。本論文では，成人
期女性が困難な事象を体験することによって心理面にどのような変化が生じるのかに関心
があり，困難を乗り越えての変化を，「困難を乗り越えて成長した」とはいうものの，「困
難を乗り越えて発達した」とは一般的には耳慣れないことから，「心理的成長」という用語
を使用することとする。 
 
第２項 Erikson, E. H.の生涯発達の理論 
 Erikson, E. H.（1902-1994）は，精神分析学の創始者である Freud, S．（1856-1939）が提唱
した心理・性的発達理論（1905/1969）の流れを受け継ぎながら，社会的側面を重視した独
自の心理・社会的発達理論を提唱した。Freud, S．の発達理論では，人間が健全に発達する
には，乳幼児期から思春期までの適切な時期に適切な順序で，各々の発達段階における特
定の重要な課題を乗り越えなければならないという考えを基盤としており，成人期以降は
目立った発達的変化は起こらないと考えられていた。一方，Erikson, E. H.（1959/2011）は，
人間は生涯に渡って成長・発達していくものとし，乳幼児期から老年期までの人間の心の
成長のプロセスを 8 段階に分け，各発達段階には乗り越えるべき固有の心理・社会的な危
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機が存在すると説明した（Table 1）。Erikson は，人間の成長・発達をエピジェネティック
原則（成長するすべてのものにはグランドプランが存在し，このグランドプランから各部
分が発生し，個々の部分にはそれが優勢になる時期があり，やがてすべての部分が機能す
る全体を形成する）に基づいて理解しており，健康なパーソナリティを構成する各項目は，
それぞれに特有の危機的状況が訪れる以前から何らかの形で存在し，他の全ての項目と系
統的に関連しているが，個人の準備状況と社会からの圧力が重なるときに，それぞれに特
有の危機的状況が促進されると考えた。Table 1 の対角線上の欄は，＜相対的な心理・社会
的健康の基準＞と＜それに対応する相対的な心理・社会的不健康の基準＞を表しているが，
Erikson は，＜健康の基準＞が＜不健康の基準＞を上回る時に，その項目の危機が解消され
ると考えた。 
 
Table 1 Erikson, E. H.の心理・社会的危機の図式 （Erikson, E, H., 1959，西平・中島訳, 2011） 
1 2 3 4 5 6 7 8
I 乳児期
基本的信頼感
対
基本的不信感
一極性
対
早過ぎる自己分化
II 幼児初期
自律
対
恥、疑惑
二極化
対
自閉
III 遊戯期
自主性
対
罪の意識
遊びによる同一化
対
（エディプス的な）幻想によ
る複数のアイデンティティ
IV 学齢期
勤勉
対
劣等感
労働による同一化
対
アイデンティティの
差し押さえ
IV 青年期
時間的展望
対
時間的拡散
自己確信
対
アイデンティティ意識
役割実験
対
否定的アイデンティティ
達成への期待
対
労働麻痺
アイデンティティ
対
アイデンティティ拡散
性的アイデンティティ
対
両性的拡散
リーダーシップの分極化
対
権威の拡散
イデオロギーの両極化
対
理想の拡散
VI 若い成人
ヤングアダルト
連帯
対
社会的孤立
親密
対
孤立
VII 成人期
ジェネラティヴィティ
対
自己陶酔
VIII 成熟期
インテグリティ
対
嫌悪、絶望  
 
Erikson, E. H. （1959/2011）は成人期の発達を 3 段階にまとめた。第 1 は若い成人期（ヤ
ングアダルト）の「親密（Intimacy）対 孤立（Isolation）」であり，この段階では，適切な
アイデンティティの感覚が確立されていることが必要で，それによって他者との本当の意
味での親密さ（自分自身との親密さも含まれる）が可能となるが，この課題がうまく達成
されないと表面的な人間関係しか築くことができず，自分自身を孤立させる結果になると
いう。孤立とは，自分に危険と感じられる力や人の存在を，拒絶し，孤立させ，必要なら
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ば破壊しようとする心構えだという。第 2 段階は成人期の「ジェネラティヴィティ
（Generativity・世代性）対 停滞（Stagnation）」（Table 1 では｢自己陶酔（self-absorption）｣
という語が使用されている）である。「ジェネラティヴィティ」とは創造性や生産性を超え
た，主として次世代を確立し導くことへの関心であるが，この欲動を子孫ではなく，利他
的な興味や創造性の方向に向ける場合もある。この時期にこうした次世代への責任の感覚
が発達しないと，自己愛的となり，偽りの親密さを追求し，社会的に停滞するという。ジ
ェネラティヴィティはライフサイクルのすべての段階を通して形成される課題であるが，
育児期と重なる成人期において最も特徴的に現れる（鈴木・西平，2014）。第 3 段階は成熟
期の「インテグリティ（Integrity・統合性）対 嫌悪と絶望（Disgust, Despair）」で，この段
階では，自分の人生は自分自身の責任であるということを受け入れ，否定的な部分も含め
た自分の人生の全てを受容し統合することが課題である。この統合がうまく達成されない
と，人間としての尊厳を保つことは難しくなり，絶望の状態に陥るという。このような
Erikson, E. H.の発達理論は，その後の成人期の発達研究の理論的基礎となるものであった
（岡本，2010）。 
 Erikson, E. H.（1959/2011）によると，「アイデンティティ」という言葉は「自己概念」や
「自己表象」と重なるところが多いが，＜自分自身の中で永続する斉一性（sameness・自
己斉一性）＞という意味と，＜ある種の本質的な特性を他者と永続的に共有する＞という
両方の意味を含んでおり，その調和や相互関係を表しているという。Erikson, E. H.の著書
『アイデンティティとライフサイクル』（1959/2011）の訳者（中島）は，「アイデンティテ
ィ」とは，「わたしとは誰であるか」という一貫した感覚が時間的・空間的に成立し，それ
が他者や社会から認められているということであると説明している。Erikson, E. H.
（1959/2011）は，「自我アイデンティティは，すべての同一化が次第に統合されることに
よって発達する」と述べており，子ども時代の自我価値（the ego values）が自我アイデン
ティティの感覚（a sense of ego identity）へと発達していく過程では，自尊心は主要な危機
の終わりごとに強められながら，実現可能な将来に向かっているという自己確信，あるい
は，社会的に有用なパーソナリティを発展させつつあるという確信を成長させていくとい
う。したがって，アイデンティティが発達するためには，発達的危機と向き合いながらも，
自尊感情が保たれ，強化されていくことが必要だといえる。 
乳幼児期の子をもつ働く母親は，Erikson の発達段階では，「若い成人期（ヤングアダル
ト）」から「成人期」への移行期にある。アイデンティティを確立し，結婚・出産へと至る
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ほど他者と親密な人間関係を築いた女性は，次に，ジェネラティヴィティの獲得を課題と
する「成人期」に移行していく。ジェネラティヴィティは重要な意味を持つ他者との関わ
りの中で確立されていくが，子どもを出産した女性は，子どもの世話を通じてジェネラテ
ィヴィティの感覚を獲得していく。成人期におけるジェネラティヴィティの心理的主題は，
他者を「存在させる（To make be）」（誕生させる，育てる），「ケアする（To take care of）」
ことによって，自分自身が成長することである（鈴木・西平，2014）。新たに親となってか
らの数年は生活変化が大きく，ジェネラティヴィティという新たな発達的課題と向き合う
中で，女性は大きな心理的変化を経験するであろう。ジェネラティヴィティは，愛情を込
めて「育てる」ことにより愛着を形成する（attachment）ことに加え，苦労して生み育てて
きたものを「手放す」（detachment）（子育てでは子離れする）ことで完了する。両者は共
に困難であるが，Erikson は後者をより困難と感じていた（鈴木・西平，2014）。これまで，
ジェネラティヴィティの危機では，子育てを主な生きがいとしてきた母親が，子どもの自
立によって空虚感や孤独感を味わう「空の巣症候群」という子の巣立ちに伴う痛みと子離
れの難しさが問題視されることが多かった。乳幼児をもつ働く母親が増加した今日では，
ジェネラティヴィティ完了期の心理的苦痛だけでなく，ジェネラティヴィティ導入期にお
ける心理的な困難さ・変化を検討することも重要である。 
  
第３項 Erikson理論の意義と課題 
 Erikson は，Freud の精神分析的な人格発達理論を発展させて，乳幼児期から老年期ま
での人間の心理的発達を包括的に捉えた，独自の生涯発達理論を展開した。Erikson はの発
達理論は，人の心の成長・発達は個体内で自然発生的に生じるのではなく，環境との相互
作用を繰り返しながら社会との関わりの中で発達するという社会的側面を重視したもので，
成人期の発達を理解する上で示唆に富んだものであり，現代でも生涯発達を論じる際に頻
繁に参照されている。Erikson は心の成長過程の各段階に固有の心理・社会的な危機を想定
しているが，危機が，葛藤や混乱などのネガティブな影響をもたらすだけでなく，自我を
強めて成長に導く契機となることを明らかにしたことは意味があり，働く母親の困難・危
機を乗り越えての成長を検討する上で，重要な視点を与えてくれるものと考えられる。ま
た，Erikson は，危機が解決されても，「相対的な心理・社会的健康の基準」が「相対的な
心理・社会的不健康の基準」を持続的に上回るだけで，「前者が後者を完全に排除すること
は決してありえない」としている（Erikson, 1959/2011）。つまり，不健康的側面を抱えなが
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らも，健康的側面が不健康的側面を上回るかたちで個人内でバランスが取れた時に，危機
を乗り越えて成長すると考えることができる。働く母親の困難さは一過性のものではなく，
日々の生活の中で継続的に体験されるものであり，乗り越えられたとしても，完全になく
なることはないと考えられる。したがって Erikson の発達観は，現実に即した危機解決と
成長についての示唆を及ぼすものと考えられる。 
 ただし，Erikson の理論は，成人期の発達の理論的枠組みとして用いられることが多い
ものの，その理論が乳幼児期から老年期までを網羅し，各発達段階の構成要素は他の発達
段階の構成要素と体系的に関連するといった大変包括的かつ複雑である。そのため，人の
成長をライフサイクル全体の中で理解するには優れているが，各発達段階の詳細を理解す
ることは容易ではない。また，Erikson の理論は抽象的な表現が多く，概念的な理解が中心
となり，各段階で想定される心理・社会的危機はどのように解決されていくのか，あるい
は，各段階から次の段階へはどのように移行するのかといった具体性は見えにくい。また，
Erikson が最も関心を寄せたのは青年期のアイデンティティについてであり，青年期と比べ
ると若い成人期（ヤングアダルト）以降の成長・発達についてはあまり多くを語っておら
ず，性別による違いを含めた成人期の発達の詳細は見えにくい。したがって，Erikson の理
論だけでは，若い成人期（ヤングアダルト）の働く女性がどのように成人期に移行して，
「ジェネラティヴィティ 対 停滞」という発達的危機に向き合い成長するのかいう，具体
的な危機解決の方法や成長へと進むプロセスを十分に説明することはできない。また，
Erikson 理論の多くは臨床的観察から導き出されたものであるために，客観性の問題は残る。
したがって，Erikson の理論だけで，働く母親の心理的成長を説明し，そのプロセスを描き
だすことには限界があると言える。 
 Erikson は，おおよそ 20代半ば以降の人生を，若い成人期（ヤングアダルト），成人期，
成熟期の 3 段階で説明したが，平均寿命が 80 歳を超え，生活や価値観が多様化する今日に
おいては，各段階が説明する範囲は広すぎて，「乳幼児期の子をもつ働く女性」といった限
定された範囲にある成人の詳細な理解は難しい。虐待等の問題が日常的にニュースで報じ
られているが，人の子の親になるだけでは本当の意味でのジェネラティヴィティが育った
とは言えない。働く女性が妊娠・出産を契機にどのような困難に直面し，どのようにその
困難を乗り越えて成長へと導かれるのかを実証的に検討することは，今日の日本の働く女
性の理解，および子育て支援という視点からも重要である。 
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第４項 岡本の成人期の発達理論 
 岡本（2010）は，1980 年代までのアイデンティティ研究の多くは，西欧の男性的自我の
発達観がベースにあり，分離‐個体化や自立性が発達の指標とされてきたことに疑問を呈
し，自我や自立性の発達のみではなく，女性に求められることが多い相互協調性や配慮・
ケア，人とのつながりといった関係性を強調した独自の発達理論を展開している。岡本は，
成人期の発達は，個々の力を成長させ自己実現の達成をめざす「個」の発達と，自分と関
係する周囲の人間を支え育てていく「関係性」の成熟の 2 軸，および両者のバランスとい
う視点から理解できるとした。この 2 軸をアイデンティティ発達の枠組みで捉えると，「自
分とは何者か」という個の確立と自己実現に向かう「個としてのアイデンティティ」と，
「自分は誰のために存在するのか」という他者の成長や自己実現を支える「関係性にもと
づくアイデンティティ」である。 
岡本（2010）によると，「関係性」には，「個体内関係性」と「社会的関係性」という 2
つがある。前者は生後まもなく母親との関係性の中で形成される「内在化された他者像」
であり，他者との関係の土台となり，重要な他者との関係性の中で修正され続けていく。
後者は 3 歳頃に自他が分離して個体化が達成された後に獲得される「自己と他者の関係性」
で，例えば，「母親としてのアイデンティティ」や「妻としてのアイデンティティ」など，
具体的な関係性におけるアイデンティティ意識や人間関係を示す。岡本が成人期のアイデ
ンティティ発達において重要な 2 軸の一つと考えているのは「社会的関係性」である。思
春期・青年期に「個としてのアイデンティティ」が確立されると，他者との「関係性」の
あり方が安定してくる。青年期後期から成人期初期にかけては，社会的役割の拡大に伴っ
て「関係性にもとづくアイデンティティ」が拡大・分化していくが，人生の発達的危機期
には，具体的な他者との関係性が吟味・取捨選択されていくと同時に，内在化された他者
像も修正されて，個々人の「関係性」の在り方が再体制化され，アイデンティティが成熟
していく。岡本によると，成人期のアイデンティティの発達には，「個」と「関係性」双方
が等しく重みをもつことが必要で，両者が統合された状態が真に成熟したアイデンティテ
ィだという。「個」と「関係性」は入れ子のような関係にあり明確な区分は難しいが，成人
期には，自分が関与する「関係」に呑み込まれないだけの「個」の確立と，「個」によって
「関係性」が壊されないだけの成熟した関係性の達成が求められる。成人期に体験される
発達的危機は，「個としての自分」または「他者との関係性」のゆらぎや両者のバランスの
崩れから生じることが多いという。 
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岡本（1994）が成人期の主要な危機期と考えたのは，中年期と老年期である。中年期に
は閉経や体力の衰えといった「身体感覚の変化の認識」をきっかけに，「自分の再吟味と再
方向づけへの模索」が行われ，子の自立による親役割の変化・喪失への適応的な関係の再
獲得といった「軌道修正・軌道転換（自分と対象との関係の変化）」を経て，「アイデンテ
ィティの再確立」が達成される。また，現役引退期である老年期には，退職による生活環
境の変化といった「自己内外の変化の認識」を契機として，人生の見直しといった「自分
の再吟味と再方向づけへの模索」が再度行われ，価値観の修正や社会・家族関係の変化な
どの「軌道修正・軌道転換」を経て，「アイデンティティの再確立」が達成される。岡本は，
新たに子どもの親になる頃の成人期は比較的安定期と考えていたようであるが，女性にと
って妊娠・出産後の数年間は，子の誕生による家族関係の変化や働き方の見直しによるキ
ャリアの再考など，精神的にも肉体的にも大きな変化を体験しやすい。こうした人生選択
の岐路には，重要な選択を迫られることから心理的な迷いや葛藤が生じやすく，この時期
は，女性の一生において主要な危機期の一つと考えることができる。 
 
第５項 岡本理論の意義と課題 
岡本(2010)は，Erikson の理論をベースにしながらも，西欧の男性的自我の発達を中心と
した自立性や分離・個体化を指標とするこれまでの発達観では，成人期女性の発達の複雑
性を十分に説明できないと考え，個人の能力を拡大し自己実現の達成を目指す「個」の発
達と，自分と関わる重要な他者を支え育てる「関係性」の成熟という 2 軸および両者のバ
ランスによって成人期の危機と発達を捉えるという独自の発達理論を展開した。この 2 軸
は，アイデンティティ発達の枠組みでは，「個としてのアイデンティティ」と「関係性にも
とづくアイデンティティ」である。日本社会では，女性は，家庭においては子どもや夫な
ど家族の自己実現の達成を支え，職場においては上司や同僚の成功を支えるといったよう
に，自分を取り巻く周囲の人々の生活や活動が円滑になるように行動することを，男性以
上に期待されている。このため，日本の女性は結婚や出産を契機に仕事を辞めて家庭に専
念することも珍しくなく，自分自身のキャリアの追及といった自己実現の達成は，母親と
して，妻としての役割を果たした上でないと社会的に承認されにくい空気がある。岡本の
発達理論は，こうした社会文化的側面を考慮したものと言え，成人期の発達は，人を世話
することや他者の自己実現を支えることによってもたらされる部分が大きいという，他者
との関係性の中での成長を強調したことには意義があり，ともすると自分のことよりも家
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族の世話を優先することが暗黙裡に期待される成人期女性の発達を理解する上で興味深い
示唆を与えてくれるものである。ただし，Erikson による「アイデンティティ」という概念
には，「自分とは何者であるか」という感覚と，その感覚が「他人や社会から承認されてい
る」という二つの要素が既に含まれており，個人としてのアイデンティティには，「妻」と
して，「母親」として，「職業人」としてという，他者との関係性や社会の中で規定される
役割に基づくアイデンティティも含まれると考えることができる。「自分は何者であるか」
という個人のアイデンティティの感覚は，他者や社会との関わりの中で明確化し，確立さ
れていく。個人が新たな役割を獲得する，あるいは既存の役割を喪失するときには，アイ
デンティティ感覚の再構成が必要になってくる。個人のアイデンティティは，他者・社会
との関係性によって常に維持・修正され続けていくと考えられ，出産，重要な他者の死，
退職など，人生の岐路に立つような時期には発達的危機が生じ，大幅なアイデンティティ
の再構成が必要になってくるであろう。したがって，岡本自身も「個」と「関係性」は入
れ子のような関係にあり両者の明確な区分は難しいと説明しているように，アイデンティ
ティは社会や他者との関係性の中で成立するため，両者を分離して考えることは難しいと
言える。また，母親となって子どもを育てるといった他者を世話することが自己実現の一
部であることもあるだろう。したがって，本論文では，「個としてのアイデンティティ」と
「関係性にもとづくアイデンティティ」という分類はせず，個人のアイデンティティは複
数の役割から構成されるものであり，どの役割を自己の中心に据えるかでアイデンティテ
ィ感覚も変化していくと考える。 
岡本（2002）は，出産体験は女性にとって重要な発達的岐路になる可能性を示し，働く
母親の場合には，「私であること」という個としてのアイデンティティと母親としてのアイ
デンティティの葛藤を経験するとしながらも，出産を迎える成人期は重要な危機期とは考
えていなかった。青年期に獲得されたアイデンティティが再び危機を迎えるのは，子離れ
と閉経といった社会的な変化と心身の変化が重なる 40 代の中年期の初期と，定年退職を迎
える老年期の初期であるとした（岡本，1994）。中年期の危機では，体力の衰え，子どもの
自立による親役割の減少，職業上の限界の認識など，自己の有限性の自覚をきっかけとし
てアイデンティティの再吟味と再方向づけが模索されるが，アイデンティティの再構成プ
ロセスとして，1. 身体感覚の変化の認識にともなう危機期，2. 自己の再吟味と再方向づけ
への模索期，3.  軌道修正・軌道転換期，4. アイデンティティ再確立期という 4 期が想定
されている（岡本，1985）。こうしたアイデンティティの発達のプロセスは，Erikson が想
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定するような階段を上がるような発達段階を進むのではなく，むしろ同一テーマを反復的
に繰り返すようにラセン状に進行するとした。確かに，結婚・出産後に仕事を退職し母親
役割をアイデンティティの中心に据えてきた女性にとっては，子の巣立ちを経験する中年
期は心身共に大きな変化を経験する時期であり，人生の中での主要な危機期となる可能性
がある。しかしながら，出産後も仕事を継続してきた女性の場合には，子の自立による喪
失体験が専業主婦ほど大きなインパクトをもつとも限らない。むしろ，働く母親の場合に
は，出産前は男性とそう変わらないライフコースを歩んできたにも関わらず，妊娠・出産
後の数年間は，家族関係の変化，働き方の変更，ホルモン・バランスの変動など，自分の
努力だけではどうにもならない状況に直面し，これまでに体験したことがないほど大きな
心身の変化を体験しやすい時期といえる。したがって，新たに親になってからの数年間の
成人期は，女性にとって重要な発達的危機期と考えることができる。また，岡本は中年期
の発達的危機によるアイデンティティの再構成プロセスの流れは示したが，親となって間
もない成人期の発達的危機による成長のプロセスはあまり検討されていない。女性が出産
後に仕事と子育の両立を試みる中で経験する発達的危機は女性にどのような影響を与え，
どのようなプロセスでその危機を乗り越えて成長していくのかを明らかにすることは，働
く女性の増加が見込まれる今日において重要な課題だと考える。 
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第３節 危機と発達 
 
第１項 危機から発達を捉える 
Erikson の生涯発達理論では，人生の 8 つの各発達段階に発達を推し進める危機の存在が
想定されている。「危機」という言葉は本来，良くなるか悪くなるかの転換期を指す。これ
をエリクソンは自身の発達理論に応用し，それまでの生き方や在り方を維持できないと感
じるような大きな心の変化を危機と考え，発達の前向きな方向と病理的方法の両方の動き
を含めて「発達的危機」という概念を構築した（岡本，2010）。 
人生における「出来事」としての「危機」は大きく二つに分けられる。一つは，「標準
的な予期される危機（normative life crisis）」であり，学校の入学，卒業，就職，結婚，子ど
もの誕生や巣立ち，定年退職など，人生の中で経験することが予測される出来事で，ポジ
ティブな影響もネガティブな影響ももたらす。それに対して，もう一つは突発的に起こる
「予測不能の危機（non-normative life crisis）」であり，事故や災害で怪我をする，財産を失
う，病気になる，大切な人が亡くなる，リストラされて職を失うなど，人生の中で予測不
能の出来事であり，通常，心に与える影響は大きい。危機体験が心に与えるインパクトの
強さやその変化に適応できるかどうかは，その変化が獲得的なものか喪失的なものか，そ
の感情はネガティブなものかポジティブなものか，主体的な意思による変化か外的に強制
されたものか，予測可能なものかといった特質が関係している（岡本，2010）。 
 
第２項 外圧と内圧による発達的危機 
人間のライフサイクルには，身体的，心理的，社会的など，多次元で本質的な変化の起
こる構造的危機期がある。危機期には，自分をとりまく社会的変化による「外圧」と，身
体的変化による「内圧」が集中し，生き方や意識の連続性が断たれるとき，アイデンティ
ティの危機となる（岡本，2010）。 
女性は妊娠・出産を経験して母親になることを契機として様々な変化に直面する。それ
には，妊娠・出産によるホルモン・バランスの変動といった身体的な変化に加え，母親と
なることによる心理的な変化も経験する。それと同時に，子どもの登場による家族構成の
変化や母親としての子どもへの社会的責任の発生など，社会的な変化も数多く経験する。
そうした中で，女性が出産後も仕事を継続しようと思っても，出産前とは働き方を変える
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必要が生じることも多い。このように，女性が子どもを出産し母親になることに伴う自己
の内側と外側からの変化は大きく，内圧と外圧が一時期に集中して体験されることになる。
この時期，女性が仕事と子育てを両立させようとすると，出産前に築き上げてきた個人と
しての生き方や在り方が通用しなくなり，それまでに構築した生き方や価値観の変更や再
構築が必要となる場合がある。こうした過程では，女性は気持ちを大きく揺さぶられ，発
達的危機を経験する可能性がある。人間は困難を乗り越えることによって精神的に成長す
ると言われているが，働く母親が仕事と子育てを両立させようとすることで直面する発達
的危機を乗り越えることによって，母親の心理面に成長的な変化がもたらされる可能性が
考えられる。 
 
第３項 困難を契機とした成長：PTG 
古くから，困難な出来事は人を成長させると言われているが，これを説明する概念の一
つに，ポスト・トラウマティック・グロウス（Posttraumatic Growth: PTG）がある。PTGは
「危機的な出来事や困難な体験における精神的なもがき・闘いの結果生じる，ポジティブ
な心理的変容の体験」と定義され（Tedeschi & Calhoun, 2004），人の中核を揺るがすような
衝撃的な出来事を契機に引き起こされる体験である（宅，2010a）。「人の中核」とは，私た
ちの中で「前提となっている世界観（Assumptive World）」（Janoff-Bulman，1989）であり，
私たちが当然のこととして心の中に保持している信念や価値観のようなものである。この
信念が大きく揺さぶられ，崩壊するほどの「衝撃を伴った出来事（Seismic Event）」に直面
した場合，その出来事について繰り返し考えることで次第に認知的な変容が起こり，起き
た出来事を理解したり，そこから意味を見い出そうとしたりすることで，人格的な成長が
もたらされることが PTGと考えられている（宅，2010a）。 
PTG の契機となるような出来事は幅が広く，米国精神医学会刊行の診断体系
『DSM-IV-TR 精神疾患の診断・統計マニュアル』（American Psychiatric Association，
2000/2004）の基準A で定義されている狭義のトラウマ体験や幼少期に経験されるトラウマ
には限定されておらず，自然災害，犯罪被害，交通事故，病気，親族や友人との死別，い
じめなどの人間関係上の問題，離婚，虐待といった，一般には予測不能の危機体験が含ま
れる。 
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第４項 PTGによる成長とは 
Tedeschi & Calhoun（1996）は先行研究をレヴューし，人が自然災害や犯罪被害，交通事
故，病気，親族や友人との死別，いじめなどの人間関係上の問題，離婚，虐待といった危
機的な体験をした後にも何らかのポジティブな変化を自覚していることを見出した。そう
した変化には，「自己認識の変化」（自己信頼感・自己効力感の増加），「対人関係の変化」
（他者との関係の親密化，共感性の向上），「人生哲学の変化」（優先順位の変化，時間を大
切にする）が含まれ，こうした困難な体験を契機に引き起こされるポジティブな心理的変
容を PTG とした。PTG の理論モデルでは，PTG プロセスに影響を及ぼす要因として，個
人の環境・社会的な変化に対する対処（コーピング）のあり方，家族や知人からのサポー
ト（ソーシャルサポート），個人のパーソナリティ，自己開示，宗教・文化的背景，心理・
身体症状など，多様な要因が相互に影響を及ぼしあう中で PTGが生起すると考えられてい
る（宅，2010a）。PTG生起の一般的なモデルは，まず個人の根幹を揺さぶるような出来事
が発生し，多大な感情的苦痛を経験した後に，その出来事について繰り返し考える自動的
な反芻（rumination）が起こり，その後，ソーシャルサポートや自己開示によって次第に感
情的な苦痛が軽減され，その出来事を意図的に語り直すことで新しい認知スキーマが形成
されるというプロセスが想定されている（Tedeschi & Calhoun，2004；2006）。 
本論文が扱う成人期女性の発達的な危機は，「標準的な予期される危機」である。女性
は，出産を契機に，子の誕生による喜びや幸福感を味わうと同時に，子の誕生に伴う様々
な変化に対応する必要性にも迫られる。働く女性の場合には，仕事を継続するにも出産前
と同様にはいかず，様々な困難に直面することもある。そうした困難によって，自己認識
や対人関係の変化，優先順位の明確化など，PTGと類似の心理的変化が引き起こされる可
能性がある。 
 
第５項 PTG理論の意義と課題 
Erikson は，人のライフサイクルの各発達段階には固有の心理・社会的な危機が存在し，
その危機が次の発達段階への成長を推し進めると考えたが，PTG 理論を提唱した Tedeschi
と Calhoun も，人が危機的な体験をきっかけとした精神的に成長することを見出した。両
者に共通することは，成長への契機として危機的な状況を想定している点である。ただし，
前者が主に想定しているのは人生の中である程度予測可能な標準的危機であるのに対し，
後者が主に想定するのは偶発的に遭遇する予測不能の危機という違いはある。また，PTG
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理論は生涯発達的な視点から人の成長を捉えたものではない。PTG 理論は，人が通常はネ
ガティブな影響しか考えられないような困難な出来事を体験した後にも，自己信頼感・自
己効力感の増加，人間関係の親密化や共感性の向上，人生哲学の変化といった成長的な変
化がもたらされる可能性を見出したが（Tedeschi & Calhoun，1996），これは，辛い出来事
に直面した人々にとって希望を与えるものであり，社会的にも意義があると言える。また，
Tedeschi と Chalhoun の PTG 理論は，Erikson のように人の一生を包括的に捉えたものでは
ないが，人が人生の中でいつ遭遇するかわからないような予測不能な危機からどのような
成長的変化が生じるのか，自己の認知的枠組みを変更しないと，とうてい受け入れること
ができないような困難な出来事に直面した場合に，人は心理的にどのように変化・成長す
るのかを明らかにしたことは，人のライフサイクルの中で生じる標準的な危機による成長
を考える上でも，示唆を与えてくれるものと考えられる。しかしながら，標準的な危機に
よる成長と予測不能な危機による成長は，類似点もあれば相違点もあると考えられる。し
たがって，両者の共通点と相違点を検討し，成人期女性に固有の標準的危機による成長を
描き出すことが必要である。また，PTG が生起するプロセスについて，Tedeschi と Calhoun
（2004；2006）は，心理的成長を引き起こす先行条件となる危機的な出来事・体験が，あ
る個人の認知的な枠組みを大きく揺さぶるり，その出来事・体験について繰り返し考える
ことで次第に受け入れられるようになるという変化のプロセスを想定しているが，実証的
には十分に検討されてはおらず今後の課題とも言える。本論文で扱う成人期女性の標準的
な危機による成長についても，どのような心理的機能が変化したかだけではなく，変化の
プロセスや成長的変化を導く要因を検討することは，人の成長的変化を生涯発達的視点で
考える上で重要である。PTG理論では，危機による心の機能面の変化を捉えることは可能
であるが，成長・変化の全体像，および前後の発達段階との関連は見えにくいことから，
それらを含めて成人期という発達段階特有の女性の成長のあり方を明らかにするような研
究が必要である。 
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第４節 母親の発達に関する実証研究 
 
第１項 母親の発達に関する実証研究の動向 
これまでの発達心理学の領域でみられた親に関する研究の多くは，母親が子どもの発達
にどのような影響を与えるかという視点に立つものであった。そうした研究の主な関心は
子どもに向けられ，親は子どもの発達に影響を与える環境要因として扱われることが多く，
親自身が子育てを通じて変化する側面はあまり注目されてこなかった。近年，生涯発達へ
の関心が増加し，成人期の発達に関する研究も増え，親側の視点に立った親自身の成長・
発達に関する研究も見られるようになってきた。親としての成長・発達を扱った研究には，
親となることによって変化する側面を明らかにしたもの（例えば，柏木・若松，1994）や，
妊娠後期から親となってからの 3 年間における自己概念の変化を縦断的に捉えたもの（小
野寺，2003）などがある。親の発達研究の多くは母親の発達を扱ったものであり，例えば，
親となって間もない母親の子育て経験の語りから成長的側面を明らかにした徳田（2004）
の研究などがある。これは，女性は男性よりも育児のために自分の人生や生き方が大きく
変化し，それに伴い心理面でも成長的な変化が大きいことを反映しているとも考えられる。 
柏木・若松（1994）は，親が子どもの発達に影響を及ぼすだけの存在ではなく，親自身
も子育てを通じて成長的に変化しうる存在であることを実証的に明らかにしている。柏木
らは，日常よく耳にする，「親になって成長した」とはどのようなことを意味するのかとい
う親になることによる人間的成長の内容を検討するために，親自身が認識している親にな
ってからの変化を評定の基準として，親となることによる変化・発達に関する 50 項目の質
問紙を作成し，3-5 歳児を持つ父親および母親に実施した。その結果，「柔軟さ」，「自己制
御」，「視野の広がり」，「運命・信仰・伝統の受容」，「生きがい・存在感」，「自己の強さ」
の６因子を見出し，親としての発達の具体的内容を明らかにした。親としての成長への認
知には性差が認められ，いずれの側面でも父親より母親の方が高かった。この結果につい
て柏木らは，母親は父親に比べて日常的に子育てに関わっているために，相対的に子ども
との関わりが少ない父親よりも，親となってからの変化を体験しているのであろうと考察
している。また，職業の有無で母親の成長を比較した場合，「自己制御」，「運命・信仰・伝
統の受容」，「視野の広がり」，「生きがい・存在感」の 4 側面で，専業の母親は有職の母親
より親になってからの変化を強く認知していることが示された。有職の母親の変化は，専
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業の母親よりは小さいものの，父親よりは大きかった。この結果は，有職の母親は父親よ
りも多く育児にかかわっているためで，多く子育てにかかわることが，「親になっての変化」
の認識を大きくさせていることが示唆される。このような柏木らの研究は，成人期への移
行期において，子どもを育てるという他者との関係性の中で親自身がどのように変化する
のかという，親側の成長・発達の具体的な内容を，親自身の主観的な評価から明らかにし
たといえる。 
小野寺（2003）は，結婚した夫婦に子どもが産まれ，親役割を担って子育てを始める過
程で生じる様々な変化の中で，アイデンティティの類似概念である自己概念の変化に注目
し，妊娠 7-8 ヶ月から親になってからの 3 年間に男女の自己概念がどのように変化するの
かを，自尊感情も含め，尺度を使って縦断研究を行った。その結果，親になる前に確認さ
れた 6 因子（「活動性」「怒り・イライラ」「情緒不安定」「養護性」「神経質」「未成熟」）か
ら構成される自己概念の構造は，親になって2年後および3年後も同じ因子構造であった。
3 期にわたって有意な変化が見られたのは，女性の「怒り・イライラ」の増加のみであり，
他の 5 側面では性差も見られなかった。また女性は母親になる前と母親になってから 2 年
後で，有意に自尊感情が低下したが，男性ではその傾向は見られなかった。これについて
小野寺は，気質的な側面を示す自己概念は，男女ともに親になってからも比較的安定して
いると説明している。したがって，小野寺の研究からは，第１子の妊娠後期から出産後の
3 年間の親への移行期においては，男女ともに自己の主観的な評価の中でも，自分自身が
どのような人間であるかという自己概念（梶田，1988）については大きく変化しないこと
が明らかになったが，女性は母親になると，「怒り・イライラ」の増加や自尊感情の低下と
いった，ネガティブな感情を男性以上に経験しやすく，親への移行期には，女性は男性よ
りも，変化が大きいことを表しているともいえるだろう。 
徳田（2004）は，母親になるという経験や育児が，様々な感情や相容れない要素が複雑
にからみ合う経験であるという視点から，女性にとっての子育ての意味を，女性自身が自
己の生き方や人生との関連でどのように捉え，意味づけしているかについて，母親になっ
てからまもない女性の語り（narrative）を通して明らかにすることを試みている。第 1 子
が 0－3 歳で家庭で子育て中心の生活を送っている 11 人の母親（平均年齢 30.5 歳，子ども
の平均年齢 1 歳 3 ヶ月）を対象に詳細な面接調査を行った。面接では，各々のライフコー
スの選択や，その中で母親になること，子育て，学生時代から現代に至るまでの生活とこ
れからの人生の展望に加えて，子育て経験の意味を問う質問（「○○さんにとって，子育て
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とは，どういうものなんでしょうか」）や，子育てに専念している現在の人生への位置づけ
を問う質問（「子育てに専念している現在という時期は，○○さんにとってどんな時だと思
いますか？」）を含めた。その結果，「子育ての意味づけ」の類型化とそれに対応する「ラ
イフパースペクティブ（人生の展望）の語り」から，1．「自明で肯定的なものとしての子
育て」，2．「成長課題としての子育て」，3．「小休止としての現在」，4．「個人的成長として
の現在」，5．「模索される子育ての意味づけ」という母親にとっての 5 つの「子育ての意味
づけ」パターンを見出した。各々の意味づけは，母親である自分，育児中心の生活，個と
しての生き方をめぐる葛藤や困難等の問題の有無とその所在を中心に構成されていた。パ
ターン 1 を除く残り 2 から 5 までの全てのパターンでは，「成長や学び」という子育ての意
味づけが行われており，それらは背後に何らかの葛藤や心理的負担を伴って語られること
があった。すなわち，親への移行期には，子育てという新たな役割に従事する中で様々な
社会的変化を経験するが，育児中心の生活で経験する複雑な感情や心理的困難を，「成長・
学び」に意味づけることによって，自分の中に受容していく過程が示されているとも考え
られる。 
柏木・若松（1994），小野寺（2003），および徳田（2004）の研究は，親への移行期にお
いける主観的な体験や意識の変化から，親としての成長・発達を明らかにしたが，大島
（2013）は，すでに子どもが成人して子育てを終えた中年期の母親の主観的な語りから，
母親の子育て体験による成長の構造を明らかにすることを試みている。大島は，20 代から
30 代前半の若い成人期に達する子ども持つ中年期の母親（52～62 歳：平均年齢 56.05 歳，
SD=3.48）22 名に面接調査を行い，①子育ての成功・失敗体験として母親が考えているも
のは何か，②子育てで印象的だった体験は何か，③母親の子への関わりの背景には何があ
るのか，④母親の成長が母親の中でどのように統合されているのかについて質問し，母親
たちがこれまでの子育て体験からどのように母親として成長したのかを，グラウンデッ
ド・セオリーの手法を使用して分析した。その結果，母親は【理想の母親像】を元にして，
【子本位の関わり】を持とうとするが，【子育ての義務感】から時に【気が付けば自分本位
の関わり】となることもあるものの，そのような時も【身近な人から子育て協力】を得る
ことにより，【子から学ぶ】という体験を通じて，次第に子どもから【離れて見守れる】よ
うになり，【心理的なゆとり】を獲得するという成長プロセスを見出した。大島は，【身近
な人からの子育て協力】は母親の負担や孤立感を軽減し，子どもに向き合う余裕を生み出
36 
し，それが【子本位の関わり】を行うための力になると述べている。また，【子から学ぶ】
体験は，自分の間違いを子から指摘されることや，自分が良かれと思っても子どもに反抗
されるといった，子どもとかみ合わない感じを生じさせるなど，少し痛みを伴うような体
験でもあるが，じっくりと子の話を聴き，子の気持ちに注目するときに，思いがけず子の
力に気づくようになる。子どもの成長への気づきは，自身の【自分本位の関わり】を気づ
かせてくれるきっかけとなり，それはまた，【離れて見守れる】ようになるといった変化を
母親に生じさせ，それにより，“視野が広がる”，“自分の生き方を意識する”といった【心
理的なゆとり】が生まれることが，心理的な成長であるという。つまり，母親が子どもと
の関わりの中で，子どもの成長に気づくことが，自らの子どもへの関わり方を改め，子ど
もとの適切な距離を保ち，視点を子育て以外に向けられるようになるといった母親の成長
的な変化を促進するといえるだろう。 
 
第２項 母親の発達に関する実証研究の意義と課題 
これまでに見てきた母親の発達に関する研究は，発達心理学領域で主流であった，子ど
もの発達に影響を与える環境要因としての親ではなく，親側の視点から，親自身が子育て
経験を通じてどのように変化・成長していくのかが実証的に検討されている。柏木・若松
（1994）の親になることによる人格的発達を検討した研究は，親となって変化したと自己
認知している側面から「親となること」による成長を描き出した。柏木らの研究は，「親に
なって成長した」という，人が日常生活の中で経験的に獲得している概念を具体化し，こ
れまでの発達心理学の中で，主に子どもの発達の説明変数として扱われてきた親自身が，
育児を通じて自らも発達・成長する存在であることを実証的に明らかにした。このような
柏木らの研究の主要な意義は，成人期においても人は成長し発達する存在であることを実
証的に明らかにしたこと，並びに，親となることの成長の具体的内容を明らかにしたこと
である。乳幼児期の働く母親の心理的成長をテーマとする本研究にとっても，親になって
の心理的成長とはどのようなものなのかを理解するための示唆を与えてくれるものである。
しかしながら，親への移行期における成長は，子どもとの関わりの中でのみ達成されるの
かには疑問が残る。柏木らの研究では，親になってからの変化の認識は，母親が父親より
も強く，また，有職の母親より専業の母親の方が強いことが示され，子育てに主体的・積
極的に関わることが，親としての成長感を促進させることが示唆された。ただし，これは，
有職の母親の親への移行期における人格的な成長が無職の母親よりも少ないことを必ずし
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も意味しないと考える。有職の母親は，子育て経験のみならず，仕事の経験からも成長す
る機会があるであろうし，仕事と育児を両立させようと奮闘する体験からも成長する機会
があるのではないだろうか。働く母親は，育児と仕事を同時に遂行するという経験から，
働く母親に特有の心理的成長があることも考えられる。したがって，有職の母親の場合に
は，親としての変化に限定せず，仕事と育児を両立させることからの変化をも考慮した心
理的成長を描き出す必要があると考えられる。また，柏木らの研究で明らかになったのは
親になることによる変化の内容のみであり，成長のプロセスは明らかにはされていない。
どのようにして親としての成長がもたらされるのか，どのような要因が親としての成長を
推し進めるのかといった成長のプロセスを明らかにすることは，成人期の発達を理解する
上で重要な課題だと思われる。 
親になることによる変化の中でも，小野寺（2003）は，自分はどのような人間かという
自己概念の変化に注目し，妊娠後期から親となってからの 3 年間における自己概念の変化
を縦断的に捉えることを試みた。小野寺の研究では，男女ともに，自己概念は親役割を担
うようになっても大きくは変化しないことが示さた。親になってからの主観的な意識の中
でも，柏木・若松（1994）の研究では親となって変化する側面を，小野寺の研究では親と
なっても変化しにくい側面を捉えたといえる。これは，親役割を担うことによって，子ど
もや夫などの他者との関係性の中で変化する自己意識がある一方で，自分についてのより
内面的な側面は変化しにくいことを表しているとも考えられ，人の生涯発達を理解する上
で興味深い示唆を与えてくれるものである。また，小野寺の研究では，親になっても比較
的安定している自己概念であっても，女性のみ「怒り・イライラ」が増加することや，自
己概念の中核をなすと考えられる自尊感情は低下傾向が認められるなど，女性は母親にな
るとネガティブな感情を経験しやすいことが明らかにされた。これについて小野寺は，母
親になるまでは仕事などを通じて社会との関わりが保たれていた女性が，出産後は子育て
に専念するために仕事を辞めることで社会との関わりが小さくなるといった役割変化に伴
う意識が自尊感情を低下させていると考察しているが，それ以上の検討はされていない。
出産を契機に生活の中で育児が大きな位置を占めるようになる女性の自尊感情の変化を理
解するには，母親が子どもや育児をどのように捉えているかといった子どもや育児への感
情との関連を検討する必要があるのではないだろうか。また，自己概念の中でも「怒り・
イライラ」は，育児期のストレス反応とも考えることができることから，親への移行期に
おける母親の精神的健康をも合わせて検討することが必要であろう。 
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親への移行期における変化について，徳田（2004）は，親となって間もない母親の子育
て経験の語り（ナラティブ）から成長的側面を明らかにすることを試みている。徳田の研
究では，乳幼児をもつ専業の母親が，育児中心の生活の中で葛藤や心理的負担を経験しな
がら，子育て期を自らの成長や学びの時期として意味づけていることを明らかにした。小
野寺（2003）の研究でも，社会的な変化の大きい親への移行期には女性はネガティブな感
情を体験しやすいことが示されたが，徳田の研究によって，女性が子育て期に体験する困
難を自らの成長や学びの機会と意味づけることで，内面の複雑な感情や心理的困難を受容
する過程が示されたとも考えられる。また，生涯発達的視点で成人期女性の親への移行期
における心理的変化を理解するには，女性自身の人生や生き方との関連で捉えることが重
要であることを示してくれたともいえる。このような徳田の研究は，女性が発達的危機を
乗り超え成長するプロセスの示唆を与えてくれるものとして意義がある。ただし，徳田の
研究は専業の母親のみを対象としたものであり，働く母親については同様の結果が得られ
るのかは明らかではない。働きながら子どもを育てている女性にとっての子育ての意味を，
自身の生き方や人生との関連でどのように捉え，意味づけしているかを明らかにすること
が，働く母親の心理的成長を理解するためには必要かもしれない。 
これまでに見てきた母親の発達に関する研究は，いずれも親となって間もない親への移
行期における母親の発達が描かれていたが，大島（2013）の研究では，すでに子育てを終
えた中年期の母親の語りから，母親の子育て体験による成長のプロセスが見出されている。
大島の研究では，母親が子どもとの関わりの中で，子どもの成長に気づき，子どもと適切
な距離を保てるようになることで，母親の視野が広がり，心理的なゆとりが生じるという，
母親の心理的成長のプロセスが見出された。このような大島の研究からは，子どもと関わ
りながらも子どもと適切な距離を保つことが母親の心理的成長を促進するという，母親の
心理的成長プロセスを理解するための重要な視点が得られた。しかしながら，心身の自立
が確立していない乳幼児の場合には，世話やしつけのために，親子の間でより多くの関わ
りが必要とも考えられることから，乳幼児をもつ母親の心理的成長のプロセスがすでに子
育てを終えた母親と同様とは限らない。したがって，親となって間もない頃の母親の心理
的成長プロセスを明らかにすることが，今後の課題であろう。 
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第２章 本論文の目的・構成・意義 
 
第１節 本論文の目的 
 
第１項 先行研究から導き出された課題 
前章で取り上げた研究から導き出された課題を以下の 5 点に整理し，その課題の探求か
ら本研究の全体的な目的を論じる。 
 まず，今日の日本においては，女性の社会進出が政府の重要課題の一つに挙げられ，女性
が出産後も働くことを期待される気運は，今後ますます高まることが予想される。しかし
ながら，「三歳児神話」や「男は仕事，女性は家庭」という性別役割分業を肯定する社会
通念が根強く残る社会で，特に乳幼児期の子を抱えながらの仕事は，まだまだ困難である
と言える。これまでの働く母親に関する研究は，増大仮説や欠乏仮説といった多重役割研
究のように，個人が担う役割が増加して負荷が高まることに伴う心身へのネガティブある
いはポジティブな影響について主眼が置かれているものが多く，幼い子を抱えながら仕事
で母親が経験する心理的な負担が，母親の育児感情や，母親自身の精神的な健康にどのよ
うな影響をもたらすのかについては十分に検討されてはこなかった。また，働く母親の問
題を女性の生涯発達の枠組みの中で捉えた研究は少なく，これまでのところ，女性が仕事
と育児の両立を試みる中で心理的に成長していくといった発達的視点で働く母親の問題を
検討した研究はあまり確認されていない。進学や就職に至るまで男性と同様のライフコー
スを歩んできた女性が，妊娠・出産を契機に男性とは異なる役割期待に直面し，子どもや
家族，職場との関係の中でどのような心理的変化を経験し，どのようなプロセスで困難を
乗り越えて成長していくのかを明らかにすることは，働く母親の増加が見込まれる今日に
おいて重要な課題である。よって，日本の社会文化的背景も考慮に入れた上で，乳幼児期
の子をもつ働く女性が仕事と育児の両立を通してどのような心理的な困難さを体験し，ど
のようなプロセスをたどって心理的成長を遂げるのかについて，生涯発達的な視点から実
証的に検討する研究が必要である。 
第 2 に，Erikson は人のライフサイクルの中で，各発達段階に固有の心理・社会的な危機
を想定し，その危機を乗り越えることが次の段階への成長につながると考えた。このよう
な Erikson の心理・社会的発達理論は，本論文が目的とする，成人期女性が親となってか
40 
らの数年間に経験する仕事と子育ての両立の困難さという危機を乗り越えての成長を理解
するための参照枠を与えてくれるものである。しかしながら，先の章で見たように，Erikson
の理論は人の生涯にわたる成長を包括的に理解するには大変優れているものの，概念が抽
象的であり，各発達段階の具体的な成長のプロセスや，心理・社会的危機の解決方法は明
確には示されていない。また，各発達段階で説明される発達の範囲は広く，育児期早期の
働く女性という限定された範囲の成人期発達の詳細を理解することは難しい。また，おそ
らく Erikson が目指したのは人種や性別を超えたユニバーサルな発達理論であろうが，現
実的には文化や性別による違いもあるだろう。したがって，Erikson の理論だけでは，乳幼
児期の子をもつ母親に固有の心理的成長を説明するには限界がある。親となって間もない
成人期女性の発達といった限定された対象の個別的な発達の特徴やプロセスを理解するた
めの実証的な研究が必要である。働く女性が妊娠・出産を契機に直面する危機を乗り越え
て，どのように Erikson がいうジェネラティヴィティ的視点を確立していくのかを，実証
的に明らかにすることは，女性の生涯発達の理解，および子育て支援という視点からも重
要な課題である。 
第 3 に，岡本は，Erikson の理論をベースとしながらも，個人の自立的側面よりも他者と
の関係性を重視した成人期の発達理論を展開した。岡本は，成人期の発達は，自分にとっ
て重要な他者を支えることによってもたらされる側面が大きいことを協調し，成人期の危
機は，「個としての自分」と「他者との関係性」という 2 軸の揺らぎや両者のバランスの
崩れから生じると説明した。成人期には家族を持ち人の親になることで社会からの性別に
よる役割期待がより明確化する。女性は仕事での成功より，他者を世話することや他者と
の関係性をより重視されるようになる。岡本の発達理論は，こうした社会文化的側面を考
慮に入れた発達を理解する上で重要な視点を与えてくれるものである。また，他者を支え
ることが成長に結びつくというのは，Erikson が示したジェネラティヴィティの考え方にも
つながる。ただし，岡本の理論では，アイデンティティの発達を「個」と「関係性」の 2
軸で説明しているが，Erikson も人間の発達は自分を取り巻く周囲の人々や社会との関わり
の中で達成されるとしている。また，人の成長を導き支えることが個人の自己実現の一部
になることもあり得る。よって，「個」に基づくアイデンティティと「関係性」に基づく
アイデンティティとを完全に分けて考えることは難しい。また，岡本は，青年期以降に訪
れる人生の重要な危機期は中年期および老年期だとし，新たに親となる頃の成人期は主要
な危機期とは考えていなかった。そのため，女性が出産後も仕事を続ける場合には，職業
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アイデンティティと母親アイデンティティとの葛藤が生じるとしながらも（岡本，2002・
2010），そうしたアイデンティティ葛藤が女性の心理面にどのような影響を及ぼし，どの
ようなプロセスで危機を解消していくのかといった詳細は検討してこなかった。女性は妊
娠・出産を契機に，仕事か育児かの二者択一的な選択を迫られるなど男性とは異なる役割
期待に直面し，精神面・肉体面共に大きな変化を経験しやすく，女性にとっては親となっ
て間もない成人期も人生の中で重要な発達的危機期と言える。働く女性がそうした発達的
な危機からどのような心理的変化を経験し，どのようなプロセスを経て乗り越えていくの
かを具体的に検討することは，現代女性の生涯発達を理解する上で重要な課題である。ま
た，乳幼児期の仕事と育児の両立葛藤に悩む女性とその子どもへの有用な心理的支援を考
える上でも意義があると考える。 
第 4 に，Tedeschi と Calhoun による PTG 理論では，成長への契機として危機的な状況を
想定し，人が困難な体験の後に，自己認識の変化，人間関係の親密化，優先順位の変化と
いった，成長的な変化が生じる可能性を明らかにした。こうした変化は，仕事と育児の両
立の困難さからも生じる可能性があり，PTG理論は，仕事と育児の両立といったライフサ
イクルの中で体験される標準的な危機による成長を理解するための示唆を与えてくれるも
のである。しかしながら，これまでのところ，成人期の発達理論と PTG理論とを結ぶよう
な研究はあまり見られなかった。「危機」による成長という共通点を考慮して，両者を繋
ぐような研究が必要なのではないだろうか。ただし，PTGが想定する予測不能な危機と成
人期女性の標準的な危機とでは，危機の種類の違いや，研究対象の文化・年代差（PTG理
論は主にアメリカの大学生を対象とした研究から導き出されたものであった）は考慮する
必要があるだろう。また，これまでのところ，PTGを扱った研究では，PTGが導かれるプ
ロセスを検討したものは少なく，成長的変化がどのように生じるかは十分に検討されてい
るとは言い難い。したがって，PTG理論を成人期女性の発達的危機による成長に援用する
には，成人期という発達段階や，文化社会的な背景を考慮した上で，量的・質的な研究に
より，育児期にある成人期女性に固有の心理的成長の構造を明らかにし，成長的変化が導
かれるプロセスを検討する必要がある。 
第 5 に，近年，生涯発達の視点から母親の発達を明らかにする実証研究が増加し，親と
なることによる成長・変化についての研究成果は蓄積されつつある。母親の発達を扱った
研究は，親への移行期にあたる乳幼児をもつ母親を対象にしているものが多く，親となっ
て間もない頃は心理・社会的な変化が大きい発達的危機であることを反映していると考え
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られる。ただ，母親の発達に関する研究で共通していることは，子育て経験からの親とし
ての発達を探っていく研究が多く，また，対象も専業の母親が多い。そのため，働きなが
ら乳幼児の子育てをしている母親の発達については不明な部分も多い。今後の母親の発達
研究においては，将来的に増加が見込まれる働く母親の発達についての研究知見を蓄積し
ていくことが，母親の発達研究における重要な課題である。 
以下に，これまでの母親研究から導き出された具体的な課題を示す。 
柏木・若松（1994）は，3-5 歳児を持つ父母を対象に，親となって変化したと自己認識
している側面から「親となること」による成長の具体的内容を明らかにした。柏木らの研
究は，有職の母親も対象に含まれるが，「親としての成長」に焦点が当てられており，子ど
もとの関わりだけでなく仕事や社会との関わりからの成長も考えられる働く母親の成長に
ついては，十分には捉えられなかった可能性が残る。働く母親は，親としての成長とは違
う側面での成長が見られる可能性があるため，親としての変化に限定せず，促進要因や成
長プロセスをも含めた働く母親に特有の心理的成長を探っていくことが必要である。 
小野寺（2003）の研究では，親への移行期には男女ともに気質的な側面を示す自己概念
は安定しているが，女性の場合には親役割の誕生と仕事役割の減少といった役割変化に伴
い，自己概念の中でも「怒り・イライラ」は増加し，自尊感情は低下するといったネガテ
ィブな感情を体験しやすいことが明らかになった。ただ，役割変化がなぜ自尊感情の低下
につながるのかはよくわかっていない。母親役割は子どもとの関係で成立する役割であり，
自尊感情の変化の背景には，母親の子どもや育児に対する感情が関連する可能性もある。
そのため，親となって間もない頃の母親の発達を理解するには，自尊感情と合わせて母親
の子育て意識も検討する必要があるだろう。また，「怒り・イライラ」は心理的なストレス
反応とも考えられることから，母親の自尊感情と精神的健康との関連についても明らかに
する必要があるだろう。 
徳田（2004）の研究では，女性が子育て期にはそれまでには体験したことがないような
葛藤や心理的負担を経験しながらも，そうした困難を，人生の中での自らの成長や学びの
機会と意味づけることで，内面の複雑な感情や心理的困難を受容する過程が示された。徳
田の研究は，専業の母親が，親になって間もない頃の発達的危機期を乗り超え成長するプ
ロセスを示したが，働く母親が親となって間もない頃の発達的危機を乗り越え成長するプ
ロセスについては明らかになっていない。今後は，働く母親にとっての仕事や子育ての意
味を，自身の生き方や人生との関連でどのように捉え，意味づけしているかを明らかにす
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ることで，働く母親の心理的成長プロセスを立体的に描き出すことが必要である。 
大島（2013）の研究では，母親の語りから，母親が子育てを通して心理的に成長するプ
ロセスが見出された。ただし，研究対象となった母親はすでに子育てを終えた中年期の母
親であった。子どもが親・養育者からの世話を必要とする度合は子どもの年齢によっても
異なり，それにより母親の子どもとの関わりも変わってくるだろう。それに伴って，子ど
もとの関わりの中での母親の成長も変わる可能性がある。したがって，親となって間もな
い頃の母親の心理的成長をプロセスについては，乳幼児をもつ母親を対象とした調査によ
って明らかにする必要がある。 
母親研究における検討すべき課題をまとめると，まず，研究対象は専業の母親が主流で
有職の母親についての知見は十分に蓄積されていないこと，そのため，研究の関心は子ど
もとの関わりの中での「親としての発達」が中心で，仕事や社会との関わりも含めた人格
的な成長は捉えきれていなかったことがある。また，働く女性が親となって間もない頃に
体験する心理的困難の詳細や，親への移行期に体験する発達的危機を，どのように乗り越
え成長していくのか，プロセスに着目した研究は少ない。今後は，働く女性が子どもを出
産して母親になり，仕事と子育てを同時に進めようと模索する中で，どのような側面が変
化・成長するのかを，成長を促進する要因や成長プロセスにも着目しながら検討し，働く
母親に特有の心理的成長を探っていくことが，母親の発達を理解する上で重要な課題であ
る。 
 
第２項 本研究の全体的な目的 
これまで見てきたように，女性は母親になることによって心理的にも社会的にも大きな
変化に直面する。女性が子どもを出産すると，仕事か子育てかといった二者択一的な選択
を迫られることも多く，出産前に構築した生き方の変更を与儀なくされることも少なくな
い。このように，女性にとって親となる経験は，自分の人生における重大な選択を迫られ
る発達的危機となる。Erikson は，成人期には心理・社会的危機を乗り越えることで次世代
を育成するジェネラティヴィティ の感覚が発達すると考えた。女性にとって親になるとい
うことは，心理的には母親という新たなアイデンティティが誕生し，子どもとの関係の中
で母親アイデンティティを発達させていくことでもある。子育てを通してジェネラティヴ
ィティの感覚は発達していくが，親となって間もない頃の仕事と育児の両立は，職業人と
しての自分と母親としての自分のアイデンティティ葛藤を経験するなど（岡本，2002・2010）
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困難を伴うことも多い。働く母親は，仕事と子育ての両立を試みる中で様々な葛藤を経験
しながら，自己の新しい生き方や在り方を模索していく。女性が仕事と育児の両立を契機
に直面する危機をどのように乗り越え成長していくのかを量的・質的な研究で実証的に明
らかにすることが，現代女性の生涯発達を理解する上で重要な課題である。出産後も働く
女性は増加しているのにもかかわらず，これまでのところ，乳幼児を抱えながらの仕事が
女性の心理面にどのような影響をもたらすのかは十分に検討されてこなかった。また，働
く母親の問題を生涯発達的な視点から捉えた研究も少ない。乳幼児をもつ働く母親が，子
育てと仕事の両立から成長する側面を描くような研究が必要である。生涯発達的視点から
は成人期女性の発達を理解するには，乳幼児期の子どもを育てている時期を，女性自身の
人生との兼ね合いで見ていくことで，女性の発達的変化を捉えやすいと考えられる。 
以上を踏まえ，本論文の目的は，生涯発達の視点から，乳幼児期の子をもつ働く母親が，
仕事と子育てを両立させようとすることは，それまでの個人としての生き方や在り方の変
更を伴う人生における一つの発達的危機と捉え，その危機を乗り越えることでもたらされ
る心理的成長を明らかにすることである。乳幼児期の育児と仕事を両立させていく過程で
体験する心理的危機とは何か，また，危機をどのように乗り越えるのか，危機を乗り越え
ると心理面にどのような変化が生じるのかについての詳細を明らかにすることで，乳幼児
をもつ働く母親にとっての心理的成長とは何かを描きだすことを目的とする。 
 
本目的に沿って，以下の通り研究 1 から 3 までの実証研究を行う。各研究の目的は次の
通りである： 
 研究 1：乳幼児をもつ働く母親への質問紙調査 
研究 1 では，乳幼児をもつ働く母親にとっての心理的危機と，危機を契機とした成長
的変化とは何かを明らかにするために，質問紙調査を行う。研究 1 は，以下の 3 つの
研究から構成される： 
・ 研究 1-1：乳幼児をもつ働く母親の心理的危機状況 
働く母親の危機からの成長的変化を検討するにあったって，乳幼児の子育てと仕事と
の両立で生じる心理的葛藤が母親にどのような困難をもたらすのかを明らかにするこ
とを目的として，探索的な量的研究を行う。成人期の発達理論や PTG理論では，心理
的成長への契機として「危機」が想定されており，母親の発達研究の多くも心理的葛
藤が親としての発達を推し進めることが示唆されている。働く母親は，仕事と家庭の
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二律背反性による葛藤から罪悪感を生じやすいと言われており，特に乳幼時期には，3
歳児神話とも重なり，子どもを預けて働くことへの迷いや後ろめたさを感じやすいと
言われている。心苦しさは心理的葛藤を反映した感情とも考えられ，心苦しさの高さ
は，葛藤の強さを表しているとも考えられる。そのため，本研究では，母親が子ども
や周囲に抱く心苦しさを乳幼児をもつ働く母親の心理的な危機と捉え，母親の心理的
危機と育児感情，自尊感情，および精神的健康との関連を探索的に明らかにすること
によって，親となって間もない母親が仕事と家庭とを両立させることで体験する心理
的危機の詳細を描き出すことを目的とする。 
・ 研究１-2：働く母親の心理的成長の構造と成長に影響する要因 
働く母親の発達的危機を契機とした心理的成長の構造および成長に影響する要因を明
らかにすることを目的として，探索的な量的研究を行う。本研究では，母親自身が仕
事と育児の両立で変化したと認識している側面を働く母親の心理的成長と捉え，その
自己評価の程度を数量的に明らかにする。また，働く母親の心理的成長と，母親の仕
事や子育てへの意識および母親の属性との関連を明らかにするとともに，PTG理論で
は，PTGプロセスに影響を及ぼす要因として，環境や社会的変化への対処のあり方（コ
ーピング）と，他者からのサポートが含まれていたことから（宅，2010a），育児協力
者の有無および母親のストレス対処方略（コーピング）との関連を明らかにする。さ
らに，心理的成長との間に関連が見られた変数を組み込んで，働く母親の心理的成長
に影響を及ぼす要因モデルを構築し，適合度を確認する。 
・ 研究 1-3：働く母親の心理的成長プロセスの自由記述分析 
研究 1-1 と研究 1-2 で量的に明らかにした母親の危機と心理的成長のつながりを検討
し，母親が発達的危機を乗り越えて心理的成長に至るプロセスを質的側面から明らか
にすることを目的として，探索的な質的研究を行う。母親が仕事と子育てを両立させ
ようとすることで体験した気持ちの変化についての自由記述から，危機的体験を乗り
越えて心理的に変化していく過程について，変化の内容と方向性に着目した質的分析
を行い，暫定的な働く母親の心理的成長プロセス・モデルを作成する。 
 研究 2：働く母親の心理的成長プロセス（面接調査） 
研究 1-3 で構築した母親の心理的成長プロセス・モデルの発展と精緻化，ならびに研
究 1-2 で量的に明らかにした母親の心理的成長に影響を及ぼす要因モデルが質的にも
確認できるかを目的として，面接調査による探索的な質的研究を行う。母親に半構造
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化面接を実施し，母親自身の主観的な語りから，親への移行期に仕事と育児を両立さ
せることで体験する発達的危機を契機とした母親の心理的成長の過程の詳細を明らか
にする。働く女性が乳幼児期の育児と仕事を両立させていく過程で体験する心理的危
機とは何か，また，危機をどのように乗り越えるのか，危機を乗り越えると心理面に
どのような変化が生じるのかについて，変化の内容と因果関係に着目しながら探索し，
働く母親が危機を乗り越えて心理的に成長するプロセス・モデルを作成する。 
 研究 3：働く母親の心理的成長プロセスの量的確認 
研究 2 の質的分析で構築した働く母親の心理的成長プロセス・モデルの量的データに
よる確認を目的として数量的研究を行う。研究 1 の数量的データを使用し，働く母親
を心理的成長低群・高群の 2 群に分類し，心苦しさ（危機の高さ），ストレス対処（困
難を乗り越える努力），育児協力者数・夫の協力満足度・仕事満足度（周囲のサポート），
育児感情・自尊感情・母親規範意識・理想の子育て実現度（子育ての安心感と母親と
しての自信），精神的健康（心の安定），および母親の属性を比較し，研究 2 の心理的
成長プロセスと矛盾しない結果が得られるかを確認する。また，心理的成長への関連
が認められた各変数が，どの程度働く母親の心理的成長に影響を及ぼすのかを確認す
る。 
 
第３項 本研究の意義 
前項の目的にそった本研究は，以下のような意義を有すると考えらえる。 
第一に，Erikson や岡本をはじめとする成人期の発達理論，Tedeschi らの PTG 理論，お
よび柏木らをはじめとする母親の発達に関する実証研究は，これまでのところ各々独立し
て研究知見が蓄積されているように思われる。Erikson や岡本の発達理論と PTG 理論は，
ともに心理的成長の契機として何らかの危機的状況を想定しており，母親の発達研究も，
親としての発達の背景には，子育ての大変さや人生選択・修正の困難さなど，親になるこ
とで直面する何らかの危機的な状況を想定しているとも考えられる。そこで，働く母親の
発達的な危機による成長的変化に着目した実証研究を行うことで，それぞれの理論が互い
に補強され，より成人期女性の生涯発達的な理解が進むことが期待される。 
第二に，本論文では，特に，Erikson や岡本の成人期の生涯発達理論を背景に，働く母親
が仕事と育児の両立を試みる中で，複雑な心理過程を経て成長することを実証的に明らか
にしたいと考えている。これまでのところ，母親の発達に関する実証研究においても，プ
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ロセスに着目した研究は少なく，成人期女性の発達プロセスを理解するための研究知見は
十分には蓄積されていない。近年，働く母親は増加傾向にあり，女性の意識の変化，およ
び日本の社会構造の変化に伴い，今後もその傾向は続くことが予想される。そうした中で，
女性が仕事と育児を両立させようとすると，どのような心理的困難さを体験するのか，ま
た，その困難さをどのように克服し成長的に変化するのかといった心理的プロセスを明ら
かにすることは，現代女性の生涯発達の理解を補強するための，発達心理学的側面として
の意義が考えられる。 
第三に，これまでのところ，働く母親の問題は，三歳児神話や性別役割分業の問題とも
からみ合い，ジェンダー的視点から取り上げられることが多く，生涯発達の視点から検討
されることは少なかった。仕事と家庭の多重役割研究も，仕事をしていても家事・育児の
負担が女性の集中することへの懸念から開始されており，その多くが役割増加に伴う負担
や役割間の葛藤によるネガティブな影響に関心が向けられていた。本論文では，働く母親
の問題を，女性の生涯発達の視点から捉え，女性にとって親となって間もない頃の仕事と
育児の両立が，様々な葛藤や困難を伴いながらも，心理的に成長する契機でもあるという
成長的側面にも目を向けることで，仕事と育児の両立に心理的困難を感じている女性を心
理的に支える視点を得られるという，子育て支援への貢献という社会的側面としての意義
も考えられる。 
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第２節 本研究で採用される方法論 
 
本研究では，質問紙法による量的研究と，面接法による質的研究の両方を採用する。複
数の研究方法を採用することによって，働く母親が仕事と子育ての両立の困難さを契機に
どのように変化していくのかの詳細を明らかにしたいと考える。 
第 1 研究における既存の尺度による量的研究を行う前段階として，働く母親を対象に面
接による質的な予備調査を実施する。この予備調査は，働く母親が実際に感じている困難
さを測るために既存の尺度の質問項目が適用可能かを確認するためのものである。予備調
査の結果により既存の尺度の精緻化を行い，必要に応じて項目の追加・修正を行う。 
第 1 研究の 1 では，予備調査での結果を踏まえて，乳幼児をもつ働く母親の心理的な危
機状況を明らかにするための探索的な量的研究を行う。本研究では，働く母親の心理的変
容を検討するにあったって，仕事と育児の両立で生じる心理的葛藤が母親にどのような困
難をもたらすのかを探索的に明らかにすることが必要だと考える。成人期の発達理論や
PTG理論では，心理的成長への契機として「危機」が想定されており，母親の発達研究の
多くも心理的葛藤が親としての発達を推し進めることが示唆されている。働く母親は仕事
と家庭の二律背反性による葛藤や 3 歳児神話の影響で罪悪感を生じやすいと言われており，
母親が子どもや周囲に抱く心苦しさが心理的な危機と考えられるが，その詳細は明らかで
はない。そのため， 母親が仕事と育児の両立で生じる心理的危機が，育児感情，自尊感情，
および精神的健康にどのように影響するかを探索的に明らかにすることが必要である。 
第 1 研究の 2 では，乳幼児をもつ働く母親の発達的危機を契機とした心理的成長を明ら
かにするための探索的な量的研究を行う。まず，PTG尺度を使用し，母親の主観を基準と
した心理的成長の構造を，探索的因子分析，確認的因子分析，および因子間の多重比較に
よって明らかにする。心理的成長の精緻化には，自由記述という質的側面も参考にする。
さらに，働く母親の心理的成長と，母親の属性，育児協力者の有無，仕事や子育てに関す
る意識，ストレス・コーピングとの関連を探索的に明らかにした上で，共分散構造分析法
を用いて働く母親の心理的成長に影響を及ぼす要因モデルを構築する。 
第 1 研究の 3 では，数量的に明らかにした母親の危機と心理的成長のつながりを質的に
検討し，母親が発達的危機を乗り越えて心理的成長に至るプロセスを明らかにすることを
目的として，探索的な質的研究を行う。自由記述の分析から，母親自身が仕事と子育てを
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両立させようとすることで変化したと自己認識している内容と変化の方向性を明らかにし，
暫定的な心理的変容プロセス・モデルを作成する。研究方法は，プロセス性のあるモデル
構築に適した修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（Modified Grounded Theory 
Approach: M-GTA）（木下，2003）を採用する。 
第 2 研究では，第 1 研究の 3 で構築した心理的成長プロセス・モデルの発展と精緻化を
目的として，面接調査による探索的な質的研究を行う。働く母親を対象とした半構造化面
接により，乳幼児をもつ働く母親がどのように発達的危機を乗り越えて成長に至るのか，
変化の内容と因果関係に着目し，働く母親の心理的成長プロセス・モデルを作成する。研
究方法は，研究 1-3 に引き続いてモデル構築に適した修正版グラウンデッド・セオリー・
アプローチを採用する。 
第 3 研究では，研究 2 の質的分析で構築した乳幼児をもつ働く母親の心理的成長プロセ
ス・モデルを客観性の高い数量的データを用いて確認することを目的として，確認的な量
的研究を行う。働く母親を心理的成長低群・高群の 2 群に分類し，高群の母親は心理的危
機を解決しており，低群の母親は危機を乗り越える途上にいると仮定して，t 検定による 2
群間での比較から，研究 2 の心理的成長プロセスが量的データによっても裏付けられるか
を確認する。さらに，2群間の分析で心理的成長への関連が認められた各変数が，どの程
度働く母親の心理的成長に影響を及ぼすのかを重回帰分析によって確認する。 
 
50 
第３節 本論文の構成 
 
第１項 本論文の全体構成 
本論文の全体的な構成を以下に示す（Figure 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Figure 1 本論文の全体構成 
 
第２項 各章の要約 
各章の概要は以下の通りである。 
第 1 章は，本研究のテーマである働く母親の現状および問題の背景を明確にし，成人期
の発達理論および危機による成長理論を概観し，母親の発達に関する実証的先行研究を展
望した上で，本研究の位置づけを明確にすることを目的とした。第 1 節では，本研究で扱
第 1章 問題意識と理論的背景 
第 2章 目的・構成・意義 
第 3章 研究 1-1 乳幼児をもつ働く母親の心理的危機状況 
第 4章 研究 1-2 働く母親の心理的成長の構造と成長に影響する要因 
第 5章 研究 1-3 働く母親の心理的成長プロセスの自由記述分析 
第 6章 研究 2 
    働く母親の心理的成長プロセス（面接調査） 
第 7章 研究 3 
    働く母親の心理的成長プロセスの量的確認 
第 8章 総括的討論 
研究 1 
質問紙調査による
量的・質的な 
探索的分析 
研究 2 
面接調査による 
質的な探索的分析 
研究1の発展と確認 
研究 3 
量的データによる
研究 2の確認分析 
使用データと分
析の種類・目的 
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うテーマの現状と歴史的・文化的な背景を整理した上で，本論文の問題意識を明確にした。
第 2 節では成人期の発達理論に関する研究の動向を，第 3 節では危機から発達を捉える研
究の動向を概観し，第 4節では母親の発達に関する実証研究の知見を展望し，課題を整理
した。 
第 2 章では，前章での議論に基づいて，先行研究から導き出された課題を再度整理した
上で，本研究の目的，方法，および全体の構成を示した。 
第 3 章（研究 1-1）では，働く母親の心理的成長を検討するにあったって，乳幼児の子
育てと仕事との両立を試みる現在日本の働く女性にとっての心理的な危機状況を明らかに
することを目的として，探索的な量的研究を行う。本研究では，母親が子どもや周囲に抱
く心苦しさを，乳幼児をもつ働く母親の心理的な危機と捉え，働く母親 400 名を対象とし
た質問紙調査のデータから，母親の心理的危機と子育て感情，自尊感情，および精神的健
康との関連を探索的に明らかにすることによって，親となって間もない母親が仕事と育児
を両立させることで体験する心理的危機の詳細を描き出すことを目指している。 
第 4 章（研究 1-2）では，母親の発達的危機を契機とした心理的成長を明らかにするこ
とを目的として，探索的な量的研究を行う。本章では，母親の心理的成長の構造を測るた
めにトラウマ後成長尺度－日本語版（PTGI-J）を使用し，「仕事と子育ての両立を体験した
結果，あなたの生き方に，これらの変化がどの程度生じたか」との教示を提示し，各質問
項目への回答を求めた。本研究における母親の心理的成長は，母親自身が仕事と育児の両
立で変化したと認識している側面とその程度を，母親の自己評価から測るものである。得
られたデータを探索的因子分析，確認的因子分析，および因子間の多重比較によって，乳
幼児をもつ働く母親に共通して見られる心理的成長の構造を明らかにする。因子の解釈に
は，母親が仕事と育児の両立を試みることで生じた心理的変化についての母親自身の自己
認識に関する自由記述という質的側面も参考にする。さらに，働く母親の心理的成長と，
母親の仕事や子育てへの意識および母親の属性との関連や，PTG の生起に影響を及ぼすと
考えられているソーシャルサポート（育児協力者の有無）およびコーピング（母親のスト
レス対処方略）との関連を探索的に明らかにし，働く母親の心理的成長に影響を及ぼす要
因モデルを構築し，適合度を確認する。 
第 5 章（研究 1-3）では，第 3 章（研究 1-1）と第 4 章（研究 1-2）で数量的に明らかに
した母親の危機と心理的成長のつながりを確認し，母親が発達的危機を乗り越えて心理的
に成長するプロセスを質的側面から明らかにすることを目的として，探索的な質的研究を
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行う。本章では，働く母親 291 名の自由記述をもとに，母親自身が仕事と子育てを両立さ
せようとすることで変化したと自己認識している側面から，変化の内容と方向性に着目し
た質的分析を行い，乳幼児をもつ働く母親に共通に見出される，危機的体験を乗り越えて
成長的に変化する過程を探索し，暫定的な働く母親の心理的成長のプロセス・モデルを作
成する。本章の研究はプロセス・モデルの作成という仮説生成を目的とするため，研究目
的に照らした研究方法として，プロセス性のあるモデル構築に適した修正版グラウンデッ
ド・セオリー・アプローチ（Modified Grounded Theory Approach: M-GTA）（木下，2003）を
採用した。本研究は，研究 2 の面接調査の前段階として行うもので，危機から成長的変化
へのつながりと方向性を確認するための予備的な研究と位置づけられる。 
第 6 章（研究 2）では，第 5 章（研究 1-3）で構築した心理的成長プロセス・モデルの更
なる発展と精緻化を目指して，探索的な質的研究を行う。本章では，母親が危機を乗り越
えて成長的変化を自覚するプロセスの詳細を，面接調査による質的研究から明らかにする
ことを目的とする。本研究の目的に沿って，乳幼児をもつ働く母親 11 名を対象として半構
造化面接を実施し，母親自身の主観的な語りから，親への移行期に仕事と育児を両立させ
ることで体験する発達的危機の特徴と，その危機をどのように乗り越えて変化していった
かについて，変化の因果関係に着目しながら探索し，働く母親の心理的成長プロセス・モ
デルを作成する。本章の研究は，第 3 章および第 4 章の探索的な量的研究で明らかにした
母親の心理的危機および心理的成長に影響を及ぼす要因について，質的側面から確認する。
本章の研究方法は，第 5章に引き続いて修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチを
採用した。これは，本研究が，プロセス・モデルの作成という仮説生成を目的としている
ためであり，モデル構築に適した研究方法を採用したものである。本研究は，研究 1 で明
らかにした危機から成長的変化のへの過程と内実の詳細を明らかにし発展させることを目
的としたもので，本論文の中で中核的な研究と位置づけられる。 
第 7 章（研究 3）では，第 6 章（研究 2）の質的研究で明らかにした母親の心理的成長
プロセス・モデルの確認を目的として，確認的な数量的研究を行う。第 3章（研究 1-1）
と第 4 章（研究 1-2）の数量的データを使用して，働く母親を心理的成長低群・高群の 2
群に分類し，2 群間で，心苦しさ（危機の高さ），育児感情（子育ての安心感と母親として
の自信），自尊感情（母親としての自信・自己肯定感），ストレス対処（困難を乗り越える
努力），精神的健康（心の安定），サポート，母親規範意識，理想の子育て実現度（子ども
と向き合えているか），および母親の属性を比較して，研究 2 の心理的成長プロセス・モデ
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ルが量的データによっても支持されるかを確認する。また，心理的成長との関連が認めら
れた変数について，どの程度心理的成長に影響を及ぼしているかを確認する。本研究は，
研究 2 で質的に明らかにした危機から成長までの過程が成立することを確認するための，
補足的な研究と位置づけられる。 
第 8 章では，各章で得られた知見をもとに，本研究の総括的な討論を行う。第 1 節では，
第 3 章（研究 1-1）から第 7 章（研究 3）までの各研究で明らかになった結果と，そこから
導き出された結論についてのまとめと総括を行う。第 2 節では，本論文で得られた結論に
ついて，成人期のアイデンティティ発達の視点から考察する。第 3 節では，本論文で得ら
れた結果と母親の発達に関する先行研究との関連を考察する。第 4 節では，状況的危機に
よる成長と発達的危機による成長との関連について考察する。第 5 節では，本論文で得ら
れた知見と Erikson の成人期の発達理論との関連について考察する。第 6 節では，本論文
の問題点と課題をまとめ，今後の展望を要約する。 
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第３章 研究 1-1：乳幼児をもつ働く母親の心理的危機状況 
 
 
第１節 目的 
 研究 1-1 では，働く母親の心理的成長を検討するにあたって，乳幼児の子育てと仕事と
の両立で生じる心理的葛藤が母親にどのような困難をもたらすのか明らかにすることを目
的として探索的な量的研究を行う。働く母親は仕事と家庭の二律背反性による葛藤から子
どもや周囲に罪悪感を抱きやすいと言われており，特に乳幼時期には，3歳児神話の影響
から，子どもを預けて働くことへの迷いが生じやすいと言われている。そのため，本研究
では，母親が子どもや周囲に抱く心苦しさを乳幼児をもつ働く母親の心理的な危機と捉え
て研究を進める。心苦しさは心理的葛藤を反映した感情とも考えられ，心苦しさの高さは，
葛藤の強さを表しているとも考えられる。 
 石野（2007）は，就学前児をもつ母親の子どもに抱く罪悪感を母親罪障感と呼び，母親
罪障感が，子への否定的な評価場面だけでなく，母親自身の都合で母親役割を遂行しない
場面や，子どもの世話を満足に行うことができない場面で喚起されることを見出している。
したがって，母親は子どもとの関係の中で心苦しさを抱きやすいことが考えられ，心苦し
さと育児感情との関連を明らかにすることは重要だと考えられる。また，小野寺（2003）
の研究では，女性は産後の 3 年間に「怒り・イライラ」の増加や自尊感情の低下が見られ
たことから，自尊感情，および精神的健康との関連を検討する必要がある。よって，働く
母親の心苦しさと育児感情，自尊感情，および精神的健康との関連を探索的に検討するこ
とによって，乳幼児をもつ働く母親にとっての心理的危機とは何か，その具体的な内容を
数量的研究で明らかにすることを目的とする。 
 
第２節 方 法 
 目的に沿って 0 歳から 6 歳までの乳幼児をもつ働く母親を対象とし，質問紙調査を行っ
た。以下，調査協力者，調査の実施方法，質問紙の構成を説明する。 
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第１項 調査対象 
 0 歳から 6 歳までの乳幼児をもつ働く母親 400 名を対象とした。対象を乳幼児の母親に
限定したのは，乳幼児期の子は身辺の自立の確立が十分ではなく，身の回りの世話やしつ
けに手がかかるために，母親にとっては育児の負担が大きいことに加え，精神的にも，「小
さい子をもつ母親は育児に専念すべき」といった社会的な価値規範からの影響を受けやす
い時期でもあるためである。また，この時期は，職業人としてのキャリアを確立するうえ
でも重要な時期と重なるためである。 
 
第２項 調査時期および調査方法 
2010 年 9 月から 11 月に，都内の 16 ヶ所の認可および認証保育所（新宿区 1 園，武蔵野
市 6 園，三鷹市 7 園，小金井市 1 園，東村山市 1園；認可保育所 11 園，認証保育所 5 園）
を通じて無記名の個別記入形式の質問紙調査票を配布した。回収はプライバシーに配慮し，
封筒に封入封緘のうえ，回収箱，郵送，または保育士に手渡しとした。調査協力者には回
答依頼時に調査票の表紙において文書で調査への協力依頼と研究の趣旨を説明した。 
配布した調査票は 787 部であり，そのうち 405 名から回答を得られた（回収率 51.5％）。
そのうち，記入漏れが多かったものや調査対象以外の回答者が記入した調査票を分析から
除外し，最終的に 400 名を本研究の対象者とした（有効回答率 94.3％）。 
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第３項 調査内容 
 
（1） 育児肯定感・否定感  
 働く母親が子どもや育児に対してどのような感情をもっているかを測定するために，菅
野・田矢・柏木（2003）が作成した「子ども子育てへの感情尺度」のうち，子ども・子育
てへの否定感 4 項目（項目１～項目４）と，子ども・子育てへの肯定感 5項目（項目 5～
項目 9）を用いた。それぞれの項目について「1．あてはまらない」，「2．あまりあてはま
らない」，「3．少しあてはまる」，「4．あてはまる」の 4 件法で回答を求めた。先行研究（菅
野他，2003）において信頼性が確認されている尺度である。 
 
（2） 心苦しさに関する項目  
 濱田（2005）の働く母親の罪悪感尺度を参考に，2010 年 7 月上旬に認可保育園に子ども
を預けて働いている母親 10 名を対象とした面接による予備調査で得られた回答，および母
親規範を背景として生じうると考えられる項目を追加し，計 18 項目の働く母親の心苦しさ
に関する項目を作成した。働く母親が仕事と子育てを同時に遂行するうえで申し訳なさを
感じると想定される場面を設定し，それぞれの項目について，「1．あてはまらない」，「2．
あまりあてはまらない」，「3．どちらともいえない」，「4．少しあてはまる」，「5．あてはま
る」の 5 件法で回答を求めた。 
 
（3） Stress Response Scale-18（SRS-18） 
 働く母親の精神的健康を評価する尺度として，鈴木（1997，2004）による SRS-18 を用
いた。SRS-18 は日常のストレス場面における「心理的ストレス反応」を多面的に測定する
尺度であり，計 18 項目，「抑うつ・不安」，「不機嫌・怒り」，「無気力」の 3 つの下位尺度
から構成されており，それぞれの項目について，「1．全くちがう」，「2．いくらかそうだ」，
「3．まあそうだ」，「4．その通りだ」の 4 件法で回答を求めた。全項目の得点を加算した
合計得点と，下位尺度ごとの項目を加算した下位尺度得点を求めた。 得点が低い方が心理
的ストレス反応が低く，得点が高い方が心理的ストレス反応が高い。 
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（4） 自尊感情尺度 
 働く母親の自己評価の指標として，Rosenberg（1965）が作成し，山本・松井・山城（1982）
が邦訳した自尊感情尺度 10 項目を使用した。この尺度は，自尊感情を「自身で自己への尊
重や価値を評価する程度」として捉えたものである。それぞれの項目について，「1．あて
はまらない」，「2．ややあてはまらない」，「3．どちらともいえない」，「4．ややあてはまる」，
「5．あてはまる」の 5 件法で回答を求めた。逆転項目（項目 3，5，8，9，10）について
は，逆転処理を行ったうえで尺度得点を算出した。 
 
（5） フェイスシート  
 仕事と子育ての両立期間，育児協力者の有無と育児協力者が誰であるか，夫（パートナ
ー）の家事・育児への協力満足度，仕事満足度，仕事をする主な理由，母親規範に関する
質問（「子どもが小さいうちは母親の手で育てたほうがよいと思いますか」），理想の子育て
実現度（「現在，ご自身が理想とする子育てができていらっしゃいますか」），家族構成（同
居家族とその年齢，子どもの性別），最終学歴，職業，勤務時間など。
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第３節 結 果 
 
第１項 回答者の特徴と家族・仕事・子育てに対する意識 
 
（1） 回答者の属性 
有効回答者のプロフィールの特徴は，平均年齢 35.6 歳（SD=4.64，範囲=23-48），夫の平
均年齢 37.0 歳（SD=5.37，範囲=24-57），第 1 子の平均年齢 4.4 歳（SD=3.19，範囲=0-18），
第 2 子の平均年齢 3.0 歳（SD=2.89，範囲=0-16），第 3 子の平均年齢 3.1 歳（SD=2.56，範
囲=0-11），第4子の平均年齢2.6歳（SD=2.19，範囲=0-6），子どもの数の平均は1.6人（SD=0.71，
範囲=1-4）であった。最終学歴は，中学卒業=0.8％，高校卒業=9.3％，専門学校卒業=19.0％，
短大卒業=17.8％，4 年制大学卒業=46.0％，大学院卒業=6.8％であり，半数以上が大学以上
の教育歴を有していた。職業では会社員が 41.0％と最も多く，次いで医師，看護師，介護
福祉士，教員といった専門職が 20.8％と比較的高い割合で見られ，パート・アルバイトは
15.3％，公務員・団体職員は 9.5％，契約・嘱託・派遣社員は 6.3％，自営業は 4.5％，その
他は 0.8％であった。仕事と子育ての両立期間の平均は 45.1 ヶ月（SD=36.98）であったが，
その範囲には幅があり，両立を始めてから間もない回答者から，17 年以上のベテランまで
が含まれており，週あたりの平均勤務時間は 36.2 時間（SD=7.22，範囲=15-66）であった
（Table 2）。 
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Table 2 回答者の基本属性 
平均値 SD 最小値 最大値 N
妻年齢 （歳） 35.6 4.64 23 48 384
夫年齢 （歳） 37.0 5.37 24 57 367
同居祖父年齢 （歳） 66.8 4.83 57 78 16
同居祖母年齢 （歳） 65.5 5.09 56 76 22
他の同居者年齢 （歳） 38.8 15.96 18 67 6
第一子の年齢 （歳） 4.4 3.19 0 18 390
第一子の性別 男 47.2% - - - 184
女 52.1% - - - 203
第二子の年齢 （歳） 3.0 2.89 0 16 184
第二子の性別 男 51.1% - - - 94
女 48.9% - - - 90
第三子の年齢 （歳） 3.1 2.56 0 11 37
第三子の性別 男 48.6% - - - 18
女 51.4% - - - 19
第四子の年齢 （歳） 2.6 2.19 0 6 5
第四子の性別 男 60.0% - - - 3
女 40.0% - - - 2
子どもの数 (人） 1.6 0.71 1 4 400
1人 53.8% - - - 215
2人 36.8% - - - 147
3人 8.3% - - - 33
4人 1.3% - - - 5
最終学歴 中学 0.8% - - - 2
高校 9.3% - - - 37
専門学校 19.0% - - - 76
短大 17.8% - - - 71
大学 46.0% - - - 184
大学院 6.8% - - - 27
無回答 2.0% - - - 8
職　業 会社員 41.0% - - - 164
公務員・団体職員 9.5% - - - 38
自営業 4.5% - - - 18
契約・嘱託・派遣社員 6.3% - - - 25
ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ 15.3% - - - 61
専門職 20.8% - - - 83
その他 0.8% - - - 3
無回答 2.0% - - - 8
仕事と子育ての両立期間 （ヶ月） 45.1 36.98 0 204 393
勤務時間 （時間／週） 36.2 7.22 15 66 334  
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（2） 育児協力者の有無と種別 
回答者の 69.0％には育児協力者がおり，59.3％が「祖父母」からのサポートを得ていた。 
協力者の数は約半数は１が 51.3％と最多であった（Table 3）。 
Table 3 育児協力者 
割合 N
育児協力者の有無 いる 69.0% 276
いない 30.8% 123
無回答 0.3% 1
育児協力者の種別 祖父母 59.3% 237
親戚 6.0% 24
知人 10.3% 41
ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄ 3.5% 14
ﾍﾞﾋﾞｰｼｯﾀｰ 4.0% 16
その他 2.5% 10
育児協力者の数 1 51.3% 205
2 13.3% 53
3 2.3% 9
4 0.3% 1
無回答 2.0% 8
注1）「育児協力者の種別」は複数回答あり。
注2）「育児協力者の数」は育児協力者を「いる」とした回答者における選択した育児協力者の数。
N=400
 
 
（3） 働く理由 
 仕事をする主な理由として 50.3％は「経済的な理由」を挙げており，「キャリアや自己
実現」は 29.5％，「社会参加」は 14.5％であった（Table 4）。 
Table 4 仕事をする主な理由 
割合 N
経済的な理由 50.3% 201
キャリアや自己実現 29.5% 118
社会参加 14.5% 58
その他 4.0% 16
無回答 0.2% 7
N=400
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（4） 夫の協力満足度と仕事満足度の割合 
家事や育児への夫の協力に対する満足度では，「満足」（29.0％）と「まあ満足」（40.3％）
を合わせて 69.3％の回答者が満足と回答しており，「やや不満」（15.3％）と「不満」（5.3％）
を大きく上回った。仕事においても「満足」（25.5％）と「まあ満足」（51.3％）を合わせて
76.5％が満足と回答しており，「やや不満」（17.5％）と「不満」（5.3％）を大きく上回り，
高い満足度が確認された（Table 5）。 
Table 5 夫の協力満足度と仕事満足度の割合 
割合 N
夫の協力満足度 満　足 29.0% 116
まあ満足 40.3% 161
やや不満 15.3% 61
不　満 11.5% 46
無回答 4.0% 16
仕事満足度 満　足 25.5% 102
まあ満足 51.0% 204
やや不満 17.5% 70
不　満 5.3% 21
無回答 0.8% 3
N=400
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（5） 母親規範意識と理想の子育て実現度 
母親規範意識に関する項目（「子どもが小さいうちは母親の手で育てたほうがよいと思
いますか」）は，「その通りだ」（14.5％）と「まあそうだ」（52.5％）とする回答は 67.0％に
のぼり，「あまりそう思わない」（27.0％）および「全くそう思わない」（3.8％）とする回答
を大きく上回り，乳幼児を保育所に預けて働く母親たちにも「子どもが小さいうちは母の
手で子育て」という規範意識が高いことが伺えた。 
理想の子育てについての項目（「現在，ご自身が理想とする子育てができていらっしゃ
いますか」）は，「出来ている」（3.0％）と「まあ出来ている」（51.3％）が 54.3％と半数を
超えたが，「あまり出来ていない」（39.8％）と「全く出来ていない」（5.3％）とする回答も
45.1％と半数近く見られた (Table 6)。 
Table 6 母親規範意識と理想の子育て実現度の割合 
割合 N
母親規範意識 その通りだ 14.5% 58
まあそうだ 52.5% 210
あまりそう思わない 27.0% 108
全くそう思わない 3.8% 15
無回答 2.3% 9
理想の子育て実現度 出来ている 3.0% 12
まあ出来ている 51.3% 205
あまり出来ていない 39.8% 159
全く出来ていない 5.3% 21
無回答 0.8% 3
N=400
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第２項 分析に使用した尺度の構造と信頼性 
 
（1） 育児感情尺度の構造 
育児感情尺度の構造を確認するために 9 項目に対し因子分析（主因子法・プロマックス
回転）を行った。項目数が少なかったため全ての項目を採用し，固有値 1以上，因子負荷
量.30 以上を基準として 2 因子を抽出した（Table 7）。 
因子 1 は，「子どもと一緒にいると心がなごむ」といった，子どもや子育てに関して肯
定的な感情を表す内容の 5 項目が高い因子負荷量を示しているため，「育児肯定感」因子と
命名した。因子 2 は，「子育てが思い通りにいかず，イライラすることが多い」などの，子
どもや子育てに関して否定的な感情を表す内容の 4 項目が高い因子負荷量を示しているた
め，「育児否定感」因子と命名した。信頼性係数（Cronbach の α）を算出したところ，因子
1 は.894，因子 2 は.624 であった。各因子の項目の平均値を下位尺度得点とした。 
 
Table 7 育児感情尺度因子分析結果（主因子法・プロマックス回転後） 
1 2
第1因子 育児肯定感 （α = .894）
子どもと一緒にいると心がなごむ .860 .007
子育ては楽しい .852 -.084
子どもにとって私はかけがえのない存在である .801 .166
親であることに充実感を感じる .787 -.106
親になって成長できた .657 .039
第2因子 育児否定感 （α = .624）
私は親として不適格ではないかと感じる -.031 .751
子育てが思い通りにいかず、イライラすることが多い .055 .706
子どもから解放されたいと思う -.012 .638
子育てをしていると、世の中から取り残されていると思
う
.030 .334
因子相関行列 因子1 因子2
因子1 ― -.202
因子2 ―
 
因子
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（2） 心苦しさに関する項目の構造 
心苦しさに関する項目の構造を確認するために，18 項目に対し因子分析（主因子法・プ
ロマックス回転）を行った。因子負荷量が.35 未満の 1 項目を削除して再度因子分析を行い，
固有値 1 以上，因子負荷量.35 以上を基準として 5 因子を抽出した。プロマックス回転後の
最終的な因子パターンと因子間相関を Table 8 に示す。 
因子 1 は，「ゆっくり関われないことが子どもに申し訳ない」などの，子どもに対する
心苦しさに関する内容の 5 項目が高い因子負荷量を示しているため，「子どもへの心苦し
さ」因子と命名した。因子 2 は，「祖父母の助けを借りながら仕事を続けるのはつらい」な
どの，祖父母に対する心苦しさに関する内容の 3 項目が高い因子負荷量を示しているため，
「祖父母への心苦しさ」因子と命名した。因子 3 は，「上司や同僚に仕事を任せて先に帰る
のは心苦しい」などの，職場に対する心苦しさに関する内容の 3 項目が高い因子負荷量を
示しているため，「職場への心苦しさ」因子と命名した。因子 4 は，「夫のことを最優先で
できないのは申し訳ない」などの，夫に対する心苦しさに関する内容の 3項目が高い因子
負荷量を示しているため，「夫への心苦しさ」因子と命名した。因子 5 は，「母親として育
児や家事が十分にできないのは心苦しい」などの，対象は特定されておらず，母親規範に
背いたと自身が感じることにより喚起されると考えられる心苦しさに関する内容の 3 項目
が高い因子負荷量を示しているため，「母親規範による心苦しさ」因子と命名した。信頼性
係数（Cronbach の α）は，因子 1 は.772，因子 2 は.851，因子 3 は.829，因子 4 は.721，因
子 5 は.785 と，十分な値が確認された。全ての項目の平均を心苦しさ尺度得点とした。ま
た，因子ごとに母親の心理面への影響が異なる可能性があるため，より詳細な分析のため
に各因子の項目の平均値を算出して下位尺度得点とした。 
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Table 8 心苦しさ因子分析結果（主因子法・プロマックス回転後） 
1 2 3 4 5
第1因子 子どもへの心苦しさ （α = .772）
ゆっくり関われないことが子どもに申し訳ない .801 -.050 -.022 -.018 -.046
子どもに寂しい思いをさせている .657 -.057 -.035 .106 .046
疲れで子どもに優しくできないのがつらい .649 .002 .057 -.040 -.052
別れ際の子どもの様子を見ると心苦しい .600 .095 -.045 .059 -.064
子どもの調子が悪い時にも一緒にいてやることが出来ないのは
申し訳ない
.448 .048 .072 -.128 .189
第2因子 祖父母への心苦しさ （α = .851）
祖父母の助けを借りながら仕事を続けるのはつらい -.037 .890 -.023 .014 .061
子どもの送迎を祖父母にしてもらうのは心苦しい .094 .827 .057 .010 -.153
祖父母に自分の子どもの面倒みてもらうことで迷惑をかけている -.047 .725 -.042 -.026 .111
第3因子 職場への心苦しさ （α = .829）
上司や同僚に仕事を任せて先に帰るのは心苦しい .047 -.010 .977 -.007 -.083
同僚より仕事の負担を軽くしてもらうのは申し訳ない .004 .025 .730 .032 .052
子どもが病気で仕事を休むときには職場に迷惑をかけている -.058 -.022 .644 -.006 .110
第4因子 夫への心苦しさ （α = .721）
夫のことを最優先でできないのは申し訳ない .019 -.005 -.033 .829 -.068
夫に家事や育児を手伝ってもらうのは心苦しい -.047 -.005 .034 .712 .027
家事が十分にできないことで夫に迷惑をかけている .051 .019 .036 .455 .200
第5因子 母親規範による心苦しさ （α = .785）
母親として育児や家事が十分にできないのは心苦しい .159 -.031 .014 .003 .739
子どものことより自分のことを優先するのは後ろめたい -.070 .031 .073 .044 .667
子どもが小さいのに子育てに専念できないのはつらい .282 .014 -.062 -.008 .533
因子相関行列 因子1 因子2 因子3 因子4 因子5
因子1 ― .329 .311 .424 .691
因子2 ― .298 .202 .359
因子3 ― .223 .354
因子4 ― .523
因子5 ―
 
因子
 
    
（3） 精神的健康尺度（SRS-18） 
精神的健康尺度は，「抑うつ・不安」，「不機嫌・怒り」，「無気力」の 3 つの下位尺度ご
とに，「全くちがう」＝0 点～「その通りだ」＝3点として，それぞれ 6 項目の得点を加算
したものを下位尺度得点とした。Cronbach の α は，全項目では.931，下位尺度ごとでは，
「抑うつ・不安」=.858，「不機嫌・怒り」=.883，「無気力」=.806 と十分な値が得られた。 
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（4） 自尊感情尺度 
自尊感情尺度は，逆転項目（項目 3，5，8，9，10）は逆転処理をした後，10 項目全て
の平均値を尺度得点とした。Cronbach の α は，.862 と十分な値が得られた。 
 
 
第３項 心苦しさと育児感情・精神的健康・自尊感情との関連 
 
（1） 心苦しさと育児感情・自尊感情との関連 
働く母親の全体的な心苦しさと育児感情および自尊感情との関連性を確認するために，
心苦しさ得点と育児感情得点および自尊感情得点との間の相関係数を求めたところ，心苦
しさと育児肯定感との間には有意な相関は確認されなかったが，育児否定感との間には弱
い正の相関が（r=.360, p<.001），また，自尊感情との間には弱い負の相関が示された（r=-.359, 
p<.001）（Table 9）。 
 
Table 9 心苦しさと育児感情・自尊感情の相関係数 
心苦しさ 育児肯定感 育児否定感 自尊感情
心苦しさ ― 0.023   0.360***   -0.359***
育児肯定感 （386） ―   -0.149**   0.215***
育児否定感 （385） （399） ―   -0.452***
自尊感情 （385） （399） （398） ―
注）右上は相関係数，左下は有効標本数を示す。***p<.001, **p<0.01  
 
（2） 心苦しさと項目別の育児感情・自尊感情との関連 
心苦しさ得点と項目別の育児感情得点および自尊感情得点との間の相関係数を求めた
ところ，心苦しさと育児肯定感を構成する項目 5（「親であることに充実感を感じる」），項
目 6（「子育ては楽しい」），項目 7（「親になって成長できた」），項目 8（「子どもにとって
私はかけがえのない存在である」），項目 9（「子どもと一緒にいると心がなごむ」）との間
には有意な相関は確認されなかったが，育児否定感を構成する項目 1（「子育てが思い通り
にいかず，イライラすることが多い」，r=.249, p<.001），項目 2（「子どもから解放されたい
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と思う」，r=.225, p<.001），項目 3（「私は親として不適格ではないかと感じる」，r=.339, 
p<.001），項目 4（「子育てをしていると，世の中から取り残されていると思う」，r=.225, 
p<.001）との間には弱い正の相関が確認された。自尊感情と育児否定感を構成する項目の
うち，項目 1（「子育てが思い通りにいかず，イライラすることが多い」，r=-.316, p<.001），
項目 2（「子どもから解放されたいと思う」，r=-.277, p<.001），項目 3（「私は親として不適
格ではないかと感じる」，r=-.563, p<.001）との間には有意な負の相関が示されたが，項目
4（「子育てをしていると，世の中から取り残されていると思う」）との間の相関は低かった。
また，自尊感情と育児肯定感を構成する項目では，項目 5（「親であることに充実感を感じ
る」，r=.238, p<.001）と項目 7（「親になって成長できた」，r=.220, p<.001）との間で弱い正
の相関が確認されたが，項目 6（「子育ては楽しい」），項目 8（「子どもにとって私はかけが
えのない存在である」），項目 9（「子どもと一緒にいると心がなごむ」）との間の相関は有
意ではあるが値は大きくなかった（Table 10）。 
 
Table 10 心苦しさと項目別の育児感情・自尊感情の相関係数 
心苦しさ 自尊感情 平均 （SD）
心苦しさ ― ― 2.83 (0.71)
自尊感情   -0.360*** ― 3.53 (0.75)
子育てが思い通りにいかず、イ
ライラすることが多い
（項目1）
  0.249***   -0.336*** 2.54 (0.91)
子どもから解放されたいと思う （項目2）
  0.225***   -0.277*** 2.22 (0.92)
私は親として不適格ではないか
と感じる
（項目3）
  0.339***   -0.563*** 2.25 (0.92)
子育てをしていると、世の中から
取り残されていると思う
（項目4）
  0.225***   -0.172*** 1.66 (0.85)
親であることに充実感を感じる （項目5）
-0.030   0.238*** 3.48 (0.80)
子育ては楽しい （項目6）
-0.020   0.190*** 3.55 (0.75)
親になって成長できた （項目7）
0.044   0.220*** 3.50 (0.78)
子どもにとって私はかけがえの
ない存在である
（項目8）
0.074   0.133** 3.76 (0.67)
子どもと一緒にいると心がなご
む
（項目9）
0.072   0.166** 3.61 (0.72)
注）***p <.001, **p <.01
N=384
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（3） 因子別の心苦しさと育児感情との関連 
心苦しさの中で，どの因子が育児感情と関連するのかを確認するために，因子別の心苦
しさ得点と育児感情得点との間の相関係数を求めたところ，「子どもへの心苦しさ」（r=.372, 
p<.001）および「母親規範による心苦しさ」（r=.309, p<.001）は育児否定感と弱い正の相関
が確認された（Table 11）。 
Table 11 因子別の心苦しさと育児感情の相関係数 
育児肯定感 育児否定感 平均 （SD）
子どもへの心苦しさ -0.002   0.372*** 3.37 (0.92)
祖父母への心苦しさ -0.035   0.159** 2.19 (1.19)
職場への心苦しさ 0.031   0.173*** 3.50 (1.15)
夫への心苦しさ 0.094   0.187*** 1.94 (0.90)
母親規範による心苦しさ 0.034   0.309*** 2.77 (1.10)
育児肯定感 ―   -0.143** 3.58 (0.62)
育児否定感 ― ― 2.17 (0.65)
注）***p<.001, **p<0.01
N=385
 
 
（4） 育児否定感に影響を与える心苦しさの要因 
育児否定感に影響を与える心苦しさの要因を確認するために，育児否定感得点を基準変
数（従属変数），心苦しさ尺度の 5 つの下位尺度をそれぞれ説明変数（独立変数）として重
回帰分析を行った。解析はステップワイズ法により，投入された変数の偏回帰係数の有意
性（5％水準）の基準で変数の増加を打ち切った。解析の結果，5 つの下位尺度のうち，「子
どもへの心苦しさ」および「母親規範による心苦しさ」からの β は有意な正の値が示され，
説明率は 14.8％，0.1％水準で有意となった（F=37.23, df=2,382）（Table 12）。 
Table 12 育児否定感に影響を与える心苦しさの重回帰分析の結果 
変数 標準偏回帰係数 単相関係数 R 2
子どもへの心苦しさ 0.292*** 0.372
母親規範による心苦しさ 0.128* 0.309
注）***p<.001, *p<.05
0.148***
N=385
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（5） 因子別の心苦しさと精神的健康との関連 
心苦しさの中でも，どの因子が精神的健康と関連するのかを確認するために，因子別の
心苦しさ得点と SRS-18 の下位尺度得点との間の相関係数を求めたところ，SRS-18 の下位
尺度得点と弱い正の相関が認められたのは「子どもへの心苦しさ」（「抑うつ・不安」：r=.304, 
p<.001），（「不機嫌・怒り」：r=.348, p<.001），（「無気力」：r=.259, p<.001）並びに「母親規
範による心苦しさ」（「抑うつ・不安」：r=.341, p<.001），（「不機嫌・怒り」：r=.339, p<.001），
（「無気力」：r=.312, p<.001）であった（Table 13）。 
 
Table 13 因子別の心苦しさと精神的健康の相関係数 
子ども 祖父母 職場 夫 母親規範 平均 （SD）
抑うつ・不安   0.304***   0.165**   0.146**   0.136**   0.341*** 3.01 (3.64)
不機嫌・怒り   0.348***   0.124* 0.098   0.121*   0.339*** 3.97 (3.98)
無気力   0.259***   0.140**   0.193***   0.148**   0312*** 3.45 (3.52)
注）***p<.001, **p<.01, *p<.05,
N=385
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第４項 母親規範意識と理想の子育て実現度別の心苦しさと勤務時間の検討 
 
心苦しさに関して，母親の内的な要因である母親規範意識および理想の子育て実現度と，
外的な要因である勤務時間とを要因とする分散分析を行なった（Table 14）。 
母親規範意識は，「子どもが小さいうちは母親の手で育てたほうがよいと思いますか」
の項目に，「その通りだ」と「まあそうだ」とした回答者を「高群」，「あまりそう思わない」
と「全くそう思わない」とした回答者を「低群」とした。理想の子育て実現度は，「現在，
ご自身が理想とする子育てができていらっしゃいますか」の項目に「出来ている」と「ま
あ出来ている」と回答した母親を「出来ている群」，「あまり出来ていいない」と「全く出
来ていない」を「出来ていない群」とした。勤務時間は平均値の 36.2 時間を基準として，
15～36 時間までを「短時間群」，37～66 時間を「長時間群」とした。 
Table 14 心苦しさに関する 2要因の分散分析 
心苦しさ 短時間群 長時間群
（15-36H） （37-66H）
N 48 55
平均値 2.52 2.63
(SD) (0.59) (0.70)
N 91 123
平均値 2.90 2.95
(SD) (0.67) (0.73)
N 83 94
平均値 2.61 2.51
(SD) (0.63) (0.65)
N 59 86
平均値 3.00 3.25
(SD) (0.64) (0.63)
理想の子育て
出来ていない群
母親規範意識
低群
母親規範意識
高群
理想の子育て
出来ている群
 
 
（1） 母親規範意識と勤務時間による心苦しさの比較 
心苦しさに関して，母親規範意識と勤務時間を要因とする 2 要因の分散分析を行なった
ところ，勤務時間の主効果は有意ではなく（F(1,313)=.978, n.s.），母親規範意識の主効果は
F(1,313)=17.77 で 0.1％水準で有意であり，勤務時間と母親規範意識の交互作用は有意では
なかった（F(1,313)=.132, n.s.）。母親規範意識については，「高群」は「低群」よりも心苦
しさの平均が高く（「高群」＝2.93，「低群」＝2.58），母親規範意識が強い方が心苦しさを
感じていた。 
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（2） 理想の子育て実現度と勤務時間による心苦しさの比較 
 心苦しさに関して，理想の子育て実現度と勤務時間を要因とする 2 要因の分散分析を行
なった。その結果，勤務時間の主効果は有意ではなく（F(1,318)=1.13, n.s.），理想の子育て
実現度の主効果は F(1,318)=61.70 で 0.1％水準で有意であり，勤務時間と理想の子育て実現
度の交互作用は F(1,318)=5.70 で 5％水準で有意であった。理想の子育て実現度の主効果に
ついては，「出来ていない群」の方が「出来ている群」よりも心苦しさの平均が高かった（「出
来ていない群」＝3.13，「出来ている群」＝2.56）。したがって，理想の子育てが出来ていな
いと考えている母親の方が心苦しさが強かった。 
 理想の子育てが「出来ていない群」において，勤務時間の単純主効果が有意であった（F
（1,318）=5.34, p<.05）。すなわち，理想の子育てが実現できている母親においては，勤務
時間の長短により心苦しさの値に差異は認められないが，理想の子育てが実現できていな
いと感じている母親においては，勤務時間が長い群の方が短い群より心苦しさが高かった
（Figure 2）。 
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Figure 2 心苦しさに関する勤務時間と理想の子育ての 2要因分散分析 
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第４節 考 察 
 
研究 1-1 では，乳幼児期の子どもをもつ働く母親の心理的な危機状況を明らかにするこ
とを目的として，働く母親の心苦しさを心理的危機と捉え，心苦しさと育児感情，自尊感
情と精神的健康との関連を合わせながら検討した。この目的に沿って考察を行う。 
調査対象となった母親は，仕事において一定のキャリアを有し，高学歴で常勤が多く，
専門職の割合も比較的高かった。また，約 7 割は育児サポート資源を有し，夫や仕事への
満足度が高く，母親としての規範意識が強いという特徴が見られた。この結果を前提とし
て，以降の考察を進める。 
本研究の結果では，働く母親の育児否定感に影響する心苦しさの要因は，子どもへの心
苦しさおよび母親規範による心苦しさであり，心苦しさが高くなると，自尊感情が低下す
ることが明らかとなった。つまり，働く母親が子どもに対して申し訳なく思うほど，また，
母親としての規範意識によって後ろめたさを感じるほど，育児に対して否定的になってし
まう可能性が示唆された。ただし，心苦しさと項目別の育児感情との相関を見ると，育児
否定感の中でも心苦しさと相関が最も高いのは「私は親として不適格ではないかと感じる」
（項目 3）の項目であり，子どもに対する心苦しさや母親規範による心苦しさが，子ども
そのものへの否定感を高めてしまうというよりは，母親として自分が望むほど十分な育児
ができていないことへの否定感と解釈でき，それが自己否定にもつながり，自己評価（自
尊感情）が低下する可能性が考えられた。江原（2000）が指摘しているように，自分で子
育てすることを望みつつも，出産後も働く選択をした女性は，選択の是非への迷いから，
子どもに対する心苦しさや母親規範による心苦しさが高まると，母親として自分に自信が
持てなくなり，自尊感情が低下すると考えられる。 
育児肯定感と心苦しさとの関連は認められず，心苦しさが高まっても育児肯定感が低く
なるわけではないことが示された。これは，心苦しさが子どもに対する感情に必ずしもネ
ガティブな影響を及ぼさないことを示唆するものであると考えられた。 
因子別の心苦しさと精神的健康との関連性を見た結果では，子どもに対する心苦しさお
よび母親規範による心苦しさが高くなると，抑うつ・不安，不機嫌・怒り，無気力といっ
た心理的ストレス反応も上昇することが明らかとなった。これは，子どもに対して申し訳
ない気持ちが増したり，母親規範により心苦しい感情が高まり過ぎることは，乳幼児の母
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親にとって非常にストレスフルな体験であり，例え仕事をしていたとしても，子どもに関
する思いや母としての意識は，その他の家族や仕事との関係以上に重要な位置を占めてい
ることが考えられた。夫や祖父母，職場に対する心苦しさが精神的健康とは関連しないこ
とを考えると，乳幼児期の子をもつ働く母親が精神的健康を保つためには，子どもに対す
る心苦しさや母親規範による心苦しい気持ちが高まり過ぎないような配慮が必要であろう。 
仕事や育児に関する意識を見ると，心苦しさが高い母親は中程度以下の母親と比較して
仕事に対する満足度が低く，「母の手で子育て」といった子育てに関する母親規範意識が強
く，また，自身が理想とする子育てがあまり実現できていないことが示された。また，母
親の内的な要因である母親規範意識と外的な要因である勤務時間の 2 要因で比較した場合，
勤務時間の長さに関係なく，母親規範意識が高い母親は低い母親よりも心苦しさが高かっ
た。母親の内的要因として理想の子育てが実現出来ているか否かと勤務時間の 2 要因で比
較した場合には，理想の子育てが出来ていると考えている母親は，出来ていないと考えて
いる母親よりも心苦しさが低く，また，勤務時間の長さで心苦しさの度合いが変化するこ
とはなかった。一方で，理想の子育てが出来ていない母親は，勤務時間が長くなると心苦
しさが強くなることが示された。これらの結果からは，仕事と子育ての両立で心苦しさを
感じる背景の一つには高い母親規範意識が推測され，母親の規範意識が高い場合には，勤
務時間の短縮といった外的な要因では心苦しさを軽減することは難しく，「母親としてこう
あるべき」といった内的な規範意識・認知そのものを変化させるような介入が有効である
可能性が考えられた。もう一つの背景要因として，母親が理想とする子育てと現実の子育
てとの間に差があり，それによって心苦しさが高まっているとすれば，勤務時間の短縮と
いった外的な要因である働き方そのものを変化させることで，理想と現実との差を小さく
することができ，心苦しさを軽減できる可能性が示唆された。すなわち，理想の子育てイ
メージと現実の子育てとの差を縮小するには，働き方という環境調整による介入が有効で
ある可能性が考えられた。 
研究 1-1 では，乳幼児をもつ働く母親にとっての影響の大きい心理的な危機は，子ども
に対する心苦しさや母親規範による心苦しさなど，母親として自信の喪失につながる要因
であることが明らかになった。親となって間もないこの時期は，母親としての成長過程に
あり，仕事はしていても母親としての自分に自信が保てることと，自らが理想とする子育
てを実行できることが，危機を乗り越える上で重要であると考えられる。ただし，理想の
子育ての内容については今回の数量的な調査では明らかにすることができなかったため，
74 
インタビュー調査などの質的調査で明らかにする必要がある。 
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第４章 研究１-2：働く母親の心理的成長の構造と成長に影響する
要因 
 
 
第１節 目的 
 研究 1-1 では，乳幼児をもつ働く母親にとって，子どもに対する心苦しさや母親規範に
よる心苦しさが心理的な危機となり，危機を乗り越えるためには，母親としての自分に自
信をもてること，および理想とする子育てを行えることが重要であることが示された。で
は，母親が心理的な危機を乗り越えると，母親にどのような変化が生じるのだろうか。 
本研究の目的は，働く母親の発達的危機を契機とした心理的成長を明らかにすることであ
る。目的に沿って，働く母親の心理的成長の構造と，成長に影響する要因を明らかにする
ための探索的な量的研究を行う。本研究では，柏木・若松（1994）を参考に，母親自身が
仕事と育児の両立を体験することで変化したと認識している側面を母親の心理的成長と捉
え，自己評価の程度を数量的に明らかにすることを目的とする。また，働く母親の心理的
成長と，母親の仕事や子育てへの意識および母親の属性との関連を明らかにするとともに，
PTG理論では，PTGプロセスに影響を及ぼす要因として，環境や社会的変化への対処（コ
ーピング）のあり方と，他者からのサポート（ソーシャル）が含まれていたことから（宅，
2010a），育児協力者の有無および母親のストレス・コーピングとの関連を明らかにし，働
く母親の心理的成長に影響を及ぼす要因モデルを構築する。 
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第２節 方 法 
 
第１項 調査対象・調査期間・調査方法・手続き 
研究 1-1 と同じである。 
 
第２項 調査内容 
 以下に示す調査内容を含む質問紙を作成した。 
 
（1） トラウマ後成長尺度－日本語版（PTGI-J）  
働く母親の心理的成長を測る尺度として，Tedeschi & Calhoun（1996）が作成し，Taku, 
Calhoun, Tedeschi, Gil-Rivas, Kilmer, & Cann（2007）によって日本語化された，「トラウマ後
成長尺度－日本語版（Japanese version of the Posttraumatic Growth Inventory：PTGI-J）」（21
項目）を使用した。Tedeschi & Calhoun（1996）はこの尺度を開発するにあたり，過去 5 年
間に危機的なライフイベントを経験した大学生（男 199 人，女 405 人）を対象に調査を行
った。その結果，危機的な出来事には，親族や友人との死別，交通事故，両親の離婚・別
居，交際関係の破局，犯罪被害，学業上の問題，望まない妊娠などが含まれ，PTGIによっ
て把握される成長には，「他者との関係」，「新たな可能性」，「人間としての強さ」，「精神性
的（スピリチュアルな）変容」，および「人生に対する感謝」の 5 因子があることが見出さ
れた。PTGI 日本語版（PTGI-J）の開発も大学生を対象として行われ，危機的な出来事に
は，自然災害，犯罪被害，交通事故，病気，親族や友人との死別，いじめなどの人間関係
上の問題，離婚，虐待などが含まれており，PTGI-J では「他者との関係」，「新たな可能性」，
「人間としての強さ」，「精神性的（スピリチュアルな）変容および人生に対する感謝」の
4 因子が確認されている。PTGI-J は心的苦痛を伴うような状況的な危機体験からの心理的
成長を測定する尺度であるが，PTGの契機となり得る出来事はトラウマ体験には限定され
ず，また，その項目内容からも，働く母親の発達的危機を契機とした心理的成長を測定す
る尺度としても適用可能であると判断した。ただし，本尺度を働く母親の発達的危機の測
定に使用するにあたっては，危機と対象の違いから，因子分析によって因子構造を確認す
る必要がある。本研究では，「仕事と子育ての両立を体験した結果，あなたの生き方に，こ
れらの変化がどの程度生じたか」との教示に続いて質問項目を提示し，6 件法で回答を求
めた。 
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（2） 3次元モデルにもとづく対処方略尺度（TAC-24）  
環境や社会的変化というストレスへの対処が母親の心理的成長と関連するかを検討す
るために，母親のストレス・コーピング（対処）を測定する尺度として，神村ら（1995）
が作成した TAC-24（18 項目）を使用した。神村ら（1995）はストレスに対するコーピン
グに「問題焦点－情動焦点」（焦点軸：具体的問題解－情動調節），「関与－回避」（方向軸：
積極関与－回避），「反応系」（表出軸：機能は認知系－行動系）の 3 次元を設定し，これら
の組合せにより，「カタルシス」（関与，情動焦点，行動），「放棄・諦め」（回避，問題焦点，
認知），「情報収集」（関与，問題焦点，行動），「気晴らし」（回避，情動焦点，行動），「回
避的思考」（回避，情動焦点，認知），「肯定的解釈」（関与，情動焦点，認知），「計画立案」
（関与，問題焦点，認知），「責任転嫁」（回避，問題焦点，行動）の 8 つの下位尺度を設定
した。精神的につらい状況に遭遇したとき，どのように考え，どう行動するかという教示
に続いて質問項目を提示し，5 件法で回答を求めた。 
 
（3） 働く母親の心理的成長に関する自由記述  
「仕事と子育ての両立を経験したことによって，あなたご自身のお気持ちやお考えにど
のような影響や変化がありましたか」との教示に対し，自由記述で回答を求めた。個人が
感じる仕事と子育てを同時に行なうことの影響には，ポジティブなものとネガティブなも
のの双方が有り得るため，教示では，「成長」という言葉をあえて使用せず，回答者がポジ
ティブな変化だけに限定せず，ネガティブな変化についても自由に回答できるようにした。 
 
（4） フェイスシート  
研究 1-1 と同様。 
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第３節 結 果 
 
第１項 働く母親の心理的成長の構造 
以下では，働く母親の心理的成長尺度の構造を明らかにした。また，心理的成長の下位
因子の解釈を深めるために，自由記述の内容を確認した。 
 
（1） 働く母親の心理的成長（PTGI-J）の構造 
心理的成長尺度（PTGI-J）では，全 21 項目のうち，フロア効果が見られた 1 項目（項目
18：「宗教的信念が，より強くなった。」）を削除し，20 項目に対して探索的因子分析（最
尤法・プロマックス回転）を行った。複数の因子に負荷が高い項目（項目 19：「思ってい
た以上に，自分は強い人間であるということを発見した」）を削除して再度因子分析を行い，
因子負荷量.35 以上，固有値 1 以上を基準に，4 因子，計 19 項目を抽出した。プロマック
ス回転後の最終的な因子パターンと因子間相関を Table 15 に示す。 
因子 1 は，「困難に対して自分が対処していけることが，よりはっきりと感じられるよ
うになった」，「物事の結末を，よりうまく受け入れられるようになった」「自らを信頼する
気持ちが強まった」，「自分の感情を表に出しても良いと思えるようになった」などの 6 項
目から構成されており，「困難に対処できる」，「自分を信頼する」といった人間としての強
さ（タフネス）と，「物事の結末を受け入る」，「自分の感情を表に出す」という柔軟性の向
上に関する成長と解釈し，「自己の強さと柔軟性」と命名した。 
因子 2 は，項目の内容を見ると，「人との関係に，さらなる努力をするようになった」，
「変化することが必要な事柄を，自ら変えていこうと試みる可能性が，より高くなった」
などの，変化することを肯定的に受け止め，困難に前向きに対処していくような，主体的
な成長に関する内容と解釈し，「変化への積極性」因子と命名した。 
因子 3 は，「新たな関心事を持つようになった」，「人生において，何が重要かについて
の優先順位を変えた」などの，人生に対する新たな気づきに関する内容の 5 項目が高い因
子負荷量を示しているため，「人生への新たな気づき」因子と命名した。 
因子 4 は，「トラブルの際，人を頼りに出来ることが，よりはっきりと分かった」，「他
人を必要とすることを，より受け入れられるようになった」などの他者との関係に関する
内容の 3 項目が高い因子負荷量を示していることから，原版 PTGI と同様に「他者との関
係」因子とした。 
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Table 15  PTGI-J因子分析結果（最尤法 ・プロマックス回転後） 
1 2 3 4
第1因子 自己の強さと柔軟性 （α = .847）
困難に対して自分が対処していけることが、よりはっきりと感じられるようになった。 （強さ） .798 .156 -.119 -.040
物事の結末を、よりうまく受け入れられるようになった。 （強さ） .653 .323 -.152 -.012
自らを信頼する気持ちが強まった。 （強さ） .607 -.055 .194 .000
自分の感情を、表に出しても良いと思えるようになってきた。 （他者） .583 -.116 -.112 .293
自分の人生で、より良い事ができるようになった。 （可能性） .522 .296 .124 -.075
精神性（魂）や、神秘的な事柄についての理解が深まった。 （精神性） .498 -.128 .196 .030
第2因子 変化への積極性 （α = .809）
人との関係に、さらなる努力をするようになった。 （他者） -.075 .716 -.116 .233
変化することが必要な事柄を、自ら変えていこうと試みる可能性が、より高くなった。 （可能性） .069 .694 .039 -.061
その体験なしではありえなかったような、新たなチャンスが生まれている。 （可能性） .041 .552 .223 -.127
他者に対して、より思いやりの心が強くなった。 （他者） -.006 .549 .036 .212
一日一日を、より大切にできるようになった。 （人生） .107 .473 .085 .025
第3因子 人生への新たな気づき （α = .724）
新たな関心事を持つようになった。 （可能性） -.031 .065 .596 -.042
自分の人生に、新たな道筋を築いた。 （可能性） .021 .167 .560 -.002
自分の命の大切さを痛感した。 （人生） .189 -.221 .554 .118
人生において、何が重要かについての優先順位を変えた。 （人生） -.102 .105 .509 -.001
人間が、いかにすばらしいものであるかについて、多くを学んだ。 （他者） -.062 .223 .362 .189
第4因子 他者との関係 （α = .719）
トラブルの際、人を頼りに出来ることが、よりはっきりと分かった。 （他者） .031 .029 .017 .627
他人を必要とすることを、より受け入れるようになった。 （他者） -.010 .266 .016 .515
他の人達との間で、より親密感を強く持つようになった。 （他者） .189 -.009 .106 .502
因子相関行列 因子1因子2因子3 因子4
因子1 ― .700 .577 .601
因子2 ― .595 .634
因子3 ― .561
因子4 ―
注）括弧内は、原版トラウマ後成長尺度（Tedeschi & Calhoun, 1996）における因子分析結果による分類
他者＝他者との関係、可能性＝新たな可能性、強さ＝人間としての強さ、精神性＝精神性的（スピリチュアルな）変容、人生＝人生に対する感謝
 
因子
 
 
信頼性係数（Cronbachの α）は，採用した全 19項目では.915，因子 1は.847，因子 2は.809，
因子 3 は.724，因子 4 は .719 と，十分な値が確認された。全ての項目の平均を心理的成長
尺度得点，各因子の項目の平均値を下位尺度得点とした。 
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（2） 心理的成長の確認的因子分析 
本研究における探索的因子分析で得られた因子構造は原版 PTGIおよび原版PTGI-Jとは
異なっていたため，確認的因子分析により因子構造の適合度を検証した。その結果，本研
究の因子構造では，CMIN=363.775，自由度=146，有意確率=.000，CFI=.927，RMSEA=.061，
AIC=489.775 と，まずまずの適合度であった。原版 PTGI-J（日本人の大学生サンプルによ
る）の因子構造では，CMIN=424.919，自由度=130，有意確率=.000，CFI=.887，RMSEA=.075，
AIC=542.919 となり，原版 PTGI（アメリカ人の大学生サンプルによる）の因子構造では，
CMIN=554.803，自由度=179，有意確率=.000，CFI=.884，RMSEA=.073，AIC=700.803 とい
う結果であった。したがって，本研究の探索的因子分析で得られた因子構造が最もモデル
の当てはまりがよく，この結果を採択するのが妥当であると考えられた。 
 
（3） 因子別に見た得点上位群の心理的成長についての自由記述の特徴 
PTGI-J で抽出された 4 因子の解釈を深めるために，各因子と自由記述（仕事と子育ての
両立を経験したことによる感情や思考の変化について）の内容を確認した。質問紙調査票
の有効回答者 400 人のうち，自由記述欄に回答が得られたのは 291 人（72.8％）であった。
著者および心理学専攻の大学院生の 2 名で記述内容がポジティブかネガティブかの分類を
行ったところ，評定者2名の一致率は95％であり，一致しなかったカテゴリーに関しては，
相談の上，最終的な分類を決定した。対象者 291 人のうち，267 人（91.8%）からは成長に
結びつくと考えられるポジティブな変化についての記述が得られ，ネガティブな内容を記
述した回答者は 20 人（6.9％），ポジティブともネガティブとも認められなかった内容の回
答者は 4 人（1.4％）であった。PTGI-J の 4 因子は因子間相関が高いため，他因子との内容
の重複を避けるために，上位群の中でも，それぞれの因子にのみ得点が高い上位者（他の
因子については上位群でも下位群でもない）の記述のみを参照した。 
＜自己の強さと柔軟性＞（因子 1）の上位群 47 人のうち，因子 1 のみ上位者は 11 人
（23.40％）であり，その記述の内容を見ると，「客観的な視野を獲得し，受容的になる」，
「価値観が変化し，他者に寛容になる」，「仕事と子育て両方をほどほどにやる」，「理想を
持たず，臨機応変に対応する」「子供の体調不良で仕事を休む・早退することを割り切る」，
「他者への思いやりを持ちつつ謙虚に開き直る」などがあった。これらの記述から，因子
1 は，自らの努力では十分にコントロールできない事態を受け止める強さや，完璧を求め
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過ぎず，物事に柔軟に対応していくような成長的変化と関連することが推察された。 
＜変化への積極性＞（因子 2）の上位群 62 人のうち，因子 2 のみ上位者は 16 人（25.81％）
であり，その記述には，「時間を大切に使う」，「他者の協力と職場のサポートに感謝し，1
人で育児をしていない心強さで育児にゆとりがもてる」，「限られた時間の効率を考え，自
分が動いて家族が喜ぶと，仕事もがんばれる」，「信頼できる保育所に子どもを預け，安心
して仕事ができる」，「協力者への感謝の気持ちが増し，子どもとのよい時間が過ごせる」
などがあった。これらからは，因子 2 の高い人は，他者や保育所の協力を得ながら仕事と
子育てを行うことを肯定的に捉えており，自らの働きかけで困難に対処できると感じてい
ることが推察された。 
＜人生への新たな気づき＞（因子 3）の上位群 73 人のうち，因子 3 のみ上位者は 20 人
（14.49％）であり，その記述には，「仕事をしていると充実感があり，子どもとの時間が
貴重になる」，「人生が豊かになり，子どもと共に自分も成長する」，「仕事の必要性を強く
感じ，優先順位をつけ，割り切るようになる」「子供が最優先となり，プライオリティを変
更した」などが見られた。これらからは，因子 3の高い人は，子どもや仕事の価値を再認
識したり，人生において何が重要であるかが明確になったりするような変化を感じている
可能性が示唆された。 
＜他者との関係＞（因子 4）上位者は 60 人のうち，因子 4 のみ上位者は 10 人（16.67％）
であり，その記述内容には，「自分に自信がつき，交友関係がひろがった」，「人に頼れるこ
とが，その人の力であると思う」，「大切な存在のためにキャリアをあきらめる」などがあ
った。これらからは，因子 4 の高い人は，仕事と子育てを同時に行うことを契機として，
人間関係の深まりや，困った時には人に頼ることができるようになるといった変化を感じ
ていることが推察された。 
 
第２項 ストレス・コーピング尺度（TAC-24） 
TAC-24 は標準化された尺度であることから探索的因子分析は行わず，使用の手引に基
づいて，「カタルシス」，「放棄・諦め」，「情報収集」，「気晴らし」，「回避的思考」，「肯定的
解釈」，「計画立案」，「責任転嫁」の 8 つの下位尺度ごとに，それぞれ 3 項目の得点を加算
して，下位尺度得点を算出した。信頼性係数（Cronbach の α）は，「カタルシス」=.846，「放
棄・諦め」=.707，「情報収集」=.779，「気晴らし」=.594，「回避的思考」=.597，「肯定的解
釈」=.739，「計画立案」=.708，「責任転嫁」=.671 であった。 
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確認的因子分析により本研究での因子構造の適合度を確認した。有意確率が低かった係
数を削除して再分析した結果，CMIN=627.048，自由度=233，有意確率=.000，CFI=.871，
RMSEA=.065，AIC=809.048 という，まずまずの結果が得られた。α 係数が低めだった「気
晴らし」および「回避的思考」についても，全項目を採用したモデルの適合度が最も高か
ったことから，全ての項目を採用することとした。 
 
第３項 心理的成長の下位構造 
心理的成長得点およびその下位尺度得点の平均値を算出したところ，心理的成長得点の
平均は2.90（SD=0.91）であり，下位尺度得点では，「人生への新たな気づき」が3.41（SD=0.95）
と一番高く，次いで「他者との関係」=2.98（SD=1.14），「変化への積極性」=2.92（SD=1.10），
「自己の強さと柔軟性」=2.41（SD=1.14）の順であった。下位尺度得点間に差があるかを
確認したところ有意差が確認され（F(3,1182)=140.828, p<.001），多重比較（Bonferroni 法）
の結果，「人生への新たな気づき」得点は他の 3 つの下位尺得点よりも 0.1％水準で有意に
高く，「自己の強さと柔軟性」は他の 3 つの下位尺度得点よりも 0.1％水準で有意に低かっ
た（Table 16）。したがって，働く母親は「人生への新たな気づき」についての変化を最も
自覚しており，「自己の強さと柔軟性」を自覚することは最も少なかった。 
 
Table 16 PTGI-J下位尺度得点の比較 
（N=395） 平均 （SD） F値  df 有意確率 多重比較
PTGI-J平均 2.90 (0.91)
A. 自己の強さと柔軟性 2.41 (1.14) 140.83 (3,1182) 0.000 A<B,D<C***
B. 変化への積極性 2.91 (1.10)
C. 人生への新たな気づき 3.41 (0.95)
D. 他者との関係 2.98 (1.14)
注）***p<.001  
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第４項 心理的成長の属性による比較 
PTG 理論では，ソーシャルサポートや個人の社会的背景が PTG の生起に影響を及ぼす
と考えられているため，働く母親の心理的成長に関連する要因を確認するために，育児協
力者の有無や属性，働く意識の違いによって心理的成長が異なるかを確認した。  
 
（1） 育児協力者の有無による比較  
育児協力者の有無により心理的成長得点およびその下位尺度得点の相違を検討したと
ころ，「他者との関係」のみに有意差が認められ（F(1,395)=6.749, p<.01），育児協力者が「い
る」母親は「いない」母親と比較して「他者との関係」得点が有意に高かった。（Table 17） 
 
Table 17 育児協力者の有無による心理的成長の比較 
いる いない F 値  df 有意確率
平均 2.92 2.86 0.29 (1,392) 0.597
SD (0.89) (0.96)
N 272 122
平均 2.41 2.42 0.01 (1,392) 0.930
SD (1.13) (1.17)
N 272 122
平均 2.92 2.92 0.00 (1,393) 0.957
SD (1.10) (1.10)
N 273 122
平均 3.40 3.39 0.02 (1,395) 0.900
SD (0.94) (0.99)
N 275 122
平均 3.08 2.76 6.75 (1,395) 0.010
SD (1.09) (1.19)
N 275 122
他者との関係
育児への協力者
PTGIJ平均
自己をとりまく状況の受容
変化への積極性
人生への新たな気づき
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（2） 働く理由による比較  
母親の働く理由により心理的成長得点を比較した。母親が仕事をする理由として，「経
済的な理由」，「キャリアや自己実現」，「社会参加」の 3 群間（「その他」を除く）で心理的
成長得点およびその下位尺度得点の平均値を比較したところ，いずれの項目にも有意差は
認められなかった。また，働く理由のうち「キャリアや自己実現」と「社会参加」をまと
め，「経済的な理由」と「キャリアや自己実現+社会参加」の 2 群で比較してみても，有意
な差は認められなかった（Table 18）。 
 
Table 18 働く理由による心理的成長の比較 
A:経済的な理由B:キャリアや自己実現C:社会参加 F 値  df 有意確率
平均 2.85 3.03 2.84 1.78 (2,370) 0.170
SD (0.92) (0.93) (0.76)
N 197 118 58
平均 2.39 2.53 2.30 0.96 (2,370) 0.385
SD (1.17) (1.11) (0.99)
N 197 118 58
平均 2.87 3.09 2.84 1.78 (2,370) 0.170
SD (1.09) (1.12) (1.01)
N 197 118 58
平均 3.34 3.51 3.37 1.17 (2,372) 0.312
SD (0.95) (1.02) (0.78)
N 199 118 58
平均 2.89 3.15 3.01 2.00 (2,372) 0.136
SD (1.16) (1.11) (0.99)
N 199 118 58
他者との
関係
働く理由
PTGIJ平均
自己をとりま
く
状況の受容
変化への
積極性
人生への
新たな
気づき
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（3） 職業による比較  
職業別（「その他」を除く）に心理的成長得点およびその下位尺度得点を比較したとこ
ろ，「他者との関係」を除いて有意な差が示され，多重比較（Tukey 法）の結果，「心理的
成長」では，「専門職」は「会社員」および「パート・アルバイト」より高く（F(5,378)=3.634, 
p<.01），「自己の強さと柔軟性」では，「会社員」は「自営業」および「専門職」より低く
（F(5,378)=3.233, p<.01），「変化への積極性」では，「専門職」は「会社員」より高く
（F(5,378)=3.010, p<.05），「人生への新たな気づき」では，「パート・アルバイト」は「自
営業」や「専門職」より低くかった（F(5,378)=3.391, p<.01）（Table 19）。 
 
Table 19 職業による心理的成長の比較 
職業 A:会社員
B:公務員
・団体職員
C:自営業
D:契約・嘱託
・派遣社員
E:パート
・アルバイト
F:専門職
N 162 36 17 25 61 83 F値  df 有意確率 多重比較
平均 2.81 2.79 3.37 2.85 2.71 3.18 3.63 (5,378) 0.003 A, E<F*
SD (0.93) (0.89) (0.78) (0.80) (0.93) (0.84)
平均 2.27 2.41 3.10 2.27 2.28 2.71 3.23 (5,378) 0.007 A<C, F*
SD (1.16) (1.09) (0.85) (1.12) (1.23) (1.04)
平均 2.81 2.67 3.28 2.95 2.73 3.26 3.01 (5,378) 0.011 A<F*
SD (1.11) (1.16) (1.05) (0.96) (1.12) (1.03)
平均 3.42 3.23 3.95 3.36 3.10 3.60 3.39 (5,378) 0.005 E<C, F*
SD (0.95) (0.96) (0.86) (0.82) (1.02) (0.91)
平均 2.85 3.00 3.12 3.00 2.86 3.30 2.01 (5,378) 0.076
SD (1.19) (1.14) (1.25) (1.12) (1.13) (0.95)
注）*p<.05
人生への
新たな
気づき
他者との
関係
PTGIJ平均
自己の強さと
柔軟性
変化への
積極性
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（4） 「経済的な理由」群の職業による比較  
働く理由を「経済的な理由」とした回答者の心理的成長得点および下位尺度得点を職業
別で比較した。その際，人数が少なかった「自営業」（8 人）および「その他」（1 人）は分
析から除外した。その結果，「心理的成長」（F(4,180)=2.449, p<.05）および「人生への新た
な気づき」（F(4,182)=4.348, p<.01）において有意差が確認され，多重比較（Tukey法）の結
果，「心理的成長」では，「専門職（平均=3.25, SD=0.89, N=32）」は「パート・アルバイト
（平均=2.68, SD=0.91, N=46）」より 5％水準で有意に高く，「人生への新たな気づき」では，
「専門職（平均=3.69, SD=0.87, N=32）」は「公務員・団体職員（平均=2.93, SD=1.03, N=20）」
および「パート・アルバイト（平均=3.00, SD=0.98, N=46）」より 5％水準で有意に高かった
（Table 20）。 
 
Table 20 「経済的な理由」群の職業別心理的成長の比較 
A:会社
員
B:公務員
・団体職
員
C::契約・嘱
託
・派遣社員
D:パート
・アルバイ
ト
E:専門
職 F 値  df 有意確率 多重比較
平均 2.89 2.59 2.79 2.68 3.25 2.45 (4,180) 0.048 D<E*
SD (0.90) (0.93) (0.92) (0.91) (0.89)
N 71 19 17 46 32
平均 2.34 2.46 2.25 2.29 2.81 1.18 (4,180) 0.320
SD (1.17) (1.16) (1.21) (1.16) (1.19)
N 71 19 17 46 32
平均 2.93 2.42 2.88 2.73 3.29 2.26 (4,180) 0.065
SD (1.07) (1.04) (1.12) (1.10) (1.05)
N 71 19 17 46 32
平均 3.51 2.93 3.40 3.00 3.69 4.35 (4,182) 0.002 B, D<E*
SD (0.87) (1.03) (0.86) (0.98) (0.87)
N 72 20 17 46 32
平均 2.88 2.62 2.69 2.79 3.36 1.95 (4,182) 0.105
SD (1.16) (1.24) (1.15) (1.13) (0.95)
N 72 20 17 46 32
注）*p <.05
他者との
関係
職　業
PTGIJ平均
自己をとりま
く
状況の受容
変化への
積極性
人生への
新たな
気づき
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（5） 最終学歴による比較  
最終学歴を「中学・高校」，「短大・専門学校」，「大学・大学院」の 3 群に分類した上で
心理的成長得点およびその下位尺度得点を比較したところ，「人生への新たな気づき」を除
いて有意な差が示され，多重比較（Tukey 法）の結果，「心理的成長」では，「短大・専門
学校」は「中学・高校」より高く（F(2,390)=5.312, p<.01），「自己の強さと柔軟性」では，
「短大・専門学校」は「中学・高校」および「大学・大学院」より高く（F(2,390)=5.160, p<.01），
「変化への積極性」では，「短大・専門学校」は「中学・高校」および「大学・大学院」よ
り高く（F(2,391)=4.421, p<.05），「他者との関係」では，「中学・高校」は「短大・専門学
校」および「大学・大学院」より低かった（F(2,393)=5.362, p<.01）。（Table 21）。 
 
Table 21 最終学歴による心理的成長の比較 
学歴
A:中学
・高校
B:短大
・専門学校
C:大学
・大学院 F値  df 有意確率 多重比較
平均 2.58 3.06 2.83 5.31 (2,390) 0.005 A<B*
SD (0.95) (0.87) (0.91)
N 39 145 209
平均 2.15 2.64 2.30 5.16 (2,390) 0.006 A, C<B*
SD (1.17) (1.14) (1.12)
N 39 145 209
平均 2.63 3.12 2.84 4.42 (2,391) 0.013 A, C<B*
SD (1.19) (1.04) (1.11)
N 39 145 210
平均 3.11 3.48 3.41 2.25 (2,393) 0.107
SD (0.85) (0.94) (0.98)
N 39 147 210
平均 2.45 3.11 2.98 5.36 (2,393) 0.005 A<B**
SD (1.14) (1.10) (1.13) A<C*
N 39 147 210
注）**p<.01, *p<.05
人生への
新たな
気づき
他者との
関係
PTGIJ平均
自己の強さと
柔軟性
変化への
積極性
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（6） 学歴と働く理由の組み合わせによる比較  
最終学歴を 3 群（「中学・高校」（39 人），「短大・専門学校」（144 人），「大学・大学院」
（209 人）に分類した上で，働く理由との組み合わせにより分類した。「中学・高校」では
「経済的な理由」（29 人）以外は少数にとどまったので，「中学・高校×経済的な理由」で
１群にした。「短大・専門学校」では「経済的な理由」（97 人）および「キャリアや自己実
現」（29 人）以外は少数であったため，「短大・専門学校×経済的な理由」および「短大・
専門学校×キャリアや自己実現」の 2 群に分類した。「大学・大学院」では，「経済的な理
由」（75 人），「キャリアや自己実現」（85 人），「社会参加」（40 人）以外は少なかったため，
「大学・大学院×経済的な理由」，「大学・大学院×キャリアや自己実現」，「大学・大学院×
社会参加」の 3 群に分類した。これら 6 群で心理的成長およびその下位尺度得点を比較し
たところ，「人生への新たな気づき」を除いて有意な差が認められ，「短大・専門学校×キ
ャリアや自己実現」群はどの項目においても得点が高く，「中学・高校×経済的な理由」群
はどの項目においても得点が低かった（Table 22）。 
 
Table 22 学歴と働く理由による心理的成長の比較 
職業
A:中学・高校
/経済的な理由
B:短大・専門
/経済的な理由
C:短大・専門
/キャリアや
自己実現
D:大学・大学院
/経済的な理由
E:大学・大学院
/キャリアや
自己実現
F:大学・大学院
/社会参加
N 28 95 29 74 85 40 F値  df 有意確率 多重比較
平均 2.54 3.04 3.40 2.71 2.91 2.87 3.87 (5,345) 0.002 A,D<C**
SD (1.02) (0.85) (0.79) (0.93) (0.96) (0.76)
平均 2.10 2.66 3.05 2.16 2.35 2.39 4.18 (5,345) 0.001 A,E<C*
SD (1.12) (1.11) (0.99) (1.16) (1.12) (0.96) D<B*,C**
平均 2.65 3.07 3.50 2.69 2.97 2.76 3.19 (5,345) 0.008 A,D<C*
SD (1.23) (0.99) (1.10) (1.12) (1.13) (1.03)
平均 3.06 3.38 3.76 3.39 3.41 3.41 1.54 (5,345) 0.178
SD (0.95) (0.95) (0.84) (0.96) (1.08) (0.79)
平均 2.39 3.18 3.37 2.72 3.09 3.13 4.05 (5,345) 0.001 A<B,C,E*
SD (1.21) (1.01) (1.07) (1.23) (1.12) (0.94)
注）**p<.01, *p<.05,
人生への
新たな
気づき
他者との
関係
PTGIJ平均
自己の強さと
柔軟性
変化への
積極性
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第５項 心理的成長とストレス・コーピングの関連 
PTG理論では，PTGの生起にコーピングが影響を及ぼすと考えられているため，働く母
親の心理的成長に関連する個人の要因を明らかにするために，.2 以上を基準に，心理的成
長得点およびその下位尺度得点とストレス・コーピングとの相関を確認した。その結果，
「情報収集」（「PTGIJ」，r=.313, p<.001），（「強さ柔軟」，r=.233, p<.001），（「変化積極」，r=.291, 
p<.001），（「気づき」，r=.260, p<.001），（「他者」，r=.291, p<.001），「肯定的解釈」（「PTGIJ」，
r=.327, p<.001），（「強さ柔軟」，r=.321, p<.001），（「変化積極」，r=.283, p<.001），（「気づき」，
r=.219, p<.001），（「他者」，r=.254, p<.001），「計画立案」（「PTGIJ」，r=.261, p<.001），（「強さ
柔軟」，r=.155, p<.01），（「変化積極」，r=.257, p<.001），（「気づき」，r=.262, p<.001），（「他者」，
r=.236, p<.001）との間に有意な正の弱い相関が認められた（Table 23）。これらの 3 つのコ
ーピング方略は，ストレスフルな状況や問題に対して自ら関与して解決を図る方略であり，
問題を回避するより，問題に関与する対処方略が心理的成長と関連する可能性が示唆され
た。 
 
Table 23 心理的成長とストレス・コーピングとの相関 
ストレス・
コーピング
PTGIJ
自己の強さと
柔軟性
変化への
積極性
人生への
新たな
気づき
他者との
関係
平均 （SD）
カタルシス   0.152** 0.098   0.162**   0.110*   0.160** 11.53 (2.69)
放棄・諦め   -0.140**   -0.132**   -0.142**   -0.106* -0.070 6.23 (2.19)
情報収集   0.313***   0.233***   0.291***   0.260***   0.291*** 10.60 (2.67)
気晴らし   0.165**   0.131**   0.200*** 0.061   0.169*** 9.41 (2.74)
回避的思考 0.077 0.066   0.122* -0.003 0.065 8.14 (2.24)
肯定的解釈   0.327***   0.321***   0.283***   0.219***   0.254*** 11.45 (2.28)
計画立案   0.261***   0.155**   0.257***   0.262***   0.236*** 10.91 (2.33)
責任転嫁 0.094 0.030 0.076   0.146** 0.093 7.47 (1.87)
注）***p<.001, **p<.01, *p<.05,
心理的成長
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第６項 心理的成長と仕事と子育てに関する意識や満足度との関連 
PTG理論では，PTGの生起に個人の社会的な背景が影響を及ぼすと考えられているため，
働く母親の心理的成長に関連する個人の要因を明らかにするために，.2 以上を基準に，心
理的成長得点およびその下位尺度得点と仕事と子育てに関する意識や満足度との相関を確
認した。その結果，心理的成長得点との間に有意な正の相関が確認されたのは，「育児協力
者の数」（r=.207，p<.001），「家事・育児への夫の協力満足度」（r=.231，p<.001），「仕事満
足度」（r=.242，p<.001），および「理想の子育て実現度」（r=.301，p<.001）であった。さら
に，心理的成長下位尺度得点との間の相関を確認した。「自己の強さと柔軟性」との間に相
関が確認されたのは，「仕事満足度」（r=.226，p<.001）および「理想の子育て」（r=.325，
p<.001）であった。「変化への積極性」との間に相関が確認されたのは，「育児協力者の数」
（r=.247，p<.001），「仕事満足度」（r=.237，p<.01），および「理想の子育て」（r=.224，p<.001）
であった。「人生への新たな気づき」との間に相関が確認されたのは，「家事・育児への夫
の協力満足度」（r=.200，p<.001）および「理想の子育て」（r=.201，p<.001）であった。「他
者との関係」との間に相関が確認されたのは，「家事・育児への夫の協力満足度」（r=.290，
p<.001）および「理想の子育て」（r=.235，p<.001）であった。「仕事と子育ての両立期間」
と，心理的成長得点，「自己の強さと柔軟性」，「変化への積極性」，および「他者との関係」
との間の相関は，有意ではあるものの値は小さく，相関があるとまでは言えなかった。母
親自身の年齢，夫の年齢，子どもの数，および勤務時間については，心理的成長得点およ
び下位尺度得点との間の相関は確認されなかった（Table 24）。 
Table 24 心理的成長と仕事・子育てに関する意識や満足度との相関
仕事・子育の
意識・満足度
PTGIJ
自己の強さ
と
柔軟性
変化への
積極性
人生への
新たな
気づき
他者との
関係
平均 （SD） N
仕事と子育ての両立期間（ヶ月）   0.148**   0.182**   0.107* 0.046   0.147** 45.05 (36.98) 393
育児協力者の数   0.207***   0.157*   0.247*** 0.111   0.167** 1.28 (0.54) 268
夫の協力満足度   0.231***   0.183***   0.146**   0.200***   0.290*** 2.90 (0.97) 384
仕事満足度   0.242***   0.226***   0.237**   0.141**   0.198*** 2.97 (0.80) 397
母親規範 -0.010 -0.002 -0.014 -0.004 -0.064 2.80 (0.73) 391
理想の子育て   0.301***   0.325***   0.224***   0.201***   0.235*** 2.52 (0.65) 397
妻年齢 0.034 0.051 -0.034 0.049 0.053 35.63 (4.64) 384
夫年齢 0.074 0.042 0.070 0.060 0.090 37.02 (5.37) 367
子どもの数 0.084   0.112* 0.070 -0.010 0.098 1.57 (0.70) 400
勤務時間 0.098 0.103 0.047   0.114* 0.051 36.18 (7.22) 334
注）***p <.001, **p <.01, *p <.05,
心理的成長
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第７項 働く母親の心理的成長に影響を及ぼす要因モデル（共分散構造分析） 
前述の分析で，.2 以上を基準として，心理的成長との間に相関が確認された変数は，ス
トレス・コーピングでは，「情報収集」，「肯定的解釈」，「計画立案」であり，母親の仕事や
子育てに関する意識や満足度では，「育児協力者の数」，「夫の協力満足度」，「仕事満足度」，
「理想の子育て」であった。心理的成長との間に相関が確認されたこれらの変数が，働く
母親の心理的成長に影響を及ぼす要因と仮定し，この仮定が妥当であるか，これらの変数
を含むモデルを構築し，共分散構造分析によりモデルの適合度を確認した。その結果，当
初のモデルの適合度は，CMIN=35.056，自由度=12，有意確率=.001，CFI=.932，RMSEA=.069，
AIC=99.056 であった。有意ではないパスを削除してモデルの改良を行い，最も適合度が高
いモデルを採択した。その結果，最終的なモデルでは，CMIN=36.224，自由度=15，有意
確率=.002，CFI=.937，RMSEA=.060，AIC=94.224 と，まずまずの適合度を得られた（Figure 
3）。 
 
 
Figure 3 働く母親の心理的成長に影響する要因モデル 
 
最終的なモデルでは，心理的成長との相関が認められた変数を全て採択するモデルとな
り，心理的成長にプラスに影響する仕事や子育てに関する個人の要因は，「育児協力者の数」
の多さ，「家事・育児への夫の協力満足度」，「仕事満足度」，「理想の子育て実現度」の高さ
であるといえる。この中でも，「理想の子育て」は心理的成長へのパス係数の値が最も大き
く，働く母親の心理的成長に最も影響する個人の要因と考えることができる。また，「育児
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協力者の数」は，心理的成長に独立に影響を及ぼしていたが，「理想の子育て」は，「夫の
協力満足度」や「仕事満足度」とも相互に関連することが明らかになった。つまり，夫が
家庭に協力的で，母親が納得がいく働き方ができていると，自分の望むような子育ても実
現しやすく，母親に成長的な変化を促すとも考えられる。 
ストレスコーピングでは，相関が確認された「情報収集」，「肯定的解釈」，「計画立案」
の３つの変数全てが心理的成長に影響することが確認された。その中でも，「情報収集」と
「肯定的解釈」は，「計画立案」より母親の心理的成長に影響を及ぼす要因であることが示
された。 
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第４節 考 察 
 
研究 1-2 は，乳幼児をもつ働く母親の心理的成長の構造，および心理的成長に影響する
要因を検討することを目的とした。 
本研究では，母親自身が仕事と育児の両立体験で変化したと認識している側面を心理的
成長として，どのような側面がどの程度変化したかを「PTGI-J」を用いて測定した。探索
的因子分析の結果，「自己の強さと柔軟性」，「変化への積極性」，「人生への新たな気づき」，
「他者との関係」の 4 因子が抽出された。この結果は，大学生を対象に行われた原版 PTGI-J
の因子構造とは異なっており，仕事と子育てを同時に行なうことを契機として生じる働く
母親の心理的成長は，大学生の心理的成長とは因子構造が異なることが示された。原版
PTGI-J は，「他者との関係」，「新たな可能性」，「人間としての強さ」，「精神性的（スピリ
チュアルな）変容および人生に対する感謝」の 4因子構造であり，本研究の「自己の強さ
と柔軟性」は，原版 PTGI-J の「人間としての強さ」を主として，他の 3 因子全てが組み込
まれており，「変化への積極性」と「人生への新たな気づき」は，「人間としての強さ」を
除く 3 因子が組み込まれていた。原版 PTGI-J とは因子構造が異なる理由は，一つには，研
究協力者の違いである。先行研究は大学生を対象に行なわれたが，本研究は乳幼児をもつ
働く母親を対象としており，両者は年齢，家族構成，職業など，対象者の基本的属性が大
きく異なるため，心理的成長の構造が異なる可能性が考えられた。もう一つは，両者が体
験した「危機」の違いである。先行研究における「危機的な出来事」には，自然災害，犯
罪被害，交通事故，病気，親族や友人との死別などが含まれていたが，こうした予期し得
ない「状況的な危機」による成長と，日々の生活の中で仕事と子育てを両立させようと奮
闘する，成人期女性の「発達的な危機」による成長は，その性質が異なるのかもしれない。
まず，原版 PTGI-J とは異なり，働く母親の心理的成長ではスピリチュアルな変容は生じな
い。これは，女性にとって仕事や子育ては生活の一部であり，自分の理解や統制力を大幅
に超えた危機ではないためと考えられる。仕事と子育ては，それぞれが負担になるだけで
なく，人生における充実感や満足感といったポジティブな影響をもたらすものでもある。
しかしながら，双方を同時に行なおうとする場合，そのどちらもが女性のライフコースに
とって重要な位置を占め，時間と労力を必要とすることから，仕事と子育ての両立には困
難さを伴う。自己の限られた時間とエネルギーを効率よく使いながら，両者のバランスを
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とる過程は，母親としてのアイデンティティを構築しながら出産前に築き上げた職業人と
してのアイデンティティを再構築し，統合されたアイデンティティを発達させていくプロ
セスとも重なる。この過程では，出産前とは時間やエネルギー配分の優先順位が変わるこ
とで「人生への新たな気づき」が生まれ，生活の変化や困難さに前向きに対応していく「変
化への積極性」が向上するのではないだろうか。また，子育てしながらの仕事では，困難
に対処できる「強さ」と同時に，思い通りにならないことを受け入れる「柔軟さ」も必要
であるため，「自己の強さと柔軟性」の成長も見られたのではないだろうか。さらに，他者
からの援助なしでは仕事と育児の両立生活は成立しないことから，「他者との関係」をより
一層自覚するようになるといった心理的成長も生じたと考えられる。岡本（2002）による
と，女性は「他者との関係性」によってアイデンティティを確認し発達させていく側面が
あるという。働く母親は，親への移行期に，子どもを育てることに加えて，保育所や職場
の同僚などの他者から援助を受けるといった「他者との関係性」を通じて，心理的に成長
していくのかもしれない。「他者との関係」は原版 PTGI-J でも見られた因子であるが，「状
況的な危機」だけでなく「発達的な危機」においても，危機を乗り越えるためには他者の
サポートが必要であり，他者からのサポートを受けることが心理的成長につながると考え
られる。 
各因子の得点上位群の自由記述から，本研究で抽出された 4 因子の得点上位者の特徴を
探っていくと，＜自己の強さと柔軟性＞では，「価値観が変わり受容的になる」，「理想を持
たず臨機応変に対応する」，「仕事と子育て両方をほどほどにやる」といった記述がみられ
た。これは，母親の中で出産前とは価値観が大きく変わること，仕事と子育てを両立させ
るためには，両方を完璧にはこなせないことを受け入れて，日々の生活変化に柔軟に対応
していく必要があることを意味するのではないだろうか。岡本（2002）がいう仕事と子育
て両方に完璧を目指す「スーパーウーマン幻想」に囚われている間は成長的な変化を自覚
しにくく，仕事も子育ても「ほどほど」ではありながら，両者を自分のバランスで行える
ことが心理的に成長することなのかもしれない。＜変化への積極性＞では，他者や保育所
の協力を得ながら仕事と子育てを行うことを肯定的に捉える記述が見られたが，仕事や子
育てを 1 人で抱え込まず，仕事や育児に対して他者から安心して協力を得ることができる
環境にある母親が，自らの働きかけで困難に対処していける成長を自覚しやすいのかもし
れない。＜人生への新たな気づき＞は，江原（2000）によると，幼い子をもつ母親は仕事
の重要性を子育てと比較するというが，働く母親が仕事と子育てを相対的に捉えることで，
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一方の価値を再認識し，重要な物事がより明確になるといった成長が生じるのではないだ
ろうか。また，この因子は他の因子より得点が高かったことから，働く母親に自覚されや
すい成長であるといえる。＜他者との関係＞は，育児協力者が「いる」母親は，「いない」
母親よりもこの因子得点が高かったことから，仕事と子育てを両立するために保育者や周
囲からの協力を得たり，子育てを通じての新たな人間関係が構築にされることで促される
成長と考えられる。 
柏木・若松（1994）の親となることによる人格発達に関する研究では，「柔軟さ」，「自
己制御」，「視野の広がり」，「運命・信仰・伝統の受容」，「生きがい・存在感」，「自己の強
さ」の６因子が見出された。使用した尺度が異なるため安易に比べることはできないが，
本研究の結果と大きく異なる点は「他者との関係」である。柏木の研究では，他者との関
係性に関する独立した因子は見出されていないが。これは，親になることでの発達と比較
して，仕事と育児を両立させようとする困難を乗り越えての成長では，母親の中で対人関
係面での変化がより明確に自覚されることを意味するのではないだろうか。親になること
で子育てという子どもとの関係性を中心としたは発達と比較して，働く母親は，仕事と子
育てを両立させるために職場や保育所などからサポートを受け，より多くの人と関わる機
会をもつことで，他者との関係性が発達すると考えられる。 
属性の違いで検討した場合，職業別および，働く理由を「経済的な理由」とする群にお
いても，「専門職」は心理的成長が高かったが，これは，専門職の女性は他職種と比較して
子育てを理由に仕事を軽減したり柔軟な働き方を選択することが難しく，仕事と子育てを
両立させようとすると気持ちを大きく揺さぶられることが多く，自分にとって何が大事で
あるかが明確になるのではないか。これに対し，「公務員・団体職員」は女性の労働権利が
比較的確保された職種であり，長期間の育児休業や，子どもの発熱といった不測の事態に
も比較的対応が取りやすく，仕事と子育てを両立させるにあたり，生き方や価値観が変わ
る程気持ちを揺さぶられることは少ないのかもしれない。また，「パート・アルバイト」も，
勤務時間を子育ての状況に応じて柔軟に変更できることが予想されるために，「専門職」と
比較すると成長的な変化を自覚することは少ないのかもしれない。 
最終学歴では，「短大・専門学校」が最も高く，学歴と働く理由の組み合わせで比較し
ても，「短大・専門学校×キャリアや自己実現」群は概ねどの項目においても得点が高かっ
た。これは，短大・専門学校卒では一般職として採用されることが多く，乳幼児を預けな
がら働く場合には，総合職よりも時間や仕事量の調整がしやすく，仕事と子育ての両立が
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図りやすい環境にあることが考えられる。そのために，短大・専門学校卒で出産後も仕事
を継続している母親は，仕事に対して自分が求めるキャリアや自己実現を達成しやすいの
かもしれない。これに対し，大学・大学院卒者は総合職など，短大・専門学校卒者と比較
してより責任が重く仕事量が多い仕事を任される可能性が多いと考えられる。そのため，
仕事をしながらでは子育てのための時間が思うように取れないか，子育てのためにキャリ
ア追求が困難になるなど，仕事と子育ての両立を図ることが難しい環境にあることが考え
られ，成長的な変化を自覚しにくいのかもしれない。 
心理的成長にプラスに影響する要因としては，「育児協力者の数」の多さ，「家事・育児
への夫の協力満足度」，「仕事満足度」，「理想の子育て実現度」の高さ，並びに困難な状況
に自ら関与するストレス・コーピングが関連することが示された。困難な状況に自ら対処
する方略と，仕事と子育てを両立するために職場や家族からの協力を得やすく，自分が求
めるような子育てと働き方ができている，すなわち，乳幼児期においては，仕事と子育て
ちらか一方に偏り過ぎることなく，双方を一定程度のバランスで行えている母親が，最も
成長的な変化を自覚できるのかもしれない。 
研究 1-2 では，働く母親の心理的成長の構造および成長に関連する要因を数量的に探索
した。ただし，本研究では，母親の心理的成長のプロセスは明らかにすることはできてい
ない。したがって，次の研究では，母親がどのように発達的危機を乗り越えて成長的に変
化するのかを質的側面から明らかにすることが必要である。 
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第５章 研究 1-3：働く母親の心理的成長プロセスの自由記述分析  
 
 
第１節 目的 
 研究 1-1 では，乳幼児をもつ働く母親にとって，子どもに対する心苦しさや母親規範
による心苦しさが高まり，母親としての自信が充分に保てず，理想とする子育てを実現で
きないことが心理的な危機であることが明らかになった。研究 1-2 では，働く母親が仕事
と育児の両立から，「自己の強さと柔軟性」，「変化への積極性」，「人生への新たな気づき」，
「他者との関係」の 4 側面（因子）について成長的変化を自覚していることが明らかにな
った。また，心理的成長には，育児の協力者がいること，夫の家事・育児への協力や仕事
に満足していること，理想の子育てが実現できていることが影響することが示された。た
だし，母親が心理的危機を経て成長を自覚するまでのプロセスは明らかになっていない。 
そこで，研究 1-3 では， 研究 1-1 と研究 1-2 で数量的に明らかにした母親の危機と心理
的成長のつながりを検討し，母親が発達的危機を乗り越えて心理的に成長するプロセスを
質的側面から明らかにすることを目的として，探索的な質的研究を行う。母親が仕事と子
育てを両立させようとすることで体験した気持ちの変化についての自由記述をもとに，母
親自身が変化したと自己認識している側面から，変化の内容と方向性に着目した質的分析
を行い，乳幼児をもつ働く母親に共通に見出される，危機的体験を乗り越えて成長的に変
化する過程を探索し，暫定的な働く母親の心理的成長のプロセス・モデルを作成すること
目的とする。 
 
 
第２節 方 法 
  
第１項 調査対象 
 0 歳から 6 歳までの乳幼児をもつ働く母親 291 名を対象とした。 
 
第２項 調査時期および調査方法 
研究 1-1 と 1-2 で使用した 2010 年 9 月から 11 月に配布・回収した質問紙調査の有効回
答者数 400 人のうち，自由記述欄に回答が得られた 291 人（72.8％）を分析の対象とした。 
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第３項 調査対象者の基本属性 
調査対象者の平均年齢は 35.6歳（SD=4.66，範囲=23-48），夫の平均年齢は 36.9歳（SD=5.14，
範囲=24-54），第 1 子の平均年齢 4.3 歳（SD=3.22，範囲=0-18），子どもの数の平均は 1.6 人
（SD=0.71，範囲=1-4）であった。最終学歴は，中学卒業=1人(0.3％)，高校卒業= 20人(6.9％)，
専門学校卒業=59 人(20.3％)，短大卒業= 53 人(18.2％)，4 年制大学卒業= 138 人(47.4％)，
大学院卒業= 20 人(6.9％)であった。職業は会社員 121 人(41.6％)，専門職（医師，看護師，
介護福祉士，教員等）66 人(22.7％)，パート・アルバイト 40 人(13.7％)，公務員・団体職
員 24 人(8.2％)，契約・嘱託・派遣社員 16 人(5.5％)，自営業 16 人(5.5％)であった。仕事と
子育ての両立期間の平均は 44.0 ヶ月（SD=37.12，範囲=2-204），週あたりの平均勤務時間
は 36.4 時間（SD=7.18，範囲=15-66）であった。 
 
第４項 調査内容 
 「仕事と子育ての両立を経験したことによって，あなたご自身のお気持ちやお考えにど
のような影響や変化がありましたか」との教示に対し，自由記述で回答を求めた。個人が
感じる仕事と子育てを同時に行なうことの影響には，ポジティブなものとネガティブなも
のの双方が有り得るため，教示では，「成長」という言葉をあえて使用せず，回答者がポジ
ティブな変化だけに限定せず，ネガティブな変化についても自由に回答できるようにした。 
 
第５項 分析方法 
 自由記述の分析には，木下（2003）による修正版グラウンデッド・セオリー・アプロー
チ（Modified Grounded Theory Approach: M-GTA）を使用した。当初，KJ 法による分析も試
みた。KJ 法ではデータの自由記述の内容を PTGI-J の 4 つの下位カテゴリーに基づいて分
類が可能であったものの，本研究の目的である，母親がどのように心理的危機を乗り越え
て気持ちが変化していくのかについて，変化のプロセスや方向性を明らかにすることには
限界があった。そのため，M-GTAは通常インタビューデータに用いる分析方法ではあるが，
母親が周囲との相互作用を通じてどのように心理的に変化するのかというプロセスや変化
の方向性を描き出しモデル化することが可能なことから，本研究では自由記述データの分
析に用いることにした。以下に，M-GTA の分析手順と，M-GTA の本研究への適応性につ
いて，および実際の概念生成の例を示す。 
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（1） M-GTA（Modified Grounded Theory Approach） 
修正版グラウンデッド・セオリ ・ーアプローチ（M-GTA）は，Glaser & Strauss（1967/1996）
が開発したグラウンデッド・セオリー・アプローチを，社会的相互作用のプロセスと特性
を分析しやすいように木下（2003）が修正した分析法であり，データに立脚した分析から
独自の説明概念を構築し，概念やカテゴリーなどの関係を捉えて，暫定的なモデルを構築
するのに適した分析法である。 
 M-GTAによる分析手順は以下の通りである。データ化したテクストの中から，分析テー
マと分析焦点者（対象者）に照らしてキーワードを見つけ，キーセンテンスを引いていき，
これらを「概念」として名前を付ける。概念ごとに分析ワークシートを作成し，概念の定
義を定め，その概念に対応する「バリエーション（具体例）」を追加していく。分析ワーク
シートの理論的メモには類似例や対極例等を書き込んでおく。データの中から新たな概念
の生成とバリエーションの追加作業を行いながら，既に生成された概念の修正・削除作業
を同時並行で行う。次に，複数の概念の相互関係から，「カテゴリー」と呼ばれる概念のま
とまりを生成する。さらに，抽出されたカテゴリー相互の関係から分析結果をまとめ，結
果図とストーリーラインを作成し，暫定的なプロセスやモデルを構築する。 
 
（2） M-GTAの本研究への適応性 
M-GTAは，領域密着型で研究対象がプロセス的特徴を有している場合に適しているとさ
れているが（木下，2007），本研究のデータは，乳幼児をもつ働く母親に対象を限定したも
のであることと，働く母親が仕事と子育てを両立させようとする中で，家族や周囲の人と
の相互作用を通じてどのように心理的に成長していくかという，対象者の心理的な変化を
見るため，プロセス性があることから，この分析法が適応できると考えた。尚，M-GTAは
インタビュー・データの分析に用いられることが多いが，本研究では自由記述によるデー
タの分析に用いた。記述の量は７文字から 374 文字と幅があり，文字数が少ない記述では
解釈に限界があったが，一方で詳細な記述も多く見られ，生成した概念の相互の関係性や
変化の方向性の解釈が可能であった。このことから，本研究における自由記述は，ディテ
ールの豊富さという質的研究の特性（木下，2007）を保っていると判断した。 
 
100 
（3） 概念の生成例 
 本研究における 1 つの概念の生成過程の具体例を示す（具体例の記述データは「」の中
にイタリック体で示し，調査協力者の ID 番号は（）内に示した）。 
「子育てでつらい時に，保育園の預けることや仕事に行って子どもと離れることで，逆
に自分の冷静さを取り戻すことができたことがあった。いつも一緒ではなく，適当な距離
感が，子どもとの間にも必要だと思う」（22） 
著者は下線部分の中で特に「自分の冷静さを取り戻す」というキーワードに着目し，下
線部分をキーセンテンスと考えて，この記述部分を，「子どもと離れる時間があることで，
気持ちにゆとりが生まれたり，本来の自分らしさを取り戻せたり，子育てを客観視できる
ようになるとこと」と解釈し，＜自分らしさを取り戻す＞という名前の概念を生成した。
次に，この概念のワークシートを作成して，バリエーションを追加していった。以下にバ
リエーションの具体例を示す。 
「子どもは愛しいが，一方で『自分は自分』『子どもは子ども』というしきりを作るこ
との大切さと難しさを知った。 子育てはたくさんの人に支えられてできること，自分でで
きること，できないことを人にしっかり伝えることを学んだ」（31）。 
「どちらにも余裕をもって取り組むことができるようになった。育休中は子育てだけで
息苦しく感じることもあったけれど，仕事に復帰して子どもと離れる時間を持つことで，
子どもにも優しく余裕を持って接することができるようになった」（35）。 
「子育てを 24 時間していると，一日中子どもの責任をまかされている様で，苦しくな
る事があったが，仕事をする事で，自分の時間をもてる様に思え，その時間は自分に集中
出来，子供の責任を忘れられた。その後に子供といっしょにいれる事で，もっと子供を愛
する事が出来たと思う」（48） 
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第３節 結果 
 
第１項 概念とカテゴリーの説明 
分析テーマに沿って概念の生成を行った結果，生成された概念は 27 個であった。概念
相互の関係からカテゴリーの収束化を行った結果，9 個のカテゴリーに収束した。生成さ
れたカテゴリー，概念，定義，各概念に該当する記述の数を Table 25 に示す。尚，同じ概
念に関する内容を複数回記述した回答者はいなかったため，記述の数と該当者数は同じで
あった。 
以下にカテゴリーと概念についての説明と，それに加えた考察を示す。なお，分析の最
小単位である概念名は＜＞，概念間の関係から生成されたカテゴリー名は【】で示した。
また，概念の初めにはその定義を示し，具体例の記述データは「」の中にイタリック体で
示した。記述データの後ろには調査協力者の ID 番号を（）内に示した。尚，ID は 400 人
の有効回答者に割り振った番号を使用した。 
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Table 25 働く母親の心理的成長：カテゴリーと概念名（自由記述データ） 
カテゴリー 定　義 記述の数
（該当者数）
1
仕事と子育てを両立させ
ることの大変さを実感
仕事と子育てを両立させることの大変さを実感すること。 15
2
家族の理解・協力を得る
ことの難しさ
夫や祖父母から，子どもを持ちながら働くことへの理解や協力が得られにく
いこと。
6
3
子どもや職場への
心苦しさ
子どもや職場に対して，申し訳なく思う気持ちを体験すること。 11
4
中途半端になることへの
とまどい
仕事も子育ても中途半端にしかこなせないと思うこと。 6
5 効率化 限られた時間を有効に使うために物事を効率よくこなせるようになること。 23
6 優先順位の明確化 限られた時間や資源の中で，優先順位が明確になること。 14
7 気持ちの切り替え 気持ちの切り替えが上手になること。 5
8
完璧は無理・頑張り過ぎ
ない
仕事と子育てに完璧を求めず，無理のない範囲で両方を程々にできるよう
になること。
16
9 理想と現実は違う 理想と現実の違いを受け入れられるようになること。 5
10 あきらめ・割り切り
意に沿わない状況を，「あきらめ」たり，「割り切る」ことができるようになる
こと。
14
11 肯定的に解釈
物事を肯定的に解釈することによって，状況を受け入れられるようになるこ
と。
4
12
他者からのサポートの受
容
人に頼ることは悪いことではないと思うようになること。 6
13 自分らしさを取り戻す
子どもと離れる時間があることで，気持ちにゆとりが生まれたり，本来の自
分らしさを取り戻せたり，子育てを客観視できるようになること。
35
14 子育て観の変化 子どもや子育てに関する観念が変化すること。 13
15 自己の強さ 根気強くなる・我慢強くなるなど，自己の強さを再発見すること。 7
16 自己肯定感 自信が増すなど，自分の肯定的側面を見出すこと。 25
17 他者への感謝 周囲の助けを得ながら仕事と子育てを両立させていることに感謝すること。 21
18 人間関係の広がり 人間関係の広がりや，大切さを実感すること。 10
19 家族の重要性
夫とのパートナシップの重要性や，家族との時間の大切さを再確認するこ
と。
7
20 子どもの大切さ
子どもと一緒に過ごせない時間があることで，子どもとの時間が大切にな
り，子どもが一層愛しく思えたり，子どもに優しく接することができるように
なること。
26
21 充実感 時間に追われながらも，充実している感情を味わうこと。 10
22 幸福感 日々の生活の中で幸福感を感じるようになること。 3
23 寛大になる 心が広くなり，今まで許せなかったことを受け入れられるようになること。 15
24 思いやり 思いやりが深くなること。 4
25 楽観的 物事を楽観的に捉えられるようになること。 4
26 人生への気づき 視野が広くなり，本当に大切なものに気がつくこと。 18
成長を
実感
27 成長を実感 自分が成長しているという感覚をもつこと。 9
困難さに
直面
困難統制
への努力
自己変化
による
困難受容
保育所のサ
ポートによる
精神的安定
と 子育ての
安心感
人格的
成熟
概　念
対人関係
の変化
自己認識
の変化
幸福感
の増大
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（1） 【困難さに直面】  
仕事と子育ての両立を開始した直後は，仕事も子育ても両方頑張りたいのに，どちらも
＜中途半端になることへのとまどい＞を覚えたり，子どもが小さいうちから母親が働いて
いることで子どもに申し訳ない気持ちを体験したり，仕事では子どもの発熱等での急な休
みなどから，＜子どもや職場への心苦しさ＞を経験する。また，家事や育児について，夫
や祖父母などの＜家族の理解・協力を得ることの難しさ＞を体験するなど，＜仕事と子育
てを両立させることの大変さを実感＞する。 
＜仕事と子育てを両立させることの大変さを実感＞は，仕事と子育てを両立させること
の大変さを実感することを指す。共働きの場合，母親に多くの負担がかかっている現状を
反映したものだと考えられる。 
「正社員としてフルタイムの勤務は非常に大変。結局共働きで負担がかかるのは母親の
方」（113）。「体験前から両立は困難であると分かっていたが，やむを得なかった。想像通
り両立は辛く困難が多かった」（250）。 
＜家族の理解・協力を得ることの難しさ＞は，夫や祖父母から，子どもを持ちながら働
くことへの理解や協力が得られにくいことを指す。この概念は，＜仕事と子育てを両立さ
せることの大変さを実感＞と合わせて記述されることが多い。 
「仕事，子育て，家事全てにおいて夫の協力がほとんど得られない為，負担が大きく疲
れます。『お金があれば』と思います」（365）。「義理の父，母から，仕事をすることを反対
されていて，それを最近まで知らず，みんな家族は応援してくれているものだと思ってい
ました。悲しい気持ちになりました」（85）。 
＜中途半端になることへのとまどい＞は，仕事にも子育てにも完璧を目指していても，
実現するのは難しく，仕事も子育ても中途半端にしかこなせないと思うことを指す。 
「すべてにおいて中途半端な感じや，これまでなかった夫との衝突など，ネガティブな
気持ちが増えたし，体調を崩すことが多くもなった」（33）。 
 ＜子どもや職場への心苦しさ＞は，子どもや職場に対して，申し訳なく思う気持ちを体
験することを指す。急な発熱などの不測の事態で職場に迷惑をかけているという思いや，
幼いうちから子どもを保育所に預けることへの迷いなどを背景としていることが推察され
るが，＜中途半端になることへのとまどい＞から続いて生じる体験とも考えられる。 
 「『両立』とは言えず，どちらも中途半端で職場にも子供にも申し訳なく思う日々が続き
ました」（105）。「子どもの発熱等で休み・早退等あり心苦しいです」（134）。「子供が欲し
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くて生んだにもかかわらず，0 才児から保育園に預けているので，子供は不幸だったかな？
とかわいそうになる事が多い。子供に申しわけない」（55）。 
 
（2） 【困難統制への努力】  
限られた時間と自己のエネルギーの配分を考えながら仕事と子育てを両立させようと
する中で，自らが状況に対して働きかけることによって，仕事と家事双方の＜効率化＞や，
物事の＜優先順位の明確化＞が進み，＜気持ちの切り替え＞が上手にできるようになると
いった変化が生じる。 
＜効率化＞は，限られた時間を有効に使うために物事を効率よくこなせるようになるこ
とを指す。仕事と子育てを両立させるためには時間と向き合うことも多く，時間の使い方，
仕事，家事など，生活の中で無駄を減らす努力を重ねることによって，物事を効率よくこ
なせるように成長していくことが示されている。 
「物事を効率的にこなせるよう考えるようになった。時間が限られているので」（17）。
「いつ休むかわからない中で，仕事を前倒して常に済ませようと心掛けている。時間の配
分をとても計算するようになった」（201）。「時間がないので，『時短』（合理的な家事等い
かに効率よくなんでもできるか，しかし質はおとしたくない）生活を心がけるようになっ
た」（390）。 
＜優先順位の明確化＞は，限られた時間や資源の中で，優先順位が明確になることを指
す。仕事と子育てを同時にこなそうと思うと，限られた時間や資源の中では，取捨選択を
余儀なくされ，物事に優先順位をつけられるようになると考えられる。この中には，仕事
のキャリアと子育てのどちらを優先するのかや，仕事と子育てを両立させるためには働き
方を見直すといった決断も含まれる。 
「時間の大切さ，限られた時間で，物事の優先順位やタイムスケジュールを組むように
なった」（20）。「今まではやりたいことがあると何とか時間を作って全てをやろうとしてい
た。しかし，両立しようとするとやれないこと（体力的，時間的）もでてきて，何をやっ
て何をやらないかのきりわけをするようになった（優先順位をつけて，できないことは切
り捨てる，あるいは縮小する）」（152）。「自分のキャリアアップと子育てのどちらを選ぶの
か，常に悩んでいました。（中略）しかし，自分のキャリアアップのために，子どもの今し
かない成長する時期のどちらが大切かと考え，やはり子どもの成長・子育てを優先した働
き方をしたいと考えるようになりました。キャリアアップはいつでもチャレンジすること
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ができる。でも子育ては今しかできないのです」（200）。「教員の仕事をしていた時，子ど
もとの時間が全くとれず，悲しい思いをさせたし，自分自身とても悲しかった。今しかな
い子どもとの時間，2 歳の我が子は今しかいない。もっと一緒にいたいと思い，他の仕事
を選ぶことにしました」（237）。 
＜気持ちの切り替え＞は，気持ちの切り替えが上手になることを指す。 
「仕事に復帰した事で，自分の時間が出来，上手に気持ちを切り替えられるようになっ
た」（222）。「仕事でトラブルがあっても家に帰ってまで引きずれないため，いくらか切り
かえがうまくなった」（243）。 
 
（3） 【自己変化による困難受容】 
自分を変化させることで，仕事と子育ての両立の困難さを受容する過程である。仕事と
子育て両方に全力を尽くしたいが，現実的には難しく，＜完璧は無理・頑張り過ぎない＞
と思い直したり，＜理想と現実は違う＞ことを受け入れたり，やりたいことが思うように
できないことを＜あきらめ・割り切り＞で乗り切ったり，物事を＜肯定的に解釈＞するこ
とで受け止められるようになったりする。また，他人の力を借りないと，仕事と子育てを
両立させることは難しいため，＜他者からのサポートの受容＞ができるようになる。 
＜完璧は無理・頑張り過ぎない＞は，仕事と子育てに完璧を求めず，無理のない範囲で
両方を程々にできるようになることを指す。 
 「子どもが生まれる前は，すべての事に完璧を目指していました。でも，子どもが生
まれてからは，自分の努力ではどうにもならない事が増え，自分の出来る限りの事をしよ
うと思うようになりました」（151）。「両立を 100％満足させることは無理。それぞれ 6：6
ぐらいの気持ちで合わせれば 120％と思うようにしている」（334）。「仕事・子育て共に客
観的に向き合う事ができ，自分の出来る範囲で最善を尽くす事で満足ができる様になりま
した」（62）。 
＜理想と現実は違う＞は，理想と現実の違いを受け入れるようになることを指す。 
「現実的になった。理想はあくまで理想であり，現実を良く見なければいけないと実感
した」（47）。「まずは『理想どおりにはいかない』。それについて，ネガティブになりがち
だが，そうはいっても毎日はあっという間に過ぎていくので，何とかこなしている感じ。
結局は，理想とかけ離れてしまっている現実を自分で受け入れて，その時その時を楽しみ，
いつくしみ，あじわって暮らしていく事が充実した人生をおくれるのだと思う」（12）。 
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＜あきらめ・割り切り＞は，意に沿わない状況を，「あきらめ」たり，「割り切る」こと
ができるようになることを指す。＜優先順位の明確化＞と背中合わせの概念であることが
窺える。 
「どうしても優先順位をつけ，一方をあきらめねばならない時があり，割り切ることが
出来るようになった」（253）。「両方を完璧にやることはできないということを受け入れら
れた。 自分で全てをやろうと思わなくなった」（324）。「現状を受け入れるしかない時は，
そうできるようになった。『○○であらねばならない』（子育て，仕事，全てにおいて）とい
う思い込みを，外せるようになった」（277）。 
＜肯定的に解釈＞は，物事を肯定的に解釈することによって，現状を受け入れられるよ
うになることを指す。 
「合計約１年半の産休と育休から職場に復帰したときは，ずっと現役で働いていた頃の
作業の手際良さや仕事の速さにはもう戻れないことが残念でしたが，作業の効率よりも，
お客様一人ひとりに丁寧に接することなら出来る，と気持ちを切り替え，接客がとても楽
しくなりました」（207）。 
＜他者からのサポートの受容＞は，人に頼ることは悪いことではないと思うようになる
ことを指す。【困難さに直面】して，人からの助けを受け入れないと対応できないことによ
り，生じた気持ちの変化である。 
「人に頼ることは悪いことではないと思うようになった（後から，自分ができる形で恩
返しする）」（13）。「仕事も子育ても，生きていく上でそれぞれのウエイトは変化しつつも，
自分を高めていく上で不可欠なものと感じる。『人はひとりでは生きていかれない』のを実
感する。人に頼って良いのだ，と思えるようになった」（216）。 
 
（4） 【保育所のサポートによる精神的安定と子育ての安心感】 
育児期の女性が仕事を持つと，保育所に預けるなどで子どもと離れる時間が生じるが，
それによって心の中に自分や子育てについて振り返る余裕が生まれ，本来の＜自分らしさ
を取り戻す＞ことができる。また，客観的な視野を取り戻し，子育てを一人で抱え込まな
くてよいこと，子どもと自分は別人格であることなど，＜子育て観の変化＞が生じること
が示唆される。 
＜自分らしさを取り戻す＞は，子どもと離れる時間があることで，気持ちにゆとりが生
まれたり，本来の自分らしさを取り戻せたり，子育てを客観視できるようになることを指
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す。仕事と子育て両方を遂行していると，どちらか一方に偏ることがなくなり，心の中に
自分自身や子どもについて振り返るスペースが生まれ，客観的視野を保つことができるよ
うになるのではないだろうか。 
 「子育てでつらい時に，保育園に預けることや仕事に行って子どもと離れることで，逆
に自分の冷静さを取り戻すことができたことがあった。いつも一緒ではなく，適当な距離
感が，子どもとの間にも必要だと思う」（22）。「子育てのみに専念しているとイライラする
事が多かったりしましたが，仕事もしていると子供と離れている時間があり，子育てに気
持ちの余裕が出来たと思います。自分の時間（仕事であっても）を持つ事は大切だなあと
実感しています」（88）。 
＜子育て観の変化＞は，子どもや子育てに関する観念が変化することを指す。保育所に
子どもを預けることで，子どもや子育てを客観視できるようになり，子育てを一人で抱え
込む必要はないことに気が付く。その背景には，安心して子どもを預けられる保育所の存
在があることが窺える。 
 「子育ても母親 1 人が抱え込まなくて良いのだと思えるようになった」（240）。「子ども
には子どもの世界。大人には大人の世界。それぞれの世界を尊重しあうことが子どもにと
っても大人にとっても幸せなことだと思うにいたった」（140）。「子育てを 1 人で抱え込む
必要はないこと，自分もまだまだ成長できること，たくさんの人に支えられて仕事をして
いる分，仕事を通じて少しでも他人の役に立つことが重要であること，などに気づくこと
ができました。最も信頼できる相談者・保育者がいることが大前提です」（239）。 
 
（5） 【自己認識の変化】 
 子育てをしながら仕事をすることで，＜自己の強さ＞を認識したり，「やればできる」と
いう体験から，＜自己肯定感＞が向上する変化が生じる。 
＜自己の強さ＞は，根気強くなる・我慢強くなるなど，自己の強さを再発見することを
指す。女性は子どもをもち母となることによって，子どもを守るために強くなると言われ
ているが，仕事上の困難に対しても，自分のためではなく子どものためと思う事で乗り切
れたり，＜あきらめ・割り切り＞がよくなることが示唆される。また，＜自己の強さ＞が，
＜自己肯定感＞につながっていると思わせる記述も見られる。 
「根気，ガマン，倍になった。我を主張しなくなった」（32）。「『母は強し』という言葉
を一番強く感じます。これは復帰するまで感じたことはなかったのですが，（中略），今ま
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では『自分のため』だったのが，『子供のため』と思うことで，大概のことは乗り切れる気
がしますし，気持ちの面でも割り切れる気がしています」（102）。「働くうえでの不都合な
状況に立ち向かう強固なモチベーション（子供の為に働いているという意識）ができ，ず
ぶとくなった。 仕事でも子育てでも自分のキャパシティを日々広げてもらっているので，
より器の広い人間になっている，という充実感，自信になった」（202）。 
＜自己肯定感＞は，自信が増すなど，自分の肯定的な側面を見出すことを指す。 
「やればできるんだという体験が自信につながりました」（135）。「不可能だと思う事で
も自分の努力や行動で可能にする事が出来ると学びました。（両立って大変だけど，実際に
やってみると，自分の努力でやれるんだと思いました）」（340）。「自信にはなった。周りの
同じ境遇のお母さんたちと出会えたことで勇気がもらえた。 充実感があり，はじめは子供
に申し訳ないという気持ちがあったが，今は一生懸命に生きる自分の姿を見ていてほしい
と思う」（357）。 
 
（6） 【対人関係の変化】 
 仕事と子育てを両立するために周囲からサポートを受けることで，＜他者への感謝＞の
気持ちが高まる母親も多い。また，出産前と比べて，＜人間関係の広がり＞や，仕事・子
育て双方において，人とのつながりの大切さを実感することも少なくないようである。ま
た，身近な＜家族の重要性＞や＜子どもの大切さ＞も改めて実感するようである。 
＜他者への感謝＞は，周囲の助けを得ながら仕事と子育てを両立させていることに感謝
することを指す。 
「子どもはとにかく予測不能（病気，けが等）。柔軟に対応するには，仕事，子育て共
に周囲の協力があってこそでした。現在の職場が子育て経験者が多く，男女共に理解があ
ることで特に支えられていると感じています」（64）。「両親の存在にあらためて感謝できた。
両親がいなくては両立がむずかしかった」（155）。「夫がいろんな意味でサポートしてくれ
るので，よりいっそう感謝の気持ちを持つようになりました」（278）。 
＜人間関係の広がり＞は，人間関係の広がりや，大切さを実感することを指す。 
「いろいろな世代，人と接することにより，いろいろな考え方を学ぶことができる」（52）。
「仕事の仲間にもママはたくさんいるのですが，その人達の苦労が理解でき，大変なのは
自分だけではないと思えるようになりました」（101）。「子育てはとうてい 1 人ではできる
ものでなく，いろいろな人の支えがあってのこと。仕事もまた同じであり，人と人とのつ
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ながりの大切さを教えられた」（149）。 
＜家族の重要性＞は，夫とのパートナーシップの重要性や，家族との時間の大切さを再
確認することを指す。 
「帰宅後や休日の家族との交わりを大切にしたい，時間を大切に使いたいと思うように
なった。愛情表現を強く現したいと思う」（66）。「物事のとらえ方，主人との関係性が子供
の教育の中心だということがわかった。結局は家庭のコンディションがすべての根本で，
子供の将来，親の幸せ，すべてに通じるので，それをいかにやるかが大切だということが
悟れた」（332）。 
 ＜子どもの大切さ＞は，子どもと一緒に過ごせない時間があることで，子どもとの時間
が大切になり，子どもが一層愛しく思えたり，子どもに優しく接することができるように
なることを指す。【保育所のサポートによる精神的安定と子育ての安心感】との関連が示唆
される概念である。 
「子どもと離れている時間があることで，より一層子どもがかわいく，大切であると思
うようになった」（77）。「日中，子どもと一緒に過ごせない分，短時間でも一緒にいる時に
親子の関係を深い愛情のあるものへ築きあげる事が出来るようになった」（142）。「仕事は
もちろん大切なことだけれど，子育てはもっともっとはるかに大事なことがわかった。比
べる土俵は違うけれど，比較にならない程，子育ての重要性を感じた。いざとなったら，
迷わず子育てを優先すると思う」（302）。 
 
（7） 【幸福感の増大】 
 仕事と子育てを両立させようとすると，時間に追われて精神的な余裕は減るが，仕事が
自分の時間となることで＜充実感＞を感じ，仕事と子育て両方を行えている事に対して＜
幸福感＞を感じていることが示された。 
＜充実感＞は，時間に追われながらも，充実している感情を味わうことを指す。 
「仕事をして，自分で何かに専念する時間があると，充実感があって，子どもとの時間
が貴重なので，充実します」（36）。「仕事は自分の時間としてもつことで区切りができて充
実感がある。このことがよくでるか悪くでるか心配していたが，いい方に変わったと思う」
（317）。「両立できているとは言いきれない。毎日時間に追われている。しかし，毎日充実
している！！！」（94）。 
＜幸福感＞は，日々の生活の中で，幸福感を感じるようになることを指す。 
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「私は二度の産休育休を経験し，自分が家庭で子育てに専念するのに向かない性格だと
しみじみ実感しました。（中略）産休育休で仕事を離れてみたからこそ，自分がいきいきと
生きるために，仕事がどんなに大切なものか，十分に知ることができました。仕事と子育
ての両立といっても，かろうじてやりくりしている状態の私ではありますが，私は今，本
当に幸せです」（272）。 
 
（8） 【人格的成熟】 
働く母親は，仕事と子育ての両立を通じて，他人に対して＜寛大になる＞，＜思いやり
＞が増す，また，物事を＜楽観的＞に捉えることができるようになる，＜人生への気づき
＞が促進されるといった，人格的な成熟がもたらされることが示された。 
＜寛大になる＞は，心が広くなり，今まで許せなかったことが受け入れられるようにな
ることを指す。自分の思うようにならない状況を，自分を変えることで受容していく過程
で，価値観の変更を伴って，受容できる許容範囲が広がると考えられる。 
「自分の価値観が大きく変わったことにより，他人の価値観やスタンスを受け入れられ
るようになり，又，自分の考え方や価値観を認めてくれない者に対しても，何らイラ立ち
などを覚えることがなくなった（→他人に対し，寛容になった）」（158）。「人を許せるよ
うになった」（37）。「許容の幅が広がったように思う。子どもの育児は親の思うようにいか
ない事がベースなので，計画や見込みなどは立たない中で，他の事も同じように思う気持
ちがでてきた」（123）。 
＜思いやり＞は，思いやりが深くなることを指す。 
「急がなくなった。思いやりが深くなった」（248）。「人の気持ちを深く考える様になり
ました。 相手に×をつけなくなった」（351）。「いろいろな立場や考えの人がいて，すべて
の人のことを思いやり考えることが必要だと思った。又，謙虚に開き直ることができるの
が重要」（361）。 
＜楽観的＞は，物事を楽観的に捉えられるようになることを指す。 
「子どもの事をもっと長い目で，楽観的にみられるようになった気がします」（51）。「楽
観的に考えるようになった」（174）。「忙しくても，余裕がなくても，まあ何とかなる，ど
うにもならないことはない，ということを会得したかもしれません」（354）。 
＜人生への気づき＞は，視野が広くなり，本当に大切なものに気がつくことを指す。仕
事と子育てを両立させようとすることで，自分の中の仕事の位置づけや，子育ての重要さ，
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生命や人間関係の大切さといった気づきがもたらされることが示された。【対人関係の変
化】と関連するとも考えられる。 
「親の大変さ，命の大切さ，人間関係を築くことの素晴らしさ，『チーム』としての機
能，自分のポジション役割を考えるようになった」（71）。「大切なものができ，自分の核が
しっかりしたと感じる」（38）。「自分にとって仕事は自分を支える骨のようなもので，必要
だと感じた。一方で，子育ての楽しさも捨てがたく，とても価値のあることで，どちらか
一方を選択できるものでもない と改めて感じた」（99）。「出産や育児は自分にしかできな
い事だというのに気がついた。仕事は代わりの人がいるけど，子どもは自分でしか産めず，
自分で育てた子どもがまた将来を継いでいくかと思うと，人としての役割を果たしている
ような気持ちになれた。仕事だけしかないという思いが強い時期もあったけど，私はまだ
いろんな事にチャレンジできて，子どもたちのためにもっと強い人間になっていかないと
いけないと思わせていくれた」（160）。 
 
（9） 【成長を実感】 
＜成長を実感＞は，自分が成長しているという感覚をもつことを指す（概念名がそのま
まカテゴリー名となった）。子どもを育てることが自分を育てることにもなっているという
思いや，仕事と子育ての両方を同時に行う体験から，視野が広がり，成長を実感すること
につながっていることが推察される。 
「人生が豊かになりました。子どもの成長と共に自分自身も成長させられていると感じ
ます」（72）。「人間としての成長をすごく感じる。自分としての幸せとは何かとかを考えた
り，人生を深く考えるようになった」（218）。「子育てを通し，自分育てにもなっています。
働きながら子育てする方の気持ちを理解する事，アドバイスを出来る事等，役立つ事が多
いです」（376）。「いろんな立場を経験したり，人との出会いを通して，社会観や子育て観，
仕事観，いろいろ広がった」（127）。 
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第２項 ストーリーラインと結果図 
 上述の概念とカテゴリー間の関係を検討し，［心理的な葛藤を体験］，［困難な状況への適
応を模索］，［成長的な変化を実感］という 3 つの上位カテゴリーを生成し，乳幼児をもつ
働く母親が心理的に成長していくプロセスをまとめた。概念，カテゴリー，および上位カ
テゴリー相互の関係性については，自由記述で語られた内容の流れを参考に，変化の方向
性を決定した。以下に，3 つの上位カテゴリーが含まれた記述の例を示す。 
「どうにもならない事，思い通りにならない事がたくさんあることを実感した。子供が
風邪をひいて急に休むなどで同僚に迷惑をかけ申し訳ない思いや罪悪感があったが，それ
はもう努力の及ばないこと，誰が悪いことでもないのだ…と思えるようになってきた。感
謝することばかりです」（265）。 
 
ストーリーラインとしてそのプロセスを要約したものを以下に示す。また，その関係を
図示した結果図を Figure 4 に示す。「→」は影響の方向性，「⇒」は変化の方向性を示す。 
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【困難さに直面】
＜中途半端になることへのとまどい＞
＜子どもや職場への心苦しさ＞
＜ 家族の理解・協力を得ることの
難しさ＞
＜仕事と子育てを両立させることの
大変さを実感＞
＜完璧は無理・頑張り過ぎない＞
＜理想と現実は違う＞
＜あきらめ・割り切り＞
＜肯定的に解釈＞
＜他者からのサポートの受容＞
【自己変化による困難受容】
＜効率化＞
＜優先順位の明確化＞
＜気持ちの切り替え＞
【困難統制への努力】
＜他者への感謝＞
＜人間関係の広がり＞
＜家族の重要性＞
＜子どもの大切さ＞
【対人関係の変化】
＜寛大になる＞
＜思いやり＞
＜楽観的＞
＜人生への気づき＞
【人格的成熟】
＜自己の強さ＞
＜自己肯定感＞
【自己認識の変化】
【成長を実感】
＜成長を実感＞＜充実感＞
＜幸福感＞
【幸福感の増大】
【保育所のサポートに
よる精神的安定と
子育ての安心感】
＜自分らしさを取り戻す＞
＜子育て観の変化 ＞
影響の方向
変化の方向
［心
理
的
な
葛
藤
を
体
験
］
［困
難
な
状
況
へ
の
適
応
を
模
索
］
［成
長
的
な
変
化
を
実
感
］
⇒
⇒
⇒
⇒
 
Figure 4 働く母親が心理的に成長するプロセス 
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 乳幼児をもつ母親が，仕事と子育ての両立を開始したばかりの頃は，様々な【困難さ
に直面】し，［心理的な葛藤を体験する］段階である。母親が育児休暇を終えて仕事に復帰
してみると，「仕事には子育てが足かせになることが多く，イライラ」（73）したり，「時間
がとても少なく感じるようになった」（140）り，「負担がいっきに増えたと感じるようにな
った」（150）など，＜仕事と子育てを両立させることの大変さを実感＞する。「仕事と子育
ての両立は難しい。協力がなくてはできない」（23）と思っても，実際には，「とても大変
だけど，夫がどこまで大変かわかってもらえているのか不安」（342）であったり，「夫の何
もできなさにあきれた。両立とはもう少し夫婦での協力が必要だと思うが，むずかしい現
状」（155）があり，＜仕事と子育てを両立させることの大変さを実感＞に続いて，＜家族
の理解・協力を得ることの難しさ＞を体験する。また，仕事と子育てどちらも完璧にこな
したいが，現実的には難しく，どちらも＜中途半端になることへのとまどい＞を覚える。
そうした思いは，「中途半端になることで，両者に申し訳ない」（274）という，＜子どもや
職場への心苦しさ＞を引き起こす。 
次は，［困難な状況への適応を模索］する段階である。この段階では，「自分の能力，時
間の限界がわかり，いかにうまくそれらを使うかを常に意識するようになった」（267），「ど
うしようもない状況でも，何が一番大切かを考えられるようになった」（112）というよう
に，働く母親が負担や時間的制約の増大といった【困難さに直面】することによって，家
事や仕事の＜効率化＞，物事の＜優先順位の明確化＞，＜気持ちの切り替え＞といった，
自らがコントロール主体として状況に働きかけて困難な状況に変化を生じさせようとする
【困難統制への努力】を実行する。しかしながら，【困難さに直面】して【困難統制への努
力】をしても，それだけでは変えられない状況に対しては，自分の認識を変えることで，
仕事と子育ての両立の困難さに適応しようとする【自己変化による困難受容】が見られる。
仕事と子育てを両立させようとすると，どうしても「自分一人ではどうにもならない事」
（108）や，「自分が思うことだけでは動かせないこと」（19）がある。「どうしても優先順
位をつけ，一方をあきらめねばならない時があり，割り切ることが出来るようになった」
（253），というように，＜優先順位の明確化＞が進む一方で，優先順位の低いことは＜あ
きらめ・割り切り＞ができるようになる。また，「完璧を求めず，妥協することも大切だと
思うようになった」（341）というように，＜完璧は無理・頑張り過ぎない＞ことや，「自分
一人では両立は難しい。一人だけで頑張らず，助けて欲しいといえること，そして，感謝
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することをおぼえました」（305）というように，【困難さに直面】して［困難な状況への適
応を模索］する過程では，＜他者からのサポートの受容＞も進む。 
こうした困難な状況に対応するための対処と並行して，働く母親の中では，【保育所の
サポートによる精神的安定と子育ての安心感】が生じることが示されている。「保育園に預
けることに不安や否定的な思いもあったが，保育園に慣れ楽しそうに過ごしている様子を
みると，沢山の大人や子供達と過ごす事にもメリットが大きいと感じた」（162），「信頼で
きる所に子供をあずけているので，安心して仕事ができる。子供は母親の狭い所にいるよ
りも，切磋タクマして日々すごしているので，後ろめたさはなくなった」（294），というよ
うに，仕事と子育ての両立を始めた当初は子どもを保育所に預けることに心苦しい思いも
あったが，いざ預けてみると，「自分で全ての責任をおうだけが子育てではなく，他の人の
力をかりたり，頼ったりすることが必要で，それは子どもにとってマイナスではなく，プ
ラスの働きかけになっていると感じています」（69）というように，子育ては自分一人で担
わなくてもよいのだといった＜子育て観の変化＞が生じる。また，母子分離は母親に，子
どもと自分は別の人格であるという認識をもたらし，それによって，母親としてだけでな
く，個としての＜自分らしさを取り戻す＞。「育休中，いかに子育てが母親１人の負担にな
っていたかを働き出して保育園に預けてから実感した。復職前は両立は大変だと思ってい
たが，復職してからの方が気持に余裕がある」（312），「仕事と子育ての両立をすることで
気持ちに余裕ができた。子育てでうまくいかないことがあっても大らかでいられる（子供
の存在＝自分の価値ではないので，客観的でいられる）。逆に仕事だけが全てではないので，
仕事についても割りきって適度な距離が取れる。子供の人生＝自分の人生ではないという
自覚を持ちやすくなり，子供も仕事も無理にコントロールしようとしないことで，気持に
余裕ができた」（311）。 
 仕事と子育ての両立の【困難さに直面】し，［困難な状況への適応を模索］する段階を経
ると，母親の心の中では，［成長的な変化を実感］する段階に移行する。 
「両立しているのかどうか。未だ自分でも疑問ですが…。どちらも完璧にこなすことは
不可能ですよね。最初はうまくこなせない自分に相当イライラしてましたが，最近はやっ
と『今日もがんばった！よくやった！』と自分をほめてあげてます。家事もまた出来なか
ったけど，今日も子どもが笑顔で帰ってきてくれたと喜び，一緒に限られた時間，遊び，
また次の日元気に仕事に行けることに幸せを感じるようになりました」（34）。 
上述の例では，仕事と子育ての両立の【困難さに直面】し，両者を完璧にこなすことは
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無理という【自己変化による困難受容】を経て，【幸福感の増大】という，［成長的な変化
を実感］する段階へと至る過程が示されている。 
「子どもが生まれる前は，すべての事に完璧を目指していました。でも，子どもが生ま
れてからは，自分の努力ではどうにもならない事が増え，自分の出来る限りの事をしよう
と思うようになりました。周りの人に助けてもらって仕事と子育てをしているので，周り
の人に感謝するようになりました」（151）。 
上述の例では，仕事と子育ての両立を始めてから，自分の努力ではどうにもならない【困
難さに直面】したことにより，完璧を目指すことをあきらめ，出来る限りの事をするとい
うように【自己変化による困難受容】を経て，【対人関係の変化】を体験するという，［成
長的な変化を実感］する段階へと至る過程が示されている。 
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第４節 考察 
 本研究は，研究 1-1 と研究 1-2 で数量的に明らかにした母親の危機と心理的成長のつな
がりを検討し，乳幼児をもつ働く母親が発達的危機を乗り越えて心理的に成長するプロセ
スを質的側面から明らかにすることを目的とした。分析の結果，働く母親の心理的成長の
プロセスは，［心理的な葛藤を体験］，［困難な状況への適応を模索］，［成長的な変化を実感］
という 3 つの段階にまとまることが示された。 
仕事と子育ての両立開始直後にみられる［心理的な葛藤を体験する］段階は，研究 1-1
で検討した働く母親の心理的危機に該当する段階であると考えることができる。出産後も
仕事と家庭を完璧にこなしたいと考えていても，出産前と同様にはいかず，仕事と育児ど
ちらも＜中途半端になることへのとまどい＞や，＜子どもや職場への心苦しさ＞といった
葛藤的な感情を経験する段階である。この段階では，出産によって，それまでの職業人と
しての自分を中心としたアイデンティティに母親という社会的に重要で代わりのきかない
アイデンティティが加わり，個人の生活が一変して様々な【困難さに直面】する過程が示
されていると考えられる。母親としてのアイデンティティは一人では存在せず，子どもと
いう対象が必要である。出産前は，個人として主に自分のことを優先して考えていればよ
かったかもしれないが，母親になることで，自分のことと並行して子どものことを考える
必要性が生じる。身辺の自立が確立していない乳幼児期の子どもの育児と仕事とを同時に
行おうとする場合には，自分の都合以上に子どもの都合を優先する必要もあるだろう。し
たがって，仕事と子育ての両立をはじめて間もない時期には，育児に合わせて働き方や生
活時間の大幅な見直しが必要となり，出産前に構築した職業人としてのキャリアや個人と
しての生き方の変更を余儀なくされ，心理的な混乱や葛藤を経験しやすいと考えられる。
この段階では，まだ，母親自身の中に成長的な変化は生じていないかもしれないが，こう
した困難さは，母親が心理的に成長していくための引き金にもなると考えられる。 
次の［困難な状況への適応を模索］する段階は，危機を乗り越える過程であり，研究 1-1
で検討した働く母親の危機から研究 1-2 で検討した心理的成長へと移り変わる過程である
と考えることができる。この段階では，母親が困難な状況を乗り越えるために，自らがコ
ントロール主体として【困難統制への努力】を展開する過程と，その対比として，自らの
努力では変化を起こせない状況を，自分の認識を変えることで困難さに適応しようとする
【自己変化による困難受容】の過程が見られる。Rothbaum, Weisx, & Snyder（1982）による
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と，個人が状況に対処していく過程には，2 つの適応過程（Dual Process)があるという。第
一は，一次的コントロール（Primary Control：PC）と呼ばれるもので，自己に合わせて状
況を変える過程である。第二は，二次的コントロール（Secondary Control：SC)と呼ばれる
もので，状況に合わせて自己を変える過程である（竹村・仲，2012）。例えば，困難な出来
事を体験した場合に，「その体験は意味あることだった」など，自分の認知を変えて状況を
受容することが SC の典型例とされる（竹村・仲，2012）。本研究の，働く母親が仕事と子
育ての両立の困難さに適応していく過程においても，Rothbaumら（1982）のいう 2 つの適
応過程が見られる。【困難統制への努力】は，PC のように，＜効率化＞や＜優先順位の明
確化＞などによって，主体的に困難な状況を変える過程であるのに対し，【自己変化による
困難受容】は，＜完璧は無理・頑張り過ぎない＞，＜あきらめ・割り切り＞など，SC のよ
うに，困難な状況に合わせて自分の認識を変えていく過程と考えることができる。欧米的
思考を基にする統制理論では，「自分が状況を変化させている」という認識が個人の適応に
つながり，状況に自己を合わせることは無力感につながると考えられていたが，竹村・仲
（2012）によると，SC のように，自己を状況に合わせることの中にも適応や発達を促す側
面があるという。働く母親は，子どもの急な発熱により仕事に対応できないといった，不
測で自分の努力では統制不可能な事態に直面することも少なくないが，そうした状況下で
は，SC のように状況に合わせて自己を変えながら対処していくことも必要となってくる。
自分の努力ではコントロールできない状況を受容することは，多少の心の痛みを伴う作業
とも考えられるが，そうした心的作業を通して，成長的な変化が生じたとも考えられる。
【困難統制への努力】や【自己変化による困難受容】は，ストレス・コーピングと考える
ことができる。研究 1-2 では，自らが問題に関与して解決を図る方略が心理的成長と関連
することが示された。【困難統制への努力】も，自ら問題に関わり困難に対応していく方略
であり，量的研究で明らかになったことが，質的でも確認できたといえる。 
［困難な状況への適応を模索］する段階では，母親の中で【保育所のサポートによる精
神的安定と子育ての安心感】も見られる。子どもが乳幼児の場合には，養育者のケアを必
要とする程度が高いために，母子の密着度が高いが，母親が仕事のために子どもを保育所
に預けることによって，子どもとの間に一定の距離が生まれると，子どもや育児を客観的
に見られるようになり，それにより，＜自分らしさを取り戻す＞，＜子育て観の変化＞が
生じるといったことを体験するのではないだろうか。ただし，母親の中でこうした変化が
生じるためには，「最も信頼できる相談者・保育者がいることが大前提です」（239）との記
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述が示すように，保育所に子どもを安心して預けられることが必須条件である。母親が安
心して子どもを保育所に預けることができたときに，母親の中に心理的なゆとりが生じて
＜自分らしさを取り戻＞し，子育てを人に頼ってもいいという＜子育て観の変化＞が生じ
ると考えられる。研究 1-1 の量的研究では，乳幼児をもつ働く母親にとって，子どもに対
する心苦しさや母親規範による心苦しさが最も影響の強い心理的危機であり，母親として
の自分に自信を保てることとが危機を乗り越える上で重要である可能性が示唆された。質
的検討をした本研究では，保育所のサポートによって母親が子育てに安心感をもてること
が，危機を乗り越えて成長的変化へとつながることが示された。これは，母親が安心して
子どもを保育所に預けられると，子どもに対する心苦しさや母親規範による心苦しさが軽
減され，心にゆとりが生じ，母親としての自分を肯定的に捉えられるようになることが考
えられ，量的に明らかになったことが質的にも確認できたといえる。 
最後の［成長的な変化を実感］する段階は，研究 1-2 で検討した働く母親の心理的成長
が示されている段階と考えることができる。この段階は，上述の困難な状況に適応する過
程で，働く母親の心の中で心的作業が行われた結果生じた変化だと考えられる。困難な状
況に適応できるようになってくると，心理的なゆとりが生じ，成長的変化に気づくように
なるのではないだろうか。研究 1-2 では，「自己の強さと柔軟性」，「変化への積極性」，「人
生への新たな気づき」，「他者との関係」の 4 側面の成長が見出されたが，本研究において
も，＜自己の強さ＞，＜人生への気づき＞，【対人関係の変化】といった類似の概念・カテ
ゴリーが抽出されている。それらに加えて，本研究では，＜充実感＞や＜幸福感＞を含む
【幸福感の増大】，他者に＜寛大になる＞，＜思いやり＞が増すといった【人格的成熟】，
および【対人関係の変化】の中でも＜子どもの大切さ＞や＜家族の重要性＞といった研究
1-2 では捉えられていない概念やカテゴリーも抽出されている。これは，研究 1-2 の量的研
究では捉えきれなかった働く母親に特有の心理的成長を見出したと考えられると同時に，
状況的危機による成長と発達的危機による成長の違いを反映しているとも考えられる。研
究 1-2 では PTGI-J を利用して働く母親の心理的成長を測ったが，PTGI-J は主に予測不能な
ネガティブな出来事を体験した後に生じる成長を捉えることを目的としており，そうした
出来事の後には【幸福感の増大】といった成長は起こりにくいのであろう。それに対し，
働く母親の発達的危機では，仕事と育児は同時に行おうとすると困難ではあるが，それぞ
れはネガティブな出来事ではないために，大変ながらも両立が成立すると，＜充実感＞や
＜幸福感＞を高めるのであろう。また，研究 1-2 でも「他者との関係」の成長は見出され
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ていたが，本研究の【対人関係の変化】は，研究 1-2 の項目には含まれていない＜他者へ
の感謝＞・＜子どもの大切さ＞・＜家族の重要性＞といった概念が含まれていた。「周りの
人に助けてもらって仕事と子育てをしているので，周りの人に感謝するようになりました」
（151）との記述が示すように，働く母親は他者からのサポートなしでは仕事と育児を両立
させることは困難なため，［困難な状況への適応を模索］する段階で人に頼ることは悪いこ
とではないと<他者からのサポートの受容＞が心苦しくなり過ぎずにできるようになると，
＜他者への感謝＞の気持ちが育まれることが示唆された。また，子育てしながらの仕事で
は家族と過ごす時間が貴重となることから，＜家族の重要性＞や＜子どもの大切さ＞をよ
り一層自覚すると考えられる。また，「子育てはとうてい 1 人ではできるものでなく，いろ
いろな人の支えがあってのこと。仕事もまた同じであり，人と人とのつながりの大切さを
教えられた」（149）との記述が示すように，働く母親は仕事と子育てを両立させる過程で，
日常的に他者のサポートを受けることで，他者との関係性の変化が促進されると考えられ
る。 
本研究では，乳幼児をもつ働く母親が心理的に成長していくプロセスを検討した。働く
母親は，妊娠・出産を契機に，肉体的，精神的，環境的に大きな変化が生じて［心理的な
葛藤を体験］する。これは，研究 1-1 で検討した働く母親の危機である。ここから危機を
乗り越えて心理的に成長していく過程では，産後の様々な変化に対応するために［困難な
状況への適応を模索］を試みる段階が存在した。この過程では，自らの努力と自己認識を
変えて困難を乗り越えることと平行して，周囲のサポートを受けながら子育てに安心感を
もつことが必要であることが示された。こうした過程を経て，働く母親は［成長的な変化
を実感］段階へと移行すると考えられる。これは，研究 1-2 で検討した働く母親の心理的
成長である。研究 1-1 の危機から研究 1-2 の成長へと移行する過程には［困難な状況への
適応を模索］する段階が存在したが，ここでは，それまで築き上げた生き方や価値観の再
構築が行われる。それは，仕事を中心に築き上げたアイデンティティに，新たに出現した
母親としてのアイデンティティを組み込んでいく心的作業と考えられる。 
本研究では，乳幼児をもつ働く母親の心理的成長のプロセスを描き出すことを目的とし
たが，自由記述の分析では，成長段階がどのように移行するかという変化の方向性は捉え
ることができたものの，なぜ変わったのか，何によって移行したのかという，心理的成長
が導かれる詳細については，十分に捉えられたとは言いがたい。そのため，働く母親の心
理的成長のプロセスの詳細については，面接調査により明らかにする必要がある。 
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第６章 研究 2：働く母親の心理的成長プロセス（面接調査） 
 
 
第１節 目的 
研究 1-3 では，乳幼児をもつ働く母親が心理的に成長していくプロセスを自由記述の分
析により検討した。その結果，働く母親の心理的成長は，［心理的な葛藤を体験］する段階
から［困難な状況への適応を模索］する過程を経て，［成長的な変化を実感］するという経
過をたどることが明らかになった。研究 1-3 の結果では，仕事と子育ての両立の困難さを
契機とした働く母親の心理的成長の内容と変化の方向性は明らかになったが，成長的な変
化がなぜ生じたのか，何によってもたらされたのかということまでは明らかになっていな
い。そこで研究 2 では，乳幼児をもつ働く母親に面接調査を実施して，研究 1-3 では明ら
かにできなかった心理的成長の詳細を検討することとした。 
研究 2 の目的は，研究 1-3 で構築した母親の心理的成長プロセス・モデルの発展と精緻
化を目指し，働く母親 291 人の自由記述分析から構築した心理的成長プロセスが，個人の
経験としての心理的成長プロセスにも適応できるのかを確認し，働く母親がどのような体
験を契機として成長的変化を遂げるのかという心理的成長を導く要因を質的に明らかにし
て，それらの要因を盛り込んだ働く母親の心理的成長プロセス・モデルを提示することで
ある。同時に，研究 1-1 と研究 1-2 で量的に明らかにした母親の発達的危機と心理的成長
に影響を及ぼす要因モデルを質的側面から確認する。これらを目的として探索的な質的研
究を行う。母親に半構造化面接を実施し，母親自身の主観的な語りから，親への移行期に
仕事と育児を両立させることで体験する発達的危機の特徴と，その危機をどのように乗り
越えて変化していったかについて，変化の因果関係に着目しながら探索し，働く母親の心
理的成長プロセス・モデルを作成することを目的とする。 
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第２節 方 法 
  
第１項 調査対象 
都内在住の 0～6 歳までの乳幼児をもつ働く母親 11人を対象とした（Table 26）。全員が
著者である面接者とは初対面であった。 
対象者の平均年齢は 37.64 歳（範囲：32～41 歳）， 11 人中 10 人が正社員・正規職員で
あり，1 人は任期付きのフルタイム勤務であり，最終学歴は，専門学校 1 人，4 年制大学 8
人，大学院修士課程 1 人，大学院博士課程 1 人であった。日中の子どもの預け先は，認可・
認証保育所が 10 人，幼稚園が 1 人であった。 
 
Table 26 面接対象者 
対象者 面接時間 年齢 夫年齢
第１子
年齢
第2子
年齢
最終学歴 職業 勤務年数 両立期間
A 53M28S 41 41 6 4 大学 会社員 16年目 6年
B 1H15M33S 40 46 5 － 大学院 会社員 17年目 5年
C 1H1M39S 37 39 5 － 専門学校 団体職員 10年目 5年
D 54M39S 36 46 5 3 大学 会社員 13年目 4年4ヶ月
E 1H4M37S 41 42 9 4 大学 会社員 19年目 9年
F 55M32S 39 40 5 2 大学 会社員 12年目 4年
G 1H11M54S 36 40 4 － 大学院 大学教員 5年目 4年
H 57M35S 32 38 4 － 大学 会社員 10年目 3年
I 1M25M09S 34 35 3 － 大学 会社員 4年目 3年5ヶ月
J 57M06S 38 43 4 － 大学 会社員 17年目 3年6ヶ月
K 1H04M06S 40 57 12 5 大学 会社員 19年目 12年
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第２項 調査時期および調査方法 
2013 年 6 月～9 月に半構造化面接調査を実施した。 
 
第３項 手続き 
 研究 1 の質問紙調査で「面接調査に協力できる」と回答した母親の中で，面接調査に応
じる意向が再確認できた母親に面接調査への協力を依頼した。面接は，対象者の自宅や勤
務先，大学の研究室，および飲食店など，対象者が指定した場所で一対一で実施した。面
接に先だって，研究の背景，趣旨，および研究倫理に関する説明並びに守秘義務の保障を
行ない，面接者と対象者間で研究協力同意書を交わした。面接は対象者間での面接内容を
ある程度統一するために，インタビューガイドに沿った質問による半構造化面接としたが，
できるだけ自然な会話形式でやりとりがなされるように努めた。面接の内容は許可を得て
録音し，面接者自身が逐語文字化を行い分析資料とした。実施回数は各 1回，実施時間は
約 53 分から 1 時間 25 分であった。 
 
第４項 調査内容（インタビューガイド） 
面接時の主なインタビューガイドは以下の通りである。質問項目は，研究 1-1 から研究
1-3 までの結果を踏まえて質的に明らかにしたい内容を基本として，一部は徳田（2004）
を参考にした。母親自身が仕事と子育ての両立を自己の生き方や人生との関連でどのよう
に捉え，意味づけしているかを明らかにするために，仕事や子育て経験の意味を問う質問
（「○○さんにとって，仕事・子育てとは，どういうものなんでしょうか」）や，仕事と子育
てを両立させている現在の人生への位置づけを問う質問（「仕事と子育てを両立させている
現在という時期は，○○さんにとってどのような時期だと思いますか？」）を含めた。これ
は，徳田の研究で，女性が子育て期に体験する困難を自らの成長や学びの機会と意味づけ
ることで，複雑な感情を受容する過程が示されたことを参考に，成人期女性の親への移行
期における心理的変化を理解するには，女性自身の人生や生き方との関連で捉えることが
重要だと考えたためである。 
・ 基本属性（年齢・職業・学歴・職業・勤務年数・仕事と子育ての両立期間など）  
・ 夫婦関係（家事育児の分担・夫の協力満足度） 
・ 子育て（理想の子育て・母親規範意識） 
・ 仕事（働く理由・仕事満足度・職場環境） 
124 
・ 出産前の働き方・夫との関係・子どもや育児のイメージ 
・ 育児休暇中の生活 
・ 仕事復帰後の働き方・子育て・夫との関係 
・ 育児サポート資源の有無と種別 
・ 仕事復帰後の困難な経験とその対処 
・ 仕事と子育ての両立で生じた心の変化とその理由 
・ 仕事復帰の前と後で気持ちの上で一番変わったこと 
・ 仕事・子育て・その両立の人生における意味について。 
 
第５項 分析方法 
 研究 1-3 と同様に，木下（2003）が考案した修正版グラウンデッド・セオリー・アプロ
ーチ（M-GTA）を使用して分析を行った。本研究はインタビュー・データから，乳幼児を
もつ働く母親が仕事と子育てを両立させようとする過程で心理的に成長していくプロセス
を，出産前から出産後の働き方や生活の変化の中で，家族や周囲の人との相互作用を軸に
母親の心理的変化を捉え，描いていこうとするものである。 
本研究は，インタビュー・データを用いて質的研究のディテールの豊富さを担保してい
ること，データの対象が乳幼児をもつ働く母親に限定されていること，具体的な生活の変
化の中から母親の心理的成長を導くプロセスを見出そうとしていること，および，家族や
周囲の人との間の相互作用に注目したいと考えていることから，M-GTAを使用した分析が
適応できると判断した。 
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第３節 結果 
 
第１項 概念とカテゴリーの説明 
分析テーマに沿って概念の生成を行った結果，36の概念を生成し，9 カテゴリーに収束
した（Table 27）。 
以下にカテゴリーと概念についての説明と，それに加えた考察を示す。概念名は＜＞，
カテゴリー名は【】で示し，概念の初めにはその定義を示した。具体例の記述データは「」
の中にイタリック体で示し，記述データの後ろには調査協力者の ID とプロトコル番号を
（）内に示した。 
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Table 27 働く母親の心理的成長：カテゴリーと概念名（インタビュー・データ） 
カテゴリー 定　義
1 仕事中心の生活 職業人としての自分を中心に生活すること。
2 漠然とした育児イメージ 出産前に子育てについて具体的なイメージをもっていないこと。
子ども中心の生活 3
育児中心の生活と育児仲
間の広がり
育児が生活の中心となり、育児仲間が広がること。
夫との関係性の変化 4
夫とのコミュニケーション
の不一致
家事・育児の負担増から夫とのコミュニケーションが一致しにくく
なること。
5 孤立感と育児不安
育児中心の生活で社会的孤立感が増し育児に不安が生じるこ
と。
6 仕事と子育ての両立不安 仕事と子育てが両立できるか不安に思うこと。
7 保育所入所への不安 保育所に入所できるかの不安に思うこと。
8 育児休暇取得への遠慮 育児休暇を取得するのに周囲に遠慮すること。
9 余裕のなさ 時間に追われて気持ちにゆとりがなくなること。
10 夫婦喧嘩の増加 時間のなさと家事・育児の負担増から夫婦喧嘩が増えること。
11 育児の大変さ 育児の大変さを経験すること。
12 子どもの病気 子の病気で仕事や時間の調整が必要になること。
13 子どもへの心苦しさ 子どもの世話が十分にできず、子どもに申し訳なく思うこと。
14
子どもとゆっくり関わりた
い
時間に追われる生活の中で、子どもとゆっくり関わりたいと思う
こと。
15 周囲への心苦しさ
周囲に迷惑を掛けてしまうことで心苦しさや精神的負担を感じる
こと。
16 上司・職場の無理解
上司や職場から子育てしながらの働き方の理解が得られにくい
こと。
17 これでいいのだろうか 仕事・子育て両方が中途半端で迷い・焦り・悔しさを感じること。
18 切り開く
前例が少ない中で、自らが育児をしながらの働き方を切り開くこ
と。
19
仕事を円滑に進めるため
の工夫と努力
限られた時間の中で仕事を円滑に進めるために工夫と努力を
すること。
20 上司・職場からの理解 職場や上司から、子どもがいる働き方について理解を得ること。
21 仕事で社会とつがる 仕事をすることで社会とつがっていること。
22 親族の協力 仕事と子育てを両立させるために親族から協力を得ること。
23 夫の協力 仕事と子育てを両立させるために、夫から協力を得られること。
24
保育所のサポートと安心
感
保育園からのサポートで安心感を得られること。
25 子育て仲間と心の安定 子育て仲間と大変さを共有することで気持ちが安定すること。
26 子どもの成長 子どもの成長に気づくこと。
27 完璧を求めない
仕事も子育ても両方に完璧を求めないことにより気持ちが楽に
なること。
28 自分らしさを取り戻す
子どもと適度な距離を保つことで自分らしさを取り戻せるように
なること。
29 自分なりの意味を見出す 子育てしながら仕事をすることに自分なりの意味を見出すこと。
30 仕事の位置づけ 自分にとっての仕事の位置づけが明確になること。
31 子育てを通じて成長する 子育てを通じて自分も成長すること。
32 自信・充実感・満足感
大変さを乗り越えたことによって自信・充実感・満足感が得られ
ること。
33 他者への感謝 他者からのサポートを通じて他者に感謝するようになること。
34 共感能力の向上と寛容さ
他者のことが考えられるようになり他者に対して寛容になれるこ
と。
35 気づきと視野の広がり
仕事と子育ての両立を通じて新たに気づくことが増え視野が広
がること。
36 気持ちの強さ 気持ちが強くなること。
成長的変化を自覚
仕事復帰前の不安
仕事と子育ての
両立の困難さ
困難統制への努力
心のゆとり
周囲のサポートと
心の安定
自分中心の生活
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（1） 【自分中心の生活】 
働く母親は，出産前は仕事を中心の生活を送っており，育児や自分が母親になることに
ついて具体的にイメージしていないことも多い。 
＜仕事中心の生活＞は，職業人としての自分を中心に生活することを指す。 
「普通に 9 時くらいまで働いちゃうんですよね。で，9 時とか 10 時位に主人と待ち合わ
せしてご飯食べて帰るみたいな感じでしたね（中略）9 時から飲みに行って帰ってくるの
終電とか，終電逃しちゃったとか，そういう生活ですよ（笑）」（B100）。 
＜漠然とした育児イメージ＞は，出産前に子どもや子育てについて具体的なイメージを
もっていないことを指す。 
「子どもと私が向かい合ってハイハイとかやっているの，全く想像できなかったので，
イメージできないし，大変だろうと思いながら」（B107）。 
 
（2） 【子ども中心の生活】 
 子どもの誕生をきっかけに，【自分中心の生活】から【子ども中心の生活】へと変化して
いく。これは母親としてのアイデンティティが形成されていく過程とも考えられる。 
＜育児中心の生活と育児仲間の広がり＞は，育児が生活の中心となり，育児仲間が広がる
ことを指す。 
「育児休暇中は，1 人目の時はとにかく満喫していて（笑），なんか同じように育児休暇
を取っている友達に会ってみたり，あとは，近所の人達で同時期に出産した人達と，わり
と地元の集まりが結構行われていることが分かったので，そこに顔を出して，そこを通じ
て知り合いを広げていって，何かと悩みを話したりしてたら，あっという間に 1 年過ぎて
たみたいな」（D89）。 
 
（3） 【夫との関係性の変化】 
子どもの誕生は家族関係の変化ももたらし，女性（妻）の生活が【自分中心】から【子
ども中心】へと変化することで，それまでにはなかった＜夫とのコミュニケーションの不
一致＞といった【夫との関係性の変化】が生じる。 
＜夫とのコミュニケーションの不一致＞は，家事・育児の負担増から夫とのコミュニケ
ーションが一致しにくくなることを指す。 
「向こうが当たり前と思っていたことが，私にとって当たり前じゃないっていうことが
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結構増えたんですよね，子どもが生まれてから。その時は育休中だったので，私が家にい
るから家のことは私がやるんだろうってことに，向こうは当然そう思うんですけども，私
にしてみれば，『私は慣れない子育てやってんだよ，あんたは自分のことはちゃんとして欲
しいんだよ』とか，その辺の意思のすれ違いがあって，そこををこうすり合わせていくの
に，産前よりも産後の方がコミュニケーションを密にしなきゃいけなかったりと」（F107）。 
 
（4） 【仕事復帰前の不安】 
【子ども中心の生活】では，仕事中のような社会とのつながりが絶たれ ＜孤立感と育
児不安＞が生じやすく，また，保育所に入れるか，仕事と子育てが両立できるかなど，子
ども関連の新たな不安を経験しやすい。保育所への入所が保障されていないことによる不
安と同時に，職場に対しては長く休暇を取ることへの遠慮から，育児休暇を早めに切り上
げて仕事に復帰する母親も多い。  
＜孤立感と育児不安＞は，育児中心の生活で社会的孤立感が増し育児に不安が生じるこ
とを指す。 
「実家も離れてましたし子育てしている友人っていうのがいなかったので，その辺でち
ょっと苦労して，あとちょっと，産後うつっぽくなったので，やっぱりその辺は孤独とい
うか，うん，孤独を感じました（中略）本当に一対一だったので，なんかその，何も言わ
ないですし子どもが，なんかこう，命がその辺にあるみたいな，ちょっと怖い，恐怖とい
うか」（E81- E85）。 
＜仕事と子育ての両立不安＞は，仕事と子育てが両立できるか不安に思うことを指す。 
「こんな子育てだけでも大変なのに，本当に果たして出来るんだろうか，でもやらなき
ゃいけないんだろうなっていう感じで，そんなに積極的ではないけれども，うんやれるか
なって，不安な気持ちで一杯でした」（H102）。 
＜保育所入所への不安＞は，保育所に入所できるかの不安に思うことを指す。 
「やっぱり保育園に入れるのに苦労するじゃないですか。0 歳で入れたくって，0 歳で
入れると子どもが誕生月の関係で 3 ヶ月だったので，で，そのタイミングで，もういいや
で復帰しちゃったので」（B34）。 
＜育児休暇取得への遠慮＞は，育児休暇を取得するのに周囲に遠慮することを指す。 
「代わりを入れるっていう体制は会社はとっていないので，例えば私が抜けたら抜けっ
ぱなしなんですよ。それで回さなくてはいけないので，やっぱり全体で見るとマイナスで
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補充っていう人材はいないので，そういうのもやっぱり早めに戻るっていう，まぁ会社か
ら早めに戻れって言われたことはないんですけど，現実的にマイナスで長期空けてるとっ
ていうのもあったので」（E35）。 
 
（5） 【仕事と子育ての両立の困難さ】 
母親が仕事に復帰した当初は【仕事と子育ての両立の困難さ】に直面する。困難は＜子
どもとゆっくり関わりたい＞のに時間や余裕がない，時間や余裕がないから＜夫婦喧嘩が
増加＞するといったように，＜余裕のなさ＞に関連しているものも多い。また，＜子ども
の病気＞が生じると，子の看護のため仕事の調整が必要になるなど新たな＜余裕のなさ＞
を引き起こし，仕事を休めば ＜周囲への心苦しさ＞が生じ，仕事に行けば ＜子どもへの
心苦しさ＞が増し，子の看護の負担を巡って＜夫婦喧嘩＞が増加するといった悪循環が生
じる。子どもが元気な場合でも，別れ際に子どもがぐずるなどの母子分離の困難を含む＜
育児の大変さ＞を体験することも多い。こうした困難によって＜子どもへの心苦しさ＞が
引き起こされる場合もある。また，育児をしながらの働き方を周囲に理解してもらうのは
難しい場合があり，＜上司・周囲の無理解＞や時間的＜余裕のなさ＞は，＜周囲への心苦
しさ＞を引き起こす。 
＜余裕のなさ＞は，時間に追われて気持ちにゆとりがなくなることを指す。 
「やってみたら実際はもうバタバタですよね（笑）。なんかこう優雅じゃないな全然（笑
い）。そこがちょっと違いましたけど。あっ，こんなに大変なんだとは実際思いました。仕
事と子育ての両立って，こんなに時間がないんだって」（C136）。 
＜夫婦喧嘩の増加＞は，時間のなさと家事・育児の負担増から夫婦喧嘩が増えることを
指す。 
「私に心の余裕がなく（笑）ちょっと喧嘩が増えています。主人も余裕がないんです。
家事に参加してくれている分，家事・育児と仕事というので彼の負担も増えているので，
私の負担も増えているんで，両方が，割と余裕がなくて，割とぶつかることも多いです」
（H136）。 
＜子どもの病気＞は，子の病気で看護や仕事の調整が必要になることを指す。 
「大変だったのは仕事のことじゃなくて，子どもの病気が大変でした（中略）風邪をこ
じらせて肺炎になって入院して（中略） 退院したと思ったらまた気管支炎になって入院し
て，で私 5 月に復職したんですけど，5 月は本当に二日か三日しか会社に行ってなかった」
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（A99）。 
＜子どもとゆっくり関わりたい＞は，時間に追われる生活の中で子とゆっくり関わりた
いと思うことを指す。 
「もうちょっと子どもと向き合う時間は欲しいなとか，一日一回本を読む時間であった
りとか，もう少しゆったりとした気持ちで話す時間は欲しいなとは思います」（D51）。 
＜育児の大変さ＞は，子育ての負担や母子分離時の大変さを経験することを指す。 
「本当に何も分かっていなかったので，復帰するときに，保育園，8 月に生まれたので，
年度の途中だったので，入れないわけですよね。色々探しても，もういっぱいで入れなく
て，それでその時はどうしようっていうのがありましたけど。結局母に，夫の実家と私の
実家，その時は夫の実家は東京だったので，かわりばんこに来てもらって，見ててもらう
っていうことで 4 月まで乗り切ったんですけども，その時が一番大変でした，はい。辛い，
それが暗黒時代（笑）。保育園始まってからは大分楽になりましたけど」（G77）。「そうで
すね。やっぱり乳児の頃は，うちは上の子は 3・４ヶ月，下の子は 6 ヶ月で復帰している
ので，結構まだまだ夜寝ない時期だったので，現実的に厳しかったですね」（E104）。「最
初保育園に預けた当初は，1 歳半で預けた時は，3ヶ月位毎朝泣かれて，私逃げるように保
育園から出てきたっていうか。そういう時は，ちょっと心が痛かったです」（J120） 
＜子どもへの心苦しさ＞は，子の世話が十分にできず子に申し訳なく思うことを指す。 
「時間の捻出が常に大変で，はい，それが保育園ではないので，外に行ってる時には見
ててもらえるけれど，家にいる時になかなか見ててと頼みにくかったのもあり，スイング，
なんと言うんでしたっけ，動くベットみたいなゆりかごみたいなのに乗せて，泣いたら無
理やりオッパイ飲ませて寝かせるみたいな，そういうのが凄い申し訳ないと，もっと身体
を動かして，寝返りとか，色々できるだろう，やらせてあげたらよかったんだけど，まあ
必死だったので，その時にちゃんと関わってなかったっていうのは凄く，うーん，さみし
かったなーっていうのが，未だに思います。その時もっとちゃんとこう…，なんていうん
ですかね，身体の発達とかにもきっとよくなかったんだろうなとも思うし，うーん…（涙），
その時の話をするとちょっと，心残りです」（G81）。 
＜周囲への心苦しさ＞は，周囲に迷惑を掛けて心苦しさや精神的負担を感じることを指
す。 
「精神的な気後れっていうのを凄く感じます。周りに負担をお願いしちゃったりとか，
『ごめんね』っていうのが，うーん…，しんどいですね。あと 3 時間残れれば終えられる
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のに」（H159）。 
＜上司・職場の無理解＞は，上司や職場から子育てしながらの働き方の理解が得られに
くいことを指す。 
「『時短のやつはいらねえんだよ』ってあからさまに言われたりとか，あとはこう，『君
は時短だから，あんまり仕事は任せられないね』って仕事を取り上げられたりしちゃうと
か」（F80）。 
時間に追われる生活では，子どもとゆっくり関われず子どもや周囲への心苦しさを感じ
たり，中途半端な気持ちになりやすく， ＜これでいいのだろうか＞との迷いが生じる。 
＜これでいいのだろうか＞は，仕事・子育て両方が中途半端で迷い・焦り・悔しさが生
じることを指す。 
「もし真ん中にうまく立てたとしても，どちらも 100％に近いようなベストな働き方が
できていないので，これでいいんだろうかみたいな悩みが，何もないときでも感じてしま
っていたので」（B82）。 
 
（6） 【困難統制への努力】 
【仕事と子育ての両立の困難さ】には【困難統制への努力】をして乗り切る。 
＜切り開く＞は，前例が少ない中で自らが育児をしながらの働き方を切り開くことを指
す。 
「資格を持っていて産休・育休後戻ってきたっていうのは私が初めてなんですよね。な
ので職場自身が，どう扱ったらいいんだろうっていうのは，いまいちまだ手探りっていう
部分があるみたいで，だから逆に，後に続く人達に道を開いてあげたいなっていう部分は
あります」（J67）。 
＜仕事を円滑に進めるための工夫と努力＞は，限られた時間内で仕事を円滑に進めるた
めに工夫と努力をすることを指す。 
「それこそ時間割みたいなのをかっちり決めて，絶対これを守るんだ，周りにも守らせ
るんだ，特に会社ですよね，『5 時に帰るっていったら帰るんだ』，みたいな感じで」（B123）。 
 
（7） 【周囲のサポートと心の安定】 
仕事と子育ての両立は簡単ではないが，＜仕事で社会とつながる＞ことで，育児休暇中
の不安や孤独感が解消されることもある。また，子どもの病気等で本当に困難な状況の時
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に，上司の一言や同僚からのサポートなど，乳幼児を育てながらの働き方に＜上司・職場
からの理解＞を得ることによって救われる体験をしている母親も多い。＜親族＞や＜夫の
協力＞も母親の【心のゆとり】につながっている。こうした【周囲のサポートと心の安定】
は，後述する母親が【心のゆとり】を取り戻すことや，＜他者への感謝＞，＜共感能力の
向上と寛容さ＞にもつながっている。 
＜上司・職場からの理解＞は，職場や上司から子どもがいる働き方について理解を得る
ことを指す。 
「物凄く人間性がね，心が広い上司で当時は，お子さんいらっしゃらなくて結婚もして
ない上司だったんですけど，『子どもなんてね，そんなもんや』って，『そういう時は，今
は大変な時だから，もう全然気にしなくていいから看病しなさい』みたいに」（A99）。 
＜仕事で社会とつながる＞は，仕事をすることで社会とつながっていることを指す。 
「社会とつながっていたいっていうのもあるので，やっぱり育休とか家庭にずっと居た
ときは多少孤独を感じたこともありましたから」（E58）。 
＜親族の協力＞は，仕事と子育てを両立させるために親族から協力を得ることを指す。 
「主人はもう絶対休めないので，そういう時は一日休ませて次の日とかは叔母に相談し
て，連れておいでって，実家に連れて行ったりとか。私は実家から仕事に通ったりですと
か」（C65）。 
＜夫の協力＞は，育児や家事に夫からの協力を得ることを指す。 
「子供についてはすごく面倒見がいいので，例えば寝かしつけとか，お風呂に入れると
か，外でお休みの時には遊ぶとかっていうのは，夫の方が長けているんです。家事はやら
ないんですけど，そのところでは協力的なので助かっています」（E41）。 
＜保育所のサポートと安心感＞は，保育所からのサポートで安心感を得られることを指
す。母親にとって保育所は子どもを預ける場所だけではなく，育児スキルを学んだり不安
を支えてくれたり，育児仲間を獲得するなど，母親にとっての心の安定につながっている。 
「保育園ありがたいな（笑），はい。もう本当に私は，もうなんて言うんですか，父母
など，身寄りや親族で助けてくれる人がいなかっただけに，本当に有難さを感じますね，
保育園は。私の仕事だけでなく，私の心の健康を保つためにももう凄い貢献してくださっ
てると思いますし」（A111）。 
＜子育て仲間と心の安定＞は，子育て仲間と大変さを共有することで気持ちが安定する
ことを指す。 
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「やっぱり○○会社って女性が比率としては多いんですね。なので全体で見たときにはお
母さんてすごく多いんですよ。昔はそれこそ職場を超えてお母さん同士が仲良くなること
って殆どなかったんですけど，最近はワークライフバランスみたいのが大きく叫ばれてい
て，会社も取り組んでいるので，それが叫ばれ始めたときに，ママ友の輪を広げようみた
いなことを人事部がやってくれて，その時に小さいお子さんがいるお母さん同士で一緒に
お昼食べませんかみたいなところで少し仲良くなったりっていうのがあって，そういうマ
マ友さんと，ブチブチ文句言ったり（笑）」（B86）。 
＜子どもの成長＞は，子どもの成長に気づくことを指す。子どもが成長して母との分離
を受け入れられるようになることは，母親の心の安定につながる。母子間に愛着が形成さ
れ，子どもの分離・個体化が進むと，母親も自分らしさを取り戻していく。 
「『お母さん行かないで』の泣きが，ぴたっとなくなったのがやっぱり 2 歳，名残惜し
さが全くなさそうだったので，というのと，もう保育園に行ってもお母さんを待っている
ような，視線がなくなったのが 2 歳でしたね。『もう来たの？』みたいな感じになってきた
のがその位だったので，もう私と子どものこういう関係（ジェスチャー）じゃなくて，ば
っと広がったのが何か感じられたので」（H56）。 
「わりとこう，私がやきもきしていたことが，子どもの成長力で解決されてるなと思う。
まあ時間によって解決されてたり，成長力で解決されてたりすることが多くて，私がやき
もきしてもあんまり意味がないんだと思って」（F144）。 
 
（8） 【心のゆとり】 
母親が【困難統制への努力】や【周囲のサポート】を経て仕事と子育ての両立生活に適
応できるようになると，【心のゆとり】が生まれるという変化が個人の中で起こる。この過
程では，仕事や子育てに＜完璧を求めない＞，職場で以前とは異なる役割を見出すなど母
親として働くことに＜自分なりの意味を見出す＞，および，母親になった自分の中での＜
仕事の位置づけ＞が明確なっていく。また，子どもと離れることに不安や心苦しさが軽減
され，安心して子どもをを保育所に預けられるようになると，仕事で子どもと離れる時間
は子どもの世話から離れて＜自分らしさを取り戻す＞ための時間となり，それによって生
まれた心の余裕がさらに気持ちを子どもに向かわせるというサイクルが生じる。 
＜完璧を求めない＞は，仕事や子育てに完璧を求めず気持ちが楽になることを指す。 
「完璧にしようと思っても多分できないし，そうすることで辛くなるんだったら，まあ
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いろいろ適当にと言うか，楽できるところは楽していったほうがいいのかなと」（D121）。 
「子育てについても，私が完璧を目指すことで，周りが苦しくなるのなら，完璧じゃな
いほうがいいと（中略）完璧を目指すと回りに求める部分が多くなるじゃないですか。『私
がこういう子育てをしたいんだから，あなたも協力しなさい』っていう感じで（笑）。すご
く子どもに対しても，例えば，『夜９時までに寝なさい！』って怒る場面が増えるとか。な
んかこう，周りが苦しくなっちゃう（中略）長い時間掛けて変化をしてきてるので，あん
まりドラステックに，前後，ビフォー・アフターみたいな感じでは変化はしていないです
けど，今振り返ると，なんかこう，一番変わったことは肩の力が抜けた」（F136-142）。 
＜自分らしさを取り戻す＞は，子どもと適度な距離を保つことで自分らしさを取り戻す
ことを指す。 
「仕事があることによって，自分が自分らしくあるっていうか，子育てでは振り回され
ることが多いけど，仕事に行くと子どもとの距離ができるから，仕事をすると，フラット
な状態でまた子どもに会えるかな。仕事をしていると自分のために時間を使えるっていう
のかな。子どもと一緒だと，まず子どものことが優先だから子どものことばかりになっち
ゃうし，子どもも自分の思い通りにはいかいかないから振り回されっぱなしだけど，仕事
に行っている間は自分のことを考えたり，自分の好きなことができる」（C152-153）。 
＜自分なりの意味を見出す＞は，子育てしながら仕事をすることに自分なりの意味を見
出すことを指す。 
「育児とか出産っていう壁を乗り越える手段が出てきてるんだったら，とりあえずそれ
使ってやっていって，誰かが使って会社の中に浸透させないとどうにもならないかって，
そういう役割を与えられたと思ってやっていく」（B92）。 
＜仕事の位置づけ＞は，自分にとっての仕事の位置づけが明確になることを指す。 
「（仕事は）私にとって，私が私らしくあるための一本の筋なんですよね」（A115）。 
「組織の中の歯車ですけど，その中で，どうやって自分の能力を発揮するか，自分の生
きる場所というか，自己表現の場」（F146）。 
「よく就職活動の時に自己実現っていう言葉を使いましたけど，やっぱり今，仕事が自
分の中で半分以上を占めてると思います。私の存在意義みたいなものもですし，私がこう
力を，一日 24 時間あります，実際に何に時間を割いてますか，または，割けるとしたらど
こに時間を割きたいですかって言われた時に，やっぱり仕事に対する思いみたいなものが
やっぱり一番大きくって，まあ自分が自分らしくあるためには不可欠なもの，多分，第一
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に不可欠なものになっていると思います（中略）やっぱり 20 年近く，17 年仕事してきて
るので，色々考えると，自分の中の一番大きく，やっぱり一番大きく占めているもの，自
分の存在意義の中で一番なものという感じですね」（B144）。 
 
（9） 【成長的変化を自覚】 
仕事と子育てを両立させるたに，自らの【困難への努力】と【周囲のサポートと心の安
定】で困難な状況に適応できるようになり，【心のゆとり】が生じると，＜自信＞や＜他者
への感謝＞の気持ちが生じ，＜子育てを通じて成長する＞感覚を自覚するといった【成長
的変化を自覚】できるようになる。 
＜子育てを通じて成長する＞は，子育てを通じて自分も成長することを指す。自分のこ
とよりも子どもを優先させる中で，思い通りにならないことへの気持ちのコントロールが
向上したり，新たな気づきも多い。母親は子どもとの関係性の中では『成長した』という
変化を明確に自覚できるようだ。 
「自分との闘いでもありますね，やっぱり，自分の気持ち，自身の。やっぱりイライラ，
一瞬なっちゃって，そこを穏やかにしないとならないっていうのもありますし，あとは自
分も成長させてくれますね。そこが大きいかな。自分自身を本当に成長させてくれるなっ
ていうところですね。気づきがやっぱり色々」（K136）。「うーん，まったく子どもって自
分の思い通りにはならない存在じゃないですか。そういう人を，なんていうか，うまいこ
とマネジメントしながら，なんか親として導くっていうのとか，あとはなんか，色々な家
事育児とかを短時間でギューっとやって，日々回さなきゃいけない」（A103）。「なんか本
に書いてある通りに，『こういう時にはこうしましょう』みたいな，全然きかないんだけど
（笑）。全然なんか，違う。でも，う～ん，やっぱり，なんか自分，自分以外のものを優先
することかな。子どもが最優先になった。まず子どものことで自分のことは二の次みたい
な。夫からも，『変わった』って言われます」（C150）。「今まで自分を中心に考えていけば
よかったことが，子どもってそういうわけにはいかなし，いろいろ忍耐的に，待ってあげ
るとか，子どものペースもあるので，そういう意味で，あとまあ子どもから教わることも
多いですし」（D143）。「産んでみたら，この子多分私しか頼る人がいないから，オッパイ
あげないとこの子死んじゃうしみたいになって，母性の目覚めっていうか，やるしかない！
みたいになって。結局自分が育てられているというか（笑）（中略）自分が再教育されてい
るような感じ」（I146）。 
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＜気持ちの強さ＞は，気持ちが強くなることを指す。 
「ちょっと強くなったと思います，出産前と比べて（中略）並大抵のことは大したこと
ないなって思って（笑）」（I121）。 
＜自信・充実感・満足感＞は，大変さを乗り越えて自信・充実感・満足感が得られるこ
とを指す。 
「やっぱり自信がつきましたよね。はい。なんか結構，今思えばあの時ってあたふたし
てて，『どうしよう，どうしよう』とか，自分で結構考えたりとかしてたので，それを乗り
越えたっていうのが大きかったから」（C126）。 
＜他者への感謝＞は，他者からのサポートを通じて他者に感謝するようになることを指
す。 
「私にとってはチャレンジでしたけど，やってできないこともなかった（中略）たまた
まいい職場環境で，いい上司で，まあ夫の協力もあってできたかなと思いますけど，本当
に色々な人に感謝しつつ，ああもう良かった，満足って思ってます」（A101）。 
＜共感能力の向上と寛容さ＞は，他者のことが考えられるようになり他者に対して寛容
になることを指す。母親は周囲からのサポートと子どもの世話を通じて共感能力も発達さ
せていく。 
「人のことを考えられるようになったかなーと思います。前は自分がやりたいことだけ
をやってきたみたいなところがあって（中略）子どものことを私がやってあげないといけ
ないというところから段々スタートしてきて，自分だけじゃなくて子どももとか，自分だ
けじゃなくて子どももっていうのを両立させていくために周りのサポートってすごく肌で
感じるようになったので，そうすると，じゃあ協力してくるその人のためにもって（中略）
経験の中で育てられた，成長してきたのかなあという風には思います」（B94）。 
＜気づきと視野の広がり＞は，新たに気づくことが増え視野が広がることを指す。 
「自分とは違うかたちの人も一杯いるんだっていうことに気づかされますし，そういう
のを見ながら仕事をしていけるので，多分，社会人ではなくて会社人として，会社にいる
人間として，すごい多様性とか深みとかが増すように思います」（B146）。 
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第２項 ストーリーラインと結果図 
概念とカテゴリー相互の関係から，［心理的な葛藤を体験］，［困難な状況への適応を模
索］，［心理的安定と成長］の３つの上位カテゴリーを作成し，乳幼児をもつ母親が仕事と
育児を両立させようと模索する過程で心理的に変化していくプロセスをまとめ，以下のス
トーリーラインに示した（Figure 5）。 
［心理的な葛藤を体験］する段階は，出産前は【自分中心の生活】を送っていた女性が
子どもの誕生をきっかけに【子ども中心の生活】となり，それにより【夫との関係性の変
化】や【仕事復帰前の不安】を体験し，育児休暇を終えて仕事に復帰した当初は【仕事と
子育ての両立の困難さ】に直面する。次の［困難な状況への適応を模索］する段階では，
自らの【困難統制への努力】と【周囲のサポートと心の安定】によって，母親が【心のゆ
とり】を取り戻し【成長的変化を自覚】する［心理的安定と成長］の段階へ移行すること
が示された。 
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Figure 5 働く母親の心理的成長プロセス・モデル 
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（1） ［心理的な葛藤を体験］ 
働く女性は，出産前は仕事を中心とした【自分中心の生活】を送っており，子ども，自
分が母親になること，および子育てしながら働くことについてのイメージは漠然としてい
る。この時期の主な関心は，出産後，仕事に戻るための保育所の確保であり，出産前から
子どもの預け先を探し，仕事に復帰する準備を整える。 
 こうした働く女性の生活は，は，子どもの誕生をきっかけに，【自分中心の生活】か
ら【子ども中心の生活】へと大きく変化する。育児が生活の中心となり，＜育児仲間＞が
広がる一方で，様々な〔心理的な葛藤を体験〕する時期である。産後間もなくの葛藤は，
子どもの誕生に伴って生じた生活変化に起因する。【子ども中心の生活】になると，家族関
係が変化し，出産前にはなかった＜夫とのコミュニケーションの不一致＞など【夫との関
係性の変化】が生じる。 
「（家事は）産休・育休中は 100％私ですよ。その辺も夫婦関係が悪くなる要因っていう
か（笑）。なんか本当にあの夫は全然家事のことを気にしないで思う存分仕事に打ち込んで
いるじゃないですか。もう完全に私ご飯作る人みたいなね，お掃除する人みたいになっち
ゃってて，もう今までの関係が全然，家事・育児は私全部みたいになってるんで，すごい
悪化してたと思いますよ。『ズルい』みたいなね，私も（笑）。これは第 2 子産んだときも
そうなりました」（A91）。「子どもとのリズムを日中作っているところに，ちょっと慣れな
いけどやりたいっていう夫がいるから（笑），その呼吸が合わなかったりなんかすることで，
もめたりするんですかね」（D97）。「やっぱり子どもが生まれてやることが増えるので，や
っぱり慣れるまでは，自分ばっかりに負担があるんじゃないかというふうに，やっぱり仕
事に復帰してちょっと落ち着くまでやっぱり結構大変でしたね。離乳食なり何なりって，
やっぱり自分にかかってくるので。ある程度子どもが大きくなってくると，まあ男性の方
も関わりやすくなるので，そうなったら楽でしたけど，やっぱり一時はその関係性が，母
親と父親で新生児に対する関わり方が違うので，その時はちょっと不穏でしたけどね（笑）」
（E90）。 
また，【子ども中心の生活】では，働いているときのような社会とのつながりは絶たれ，
慣れない子どもの世話と，会話が成立しない乳児と日中 2 人きりの生活では，＜孤立感と
育児不安＞が生じやすい。 
「保育園につながる前は子どもと一対一しかなく，要は大人と話さないような日もあっ
たので。夫が例えば残業で遅くなると，一日話す機会がなかなかないとか」（E82）。「育休
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中，まあ最初の長女のときは育休で 1 年家にいましたけど，すごく疎外感が強かったです，
私は」（F72）。「いやーもうなんていうか，すごいきつかったですよ最初は。なんていうか，
眠くて泣くじゃないですか，で，眠りにつくまでずっと泣いてるじゃないですか，で寝た
なと思うと，お布団置くとまたギャーというじゃないですか，いやーもうほんとママがノ
イローゼになるみたいな（笑），はい。しかも，うちの長女は結構よく泣く子で，お風呂に
入ってから夜寝る前に 1時間くらいずっと泣くのが日課だったんです。なんで今思えば，
あれも一種の運動だったんだなって思うんですけど，当時はすごいまた泣いてるって思っ
て，暗い廊下を行ったり来たりして，スリングに入れながら，いやーきつかったと思いま
すけどね，はい」（A94）。 
また，この時期は，＜保育所入所への不安＞や＜仕事と子育ての両立不安＞など，仕事
と育児の両立生活が始まる前の不安を経験しやすい。保育所への入所が保障されていない
ことによる不安と同時に，職場では産休・育休中の代替要因がいないことから，＜育児休
暇取得への遠慮＞が生じ，育児休暇を早めに切り上げて仕事に復帰する母親もいる。  
次の葛藤は，母親が仕事に復帰したときに体験する【仕事と子育ての両立の困難さ】で
ある。仕事に復帰してしばらくの間は，手が掛かる乳幼児の子育てと仕事を両立させるた
めに，時間とエネルギーをフル回転させる必要がある。そのため，常に＜余裕＞がなく，
＜子どもとゆっくり関わりたい＞のに時間や余裕がない，時間や余裕がないから＜夫婦喧
嘩が増加＞するといった困難が生じやすい。 
「やっぱり，子どものご飯・お風呂なんかのスケジュールに追われていて，『ああ早く
寝かさなきゃ』とか，気持ちの焦りが先に出てしまって，なんかもうちょっと話を聞いて
あげたいなとか，あげたかったなって子どもが寝た後に思ったりとか，回しているだけの
日々に気が付くとか」（H52）。「なんか多分，凄い私が疲れて帰ってきて，それこそなんか
洗濯は溜まっている，なんかやることが多すぎてイライラしてあたるというか，私が，う
ーん。結構バトルしていましたね，そう言えば」（K96）。 
また，＜子ども＞が病気になると，子の通院や仕事の調整が必要でさらに＜余裕＞がな
くなり，職場に迷惑をかけているという ＜周囲への心苦しさ＞や ，子が病気のときにも
ゆっくりさせてあげられないなど＜子どもへの心苦しさ＞が生じやすく，子の看護の負担
の分担で＜夫婦喧嘩＞が増加するといった悪循環が生じる。 
「復帰して間もない頃はやっぱ病気ですよね。本人も預けていっぱいもらってくるので。
自分もその，子どもが保育園に入ったタイミングで一杯病気をして休むし，自分も復帰し
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たばっかりなのに，休まなきゃいけないっていう，そのなんか二重苦みたいで，その後ろ
めたさと，その会社に対して申し訳ないっていう思いと，かといって，じゃあちょっとだ
け休んで会社行かなきゃいけないっていったら，じゃあ子どもとも一緒にいれない訳です
から，『なんかどうすればいいだろう？』って，それが一番辛かったですね」（C122）。「病
気なのに早く帰ってあげられないとか，病気で心細そうなのに今日は主人に預けて行っち
ゃえとか，体調悪そうだけど無理して保育園突っ込んじゃえとか，色々無理をするので，
そういうのとかも，悪いな，悪いなって，でもここでいかないと仕事が回らないしな，み
たいな」（B80）。「時間のやりくりで，小さい子はやっぱり熱が高くなるとお迎えっていう
のがあって，それが続いた時は，例えば会議とか，あとは外でアポイントがあって打ち合
わせを断らなくてはならないとか，会社の中だけだったらいいんですけど，外に迷惑を掛
けるときっていうのがやっぱりきつかったですね」（E107）。「主人が迎えに行っても病気
の子を扱えないっていう不器用さの問題もあったので，やっぱり全て私にきてしまうと，
やっぱりそこに不平等だなって思ったりっていうのもありましたし，実際帰っちゃえば仕
事が滞るっていうものありましたし」（B78）。「熱を出しました，今日（子どもを）見れな
いが言いにくい。それで言うと，まあ今の状況大変なのは分かっているだろうと，言い合
いになる」（H142）。 
子どもが元気な時にも，別れ際に子どもから｢ママ行かないで」と大泣きされることも
あり，母子分離の困難さを含む＜育児の大変さ＞を経験する。母子分離の困難は，母親側
に，＜子どもへの心苦しさ＞が引き起こさしやすい。 
「辛かったですね。もう最後まで保母さんが抱っこしてくれて，ほんと，檻と檻の間で
タッチして，やっと気持ちを切り替え，中に連れて行ってもらうみたいなことをしていま
した。泣き叫びはしなかったけれど，ちゃんとした儀式が必要でした」（H61）。「ただやっ
ぱり，病気とか，子どもに『お母さん，会社に行かないで』って泣かれちゃうと，凄く心
が痛むんですけ」（J117）。「大変だったのはやっぱり 1 歳～2 歳の時位ですかね。なんかや
っぱり赤ちゃんではなくなってくるので，家族と家族じゃない人との区別とか，うちじゃ
ない場所の区別とかがついてくるんですよね。それで，保育園のお迎えも少し遅れたりす
ると，今日遅いっていうのも分かってくるんですよね。そういうのに凄い子どもも敏感に
なって，その子どもが敏感になってちょっと機嫌が悪くなったり暴れたりとか，そういう
ことで私も振り回されるっていうことが，手を焼くっていうことが多かったのがやっぱり
1 歳～2 歳ですね。まだ本当に赤ちゃん赤ちゃんしていた時の方が実は両立は楽でしたね」
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（B131）。 
また，乳幼児を育てながらの働き方は，時間的制約から，周囲からの理解を得ることが
難しい場合があり，＜上司・周囲の無理解＞や時間的＜余裕のなさ＞は，＜周囲への心苦
しさ＞を引き起こす。 
「時短勤務者とかその他の人達を対象に，リストラみたいな雰囲気があって，すごいそ
れまで結構子育てをしているママさん社員が順調に増えてきて，会社の環境的にはいいな
って思っていたんですよ。仲間も多くて。それが急にリストラ対象みたいにな感じになり，
私も，『あなたの居場所はないですよ』みたいな話になったんですけど，まあ日本の雇用形
態上，正社員であればそんなに簡単に辞めさせられないという話になって，結局粘って残
った結果，本当に 1 年間で 3 部署回ったんですよ（笑）。結局，違う支店に行かされたりっ
ていうこともあった結果，今はまた本社に戻ったんですけど，そんなことがあり，激動の
1 年でした」（D64）。「その時は時短使っていなかったので，9 時から 6 時までばっちり働
いていたんですけど，結局なんかこう，周りが残業だらけだったので，そこまで頑張って
働いても，まだ足りない，まだ足りないと言われ続けていた感じだったので」（F118）。「周
りは，非常に同情の目ですよね。『ああそうだよね』って状況を分かってくれるけれど，や
っぱりその人に対して負担をかけるとその人も余裕がなくなるので，まあ気持ちでは分か
っているけどちょっと冷たい態度だったりすると，なんか私が，ああ悪いなって思うのが
増えちゃったりとか，周りは十分分かっていると思います」（H163）。「大きいですね。制
度は整えても，仕事量は減ってなかったりとか，それが利用できなかったりとか，気持ち
の，『取ってもいいのかな』って思っちゃう人がいたりとか」（H169）。 
 
（2） ［困難な状況への適応を模索］ 
働く母親は，【仕事と子育ての両立の困難さ】を，自らの【困難統制への努力】と並行
して【周囲のサポートと心の安定】により乗り越えようと試みる［困難な状況への適応を
模索］する段階へと移行する。 
【困難統制への努力】では，限られた時間内で＜仕事を円滑に進めるための工夫と努力
＞や，職場において仕事と育児を両立する前例が少ない中での働き方を＜切り開く＞試み
が見られる。 
「考えっていうか，やり方が変わらざるを得ないっていうか。前は妊娠中も含めて，何
時でもできた，何時でも何時まででも自分がやろうと思えば出来るし，時間の観念がない
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というか，24 時間好きなようにつかえたんですけど，子どもが生まれてからは，出来る時
間というのが本当に限られるので，相当前倒しでやらないといけないし，無理なときはも
う無理って早めに言うっていうことが，社会人やっていて，会社員でもなかなかタイムマ
ネジメントとか人に頼むとかっていうのが出来なかったんですけど，生まれてやっとでき
るようになりましたね（笑），その，計画的に進めるとか」（G83）。「あの，自分でコント
ロール本当にしなきゃいけなくて，全部自分で作り始めちゃうと，こんな時間じゃ全然間
に合わないんですよ。なのでそこは社内で色々と掛け合って，私がいる時間で外注さんを
使って回せるようにしたりとか，工夫はしなきゃいけないですね」（H73）。「まず無理だろ
うっと思ってたんですよね（笑）。まず無理だろう，だって，首都圏で身寄りもなく，しか
も小さい子どもを里帰り出産するところもないみたいな，そんなんで，まず無理だろうっ
て思ってたんですよ。（中略）そこで私第一号だったんです。第一号になりたくなくて，み
んなに「産みなよ」みたいな（笑），「あなたが行きなさいよ」みたいなことしてたんです
けど，だれもなんかね，いなくて，先陣切って産んでくれる人が，プライベートで支援も
ないし，会社でも前例ないみたいな，私にはまず無理だみたいに思ってたんです（中略）
全然お手本にする人もいなかったんで，もう全然なんていうか，自分で切り開いたみたい
な，そんな感じですよ」（A72－75）。「やっぱりあの，いなかったので職場に誰も，子育て
をしている女性っていうのが，ほとんどいなかったので」（E78）。 
【周囲のサポートと心の安定】では，子どもの病気等で出勤が困難な時に，＜上司・職
場からの理解＞で気持ちが救われる体験や，＜仕事で社会と繋がる＞ことで安心感を得る
ことを含む。 
「結局子どもには私しかいないので，そこはしょうがないと，そこはもう付き合うしか
ないと，で，そこが一応できたら，次じゃあ仕事って言ったときに，でもまあ出産につい
ても子どもが小さいって言うのも仕事関係者の皆さんにお伝えしていましたし，一応こう
いう状況があるかもしれないっていうのは折に触れてお伝えしていたので，まあ周りも割
りと，だから女は駄目だっていう言われ方はせず，頑張ってるねっていうような形で受け
止めてもらえていたので，それがやっぱり有難かったですかね」（E111）。「上司に理解が
あるからです（中略）子どもの事情で早引きしますとか，そういうの割と，『あっ，はいは
い，分かった』みたいな感じで，わりと柔軟なのと，だからといって仕事を取り上げるん
ではなくて，ちゃんと仕事は与えてくれて，自分の裁量でなんとかしてねっていうのはち
ゃんと残っているので，今の上司はそういう感じですかね」（F76-77）。「社会とか人と繋が
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っていたいっていうのと，多分まあ私は家にずっといると腐ってしまうと思うので，出て
いた方が健全だと思うので，それもあるし，あとは，そうですね，今までやってきたこと
っていうのがまだ道半ばでもあるので，継続してやっていきたいのと，あとはやっぱり，
よく社会のためとか人のためとか，周りのいいことに繋がればなあと思うので，それは続
けてやっていきたいですね」（G52）。 
＜親族＞や＜夫の協力＞が得られることも母親の心の安定に繋がっている。 
「たまたまうちの母親も退職して，私も母親が 30 の時の子どもだったんですけど，退
職していたので，何かあったらすぐ呼んでねって言ってもらえていて，すごく助かってま
した，はい」（I94）。「なんだろうな，子どもが産まれたことによって，チームみたいな，
『チーム力』みたいな感じの結束はなんかあったかなっていう感じですね。どうしても子
どもが産まれる前はお互い違う環境で育ってきて，他人が付き合って結婚したみたいな感
じだったから，あなたはあなた，私は私みたいなところがちょっとありましたけど，うん，
結婚して子どもができたらね，やっぱ共通の子どもがいるので，なんかこう一致団結みた
いな，うん」（C138）。 
 また，母親にとって保育所は子どもを預ける場所だけではなく，育児スキルを学んだり，
育児の不安を支えてもらったり，育児仲間と繋がる場でもあり，保育園に子どもを預ける
ことで＜保育所のサポートと安心感＞と＜子育て仲間と心の安定＞を得ることができる。 
「実際に預けるときになると，『もう，どうしよう！』みたいな，ちょっと泣かれると
私も泣いちゃうみたいな日が 2・3 日はありましたけど，まぁ園の先生も，『でもその時だ
けよ泣いてるの，お部屋に入ったら笑って遊んでるから大丈夫』みたいな声を聞いたらほ
っとして，安心して預けて働けましたね」（C114）。「1 人目の時は無認可の保育園に入園が
決まって，それでようやく復帰ってなった時に繋がるっていうか，社会と繋がるっていう
のがありましたし，あと，やっぱり子育てが，まだやったことない子育てでしたから，分
からない中で，やっぱり無認可であろうが，保育園で先生方と繋がれたっていうことでち
ょっと救われたというか」（E84）。「私が見ている部分だけじゃない側面から保育園のスタ
ッフの方が見ていてくれて話をしてくれるので ，ああこんな面もあったんだとか，友達と
はそんな風に接しているんだ，意外とやるなあとか，色々な側面が増えて，私一人の時よ
りも，すごく面白い面を見せてくれるようになりました」（H128）。「保育園のお母さん達
と話すと，みんな大変なんだって（笑），大変さを共有できるというか，仲間がいると，大
変さが意外と大変でなくなる。話を聞いてもらって，ああ大変だねって」（E119）。 
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また，＜子どもの成長＞に伴って母との分離がスムーズになると，母親側の不安も緩和
される。 
「今はほとんど休まなくなりましたね。で，うん，あんまり，私もそんなに休まなくな
ったので，すごいそこらへんは気持ち的には楽になりましたね。思い返して，あの時乗り
越えて仕事続けててよかったとは思いますね」（C124）。「そうですね，ああここからは本
当に外の世界が必要なんだと思って，後ろ髪引かれる思いから，行ってらっしゃいという
感じに，気が随分と楽になりましたね」（H60）。 
 
（3） ［心理的安定と成長］ 
このように，母親が自らの【困難統制への努力】と【周囲のサポート】で困難な状況に
適応できるようになると，＜完璧を目指さず肩の力が抜ける＞。子どもと離れることに不
安や心苦しさが軽減され，安心して子どもをを保育所に預けられるようになると，子ども
と適度な距離を保て，＜自分らしさを取り戻す＞ようになる。こうして【心のゆとり】が
生まれ，［心理的安定と成長］の段階に入る。 
「何でしょうね…。長い時間掛けて変化をしてきてるので，あんまりドラステックに，
前後，ビフォー・アフターみたいな感じでは変化はしていないですけど，今振り返ると，
なんかこう，一番変わったことは肩の力が抜けた（中略）出産前とかって，子育てをすご
く理想郷というか，イメージで捉えていたところがあって，それがリアルな世界におちて，
リアルな生活になったときに，そんなに全部はやれないだろうってやっとわかったってい
うか（笑）うん。すごく，親がなんきゃしなきゃいけないっていう気持ちが強かったのが，
まあ，ほっといても育つだろう位に変わったというか（笑）」（F142-143）。 
仕事で子どもと離れる時間は，子どもの世話から解放されて＜自分らしさを取り戻す＞
ための時間となり，それによって生まれた心の余裕がさらに気持ちを子どもに向かわせる
というサイクルが生じる。 
「ああ預けちゃってごめんね，みたいな気持ちが少しは芽生えます，私でも。でも，会
社でまったく関係ない仕事をしていると，ものすごく刺激っていうか気晴らしにもなっっ
たりして，また夕方迎えに行くと，ものすごくフレッシュな気持ちで子どもを，『ああ会い
たかったよ』ギューみたいなことをできたりとかして，私の気持ち的にも健康が保てるか
なって気がして」（A95）。 
この過程では，以前のような働き方はできないとしても，子育てしながら仕事をするこ
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とに＜自分なりの意味を見出＞し，自分の中での＜仕事の位置づけ＞が明確なっていく。 
「私，今青春だと思っています（中略）やっぱりこう，自分の人生にとってなんでしょ
うね，どういう親でありたいかとか，どういう仕事人でありたいかとか，すごくまじめに
考えているので，自分の生き様を考える時期だというのは，若いときに心境が戻った気持
ちです（中略）この子達にとって私はどういう親でありたいかなって思ったときに，こう，
きちんと働いている姿を見せようと思うと，いい加減には働けないなと思うと，では，ど
ういう風に自分は仕事をしていきたいかという，結構深遠なテーマがでてきちゃって（笑），
それによって今の仕事が劇的に変わる訳でははいんですけど，でも，よりよく働いておこ
うという気持ちをもてるようになったという意味では，惰性で働いていた若い時期よりも
今の方が真剣です」（F150-153）。「なんかやっぱり自分の，なんでしょうね，存在証明とい
うと大げさですけど，何か考えたことが○○とか，人を育てるとか，育てた人が活躍してい
くのを見るとか，そういうところでやっぱり，何か意味のある，自分にとっても人にとっ
ても意味のあることが起きる，そういうふうにしていきたいですね」（G96）。 
【心のゆとり】が生じると，＜自信・充実感・満足感＞や＜子育てを通じて成長する＞
感覚を自覚するといった【成長的変化を自覚】できるようになる。 
「試練の時期かな（笑）。親として，女性として，自分の人生を両方を歩んでいる感じ。
でも，本当に大変だったのは預けた当時から 2 歳位までで，あとは楽だったかも。だから，
本当に大変だったときに，辞めたいと思ったこともあったけれど，頑張って辞めなくて本
当によかったと思える」（C154）。「多分子どもを，まあ忙しくてあんまり関わっていない
んですけど，子どものことを考えられる，多分このあと大きくなってどんどん自立してい
くと思うんですけど，ただいい意味で言えば，子どもどっぷりではなく，仕事を持ってい
るからちょっと引いたところで見られるというか，そういったことがあるので，子どもに
とってもいいと思いますし，私も家庭だけではなく仕事があった上で子どもと接すること
ができるので，多分，一番幸せで充実したときなんじゃないかな。これでまた子どもが手
が離れちゃうと，まあいってみれば仕事だけになるので，そうしたときに私がどういう仕
事の仕方をしているのかはまだちょっと見えませんし，今が忙しいなと思いつつ楽しい時
期なんだろうなと思います」（E132）。「やっぱり色々，今まで自分を中心に考えていけば
よかったことが，子どもってそういうわけにはいかなし，いろいろ忍耐的に，待ってあげ
るとか，子どものペースもあるので，そういう意味で，あとまあ子どもから教わることも
多いですし」（D143）。 
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【周囲のサポート】を得ながら仕事と育児を両立できていることから，＜他者への感謝
＞の気持ちが生じ，＜共感能力の向上と寛容さ＞にもつながっている。 
「自分の家族，自分の親とか叔母とか，肉親関係とぐっと距離が縮まった感じがします
ね。孫ができたっていうのもありますけど，うん，私もすごく大切にするようになったか
な～っていう感じがしますね，親とか」（C145）。「あんまり別に，働くことが当たり前と
いうか，なんか子育てをしてるといろいろ協力をもらいながら働いているなっていう感じ
がするので，そういう意味で，まあ子育てしながら働くことって当たり前じゃないんじゃ
ないかって思うので，そういう意味でありがたみを感じるようになった気がします」
（D133）。「そうですね。まあ，私自身でどうだったのっていうと，今まで考えなかった子
どもとか家族っていうものに目を向けるようになったっていうのはありますかね。それで
自分自身が結構大変な思いをしてやってきた中で，もう 5 年経つので，子どもも大きくな
って，環境的にも無理がきくような立場に私はなってきているので，最近はそんなでもな
いですけど。逆に，そういう立場にいる人っていうのは，必ず会社にはどこかにいるわけ
で，そういう人達に，自然と，手を差し伸べるっていうと上から目線な言葉になっちゃう
んですけど，うまくその人を助けてあげられるように自分が立ち回るっていうのを今はや
ってあげたいなと。そういうことが出来るようになってこそ，なんて言うんでしょう，働
くママを少なくとも何年かやってきた働くママの先輩としての，会社の中での役割なのか
なっていうのは最近思いますね」（B143）。 
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第４節 考察  
本研究の目的は，研究 1-3 で構築した乳幼児をもつ働く母親の心理的成長プロセス・モ
デルの発展と精緻化，並びに，研究 1-1 と研究 1-2 で量的に明らかにした母親の発達的危
機と心理的成長に影響を及ぼす要因を質的に確認し，働く母親の心理的成長プロセスの詳
細を明らかにすることであった。目的に沿って考察を進める。 
本研究の結果から得られた働く母親の心理的成長プロセスは，研究 1-3 の自由記述の分
析で得られた心理的成長プロセスと大きな流れにおいては一致していることが確認された。
ただし，[心理的な葛藤]は，育児休暇を終えて仕事に戻ってからではなく，出産後間もな
くから仕事に復帰する前と，仕事に復帰した後の 2 段階あることが明らかになった。研究
対象となった女性は，出産前は，職業アイデンティティを中心に個人としてのアイデンテ
ィティを確立しており，結婚後も家庭生活より職業生活に重点を置き，出産前は【自分中
心の生活】を送っていた。そうした女性の生活は出産を契機として，【自分中心】から【子
ども中心の生活】へと大きく変化する。産後間もなく始まるこの第１葛藤期は，自分の中
に新たに出現した母親アイデンティティを発達させていく過程でもある。【自分中心】から
【子ども中心】への変化の過程では，個人のアイデンティティは母親アイデンティティを
組み込んで再構成が必要となるために，【仕事復帰前の不安】や【夫との関係性の変化】と
いった葛藤が生じると考えられる。 
育児休暇中に体験する様々な【不安】の中でも，＜孤立感と育児不安＞は，出産前には
仕事に費やしてきた多くのエネルギーと時間を育児に向け直すという，自己資源の配分の
急激かつ大幅な変化の中で生じる不安や混乱である。子どもを産んで一時的に育児に専念
する生活の中で，まだ話ができない乳児と 2 人きりの時間が長くなると，誰ともコミュニ
ケーションが取れずに社会から断絶されたような孤立感を深める。母親としてのアイデン
ティティも未熟で，まだ精神的に「母親」にはなっていない。  
「あわあわしてずっと，こうやってやってる（ジェスチャー）子どもと 2人でなかなか
時間が経たないみたいな」（A89）。「本当に一対一だったので，なんかその，何も言わない
ですし子どもが，なんかこう，命がその辺にあるみたいな，ちょっと怖い，恐怖というか，
そういうのがありましたね」（E85）。 
こうした育児休暇中に見られる＜孤立感と育児不安＞は，育児仲間を見つける，子ども
とのコミュニケーションが取れるようになる，仕事に復帰して会社や保育園とつながるな
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ど，他者との関係性を取り戻すことによって軽減され，育児中心の生活に適応できるよう
になっていくという重要な視点が得られた。 
「仕事に疲れていたので，産休・育休入るのが楽しみだったんですけど，でもあっとい
う間に飽きちゃって。そうなんですよ，で，このままじゃ駄目だと思って，一か月過ぎて
からは，近所に誰も知り合いがいなかったんです，なので，積極的に，なんていうんです
か，あの，赤ちゃん連れて遊ぼう会みたいのに行ったりとか，小児科で 2回以上会った人
には，『この前も会いましたよね』みたいな感じで（笑），声かけて一緒に遊びませんかみ
たいな感じで。そうしたら芋ヅル式でお友達ができて，後半は相当エンジョイしましたけ
ど，前半はきつかったです」（A89）。「でもホントそれ（産後うつ）は産まれてからすぐだ
ったので，それからこう育児に追われて，バタバタしているうちにそれはなくなってきた
かな～，やっぱこの子が笑うようになってきたからですかね，2 カ月とかそれ位過ぎると
ね，こっちの反応みていろいろ笑ったりしてくれたので，そういうのを見るとなんとか軽
くなってきたかな」（C106）。「やっぱり仕事に復帰が，1 人目の時は無認可の保育園に入園
が決まって，それでようやく復帰ってなった時につながるっていうか，社会とつながるっ
ていうのがありましたし，あと，やっぱり子育てが，まだやったことない子育てでしたか
ら，分からない中で，やっぱり無認可であろうが，保育園で先生方と繋がれたっていうこ
とでちょっと救われたというか」（E84）。 
育児休暇を終えて仕事に復帰すると，【仕事と子育ての両立の困難さ】に直面する。こ
れは，働く母親の第 2 葛藤期である。この時期の困難さは＜子どもの病気＞や＜余裕のな
さ＞に起因するものも多い。こうした困難を乗り越える過程（適応する過程）では，自ら
の【困難統制への努力】と並んで【周囲のサポート】が，仕事と子育ての両立生活への適
応を促進させていることが明らかになった。【周囲のサポート】の中でも，特に＜保育所の
サポート＞は，上述の Eさんの「保育園で先生方と繋がれたことで救われた」（E84）とい
う記述にも見られるように，初めて育児に取り組む女性にとって，保育所は就労中の子ど
もの保育を提供してくれる場としてだけでなく，母親が育児スキルを学ぶ，子の成長を第
三者の視点で確認できる，保育仲間に出会える場であるなど，実に様々なサポート機能を
提供していることが明らかとなった。 
「保育園ありがたいな（笑），はい。もう本当に私は，もうなんて言うんですか，父母
など，身寄りや親族で助けてくれる人がいなかっただけに，本当に有難さを感じますね，
保育園は。私の仕事だけでなく，私の心の健康を保つためにももう凄い貢献してくださっ
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ていると思います」（A111）。「やっぱり保育園の先生方はそういうの分かってくださって
いるので，今出来る範囲で，お母さんがこうやって関わったらいいわよっていうのを，す
ごくよく教えていただいたので」（B67）。「私が見ている部分だけじゃない側面から保育園
のスタッフの方が見ていてくれて話をしてくれるので ，ああこんな面もあったんだとか，
友達とはそんな風に接しているんだ，意外とやるなあとか，色々な側面が増えて，私一人
の時よりも，すごく面白い面を見せてくれるようになりました」（H128）。「保育園に入っ
てから，こういう時はどうしてます？みたいなのを同じクラスのお母さんに話したりとか，
保育園の中でのママ会とかで夜中まで飲み明かしたりして，そういうところでリフレッシ
ュになりますね（笑）」（I106）。 
また，【仕事と子育ての両立の困難さ】は，そうした【周囲のサポート】や【困難統制
への努力】と並んで，母親が＜子どもの成長＞に気づくことで，心の安定や自分らしさを
取り戻していくことが明らかになった。つまり，本研究では，母親の心理的成長は，子ど
もの成長という子ども側の要因によっても影響を受けるという，研究 1-1 から研究 1-3 で
は見いだせなかった新しい視点を得られた。子どもの成長に伴って，子どもの病気や母子
分離の困難が少なくなると，母親の心苦しさは軽減され，心の安定を取り戻していく。 
「今はほとんど休まなくなりましたね。で，うん，あんまり，私もそんなに休まなくな
ったので，すごいそこらへんは気持ち的には楽になりましたね。思い返して，あの時乗り
越えて仕事続けててよかったとは思いますね」（C124）「ああここからは本当に外の世界が
必要なんだと思って，後ろ髪引かれる思いから，行ってらっしゃいという感じに，気が随
分と楽になりましたね」（H60） 
このように，困難な状況に適応できるようになり母親が心理的に安定してくると，母親
役割と仕事役割間で生じていた葛藤は，母親が抱えられる程度に小さくなり，個人のアイ
デンティティの中に母親アイデンティティと職業アイデンティティは大きな矛盾なく組み
込まれていく。このようにして危機を乗り越えることで生じる【心のゆとり】と，＜自信
＞や＜他者への感謝＞などの【成長的変化を自覚】するという精神的な変化は，働く母親
の「心理的成長」である。 
「子育てに自信がなかったのかな？誰か他の人と話すとか，保育園遠くて大変だったん
ですけど，（中略）でも大変だなって思いながら，誰か他の人と触れるっていうのが一番安
心感があって，落ち着かなかったんですよね育休している時はなぜか。もっとどーんと構
えて子育てする権利もあるし，別に悪いことしている訳じゃないんだから，落ち着いてゆ
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っくり子育てできればいいのに出来なくって，仕事に復帰しちゃってからの方が，時間に
追われているとはいえ，落ち着いて自信が持てていました。それは経済的自立なのか，そ
れとも自分の，多分，娘と離れる時間があってよかったんじゃないですか」（I138）。 
「とにかく感謝，感謝の気持ちですね。色んな人に支えられてというか，特に夫，夫と
子どもへの感謝だし，職場の上司だったり，周りの方に感謝してますね。やっぱり理解し
ていただいて，できる範囲で，それでも嫌な顔せずというか，仕事もそういう不安定な状
況の中でまかせてもらえているし，チャンスもあるし（中略）最近なんか子どもが口が達
者になってきて，4 歳，3 歳なんですけど，『お母さん，自分はもう先生なんだからね，何
があっても先生辞めちゃいけないよ，先生がいないとみんな頑張れないんだからね，でも，
勉強しないと活躍できないよ！』って言われて（笑），分かって言っているんだろうか，な
んだろう，なんかでも子どもも，親の状況をある程度分かった上で，応援してくれている
ようで，まあなんかそう言われたら，『うん頑張るよ』って，なんか申し訳ないって思っち
ゃう方が申し訳ないのかなって。その反面で，『嫌なことが二つあるんだ，あんまり遊んで
くれないこと』とかね，言われたりして，『ごめんね』って（笑）」（G86）。 
インタビュー・データを用いた本研究では，［心理的な葛藤］が 2 段階であったことに
加えて，研究 1-3 と異なる箇所が若干確認された。本研究では，研究 1-3 で[困難な状況へ
の適応を模索する]段階に含まれていた【自己変化による困難受容】は見い出せなかったが， 
[困難な状況への適応を模索]する段階と【成長的変化を自覚】の間に【心のゆとり】が見
出された。このカテゴリーには，＜完璧を求めない＞という概念が含まれていたが，これ
は，研究 1-3 の【自己変化による困難受容】の中の＜完璧は無理・頑張りすぎない＞に相
応する概念である。また，同カテゴリーには，＜自分らしさを取り戻す＞という研究 1-3
では【保育所のサポートによる精神的安定と子育ての安心感】に位置した概念が含まれて
いた。本研究では自由記述と比較して情報量の多いインタビュ ・ーデータを使用したため，
【心のゆとり】という新たなカテゴリーを発見し，研究 1-3 で構築したプロセスを発展さ
せることが可能となった。母親が【困難統制への努力】や【周囲のサポート】によって仕
事と子育ての両立生活への適応が促進されていくと，母親役割と仕事役割との間の葛藤が
母親が抱えられる程度に減少する。このように，母親の中で安心が不安を上回るとき，＜
完璧を求めない＞，＜自分らしさを取り戻す＞など，ありのままの現状を受け入れられる
【心のゆとり】が生じるのではないだろうか。母親の中で生じた【心のゆとり】は成長的
な変化であり，【心のゆとり】が【成長的変化】を自覚する余裕を生みだすのだろう。 
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本研究では，安心して子どもを預けられる保育所の存在や，夫や職場など周囲からの理
解と協力が，母親の心を安定を促進し，それによって危機を乗り越えて成長につながるこ
とが示された。この結果は，保育所のサポートが，母親の子どもへの心苦しさを軽減し，
子育てへの安心感や母親としての自信回復をもたらし，危機を乗り越えて成長することに
つながるという，研究 1-1 の量的研究と研究 1-3 の質的研究で明らかになった結果を支持
するものといえる。また，研究 1-2 の量的研究において，心理的成長には，育児の協力者
がいること，母親が夫の家事・育児への協力や仕事に満足していることが関係しているこ
とが明らかになったが，本研究の結果でも，夫や職場など周囲からの理解と協力が母親の
心理的安定と成長につながることが明らかとなり，研究 1-2 の量的研究で明らかになった
ことを，研究 2 の質的研究でも確認できたといえる。 
研究 1-1 と研究 1-2 では，母親が理想の子育てを実現できていることが，母親の心苦し
さを軽減し，心理的成長を高めることに関連することが示されたが，理想の子育ての内容
については質的研究で明らかにする必要があった。本研究の結果では，母親にとって，「子
どもとゆっくり向き合う時間がもてること」が理想の子育てとする語りが多くみられた。
同時に，そうは思い努力をしていても，日常的に仕事や家事に追われ，現実的にはそうし
た時間を母親が望むほどはもてていないことが共通して語られた。 
「やっぱり一緒にいる時間が圧倒的に少ないので（中略），幼稚園とかに通われている
お母さんとかのお子さんを見ると，一緒にいる時間が多いから，どうしても比べちゃうと，
少ないし，帰ってきてからもバタバタしゃちゃってるんで，もうちょっと時間に，自分も
そうなんですけど，余裕がないんで，一緒にお絵かきしたりだとか，一緒に本を読んだり
とか，一緒にっていう時間をもう少し多く取りたいとは思いますね」（C68）。 
「もうちょっと子どもと向き合う時間は欲しいなとか，一日一回本を読む時間であった
りとか，もう少しゆったりとした気持ちで話す時間は欲しいなとは思います」（D51）。 
「理想，うーん，本当は，生まれたばかりの位の時は，もっとおだやかにゆったり時間
を取って接したいなとは思っていたんですけど，やっぱり現実的に夜は７時くらいに家に
戻って，そこからもろもろ，食事ですとか家事っていうと，やっぱりなんかまだ，自分の
理想的なことにはなっていないですけど。ただ，なるべく休みがある時は，子どもの関心
があるところに連れて行くとか，限られた時間の中で本を読んだりとかはしようという努
力はしているんですけど，はい」（E54）。 
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乳幼児期の子どもがいながら仕事と子育てを両立させる生活では時間に追われること
が多く，母親が子どもとゆっくりと向き合える時間は少ない。このため，働く母親にとっ
て子どもとゆとりをもって向き合えることは「理想」となるようだ。母親の語りの中の，
「もうちょっと」や「もう少し」という言葉が示すように，時間に追われる生活の中で，
子どもとゆっくり向き合いたいという理想は 100％は満足させることは難しいが，限られ
た時間の中で周囲の協力を得ながら努力することで，ある程度までは満たされることが，
心理的危機を乗り越えるために必要であるといえる。これは，乳幼児期は，子ども側が母
親的対象を必要とする度合が高いことに呼応するように，母親側も子どもと向き合い子育
てを楽しむ時間を必要としていることを意味するのではないだろうか。本研究では，量的
研究では明らかにできになかった「理想の子育て」の内容を質的に確認することができた。
母親にとって働きながらも母親としての時間をもてることは，子どもに対する過度な心苦
しさを回避し，母親としての自信や危機を乗り越えることにつながると考えられる。 
本研究の結果では，働く母親が危機を乗り越えて成長するためには，周囲のサポートで
母親の心が安定することと，母親が子どもと向き合う時間が重要であることが示された。
子どもと向き合う時間，すなわち，「母親する」時間を保障することによって，母親が子育
てと親としての自分に自信を保つことでき，個人の中で，母親役割と職業役割が矛盾なく
存在できるようになる。これは，母親としての意識をもちながら大きな葛藤なく仕事を遂
行できるようになるという個人の変化であり，個人の中で「働く母親」という新しいアイ
デンティティが確立されたと考えることができる。 
本研究の心理的成長プロセス・モデルをアイデンティティの視点から整理する。[心理的
な葛藤]は 2 段階である。仕事復帰前の第１葛藤期は，自己内に母親アイデンティティを発
達させていく過程であり，【自分中心】から【子ども中心】への変化の中で，母親としての
自分に慣れていく時期である。第 2 葛藤期は仕事復帰後の，【仕事と子育ての両立の困難さ】
である。この時期は，保育所の送迎などの日常の子どもの世話に加えて，子どもの急な病
気など不測の事態が発生しやすく，思うように仕事を進めるのが難しく，母親アイデンテ
ィティと職業アイデンティティは葛藤しやすい。次の［困難な状況への適応を模索］する
段階は，個人の中で母親アイデンティティを発達させながら職業アイデンティティを修正
する過程であり，母親として制約がある中での働き方を模索しながら，母親としての働き
方に慣れていく時期である。【周囲のサポート】や【困難統制への努力】によって母親が心
理的に安定し，個人の中で母親であることと働くことが相矛盾なく成立できるようになる
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と，【心のゆとり】が生まれ，【成長的変化を自覚】できるようになる。この変化が働く母
親の「心理的成長」である。母親としての働き方を確立するとき，個人の中で母親アイデ
ンティティと職業アイデンティティは矛盾なく組み込まれ，「働く母親アイデンティティ」
が確立する。このように，アイデンティティの視点から見ると，働く母親が心理的に成長
するプロセスは，「働く女性」が母親アイデンティティを発達させながら「働く母親」へと
変化・成長するプロセスであり，「働く母親アイデンティティ」を確立することが働く母親
の心理的成長である。 
本研究の質的分析によって明らかにされた働く母親の心理的成長プロセスでは，仕事と
子育てを両立させるための自らの努力と平行して，周囲のサポートで母親が子育てに安心
感をもてることが，危機を乗り越えての成長を促すことが示された。この結果は，より客
観的に検討するためにも，再び量的データに戻り再現できるかを確認する必要があるだろ
う。 
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第７章 研究 3：働く母親の心理的成長プロセスの量的確認 
 
 
第１節 目的 
研究 2 では，インタビュー調査によって，働く母親が危機を乗り越えての成長的に変化
するプロセス・モデルを構築した。そこでは，危機的状況から成長的変化を引き起こすき
っかけとなるのは，母親自らが仕事と育児を両立させるために努力することに加え，周囲
の理解と協力や子ども成長に気づくことで母親が心理的に安定することであると考えられ
た。母親が母親としての自分に自信をもてるようになると，子どもに対する心苦しさとい
う危機は母親が抱えられる程度に軽減し，【心のゆとり】が生まれ，＜自信＞や＜視野の広
がり＞といった【成長的変化】を自覚できるようになることが働く母親の心理的成長と考
えられた。このような研究 2 の質的分析で得られた結果は，より客観性の高い量的分析に
よって確認する必要がある。 
本研究の目的は，研究 2の質的分析によって明らかにされた上述のプロセスが，より客
観性の高い量的データによっても裏付けることができるかを検討することである。本研究
では，研究 1 で使用したデータを分析に使用する。これらのデータは研究 2 で明らかにし
たプロセス・モデルに基づいて収集されたものではないが，それらのデータを用いて，研
究 2 で得られた知見と一致する結果が確認できれば，研究 2 で提示した心理的成長プロセ
ス・モデルが成立するための必要条件を確認できたと考えることができる。 
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第２節 方 法 
 
第１項 調査対象・調査期間・調査方法・手続き 
研究 1 と同じである。 
 
第２項 調査内容 
 本研究では，研究 1 で使用した調査内容のうち，以下の項目を分析に使用した。 
（1） トラウマ後成長尺度－日本語版（PTGI-J）（Taku ら，2007）。 
働く母親の心理的成長を捉える尺度として使用した。 
（2） 心苦しさに関する項目。 
母親の心理的危機の強さを捉える指標として使用した。 
（3） 育児肯定感・否定感（菅野・田矢・柏木，2003）。 
母親が子育てに安心感と，母親としての自信をもてているかを測るための指標とし
て使用した。 
（4） 自尊感情尺度（山本・松井・山城，1982）。 
母親が自身を肯定的に捉えることができているか，母親としての自信をもてている
かを測るための指標として使用した。 
（5） 3 次元モデルにもとづく対処方略尺度（TAC-24）（神村ら，1995）。 
母親が仕事と育児を両立させるための努力を測る指標として，自ら積極的に問題に
関与して解決を図る方略である「情報収集」，「肯定的解釈」，「計画立案」を使用し
た。 
（6） Stress Response Scale-18（SRS-18）（鈴木，1997，2004）。 
母親が心理的危機を乗り越え精神的に安定しているかを確認するための指標とし
て使用した。 
（7） フェイスシートの項目。 
母親が仕事と育児を両立させるための理解とサポートを周囲から得られているか
の指標として，育児協力者数，夫（パートナー）の家事・育児への協力満足度，仕
事満足度の項目を使用した。母親の子育てへの安心感の指標として，母親規範に関
する質問と理想の子育て実現度の項目を使用した。また，母親の属性による違いを
確認するために，母親（妻）年齢，夫年齢，第 1 子年齢，第 2 子年齢，子どもの数，
仕事と子育ての両立期間，勤務時間の項目を使用した。 
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第３節 結 果 
 
第１項 働く母親の心理的成長の高低による比較 
働く母親の心理的成長得点の平均（2.90）を基準として，2.90 未満を低群，2.90 以上を
高群の 2 群に分類して分析を行った。心理的成長高群の母親は心理的危機を解決しており，
低群の母親は危機を乗り越える途上にいると考え，両者間で以下の 5 カテゴリーについて，
26 変数を比較した。 
1. 心苦しさ（心理的危機の高さ；全体得点と 5 つの下位尺度得点） 
2. ストレス対処（困難への対応・努力）；「情報収集」，「肯定的解釈」，「計画立案」） 
3. 周囲のサポート：「育児協力者数」，「夫の協力満足度」，「仕事満足度」 
4. 子育ての自信と安心感と心の安定：「育児肯定感」，「育児否定感」，「自尊感情」，
「母親規範意識」，「理想の子育て実現度」，「精神的健康」 
5. 基本属性：「妻（母親）年齢」，「夫年齢」，「第 1 子年齢」，「第 2 子年齢」，「第 3
子年齢」，「こどもの数」，「仕事と子育ての両立期間」，「勤務時間」 
 
心理的成長高群が危機を乗り越えていれば，心苦しさが低く，子育てに安心感と母親と
しての自分に自信をもち，自ら積極関与するストレス対処行動をとり，精神的に安定し，
周囲からのサポートを得られていると考えることができる。 
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（1） 心苦しさ（危機）の比較 
心理的成長高群と低群の 2 群間で「心苦しさ（心理的危機）」得点を比較したところ，
高群は低群より心苦しさが有意に低かった（t(370)=2.44, p<.05）。下位尺度得点では，「子
どもへの心苦しさ」（t(381.11)=3.14, p<.05）および「母親規範による心苦しさ」（t(382)=2.30, 
p<.05）のみに有意差が認められ，いずれも高群の得点は低群よりも低かった。「職場への
心苦しさ」の平均値は他の下位尺度得点と比較して高めであったが，2 群間での差は認め
られなかった。また，「夫」や「祖父母」への心苦しさについても差は認められなかった（Table 
28）。 
この結果は，心苦しさの中でも，「子ども」や「母親規範」による心苦しさが心理的成
長と関係することを示すものである。つまり，母親の心理的成長を高めるには，子どもや
母親としての心苦しさといった危機がある程度解消されている必要がある。心理的成長の
高い母親は，子どもや母親としての心苦しさが母親が抱えられる程度に減少し，危機を乗
り越えたと考えることができる。一方で，心理的成長の低い母親は，子どもや母親として
の心苦しさが十分には解消されておらず，危機を乗り越えることはできていないと考える
ことができる。 
 
Table 28 心理的成長高低の 2群による比較（1）：心苦しさ（危機） 
心理的成長 N 平均値 (SD) t値  df 有意確率
子どもへの心苦しさ 低群 189 3.51 (0.85) 3.138 381.11 0.002
高群 196 3.22 (0.95)
母親規範による心苦しさ 低群 188 2.91 (1.08) 2.302 382 0.022
高群 196 2.65 (1.09)
祖父母への心苦しさ 低群 185 2.29 (1.23) 1.383 374 0.167
高群 191 2.12 (1.15)
夫への心苦しさ 低群 185 1.99 (0.90) 0.761 379 0.447
高群 196 1.92 (0.92)
職場への心苦しさ 低群 189 3.52 (1.13) 0.518 383 0.605
高群 196 3.46 (1.18)
心苦しさ 低群 181 2.91 (0.69) 2.439 370 0.015
高群 191 2.73 (0.74)  
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（2） ストレス対処と周囲のサポート 
心理的成長高群と低群の 2 群でストレス対処と周囲のサポートに関する項目を比較した。
その結果，全ての項目で有意な差が認められた。自ら積極関与して問題解決を図るストレ
ス対処方略は，「情報収集」（t(383)=-4.73, p<.001），「肯定的解釈」（t(384)=-3.15, p<.01），お
よび「計画立案」（t(383)=-4.51, p<.001）のいずも高群の得点が低群を上回った。また，周
囲からのサポートについても，「育児協力者数」（t(238.04)=-2.93, p<.01），「夫の協力満足度」
（t(358.03)=-2.78, p<.01），および「仕事満足度」（t(381)=-4.31, p<.001）のいずれも，高群が
低群より高かった（Table 29）。 
この結果は，ストレス対処方略の違いや周囲からのサポートが母親の心理的成長に影響
することを示すものである。前述の分析結果では，心理的成長の高い母親は，子どもや母
親規範による心苦しさが少なく，危機を乗り越えたと考えることができた。今回の結果か
らは，自ら問題に関与して解決するための努力と平行して，育児のサポートがあること，
夫や職場からの理解と協力を得られていることが，危機を乗り越えて心理的成長を高める
ことにつながることが示されたと考えることができる。 
 
Table 29 心理的成長高低による比較（2）：ストレス対処と周囲のサポート 
心理的成長 N 平均値 (SD) t値  df 有意確率
情報収集 低群 188 9.95 (2.74) -4.735 383 0.000
高群 197 11.19 (2.43)
肯定的解釈 低群 188 10.79 (2.36) -6.078 363.51 0.000
高群 197 12.13 (1.95)
計画立案 低群 188 10.38 (2.37) -4.505 383 0.000
高群 197 11.43 (2.19)
育児協力者数 低群 124 1.19 (0.45) -2.927 238.04 0.004
高群 131 1.38 (0.61)
夫の協力満足度 低群 179 2.75 (1.00) -2.784 358.03 0.006
高群 191 3.03 (0.91)
仕事満足度 低群 188 2.80 (0.81) -4.313 381 0.000
高群 195 3.14 (0.76)  
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（3） 子育ての自信と安心感・心の安定の比較 
心理的成長高群と低群の 2 群間で，母親の子育てに対する自信と安心感を確認するため
に，「自尊感情」，「育児肯定感」，「育児否定感」，「母親規範」，および「理想の子育て」を
比較した。また，母親の心の安定を確認するために，「精神的健康（ストレス反応）」を比
較した。その結果，「母親規範」を除くすべての項目で 2 群間に有意差が認められた。心理
的成長高群の母親は低群の母親と比較して，「自尊感情」（t(383)=-4.85, p<.001），「育児肯定
感」（t(384)=-3.15, p<.01），および「理想の子育て」（t(381)=-4.77, p<.001）が高く，「育児否
定感」（t(383)=3.51, p<.01），および「心理的ストレス反応」（t(377.93)=3.31, p<.01）が低か
った（Table 30）。 
 
Table 30 心理的成長高低の 2群による比較（2）：子育ての自信と安心感・心の安定 
心理的成長 N 平均値 (SD) t値  df 有意確率
自尊感情 低群 189 3.35 (0.74) -4.848 383 0.000
高群 196 3.71 (0.70)
育児肯定感 低群 189 3.48 (0.59) -3.152 384 0.002
高群 197 3.68 (0.66)
育児否定感 低群 188 2.27 (0.63) 3.508 383 0.001
高群 197 2.04 (0.64)
母親規範 低群 184 2.78 (0.71) -0.408 375 0.684
高群 193 2.81 (0.75)
理想の子育て 低群 187 2.37 (0.65) -4.766 381 0.000
高群 196 2.68 (0.60)
精神的健康 低群 189 11.91 (10.11) 3.313 377.93 0.001
（ストレス反応） 高群 196 8.62 (9.33)  
 
心理的成長高群の母親は，「育児肯定感」と「自尊感情」が高かったが，これは，高群
の母親は低群と比較して，母親としての自分に自信をもっているためと考えられる。また，
「育児否定感」尺度項目には，「私は親として不適格ではないかと感じる」といった「親と
して」の自己評価に関わる項目が含まれているが，高群は低群と比較して「育児否定感」
が低かったことからも，親としての自分を肯定的に捉えることができていると考えること
ができる。 
「母親規範」は両群間で差は見られなかったが，高群は低群より「育児肯定感」が高か
った。これは，高群の母親は低群と比較して，母親として同程度の規範意識をもちながら，
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子育てにより安心感をもち，子育てをより楽しめていることを示すものである。高群では
「理想の子育て」も高かったが，研究 2 の質的研究では，働く母親の理想の子育ては「子
どもとゆっくり向き合えること」であった。心理的成長が高い母親は，低い母親と比べて，
子どもにゆっくりと向き合いたいという理想がある程度満たされていると考えることがで
き，これが子育てへの安心感と母親としての自信を保つことにもつながっているのではな
いだろうか。高群の母親は低群と比較して心理的ストレス反応が低かったが，これも母親
が危機を乗り越えて精神的に安定していることを示すものであろう。 
これらの結果は，母親が子育てに安心感と母親としての自分に自信をもち，心理的に安
定することが，母親の心理的成長を高めることに影響することを示すものである。前述の
分析結果では，心理的成長の高い母親は，積極関与するストレス対処と周囲からのサポー
トで危機を乗り越えたと考えられた。そのようにして危機を乗り越えたとき，母親が子育
てに安心感と母親としての自信を回復し，心理的に安定して，自らの成長側面を自覚する
ことができると考えられる。 
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（4） 属性の比較 
心理的成長高群と低群の 2 群間で，年齢，子どもの数，仕事と育児の両立期間，勤務時
間といった属性を比較した。その結果，母親自身の年齢（妻年齢），夫年齢，および第 2
子と第 3 子の年齢には有意な差は認められなかった。一方，「第 1 子年齢」（t(372.55)=-3.22, 
p<.01），「子どもの数」（t(384)=-2.24, p<.05），および「仕事と育児の両立期間」（t(372.32)=3.33, 
p<.01）には 2 群間で有意な差が認められた。「勤務時間」については有意傾向は認められ
たが，有意な差までは認められなかった（t(274.90)=-1.78, p<.10）（Table 31）。 
 
Table 31 心理的成長高低の 2群による比較（4）：属性 
心理的成長 N 平均値 (SD) t値  df 有意確率
妻年齢 低群 182 35.36 (4.54) -1.096 370 0.274
（歳） 高群 190 35.88 (4.73)
夫年齢 低群 171 36.85 (5.34) -0.805 351 0.421
（歳） 高群 182 37.31 (5.38)
第1子年齢 低群 183 3.81 (2.95) -3.217 372.55 0.001
（歳） 高群 193 4.85 (3.32)
第2子年齢 低群 78 2.79 (2.98) -0.787 176 0.433
（歳） 高群 100 3.14 (2.84)
第3子_年齢 低群 14 2.64 (2.34) -0.713 33 0.481
（歳） 高群 21 3.29 (2.78)
子どもの数 低群 189 1.49 (0.63) -2.238 384 0.026
高群 197 1.64 (0.75)
仕事と育児の両立期間 低群 186 38.58 (33.63) -3.330 372.32 0.001
（カ月） 高群 193 51.04 (39.07)
勤務時間 低群 149 35.31 (8.21) -1.775 274.90 0.077
（時間／週） 高群 173 36.77 (6.28)  
 
心理的成長の高い母親は低い母親と比較して，第 1 子の年齢が高く，子どもの数が多く，
仕事と育児の両立期間が長かった。第１子の年齢の違いは，子どもの発達の違いであり，
母親の心理的成長には子ども側の発達も関連することが示唆される。研究 2 の質的分析で
は，子どもが成長して病気が減る，母子分離の困難が少なくなるなど，母親が＜子どもの
成長＞に気づくことで，心の安定や自分らしさを取り戻していくといった母親の成長プロ
セスが示されたが，この結果は，＜子どもの成長＞が母親の心理的成長に関連するという
質的分析で得られた結果と一致している。母親の年齢は 2 群間での差は見られなかったが，
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仕事と育児の両立期間については高群は低群よりも長かった。これは，母親が危機を乗り
越えて心理的成長を自覚できるようになるまでには，子ども側の成長とともに，母親が両
立に従事する期間がある程度必要であることを示すものだと考えられる。手のかかる乳幼
児期の子育てと仕事とを両立させることの困難に向き合い成長するためには，一定の心的
作業期間を要する。乳幼児をもつ働く母親にとっての主要な危機・困難は子どもに関わる
ものであるため，子ども側の発達に伴って，子どもの病気で仕事を休むことや母子分離時
の困難も減少し，危機が軽減していく部分もあるが，母親側が周囲のサポートや自らの努
力で困難な状況に対応する方法を模索する時間が，母親の心理的成長を導き出すためには
必要だと考えられる。心理的成長高群の母親は低群の母親と比較して子どもの数が多かっ
たが，これは，母親が「心のゆとり」をもつことが，が子どもの数にも影響することを示
唆するものと考えられる。勤務時間については，高群の方が低群より働く時間が長い傾向
が認められた。これは，第 2 子と第 3 子の年齢で 2 群間に差がみられなかったことから，
短時間勤務といった子どもの年齢による勤務時間の変更の影響というよりは，先の分析で
見たように，高群の母親は低群より周囲のサポートを受けられる環境にあるため，低群よ
り少し長めに仕事に従事することが可能になっていると考えられる。 
 
164 
 
第２項 働く母親の心理的成長に影響を与える要因の検討 
前項で，働く母親の心理的成長の程度との間に関連が示された変数は，「心苦しさ」，ス
トレス対処（「情報収集」，「肯定的解釈」，「計画立案」），周囲のサポート（「育児協力者数」，
「夫の協力満足度」，「仕事満足度」），子育ての自信と安心感・心の安定（「自尊感情」，「育
児肯定感」，「育児否定感」，「理想の子育て」，「精神的健康」），母親の基本属性（「仕事と子
育ての両立期間」，「第１子の年齢」，「子どもの数」）であった。 これらの結果を踏まえ，
それぞれの変数がどの程度母親の心理的成長に影響しているかを検討するために，母親の
「心理的成長得点」を基準変数（従属変数）として重回帰分析を行った。まず，心理的成
長全体の得点で検討を行った後，心理的成長の 4 因子（「自己の強さと柔軟性」，「変化への
積極性」，「人生への新たな気づき」，「他者との関係」）それぞれを基準変数とした場合につ
いても検討した。 
 
説明変数（独立変数）は，次の 5 カテゴリー15 変数である。 
1. 「心苦しさ」（全体得点） 
2. ストレス対処（「情報収集」，「肯定的解釈」，「計画立案」） 
3. 周囲のサポート（「育児協力者数」，「夫の協力満足度」，「仕事満足度」） 
4. 子育ての自信と安心感・心の安定（「自尊感情」，「育児肯定感」，「育児否定感」，
「理想の子育て」，「精神的健康」） 
5. 母親の基本属性（「仕事と子育ての両立期間」，「第１子の年齢」，「子どもの数」） 
 
働く母親の心理的成長および心理的成長尺度の 4因子を基準変数とし，関連要因の各変
数を説明変数として重回帰分析を行った。5 つの基準変数（「心理的成長得点」，心理的成
長の 4 因子「自己の強さと柔軟性」，「変化への積極性」，「人生への新たな気づき」，「他者
との関係」）それぞれに対して，説明変数として上記 5 カテゴリー15 変数を投入した。解
釈はステップワイズ法により，投入された変数の偏回帰係数の有意性（5％水準）の基準で
変数の増加を打ち切った（Table 32）。 
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Table 32 心理的成長に影響を与える変数の重回帰分析 
説明変数
心苦しさ － － － － －
ストレス対処
　情報収集 0.243*** 0.173*** 0.248*** 0.241*** 0.213***
　肯定的解釈 0.160*** 0.203*** 0.125** － －
　計画立案 － － － － －
周囲のサポート
　育児協力者数 0.119** － 0.180*** － －
　夫の協力満足度 0.149*** 0.118** － 0.162*** 0.221***
　仕事満足度 － － － － －
子育ての自信と安心感
　自尊感情 － － － － －
　育児肯定感 0.135** － － 0.248*** 0.122*
　育児否定感 － － － － －
　理想の子育て 0.218*** 0.298*** 0.179*** － 0.143*
　精神的健康 － － － － －
属性
仕事と育児の両立期間 0.190*** 0.250*** 0.158*** － 0.179**
第1子年齢 － － － － －
子どもの数 － － － － －
R 2 0.336*** 0.302*** 0.225*** 0.175*** 0.202***
F 値 16.521 19.946 13.476 16.736 11.857
df (7, 229) (5, 231) (5, 232) (3, 236) (5, 234)
注1）***p <.001, **p<.01,　*p <.05
注2）ステップワイズ法にて、投入した説明変数のうち選択された変数のみ表示。
標準偏回帰係数
N=237
PTGIJ（全体） 自己の強さと柔軟性 変化への積極性
心理的成長
人生への新たな気づき 他者との関係
N=237 N=238 N=240 N=240
 
 
まず，基準変数を「心理的成長得点（PTGIJ）」とする重回帰分析によって，働く母親の
心理的成長全体に影響する要因を検討した。その結果，選択された変数は，ストレス対処
（「情報収集」，「肯定的解釈」），周囲のサポート（「夫の協力満足度」，「育児協力者数」），
子育ての自信と安心感（「理想の子育て」，「育児肯定感」），母親の基本属性（「仕事と育児
の両立期間」）であり，β は有意な正の値が示され，説明率は 33.6％，0.1％水準で有意とな
った（F=16.52, df=7,229）。つまり，情報収集と肯定的解釈というストレス対処スタイルを
もち，家事や育児に協力的な夫や育児への協力者というサポート資源を有し，自身が理想
とする子育てができており，子育ての肯定感が高く，仕事と育児の両立期間が長い母親が，
より心理的成長が高いという関係が認められた。 
次に，心理的成長尺度の 4 因子を基準変数とし，関連要因の各変数を説明変数とする重
回帰分析を行った。 
その結果，基準変数を「自己の強さと柔軟性」とした場合には，選択された変数は，ス
トレス対処（「情報収集」，「肯定的解釈」），周囲のサポート（「夫の協力満足度」），子育て
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の自信と安心感（「理想の子育て」），母親の基本属性（「仕事と育児の両立期間」）であり，
β は有意な正の値が示され，説明率は 30.2％，0.1％水準で有意となった（F=19.95, df=5,231）。 
基準変数を「変化への積極性」とした場合には，ストレス対処（「情報収集」，「肯定的
解釈」），周囲のサポート（「育児協力者数」），子育ての自信と安心感（「理想の子育て」），
母親の属性（「仕事と育児の両立期間」）が選択され，β は有意な正の値が示され，説明率
は 22.5％，0.1％水準で有意となった（F=13.48, df=5,232）。 
「人生への新たな気づき」では，選択された変数は，ストレス対処（「情報収集」），周
囲のサポート（「夫の協力満足度」），子育ての自信と安心感（「育児肯定感」）であり，β は
有意な正の値が示され，説明率は 17.5％，0.1％水準で有意となった（F=16.74, df=3,236）。 
「他者との関係」では，ストレス対処（「情報収集」），周囲のサポート（「夫の協力満足
度」），子育ての自信と安心感（「理想の子育て」，「育児肯定感」），母親の基本属性（「仕事
と育児の両立期間」）が選択され，β は有意な正の値が示され，説明率は 20.2％，0.1％水準
で有意となった（F=11.86, df=5,234）。 
投入した５つの基準変数すべてにおいて有意な関連を示した変数は「情報収集」（スト
レス対処）であった（「PTGIJ」，β=.243, p<.001），（「強さ柔軟」，β=.173, p<.001），（「変化積
極」，β=.248, p<.001），（「気づき」，β=.241, p<.001），（「他者」，β=.213, p<.001）。情報収集と
いう主体的行動により問題解決を図るストレス対処スタイルをもつ母親は，仕事と子育て
の両立から成長的な変化を強く感じることが示された。 
 「夫の協力満足度」は，「変化への積極性」を除く４つの基準変数との間に有意な関連が
見られた（「PTGIJ」，β=.149, p<.001），（「強さ柔軟」，β=.118, p<.01），（「気づき」，β=.162, p<.001），
（「他者」，β=.221, p<.001）。夫が家事や育児に協力的であると，母親の心理的成長が高く
なることが示された。 
「人生への新たな気づき」を除く４つの基準変数との間に有意な関連が見られたのは，
「理想の子育て」（「PTGIJ」，β=.218, p<.001），（「強さ柔軟」，β=.298, p<.001），（「変化積極」，
β=.179, p<.001），（「他者」，β=.143, p<.001），および「仕事と育児の両立期間」（「PTGIJ」，β=.190, 
p<.001），（「強さ柔軟」，β=.250, p<.001），（「変化積極」，β=.158, p<.001），（「他者」，β=.179, 
p<.001）であった。母親が理想とする子育てができていること，および仕事と育児の両立
を模索する期間の長さが，直接，母親の心理的成長に影響することが示された。 
投入した変数の中で，5つの基準変数のいずれとも関連がなかった変数は，「心苦しさ」，
「計画立案」（ストレス対処），「仕事満足度」（周囲のサポート），「自尊感情」・「育児否定
167 
感」・「精神的健康」（子育ての自信と安心），「第 1子年齢」と「子どもの数」（属性）であ
った。これらの変数は，直接的には母親の心理的成長を高めることに関与しないと考える
ことができる。 
いずれの基準変数とも関連が示されなかった変数の中で，「第 1 子年齢」は母親になっ
てからの期間を表すものでもある。「仕事と育児の両立期間」が母親の心理的成長に影響す
ることが示されたのに対し，母親になってからの期間を表す「第 1 子年齢」と心理的成長
との関連が示されなかった。これは，働く母親の心理的成長が親としての成長とは異なる
ことを示すものである。つまり，働く母親の心理的成長は，母親としての子育て期間の長
さではなく，仕事と育児とを両立させようとする期間の長さが影響するということである。
これにより，働く母親の心理的成長は，仕事と育児の両方に従事することによる成長であ
り，母親が仕事をしていない場合には見られない成長と考えることができる。 
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第４節 考察  
 
第１項 働く母親の心理的成長高低による比較の考察 
本研究では，研究 2 の質的分析で構築した乳幼児をもつ働く母親の心理的成長プロセ
ス・モデルを量的データを用いて確認することを目的とした。 
目的に沿って，まず，働く母親を心理的成長低群・高群の 2 群に分類して分析を行った。
心理的成長高群の母親は心理的危機を解決しており，低群の母親は危機を乗り越える途上
にいると仮定し，2 群間で，心苦しさ（危機の高さ），ストレス対処（困難を乗り越えるた
めの努力），育児協力者数・夫の協力満足度・仕事満足度（周囲のサポート），育児感情・
自尊感情・母親規範意識・理想の子育て実現度（子育ての安心感と母親としての自信），精
神的健康（心の安定），および母親の属性を比較した。 
その結果，心理的成長の高い母親は，低い母親と比較して，心苦しさが少なく，危機を
乗り越えていると考えることができた。一方で，心理的成長の低い母親は，子どもや母親
としての心苦しさが十分には解消されておらず，危機を乗り越えていないと考えることが
できた。また，高群の母親は，自ら積極関与して問題解決を図るストレス対処が高く，育
児協力者数，夫の協力満足度，仕事満足度のいずれも低群を上回っており，仕事と育児の
両立に周囲からのサポートがある環境にいることが示された。研究 2 では，自らの努力と
周囲のサポートが，母親が危機を乗り越えて成長に至るプロセスを促進することが示され
たが，本研究の結果でも同様の結果が示された。また，本研究では，高群は低群と比較し
て，子育てへの安心感と母親としての自信を保ち，心理的に安定していることが示された。
これらは，母親が子育てに安心感と母親としての自信を回復し，心の安定を取り戻すこと
が成長につながるという研究 2 で質的分析の結果明らかになったプロセスを，本研究の量
的分析でも裏付けることができたといえる。このように，心理的成長低群・高群の 2 群に
よる分析結果は，研究 2の質的分析で明らかにした心理的成長プロセスと矛盾せず，目的
通り，研究 2 で提示した心理的成長プロセス・モデルが成立するための必要条件を量的分
析によって確認できたと考えることができる。 
働く母親の心理的危機である心苦しさの中で，心理的成長高群と低群の 2群間に差が見
られたのは，「子ども」や「母親規範」による心苦しさであった。「職場」への心苦しさの
平均値は，他の心苦しさ項目と比較して高群・低群ともに高かったが，両群間に有意な差
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はなく，心理的成長との関連は認められなかった。研究 1-1 でも，母親の精神的健康と育
児否定感にネガティブな影響を及ぼすのは「子ども」と「母親規範」による心苦しさであ
った。これらの結果が示すことは，乳幼児をもつ働く母親にとって主要な危機になるのは，
子どもに関係する困難さと，母親としての自分の在り方に関わる困難さである。母親が危
機を乗り越えるためには，子どもや母親としての心苦しさが母親が抱えられる程度に軽減
される必要がある。母親としての自分は子どもとの関係性の上で成立しており，「子ども」
と「母親規範」による心苦しさは表裏一体な部分もあるだろう。乳幼児をもつ母親の心理
は，子ども側も成長が未熟で病気になりやすく母子分離時の困難も大きいが，母親側も母
親としての成長が未熟であり，母親としての自分に自信を失いやすい時期でもある。その
ため，この時期の母親にとって，母親が仕事をしながらも，母親としての自分に自信が持
てるような周囲のサポートが危機を乗り越えるためには有効であると考えられる。母親の
理想の子育てである「子どもとゆっくり向き合う」ための「母親する」時間の確保も，母
親の心苦しさの軽減と母親が母親であるための自信の回復と心の安定に必要である。 
心理的成長高群と低群との間に母親自身の年齢には差がないものの，高群の母親は低群
と比較して仕事と育児の両立期間が長かった。これは，母親が危機を乗り越えて心理的に
成長するためには，子ども側の成長だけでなく，母親側にも自らの努力とともに周囲のサ
ポートを受けながら仕事と育児の両立の困難さに適応し成長していくための一定の作業時
間が必要であることを意味すると考えられる。母親は，仕事と育児の両立生活に従事しな
がら，「働く母親」へと成長していくのである。 
 
第２項 働く母親の心理的成長に影響を与える要因の考察 
心理的成長低群・高群の 2 群間での分析により心理的成長への関連が確認された各変数
が，どの程度働く母親の心理的成長を高めることに寄与するのかを検討するために，母親
の心理的成長得点および心理的成長の 4 因子それぞれを基準変数，5 カテゴリー（心苦し
さ，ストレス対処，周囲のサポート，子育ての自信と安心感，母親の基本属性）15 変数を
説明変数として重回帰分析を行った。その結果，全体の心理的成長得点に影響を及ぼすの
は，情報収集・肯定的解釈（ストレス対処），夫の協力満足度・育児協力者数（周囲のサ
ポート），理想の子育て・育児肯定感（子育ての自信と安心感），仕事と育児の両立期間
（母親の基本属性）であることが明らかになった。したがって，心苦しさを除く 4 つのカ
テゴリーからそれぞれ心理的成長を促進する要因が確認された。一方で，心苦しさ，計画
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立案（ストレス対処），仕事満足度（周囲のサポート），自尊感情・育児否定感・精神的
健康（子育ての自信と安心感），第 1 子年齢・子どもの数（基本属性）については心理的
成長への影響は認められなかった。この結果は，先の t 検定による分析で心理的成長との
関連が示された変数の中でも，母親の心理的成長に直接関与するものと，関与しないもの
がある，ということである。 
心苦しさ（危機）は，心理的成長への契機となり得るが，直接的には母親の心理的成長
を高めるものではないと考えられる。 
ストレス対処は，情報収集と肯定的解釈が母親の心理的成長を高める要因であった。そ
の中でも情報収集は，心理的成長全体得点および 4 つの因子得点のすべてに影響を及ぼし
ており，心理的成長を高めるために特に有効なストレス対処といえる。情報収集の項目内
容を見ると，「既に経験した人から話を聞いて参考にする」，「力のある人に教えを受けて解
決しようとする」，「詳しい人から自分に必要な情報を収集する」とある。一方で，心理的
成長への関与が認められなかった計画立案の項目内容を見ると，「原因を検討し，どのよう
にしていくべきか考える」，「どのような対策を取るべきか綿密に考える」，「過ぎたことの
反省をふまえて，次にすべきことを考える」とある。つまり，困難への対処方法を「考え
る」だけでは成長的変化は引き起こされず，自ら積極的に経験者や知識のある人に関わり
をもって，困難への対応方法を模索する問題解決行動が，母親に成長的変化を引き起こす
といえる。 
周囲のサポートでは，育児の協力者がいること，および夫が家事・育児に協力的なこと
が，母親の心理的成長を促進する要因となるが，仕事満足度については，母親の心理的成
長と正の相関関係にあっても，成長の促進要因ではなかった。これは，研究 1-1 で，働く
母親にとっての危機が子どもや母親規範による心苦しさであったが，家事・育児の多くを
担う女性にとって，仕事と育児を両立させる上で大きな困難となるのは育児に関係する側
面であり，子育てに関するサポートがあると，母親が心理的に安定して成長的変化を感じ
ることができるようになるのではないだろうか。 
子育ての自信と安心感の中では，母親の心理的成長に寄与するのは，理想の子育ておよ
び育児肯定感であり，自尊感情，育児否定感，精神的健康については関連が認められなか
った。これは，母親が子どもとゆっくり向き合えるなど自らが理想とする子育てを行えて
いると感じていることや，子育ては楽しいなど子育てを肯定的に捉えていることが，母親
の心理的成長に影響を及ぼすということであり，乳幼児をもつ母親が成長的変化を感じる
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ようになるには，子育てに関する気持ちや母親としての側面を安定させていくことが重要
であると考えられる。 
母親の基本属性の中では，仕事と育児の両立期間の長さが心理的成長に影響することが
明らかになった。一方で，女性が母親になってからの期間を表す第１子の年齢は，心理的
成長を高める要因ではなかった。これは，働く母親の心理的成長は，育児によって引き起
こされるのではなく，仕事と育児の両方に従事することで引き起こされる成長であり，仕
事をしていない母親には見られない成長と考えることができる。乳幼児をもつ働く母親の
心理的成長は，理想の子育て実現度や育児肯定感など育児関連の要因も影響するが，母親
としての子育て経験の長さが働く母親の心理的成長を引き起こすのではなく，仕事と育児
を両立させる経験を通して獲得される成長と考えることができる。働く女性が母親となり，
時間をかけて仕事と育児の両立生活に対応できるようになると，「働く母親」としての自
己が安定し，成長的変化に気づくようになるのではないだろうか。 
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第８章 総括的討論（全体的考察） 
 
第１節 本研究で明らかになったこと 
本論文では，近年増加傾向にある乳幼児をもつ働く母親について，生涯発達の視点から
実証的な検討を行った。働く母親は，仕事をしていても家事・育児の多くを負担すること
が社会の中で暗黙裡に期待されており，特に子どもが乳幼児の場合には，そうした性役割
規範に加えて三歳児神話の影響も強く，自分にとって育児と仕事のどちらが重要かという
人生選択の迷いが生じやすいなど，仕事と育児の両立には様々な葛藤や困難が伴う。本論
文は，このような困難は，働く母親の心理面にどのような影響をもたらすのかという問題
意識から起筆した。働く母親の問題は，これまで，三歳児神話や性別役割分業の問題との
関連でジェンダー的視点からの検討や，仕事と家庭の多重役割研究では個人が多重役割に
従事することでのネガティブあるいはポジティブな影響という視点から検討されてきたが，
生涯発達の視点から検討されることは少なかった。働く母親の問題を発達心理学の視点か
ら見ると，仕事を中心に自分のアイデンティティを構築していた女性が出産し，新たに自
分の核となるような母親アイデンティティが誕生することによって個人のアイデンティテ
ィが一時的に混乱する。これは，成人期におけるアイデンティティの発達的危機といえる。
人間は困難を乗り越えて精神的に成長すると言われているが，働く女性が仕事と子育てを
両立させようとすることで直面する発達的危機を乗り越える過程で，成長的変化が推し進
められるのではないか。こうした仮定の下，本論文では，仕事と乳幼児期の子育てを両立
させようとすることで直面する発達的危機は，働く母親の心理面にどのような影響を及ぼ
すのか，また，危機を契機とした成長的変化はどのように導かれるのかを明らかにするこ
とを目的に検討を進めてきた。 
研究 1-1 では，働く母親の危機からの成長を検討するに先立って，乳幼児をもつ働く母
親にとっての心理的危機とは何か，その具体的な内容を明らかにすることを目的として，
探索的な量的研究を行った。その結果，子どもに対する心苦しさ，および母親規範による
心苦しさが高まると，母親としての自信を失い，自尊感情が低下し，精神的健康が悪化す
ることが示された。また，勤務時間の長さに関わらず，母親規範意識が高い母親は低い母
親よりも心苦しさが高かった。したがって，研究 1-1 の結論は，乳幼児をもつ働く母親に
とっての主要な心理的危機は，子どもに対する心苦しさや母親規範による心苦しさなど，
母親として自信を危うくする要因であった。また，理想の子育てが実現出来ている母親は，
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勤務時間の長さに関わらず，実現出来ていない母親よりも心苦しさが低かった。一方で，
理想の子育てが出来ていない母親は，勤務時間が長くなると心苦しさが強くなることが示
された。これらの結果から，親となって間もないこの時期は，母親としての成長過程にあ
り，母親としての自信の喪失につながる子どもや母親規範による心苦しさが心理的な危機
となり，仕事はしていても母親としての自分に自信が保てること，および自らが理想とす
る子育てを実現できることが，危機を乗り越える上で重要と考えられた。ただし，理想の
子育ての内容については質的調査で明らかにする必要があった。 
研究 1-2 では，仕事と育児の両立の困難さという発達的危機を乗り越えて，母親がどう
変化・成長するのか，働く母親の心理的成長の構造と，心理的成長に影響する要因を明ら
かにすること目的として，探索的な量的研究を行った。心理的成長の測定は，危機からの
成長を測る PTGI-J の質問紙を用いて，どの側面がどの程度変化したのかを母親自身の自己
認識に基づいて評価した。その結果，働く母親の心理的成長は，「自己の強さと柔軟性」（タ
フネスと柔軟性の向上），「変化への積極性」（困難に前向きに対処していく主体的な成長），
「人生への新たな気づき」（優先順位の明確化・新たな気づきの成長），「他者との関係」（他
者との親密化・他者に頼れるなど）の 4 側面（因子）であり，この中で最も自覚された成
長は「人生への新たな気づき」であった。このような働く母親の「発達的危機」による心
理的成長の 4 側面は，Tedeschi & Calhoun（1996）および Taku ら（2007）の「状況的危機」
による成長とは構造が異なっていたが，「他者との関係」は両者に共通して見られる側面で
あった。一方で，「他者との関係」は，親になることによる成長（柏木・若松，1994）では
見られない側面であった。心理的成長を促進する要因は，育児協力者がいること，家事・
育児への夫の協力に満足していること，仕事に満足していること，理想の子育てが実現で
きていること，および困難な状況に自ら関与して解決を図るストレス対処方略であった。
属性別に見ると，心理的成長が高いのは，職種では「専門職」，最終学歴では「短大・専門
学校」，学歴×働く理由では「短大・専門学校×キャリアや自己実現」であった。これらか
ら，研究 1-2 の結論は，働く母親の仕事と育児の両立を通じての心理的成長とは，「自己の
強さと柔軟性」，「変化への積極性」，「人生への新たな気づき」，「他者との関係」の 4 側面
の変化であり，これらの変化は，母親の主体的な問題解決方略，身近な育児の協力者の存
在，家庭に協力的な夫，仕事満足感，理想の子育てが実現できていることによって促進さ
れる，ということであった。仕事と育児を両立させるには，家族，職場，保育所など，他
者のサポートが必要であり，他者のサポートを受けながら，自らが望むような子どもとの
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関わり方が実現できていることが，母親の成長的な変化を促進するといえるだろう。 
研究 1-3 では，研究 1-1 と研究 1-2 で数量的に明らかにした母親の危機と心理的成長のつ
ながりを検討し，乳幼児をもつ働く母親の発達的危機を契機とした心理的成長のプロセス
を明らかにすることを目的として，自由記述データによる探索的な質的研究を行った。そ
の結果，働く母親の心理的成長のプロセスは，［心理的な葛藤を体験］する段階から，［困
難な状況への適応を模索］する段階を経て，［成長的な変化を実感］する段階へと移行する
という結論が導きだされた。働く母親は，妊娠・出産を契機に，肉体的，精神的，環境的
に大きな変化が生じて［心理的な葛藤を体験］する。これは，研究 1-1 で検討した働く母
親の危機である。仕事と子育ての両立を開始してしばらくは，子どもや職場への心苦しさ，
仕事と子育てのどちらも中途半端になることへのとまどいなど，様々な困難に直面する過
程である。こうした危機・葛藤から成長に至る過程には，［困難な状況への適応を模索］す
る段階が存在した。この段階では，困難統制の努力，自己変化による困難受容と並んで，
保育所のサポートによる精神的安定と子育ての安心感を取り戻す過程が示された。この段
階を経由して，働く母親は［成長的な変化を実感］する段階へと移行した。ここは，研究
1-2の心理的成長の段階である。このように，研究1-3では3つの成長段階を明らかにして，
危機から成長への変化の方向性は捉えることができたが，なぜ・何によって変わったのか，
変化・成長のプロセスの詳細については更なる検討が必要であった。 
研究 2 では，研究 1-3 で明らかにした働く母親の心理的成長プロセス・モデルの発展，
並びに，研究 1-1 と研究 1-2 で量的に明らかにした母親の発達的危機と心理的成長に影響
を及ぼす要因を再確認し，働く母親の心理的成長プロセスの詳細を描き出すことを目的と
して，半構造化面接による探索的および確認的な質的分析を行った。その結果，働く女性
の生活が子どもの出産を契機に【自分中心】から【子ども中心】に変化することで，【夫と
の関係性の変化】や【仕事復帰前の不安】を体験し，育児休暇から仕事に戻ってしばらく
は【仕事と子育ての両立の困難さ】に直面するが，自らの【困難統制への努力】と並行し
て【周囲のサポートと心の安定】により【心のゆとり】を取り戻し【成長的変化を自覚】
するという，ストーリーラインと研究 2 の結論が導き出された。研究 2 で明らかになった
心理的成長プロセスは，研究 1-3 のプロセスと大きな流れにおいては一致していた。ただ
し，［心理的な葛藤］は，産後の【自分中心】から【子ども中心】への変化の中で生じる第
1 葛藤期と，仕事に復帰後に直面する【仕事と子育ての両立の困難さ】の第 2 葛藤期の 2
段階あることが明らかになった。第１葛藤期の子ども中心の生活では，社会とのつながり
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が希薄になりやすく，＜孤立感と育児不安＞を体験するが，育児仲間の存在や，子どもの
成長に伴って子どもとコミュニケーションが取れるようになる，仕事に復帰して会社や保
育所とつながるなど，他者との関係性を回復することによって不安が軽減されていくこと
が示された。第 2 葛藤期の【仕事と子育ての両立の困難さ】を乗り越える過程では，自ら
の【困難統制への努力】と並んで【周囲のサポート】が母親に心理的な安定をもたらし，
仕事と子育ての両立生活への適応を促進することが明らかになった。また，＜子どもの成
長＞という子ども側の要因も母親の心の安定につながることが明らかになった。母親の中
で安心が不安を上回って心理的に安定したときが危機を乗り越えたときであり，それによ
って【心のゆとり】を取り戻し，＜自信＞や＜他者への感謝＞などの【成長的変化を自覚】
する。母親の中で生じた【心のゆとり】は成長的な変化であり，【心のゆとり】が【成長的
変化】を自覚する余裕を生みだすという，個人の心の変化が働く母親の「心理的成長」で
あった。研究 2 では，安心して子どもを預けられる保育所の存在や，夫や職場など周囲か
らの理解と協力が，母親の心の安定を促進し，それによって危機を乗り越えて成長につな
がることが示されたが，この結果は，研究 1-1 と研究 1-2 の量的研究と，研究 1-3 の質的研
究で明らかになった結果を支持するものであった。また，研究 1-1 と研究 1-2 で心理的成
長との関連が見られた働く母親にとっての「理想の子育て」は，「子どもとゆっくり向き合
う時間がもてること」であった。乳幼児期の子どもがいながら仕事と子育てを両立させる
生活では時間に追われて子どもとゆっくりと向き合える時間は少ないが，限られた時間の
中で周囲の協力を得ながら努力することで，「理想の子育て」がある程度満たされることが，
心理的危機を乗り越えるために必要であった。これまでに，母親にとっての主要な危機は
子どもや母親規範による心苦しさであることが明らかになっているが，働きながらも子育
てを楽しむための「母親する」時間をもてることは，子どもに対する過度な心苦しさを回
避し，母親としての自信や危機を乗り越えることにつながると考えられた。このような研
究 2 で明らかになった結果は，より客観的に確認する必要があると考えられた。 
研究 3 では，研究 2 の質的分析で構築した心理的成長プロセスを客観性の高い量的デー
タによって確認することを目的とした。働く母親を心理的成長低群・高群の 2 群に分類し
て確認的な分析を行った結果，心理的成長の高い母親は心苦しさが低く，危機を乗り越え
ていると考えられた。一方で，心理的成長の低い母親は心苦しさが高く，危機を乗り越え
てはいないと考えられた。また，高群の母親は低群の母親と比較して，自ら積極関与して
問題解決を図るストレス対処が高く，育児協力者数，夫の協力満足度，仕事満足度のいず
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れも低群を上回っており，仕事と育児の両立に周囲からのサポートがある環境にいること
が示された。また，高群は低群と比較して，子育てへの安心感と母親としての自信を保ち，
心理的に安定していることが示された。これらの結果は，研究 2 の結果と矛盾しなかった。
さらに，心理的成長高群・低群の 2 群間の分析で心理的成長への関連が認められた各変数
が，どの程度働く母親の心理的成長に影響を及ぼすのかを重回帰分析によって確認した。
その結果，全体の心理的成長得点に影響を及ぼすのは，ストレス対処では情報収集と肯定
的解釈，周囲のサポートでは夫の協力満足度と育児協力者数，子育ての自信と安心感では
理想の子育てと育児肯定感であった。母親の基本属性の中では，母親の育児年数に対応す
る子どもの年齢は心理的成長の影響は認められず，仕事と育児の両立期間が母親の心理的
成長を高める要因であった。このように，研究 3で得られた結果は，研究 2 の心理的成長
プロセスと矛盾せず，研究 2 の質的分析で明らかにした心理的成長プロセスを，研究 3 の
量的分析によって確認できたと考えられた。 
研究 1 から研究 3 までの実証研究で一貫して確認できたことは，次の通りであった。乳
幼児をもつ働く母親にとって主要な危機になるのは，子どもに関係する困難さと，母親と
しての自分の在り方に関わる困難さである。このため，危機を乗り越えるためには，困難
統制への努力と並んで周囲のサポートを受けながら，「子どもとゆっくり向き合う」ための
「母親する」時間の確保が重要である。周囲のサポートと「母親する」時間を保てること
が，心苦しさの軽減と母親としての自信の回復をもたらし，心の安定と成長につながる。 
つまり，本論文の結論は，乳幼児期の子をもつ働く母親にとって，子どもや母親規範に
よる心苦しさが自分で対応できる程度に軽減され，子育ての自信と安心感が子どもや母親
規範による心苦しさよりも上回ったときが，発達的危機を乗り越えたときであり，これに
よって生じた心のゆとりと自覚される成長的な変化が，働く母親の心理的成長である。心
理的危機を乗り越える過程では，個人の中で，子どもや母親規範による心苦しさが抱えら
れる程度に軽減し，子どもに関わる心的困難に過度に巻き込まれなくなると，母親に心の
ゆとりが生じ，自分らしさを取り戻す，完璧を求めない，仕事と育児の両立生活に自分な
りの意味を見出すという心の変化が生じ，自信や充実感，他者への感謝，共感能力の向上
と寛容さ，気づきと視野の広がりなど，成長的変化を自覚できるようになっていく。 
母親が過度な子どもや母親規範による心苦しさから解放され，心にゆとりが生じるとい
う心の変化は，母親としての自分と職業人としての自分が大きな葛藤なく個人の中に存在
できるようになるという変化でもある。こうした変化が生じたとき，女性は「働く母親」
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へと成長したと考えることができる。つまり，アイデンティティの視点では，働く母親の
心理的成長は，「働く母親」という新しいアイデンティティを確立することである。働く女
性は，子どもを出産して母親となってから，周囲のサポートと共に仕事と育児の両立の危
機を乗り越えていく中で，出産前の職業中心のアイデンティティとは異なる，「働く母親」
としてのアイデンティティを成長させ確立していくのである。 
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第２節 「働く母親アイデンティティ」の発達 
本論文では，働く母親の発達的危機を契機とした心理的成長をテーマに，実証的な検討
を行った。研究 2 で明らかになった働く母親の心理的成長プロセスを，成人期のアイデン
ティティ発達の視点から整理すると，働く母親の心理的成長プロセスは，職業を中心とし
て確立していたアイデンティティが，母親アイデンティティの誕生によりアイデンティテ
ィの混乱が生じ，職業アイデンティティと母親アイデンティティの葛藤を経験して，子ど
もがいながらの働き方を模索し，働く母親としてのアイデンティティを確立するプロセス
であるといえる（Table 33）。 
 
Table 33 働く母親のアイデンティティ発達と心理的成長プロセス 
上位カテゴリー カテゴリー
子ども中心の生活
夫との関係性の変化
困難統制への努力
周囲のサポートと
心の安定
働く母親アイデンティティの確立 心理的安定と成長
心のゆとり
成長的変化を自覚
ジェネラティヴィティ
対
自己陶酔
母親アイデンティティの
誕生によるアイデンティティの混乱
（第１葛藤期）
心理的な葛藤を体験
仕事復帰前の不安
職業アイデンティティと
母親アイデンティティの
衝突と葛藤
（第2葛藤期）
仕事と子育ての
両立の困難さ
子どもがいながらの働き方を模索
困難な状況への
適応を模索
Eriksonの
心理社会的
危機
働く母親の
アイデンティティ発達
働く母親の心理的成長
プロセス
親密
対
孤立
職業を中心とした
アイデンティティの確立
仕事を中心とした
心理的安定
自分中心の生活
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第１項 働く母親の発達的危機：アイデンティティの混乱と再構成 
女性が子どもを出産して母親になるということは，心理的には女性の中に「母親アイデ
ンティティ」という新たなアイデンティティが誕生することでもある。女性は子どもの誕
生に伴って肉体面・環境面の双方に大きな変化が生じるが，心理面では，重要で代わりの
きかない「母親アイデンティティ」が誕生することによって非常に大きな変化が生じる。
アメリカの乳幼児精神医学者 Stern, Daniel N．は，子どもの誕生によって女性の精神生活は
根底から変わり，母親となる過程で女性はそれまでとは根本的に違う心の傾向をもつよう
になると述べている（Stern, Daniel N., Bruschweiler-Stern, Nadia, & Freeland, Alison.，
1998/2012）。したがって，働く母親の心理的危機は，母親アイデンティティの誕生によっ
て個人のアイデンティティが大きく揺さぶられ，一時的にアイデンティティの混乱が生じ
る発達的危機と考えることができる。Stern によると，母親アイデンティティは妊娠中のあ
る時期に生じ，子どもが生まれるとより明確になり，さらにその後何ケ月か子どもの世話
をするうちに十分に現れてきて，母親としての自覚が生まれてくるという。研究 2 の結果
でも，働く母親は，妊娠中には母親アイデンティティはまだぼんやりしており，自分が母
親になることや子どもに関して具体的なイメージを持っていなかった。「うーん，なんだろ
うな，どんなイメージだったんだろう？。自分の子どもは可愛いんだろうなっていうとこ
ろで結局終わってたのかな。なんかそんなに具体性はやっぱりなかった気がしますね。現
実に直面するまで」（D83）。 
子どもが生まれて母親になった直後も，心理的にはまだ十分に母親になっていない。妊
娠中にぼんやりしていた母親アイデンティティは，子どもが生まれた後，子どもを育てる
ことで，母親になることの現実に直面し明確になっていく。Stern は，「赤ちゃんによって
日々の習慣をこなごなに打ち砕かれ，夜は寝かせてもらえず，全注意を要求される中で，
新しいアイデンティティは生まれる」と述べている。「子どもは寝ないんだなって（笑）。
子どもって相手してないとだめなんだ，泣いちゃうんだって（笑）。そうですね，子ども育
てるのって大変なのねっていうのは思いましたね（笑）」（G74）。このように，出産後は【自
分中心の生活】から【子ども中心の生活】へと変化する中で，子どもの世話を通じて個人
の中に母親アイデンティティが構築されていく。 
研究 2 では，働く母親の[心理的な葛藤]は 2 段階あった。仕事復帰前の第１葛藤期は，【自
分中心】から【子ども中心】への大幅な生活変化の中で，仕事を中心に築き上げてきた個
人のアイデンティティの中に母親アイデンティティを発達させていく過程で生じる不安と
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葛藤と考えることができる。働く母親は育児休暇中に，自己の時間とエネルギーの多くを
育児に注ぎ，子どもの世話に集中することで母親アイデンティティを発達させていくが，
子どもと 2 人きりの生活は孤立感と育児不安を誘発しやすい。「本当に一対一だったので，
なんかその，何も言わないですし子どもが，なんかこう，命がその辺にあるみたいな，ち
ょっと怖い，恐怖というか，そういうのがありましたね」（E85）。このような不安は，子
どもが成長してコミュニケーションが成立しやすくなることによって軽減され，母親アイ
デンティティの発達が促進されていく。「やっぱこの子が笑うようになってきたからですか
ね，2 カ月とかそれ位過ぎるとね，こっちの反応みていろいろ笑ったりしてくれたので，
そういうのを見るとなんとか（気分が）軽くなってきたかな」（C106）。 
子どもの誕生・世話に伴って母親アイデンティティが構築されていく過程は「親への移
行期」でもあり，子どもが生まれると，家族内のダイナミクスは夫婦関係の他に親子関係
という新たなサブシステムの誕生によって複雑化し，夫婦間には葛藤が生じやすいという
（堀口，2006）。米国においても，子どもが誕生する「親への移行期」には夫婦関係が悪化
し（LeMasters，1957），夫婦関係の質を高めるよりは損なう方が多い傾向が示されている
（Belsky et al.，1983）。本研究でも，第１葛藤期にあたるこの時期には，＜夫とのコミュニ
ケーションの不一致＞など【夫との関係性の変化】が生じることが明らかになっており，
女性が母親アイデンティティを構築する過程では，夫婦関係の調整も必要であることが，
葛藤を複雑にしていることが伺える。 
第 1 葛藤期は母親アイデンティティを発達させ母親になる過程であり，母親としての自
分に慣れていく時期である。他方，仕事復帰後の第 2 葛藤期は，育児のために仕事を思う
ように進められないなど，母親であることと仕事をすることに矛盾が生じる母親アイデン
ティティと職業アイデンティティの葛藤の危機である。本論文の量的研究では，母親の主
要な危機は，子どもや母親規範による心苦しさという，母親としての自信を損なう要因で
あることが明らかになっている。つまり，乳幼児をもつ働く母親にとって，職業アイデン
ティティよりも母親アイデンティティが不安定になることが，母親の主要な危機になると
いえる。子どもや母親としての心苦しさは，母親アイデンティティを不安にさせ，自尊心
の低下と精神的健康の悪化を招くことにつながる。このため，母親アイデンティティの安
心と安定が危機を乗り越えるためには必要である。 
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第２項 危機を乗り越える：アイデンティティの安定と安心感 
研究 2 の［困難な状況への適応を模索］する段階は，母親アイデンティティを発達させ
ながら職業アイデンティティを修正し，個人のアイデンティティの再構成が進む過程であ
り，母親としての働き方に慣れていく過程である。【困難統制への努力】で，育児による制
約がある中での働き方を工夫するなど，職業アイデンティティの修正が進む一方で，【周囲
のサポート】と＜子どもの成長＞によって子どもや母親規範による心苦しさが緩和される
と，母親アイデンティティは安心と安定を取り戻す。周囲や保育所からのサポートは，母
親としての自信と安心を回復させ，危機を乗り越えることにつながる。「最初保育園に預け
た当初は，1 歳半で預けた時は，3 ヶ月位毎朝泣かれて，私逃げるように保育園から出てき
たっていうか。そういう時は，ちょっと心が痛かったです（中略）泣き声が残っている状
態で会社に行って，やっぱり可哀想かなと思いながら（中略）園の先生が，でもそれ最初
の 30 分位で，あとはケロッと遊んでいますなんて言って，遊んでいる写真とか見せて下さ
ったりしたので，ああ大丈夫なんだって」（J120-122）。 
また，研究 2 では，時間的余裕のない乳幼児をもつ働く母親にとっての理想の子育てと
は，子どもとゆっくりと過ごすことであった。常に時間に追われているために，実現する
ことが難しいからである。「もうちょっと子どもと向き合う時間は欲しいなとか，一日一回
本を読む時間であったりとか，もう少しゆったりとした気持ちで話す時間は欲しいなとは
思います」（D51）。研究 1-2 の量的研究からは，この理想が実現できていると母親の心理
的成長に正の影響があることが示されたが，子どもと過ごす時間を確保できることは，母
親としての自信を保つことにつながり，母親アイデンティティを安定させると考えられる。 
このように，母親アイデンティティが過度の心苦しさに脅かされることなく，母親とし
ての自信や子育ての安心感が子どもや母親規範による心苦しさを上回ることが，乳幼児を
もつ働く母親が発達的危機を乗り越えるということである。Erikson, E. H.（1959/2011）は
心理・社会的危機について，＜健康の基準＞が＜不健康の基準＞を上回ることが危機の解
消だと考えた。本研究で明らかになった乳幼児をもつ働く母親の＜子ども＞や＜母親規範
による心苦しさ＞という危機も，母親が抱えられる程度に軽減して母親としての自信を保
てるようになったとき，危機を乗り越えたといえる。 
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第３項 働く母親の心理的成長：働く母親アイデンティティの確立 
母親が保育所のサポートや職場の理解を得て母親としての安心感を取り戻し困難な状
況に適応できるようになると，＜完璧を求めない＞，仕事で子どもと離れる時間があるこ
とで母親としての自分だけではない＜自分らしさを取り戻す＞といった【心のゆとり】が
生じてくる。【心のゆとり】は母親の＜自信＞へとつながり，【成長的変化を自覚】できる
ようになるという変化をもたらす。「子育てに自信がなかったのかな？（中略）最初の○○
保育園が遠かったので，本当に保育園は大変だったんですけど，でも大変だなって思いな
がら，誰か他の人と触れるっていうのが一番安心感があって，落ち着かなかったんですよ
ね育休している時はなぜか。もっとどーんと構えて子育てする権利もあるし，別に悪いこ
としている訳じゃないんだから，落ち着いてゆっくり子育てできればいいのに出来なくっ
て，仕事に復帰しちゃってからの方が，時間に追われているとはいえ，落ち着いて自信が
持てていました。それは経済的自立なのか，それとも自分の，多分，娘と離れる時間があ
ってよかったんじゃないですか（中略）本当に娘を忘れている自分，仕事だけをしている
自分っていうのが，こんなにもプラスに働くのかって思って（中略）どこか自信がなくて
吹っ切れなくて，そういう背景があります。かえってゆとりができました（中略）意外と
うちの娘が喋りだすのが早くって，『家でどんなことしてるの？』って？言われて，いや，
何もしていないけど勝手に喋っている（笑）。だから育ちもそんなに別に，自分が手を掛け
ていないからっていって悪い訳じゃないんだなと思って（笑）。多分，他の人に刺激されて
喋っているんだろう彼女はって思ったので，悪くはなかったのかなって」（I138-141）。「や
っぱり自信がつきましたよね。はい。なんか結構，今思えばあの時ってあたふたしてて，
『どうしよう，どうしよう』とか，自分で結構考えたりとかしてたので，それを乗り越え
たっていうのが大きかったから」（C126）。  
母親が危機を乗り越えて【心のゆとり】や【成長的変化を自覚】するという心の変化は，
母親アイデンティティと職業アイデンティティが大きな矛盾なく成立できるようになると
いう個人の変化である。こうした変化が生じたとき，「働く母親アイデンティティ」が確立
したといえる。このように，アイデンティティの視点から見ると，働く母親が心理的に成
長するプロセスは，「働く女性」が母親アイデンティティを発達させながら「働く母親」と
いう新しいアイデンティティを確立していくプロセスである。働く女性が子どもを出産し
て母親になり，危機を乗り越えていく過程で，出産前の職業アイデンティティとは異なる，
母親であることを第一義的として働く，「働く母親」としてのアイデンティティを成長させ
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確立していくのである。つまり，「働く母親アイデンティティ」とは，母親として意識をも
ちながら仕事を遂行する職業アイデンティティであり，母親アイデンティティを個人アイ
デンティティの中核として働くことである。母親アイデンティティの誕生後に，母親アイ
デンティティを中心とした働き方に慣れていく過程である。アイデンティティの視点から
見ると，「働く母親アイデンティティ」の確立が働く母親の心理的成長である。 
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第３節 母親の発達に関する実証研究との関連 
 
第１項 親としての成長側面と働く母親としての成長側面の関連 
柏木・若松（1994）の親になることによる発達を明らかにした研究以降，親側の主観か
ら母親の発達・成長を捉える研究が増加し，母親の発達に関する知見が蓄積されてきた。
これまでの母親を主体とした研究で主流だったのは，子育てを通しての親の変化を明らか
にするものであった。本論文では，働く母親の場合，育児と仕事の両方に従事しているこ
とから，「親としての成長」とは異なる側面の成長があるのではないかと考え，仕事と育児
の両立を危機として，働く母親に特有の危機を心理的成長の内容とプロセスについて検討
してきた。その結果，働く母親の心理的成長として見出された側面は，「自己の強さと柔軟
性」，「変化への積極性」，「人生への新たな気づき」，「他者との関係」の 4 側面（因子）で
あった。柏木らの研究で見出された親になることによる成長は，「柔軟さ」，「自己制御」，
「視野の広がり」，「運命・信仰・伝統の受容」，「生きがい・存在感」，「自己の強さ」の６
因子であった。使用した尺度は異なるが，本論文で明らかになった「自己の強さと柔軟性」
は，柏木らの「自己の強さ」と「柔軟性」の 2 側面が含まれ，「人生への新たな気づき」は
「視野の広がり」と類似の成長と考えることができる。しかしながら，本論文で見出され
た「他者との関係」と類似の成長は柏木らの研究では見出されていない。これは，働く母
親としての成長は，親となることによる成長とは異なる側面が促進されることを意味する。
働く母親は仕事と育児を両立させる上で，家族，保育所，職場などからサポートを受ける
ことが必須となり，保育所や職場の母親仲間と困難さを共有し合うなど，人と関わる機会
が増えることで，対人関係面での成長が促進されると考えることができる。本論文で明ら
かになった心理的成長を促進する要因も，育児協力者，夫の協力，理想の子育て（子ども
とゆっくり向き合うこと）など，対人関係的な要因が多かった。これらから，働く母親に
特徴的な成長は，子をもつ前とは人との関わりが大幅に変わることによって引き起こされ
る「他者との関係」の成長といえる。 
 
第２項 自分中心から子ども中心への変化に伴う自尊感情・自己評価の変化 
親への移行期における変化についての小野寺（2003）の研究では，自己概念は男女とも
に大きな変化は見られなかったものの，女性のみ「怒り・イライラ」の増加および自己概
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念の基盤となる自尊感情の低下傾向が認められた。小野寺の研究は成人期発達の危機的側
面を扱ったといえるが，この結果について小野寺は，女性が母親になると子育てのために
仕事を離れて社会との関わりが小さくなるなどの役割変化に伴う意識が自尊感情を低下さ
せていると考察している。本論文で対象とした乳幼児をもつ働く母親は，小野寺の研究と
同様に親への移行期にあるが，仕事をしているという点では社会との接点は保たれている。
本研究の結果では，働く母親の自尊感情は，「私は親として不適格」という育児否定感との
間には有意な負の相関が，育児肯定感の中では「親であることに充実感を感じる」（項目 5）
と「親になって成長できた」（項目 7）との間には有意な正の相関が示されるなど，親とし
ての自己評価との関連が明らかになっている。また，子どもや母親規範による心苦しさな
ど，母親としての自信を損ねる要因との関連も示されている。子どもや母親規範による心
苦しさは，「抑うつ・不安」，「不機嫌・怒り」，「無気力」といったストレス反応を増加させ，
母親の精神的健康にマイナスに作用することも明らかになっている。したがって，母親に
なった女性の自尊感情は，社会との関わりよりも，母親としての自信や母親としての自分
の在り方など，母親としての自己評価と関連が強いといえる。また，小野寺の研究で見ら
れた「怒り・イライラ」の増加という自己概念の変化も，母親としての自己評価の低下に
伴う心理的ストレス反応の増加と考えることができる。これらから，親への移行期におけ
る母親の自尊感情は，親としての自己評価の影響が大きく，子どもとの関係によって左右
されやすいと考えられる。親への移行期には，親としてとしての経験が浅く，また，乳幼
児は精神的・身体的に発達の途上にあり，生活リズムや情緒の安定に時間がかかる，免疫
機能も未熟で感染症にかかりやすいなど，子どもの育ちに安心感がもてないと，親として
の自分に自信がもちにくく，自尊感情がゆらぎやすいのかもしれない。したがって，女性
が母親になるという変化は，研究 2 で見たように，生活が自分中心から子ども中心へと変
化することに伴って，心理面でも，自己評価や自尊感情が子どもとの関係性や親としての
自分の在り方に大きく影響するという変化をもたらす。 
 
第３項 働く母親としての自己の問い直しと意味づけ 
女性は親への移行期には子どもとの関係の中で心理的危機を経験しやすいが，徳田
（2004）の研究では，乳幼児をもつ専業の母親は，育児期の困難を成長や学びの機会と意
味づけることで，内面の心理的葛藤や困難を受容することが示された。徳田が対象とした
のは主に子育てに専念している母親であったが，研究 2 では，乳幼児期の子をもつ働く母
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親も，［心理的な葛藤を体験］し，［困難な状況への適応を模索］する段階を経て仕事と子
育ての両立生活に適応できるようになると，【心のゆとり】が生まれ，子育てしながら働く
ことに＜自分なりの意味を見出す＞，＜仕事の位置づけ＞が明確なるなど［心理的安定と
成長］の変化が生じている。このように，働く母親も専業主婦と同様に困難を受容する過
程で現在を人生との関連で意味づけしているといえる。仕事と育児の両立は困難であるが
故に，自分自身と向き合うことが必要となるが，母親として働くことに＜自分なりの意味
を見出す＞ことが，困難を受容し乗り越えるための原動力の一つになっていると考えられ
る。「育児とか出産っていう壁を乗り越える手段が出てきてるんだったら，とりあえずそれ
使ってやっていって，誰かが使って会社の中に浸透させないとどうにもならないかって，
そういう役割を与えられたと思ってやっていく」（B92）という B さんの語りからは，母親
として働くことに，仕事と子育ての両立支援制度を社内に普及させる使命という＜自分な
りの意味を見出＞し，自分の社会的役割を明確化することで，心理的困難さを乗り越えて
いることが伺える。また，「私，今青春だと思っています（中略）自分の人生にとってなん
でしょうね，どういう親でありたいかとか，どういう仕事人でありたいかとか，すごくま
じめに考えているので，自分の生き様を考える時期だというのは，若いときに心境が戻っ
た気持ちです（中略）この子達にとって私はどういう親でありたいかなって思ったときに，
こう，きちんと働いている姿を見せようと思うと，いい加減には働けないなと思うと，で
は，どういう風に自分は仕事をしていきたいかという，結構深遠なテーマがでてきちゃっ
て（笑）」（F150-153）という F さんの語りでは，仕事と子育ての両立生活を青春時代（青
年期）のように自分に向き合う時期と捉え，働く母親としての自分に対し，親として，ま
た，職業人としての生き方を子どもに伝えるという社会的な＜意味を見出＞していること
が示されている。F さんの語りは，青年期に自分とは何者であるかというアイデンティテ
ィを模索しながら確立したときのように，成人期の危機を通して「働く母親」という新た
なアイデンティティを確立し，子どもに母であり職業人である自分の生き様を伝えるとい
う社会的な意味を見出すことで，「働く母親アイデンティティ」を明確化していくプロセス
にもなっていると考えられる。Erikson, E. H.（1959/2011）が言うように，「アイデンティテ
ィ」には自己についての一貫した感覚と，それについての他者や社会からの容認が必要で
あるが，働く母親が，働く母親としての自分の社会的な意味を見出す作業は，家族を含め
た他者や社会（会社）からの容認を確認しながら「働く母親アイデンティティ」を明確化
し強化していくプロセスとも考えられるだろう。このように，働く母親の心理的成長には，
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働く母親としての自分とは何者であるかを問い直し，他者や社会との関わりを通して働く
母親アイデンティティを明確化するプロセスが含まれる。つまり，働く母親アイデンティ
ティの確立は心理的成長の結果でもありプロセスでもあるため，いったん確立された働く
母親としてのアイデンティティは，自己の問い直しと明確化を繰り返しながら安定しつつ，
子どもの成長とともに変化・成長を続けていくのではないだろうか。 
 
第４項 母親の心理的成長プロセスと働く母親の心理的成長プロセスの関連 
このように，働く母親の心理的成長プロセスは，働く母親アイデンティティの確立と重
なるが，「母親としての」心理的成長のプロセスとは何が違うのだろうか。大島（2013）は
母親の心理的成長プロセスに着目し，子育てを終えた中年期の母親の語りから，母親自身
の子育て経験による成長プロセスを描き出した。その結果，母親は【身近な人からの子育
て協力】で負担と孤立感を緩和し，それによって心の余裕が生まれると，【子本位の関わり】
や【子から学ぶ】ことが促進され，子どもを【離れて見守れる】ようになり，【心理的なゆ
とり】を獲得するという成長プロセスが明らかになった。本論文の研究 2でも，＜上司・
職場からの理解＞，＜親族＞や＜夫の協力＞といった【周囲のサポート】が母親の心の安
定と【心のゆとり】につながっていることが示されている。このように，研究 2 と大島の
研究では，共に周囲からのサポートがある環境が母親の心の安定と成長に重要であること
が示されている。また，研究 2 の＜子どもの成長＞に気づくは，大島の【子から学ぶ】体
験と類似の概念だと考えられる。母親が子ども自身の力に気づくとき，母親としての子ど
もとの向き合い方を振り返るきっかけになると考えられる。これにより，大島の研究では，
母親が子どもを【離れて見守れる】という子どもとの適切な距離を保てるようになること
が，母親の関心を子育て以外にも広げ，【心理的なゆとり】という母親の心理的成長を促進
すると考えられた。研究 2 では，子どもとより密接な関わりが必要な乳幼児の母親の場合
にも，子どもと離れることに不安や心苦しさが軽減されてくると，仕事で子どもと離れる
時間は子どもの世話から離れて＜自分らしさを取り戻す＞ための時間となり，それによっ
て生まれた心の余裕がさらに気持ちを子どもに向かわせるという，母親の心理的成長につ
ながることが示された。したがって，「母親としての成長」プロセスと「働く母親としての
成長」プロセスの共通点は，1）ともに周囲にサポート環境があり母親が孤立しないこと，
2）母親が子どもの成長に気づいて子どもと適切な距離を保ち子育てを客観視できるように
なること，および，3）それらが母親の心の安定とゆとりを生みだし成長を促進することの
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3 点である。このように，両者の心理的成長プロセスは類似点が多く見られる。ただし，
大島の研究での【身近な人からの子育て協力】が，子どもの世話や接し方のアドバイス受
ける，夫に育児を協力してもらうなど，育児のサポート中心であるのに対し，本論文の研
究 2 の【周囲のサポートと心の安定】は，＜保育所のサポート＞や＜子育て仲間＞などの
育児中心のサポートに加え，＜上司・職場からの理解＞や＜仕事で社会とつながる＞も含
まれ，育児サポートのみに限定されないという違いはある。さらに，研究 2 の働く母親の
場合には，［心理的な葛藤を体験］から【心のゆとり】と【成長的変化】を含む［心理的安
定と成長］段階への移行には，【周囲のサポート】と並んで【困難統制への努力】という［困
難な状況への適応を模索］する段階が含まれている。これらは，「母としての成長」が子ど
もとの関係性を中心として周囲のサポートも母親の育児を支えるように展開されていくの
に対し，「働く母親としての成長」は子どもとの関係性の中で母親として成長する側面に限
定されず，会社や社会との関係性の中で展開されていく側面も含まれるためである。周囲
のサポートも，仕事をしながらの育児を支えるサポートと，子どもがいながらの働き方を
支える仕事面でのサポートの両方が展開されていくのである。つまり，これらをアイデン
ティティ発達の視点で見ると，大島の母親の成長プロセスが育児を通しての母親としての
自己（母親アイデンティティ）の問い直しと軌道修正の繰しで展開されていくのに対し，
研究 2 の働く母親の成長プロセスは，母親として働く自己（働く母親アイデンティティ）
の問い直しと軌道修正の繰り返しで展開されていくと考えることができる。 
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第４節 状況的危機による成長と発達的危機による成長との関連 
本論文では，ライフサイクルにおける心理・社会的危機が人格的な成長を推し進めると
いう Erikson の成人期の発達理論をベースに，乳幼児をもつ働く母親の心理的成長を検討
してきた。働く母親の危機は，女性の一生の中で出産というライフイベントに伴う標準的
な危機（normative life crisis）である。そうした発達的危機を契機とした成長と，Tedeschi
と Calhoun の PTG 理論による状況的危機を契機とした成長とは，「危機による成長」とい
う共通点はあるものの，研究協力者の違いや危機の性質の違いから，研究 2 で見出された
働く母親の心理的成長の因子構造と原版 PTGI-J の因子構造とは異なっていた。ただし，両
者に共通で見られた因子もあった。それは，「他者との関係」である。この「他者との関係」
は親となることによる成長（柏木・若松，1994）では見出されていない成長側面であった。
したがって，人が社会の中で危機を乗り越えるためには，危機の種類の関わらず，それま
で自立的に行えていた物事が他者の援助なしではやっていけないなど，通常よりも濃密な
人との関わりの必要性が生じ，その結果として，対人関係面での成長が促進されると考え
ることができる。本論文で示された働く母親の心理的成長を促進する要因には，育児協力
者や夫の協力など対人関係的な要因が多く含まれており，他者からのサポートが危機によ
る成長を推し進めるといえる。 
PTGの理論モデルでは，PTGが生じるプロセスは，苦痛を伴う危機的な出来事によって
個人の中核的信念が揺さぶられた後に，その出来事を繰り返し想起する侵入的思考が生じ，
ソーシャルサポートや自己開示で次第に苦痛が軽減され，その出来事を意識的に語り直す
意図的熟考を経て新たな認知スキーマが形成されていくと考えられている（Tedeschi & 
Calhoun，2004；2006）。研究 2 で見出した働く母親の心理的成長プロセスは，［心理的な葛
藤を体験］する段階（危機）から【周囲のサポート】と【困難統制への努力】という［困
難な状況への適応を模索］する段階を経て【心のゆとり】と【成長的変化】を含む［心理
的安定と成長］段階への移行するというものであった。PTGの危機が中核的信念を揺さぶ
られることであるのに対し，働く母親の危機は中核的アイデンティティを揺さぶられるこ
とであるといえる。働く母親の成長プロセスには侵入的思考は確認されておらず，また，
PTGのプロセスや結果には心のゆとりや安定は含まれていないという相違点はある。ただ
し，両者には他者のサポート（ソーシャルサポート）が変化を促進するという共通点があ
り，上述の成長側面でも「他者との関係」の成長が両者に共通して見出されている。また，
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PTGでは危機的な出来事の意図的な語り直しが新たな認知スキーマの形成を促進するの
に対し，働く母親は働く母親としての自己（働く母親アイデンティティ）の問い直しで【心
のゆとり】の＜自分なりの意味を見出す＞いう認知プロセスによって新たな認知スキーマ
の形成が促されるといえる。 
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第５節 Erikson の成人期の発達理論との関連 
Erikson は人のライフサイクルの中で，各発達段階に固有の心理・社会的危機を想定し，
その危機を乗り越えることが次の段階への成長につながると考えた。乳幼児をもつ働く母
親の発達的危機は，Erikson の心理・社会的危機の図式を用いて検討すると，「若い成人期
（ヤングアダルト）」の「親密 対 孤立」から，「成人期」の「ジェネラティヴィティ 対 停
滞」への移行期とあると考えられる。Erikson, E. H.（1959/2011）によると，「親密 対 孤立」
の段階では，適切なアイデンティティの感覚が確立されていることが必要だとしているが，
面接調査の対象となった母親は，結婚して家庭を築き，かつ，職業的にも安定したキャリ
アを構築していることから，この段階では職業を中心に個人のアイデンティティが確立さ
れていたことが推察される。こうした女性が出産によって母親となることで，次の「ジェ
ネラティヴィティ 対 停滞」の段階へ移行していく。これまで見てきたように，研究 1-2
の量的研究で明らかになった働く母親に特徴的な成長側面は「他者との関係」の成長であ
った。研究 2 の質的研究でも【周囲のサポート】によって＜他者への感謝＞や＜共感能力
の向上＞といった成長が引き出されている。働く母親が仕事と子育ての両立を図るために
は，周囲からのサポートが必須である。これまで，出産前は自分のことを中心に意思決定
をしてきた女性が母親になると，仕事にも子育てにも周囲からのサポートなしではやって
いけない状況になり，周囲からサポートを受けることや子どもを育てることで共感能力が
発達し，子どもを育てることだけでなく後輩の育成など次世代を確立し導く感覚が育って
いく。 
「やっぱり人のことを考えられるようになったかなーと思います。前は自分がやりたい
ことだけをやってきたみたいなところがあって，仕事に関しても生活生き方に関してもそ
うなんですけど，そういうところがありましたけど，まあやっぱり，子どものところが私
がやってあげないといけないなといところから段々スタートしてきて，自分だけじゃなく
て子どももとか，自分だけじゃなくて子どももっていうのを両立させていくために周りの
サポートってすごく肌で感じるようになったので，そうすると，じゃあ協力してくるその
人のためにもっていう風になってきましたし，もう少し自分の中でこなれてきて余裕がで
てきると，直接関わってなくても，あの人にも，この人にも何かあるだろうから，あの人
にもこの人にもみたいな思いで，人を考えながらやっていくっていうのは，すごく自然に
備わってきたっていうか，自分自身が多分育てられた，経験の中で育てられた，成長して
きたのかなあという風には思います」（B94）。 
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子どもがいながらの仕事では，子育てのための時間短縮勤務や子どもの看護等で一人で
は抱えきれない仕事を同僚や上司に依頼したり任せる必要に迫られる。初めは周囲への心
苦しさもあったが，自分がいなくても仕事は回っていくことを実感したり，思い切って依
頼したことで，周囲とのコミュニケーションが向上するといった予期していなかった副次
効果が生まれ，仕事を一人で抱える必要はないことに気がつく。 
「負担を掛けちゃいけないとは思うんですけど，やっぱり子どもがいて仕事をしている
っていうのは，ある意味，会社では，私の個人的な勝手な都合の話なので，それによって
他の人に迷惑を掛けることはいけないと思うんですけど，何もそんなにがむしゃらにやら
なくても別に会社は回っていくしっていう，なんかこう，ちょっと 1 歩こう，ふっと抜け
たような感じになったような気がします。なるべくただ，なんだろう，例えば会社でも，
お子さん欲しくても出来ないっていう方もいらっしゃるし，色々な方がいるので，子ども
がいるからっていう理由はなるべく言わないようにしているんですけど。ただ周りは多分，
そういう意味で凄く気を遣ってくれているっていうのは感じています」（J134）。 
「5 時に帰らなくてはならないんですけど，5 時を過ぎちゃっても仕事が終わらない時
に，頼れなかったんですよね，最初は。（中略）職場の人とのコミュニケーションっていう
んですか，そういうのが徐々にとれるようになって，それで，ちょっと帰らなくちゃなら
ないで，どうしても帰らなくちゃならないんですけど終わらなくて，お願いしちゃっても
いいですかって一言声を掛けられるようになってから，大分楽になりましたね。そうして
いいんだって。上が言ってくれたからだと思うんですけど（中略）言ってみたら，意外と
もっと早く言って，もっとシェアすればいいじゃんって（笑）。そうなんですよ，もっと 1
人で頑張らなくても良かったんですよね。そうしたら，その人も頼りやすくなったみたい
で，私に。休みの前とかに声掛けてもらえるようになって，『明日休むから』って。そうい
うのが無かったですからね，今までうちの部署では」（I151-153）。 
子育ても，保育所の先生から園での子どもの様子を伝えてもらったり子育ての相談に乗
ってもらうことで，母親に安心感が生まれる。また，子どもが 3 歳近くなると心身の発達
に伴い急な病気等が減り，母子分離にも耐えられるようになると，母親の子どもへの・母
親規範による心苦しさが軽減され，子育てを母親一人で抱え込む必要はないことにも気が
付いていく。このように，母親は仕事と子育てを同時に行うことで，出産前より人との関
わりが圧倒的に多くなり，周囲に迷惑をかけているとの思いから生じてた「心苦しさ」が，
周囲からの協力を得ることで「他者への感謝」に変わり，ジェネラティヴィティの感覚が
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発達していくと考えられる。 
 
 
第６節 本論文の限界と今後の課題 
本論文の限界と今後の課題を以下に示す。 
 第一に，本研究の対象となった母親は，量的研究においても半数以上が 4年制大学卒業と
いう高学歴であり，特にインタビュー調査の協力者は，高学歴かつ仕事においても一定の
キャリアを有し，専門職に近い働き方をしている者も多かった。そのため，研究サンプル
に偏りがあったことは否めない。今後はインタビュー調査の数を増やし，多様な背景と働
き方の母親を対象とした調査も必要である。ただし，本論文の研究対象の女性の多くが 4
年制大学卒業以上であり，夫の協力や仕事への満足度が高いというのは，女性の高学歴化
が進む現代の日本社会を反映しているとも考えることができる。質問紙調査は都内の認可
および認証保育所に協力を依頼したが，保育所不足が深刻な首都圏において，入所が困難
な保育所に子どもを預けて仕事を継続できるのは，一定の制度や環境が整った仕事と，キ
ャリア・職業意識の高さ，および仕事と育児の両立に夫や周囲の協力が得られる環境にあ
る女性とも考えることができる。したがって，本論文は，女性の生涯発達の中でも，高学
歴で比較的キャリア志向の高い女性という限られた対象の，親への移行期という限られた
時期の発達を捉えるものであったが，高学歴女性が増加し，今後もその傾向は続くと考え
られる日本社会の中では，女性の生涯発達の理解，および育児期女性への必要な支援を考
えるうえで，意味を持つ研究であったと考えられる。現代社会では，子どもをもつことや，
出産後に働くことは，個人の選択である部分が大きい。どちらも選択しているのであれば，
どちらも個人の人生の中で生かしたいと考えることは当然であろう。女性の高学歴化が進
む社会では，人生の中で仕事と子育ての両方を選択する女性が増えることが予想される。
人間の幸福の在り方を考えると，子育ては女性が担うものといった社会的な現実の圧力に
よって育児期に仕事をもつ願望が満たされなかったり，あるいは仕事をもちながら子育て
も楽しむといった願望が満たされないのは問題である。これからの社会の在り方として，
子どもが幼い時期にも，女性が過度な心苦しさや後ろめたさを持たずに仕事と子育てを両
立できる社会の実現が望まれるところであり，近未来の日本のあるべき姿ともいえる。 
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第二に，研究 1-2 で使用した心理的成長尺度は予測不能の危機（non-normative life crisis）
を対象としたものであったため，働く母親の発達的危機による成長を捉えきれていない可
能性は残る。そのため，今後は本論文の自由記述や面接調査の結果を参考に，働く母親の
心理的成長に特化したオリジナル尺度を開発し，働く母親の心理的成長の詳細を検討する
必要があると考えられる。 
 第三に，今回のインタビュー調査では全ての協力者から成長的な変化の語りが確認され
たが，全ての働く母親が仕事と子育ての両立から本論文で描いているような成長的変化の
プロセスをたどるとは限らない。インタビュー調査の研究協力者は全て出産後も仕事を辞
めずに継続した母親達であったが，子どもの出産を契機に仕事を辞めて，子どもの手がか
からなくなった時期に再就職をする女性も多い。また，本人の意思に関わらず，職場や家
族の都合，保育所の空きがないなど，何らかの事情で産後しばらくは仕事から離れざるを
得ない場合もあり得る。そのような，本論文では対象とならなかった母親の発達のプロセ
スは，本論文で明らかにしたプロセスとは異なる可能性もある。このように，出産をめぐ
る女性のライフスタイルの変化は多様であるため，発達のプロセスも複数あると考えられ
る。また，成人期女性の中には，結婚はしても子どもをもたない，あるいは生涯独身の女
性も多数存在する。今後は，本論文では対象とならなかった成人期女性の発達のプロセス
についても検討する必要があるだろう。 
第四に，インタビュー調査の中で，「仕事と子育ての両立を通じてどのような気持ちの
変化が生じたか」という質問と「仕事と子育ての両立を通じてどのように成長したと思う
か」という質問では回答に違いが見られ，後者では「成長しているのか分からない」とい
った回答が見られた。これは，成人期以降の発達が上向きな変化だけでなく，＜完璧を求
めない＞といったある種の「喪失」をも含むものであるが故だとも考えられるが，そもそ
も人が心理的に「成長」する，あるいは「発達」するとはどういうことなのかを一義的に
定義することは困難であり，特に，大人の場合には何をもって成長あるいは発達と考える
かは個人差が大きく，定義の困難さは複雑になる。そのため，成人期の発達研究において
は，「成長」や「発達」といった言葉の捉え方には個人によって違いが大きいことを認識し
た上で研究を進める必要があると考えられる。 
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第７節 本論文の貢献 
本論文の貢献は，以下の 3 点を挙げることができる。 
1 点目は，生涯発達心理学への貢献である。本論文では，まず，親への移行期にある乳
幼児をもつ働く母親が，仕事と育児の両立による困難さを乗り越えていく過程で，他者か
らのサポートによって心理的に安定していくのと平行して，他者への共感能力が向上し，
他者への感謝が生まれ，自分が他者から受けたものを他の他者にも返していくという，ジ
ェネラティヴィティの感覚を発達させていくことを明らかにした。これは，Erikson の生涯
発達理論の中の「若い成人期」から「成人期」への移行がどのように展開されるのかの一
側面の理解を深めたという生涯発達心理学への貢献である。 
2 点目は，成人期女性の発達の中で，乳幼児をもつ働く女性という限定された対象にお
ける限られた時期のある側面の発達プロセスではあったが，それを詳細に明らかにしたと
いう貢献である。本論文では，働く母親の心理的危機は，出産直後の新たに誕生した母親
アイデンティティを構築する過程で生じる第 1 葛藤期と，仕事に復帰して間もなくの仕事
と育児の両立の困難さを経験する第 2 葛藤期という，2 段階あることを見出した。母親が
それらの危機を乗り越える過程において心理的に変化していく発達のプロセスを明らかし
たという点では，限られた対象の限られた時期におけるという限界はあるものの，現代女
性の成人期発達のプロセスの一側面の解明に寄与したと考えられる。 
3 点目は，子育て支援への貢献という社会的な側面への貢献である。本論文では，働く
母親の問題を女性の生涯発達の視点から検討し，乳幼児期の仕事と育児の両立では，子ど
もや母親規範による心苦しさなど，母親としての自信の喪失につながる困難さが心理的な
危機となることを見出した。そのため，仕事はしていても子どもと向き合うための母親す
る時間をもてること，および，周囲のサポートや社会と繋がりによって母親が子育てや母
としての自分に安心感を持てると心理的な安定を取り戻せることなどを見出した。これら
に加えて，仕事と育児の両立の困難さは成長へとの契機ともなりうるという発達的な視座
を提供することなど，仕事と育児の両立に困難を感じている母親を心理的に支えるための
視点を示した点は，子育て支援への貢献という社会的側面への貢献である。 
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要 約 
 
本論文では，近年増加傾向にある乳幼児をもつ働く母親について，生涯発達の視点から
実証的な検討を行った。働く母親は，仕事をしていても家事・育児の多くを負担すること
が社会の中で暗黙裡に期待されており，特に子どもが乳幼児の場合には，そうした性役割
規範に加えて三歳児神話の影響も強く，育児と仕事をめぐり人生選択の迷いが生じやすい
など，仕事と子育ての両立には様々な葛藤や困難が伴う。人間は困難を乗り越えて精神的
に成長すると言われている。本論文の目的は，生涯発達の視点から，乳幼児期の子をもつ
働く母親が，仕事と子育てを両立させようとすることは，それまでの個人としての生き方
の変更やアイデンティティの混乱を伴う人生における一つの発達的危機と捉え，その危機
を乗り越えることでもたらされる心理的成長を明らかにすることである。 
研究 1-1 では，乳幼児をもつ働く母親の心理的危機を明らかにすることを目的として，
探索的な量的研究を行った。その結果，乳幼児をもつ働く母親にとっての主要な心理的危
機は，子どもに対する心苦しさや母親規範による心苦しさなど，母親として自信を危うく
する要因であった。親となって間もないこの時期は，母親としての成長過程にあり，母親
としての自信の喪失につながる子どもや母親規範による心苦しさが心理的な危機となるこ
とが明らかになった。仕事はしていても母親としての自分に自信が持てること，および自
らが理想とする子育てを実現できることが，危機を乗り越える上で重要と考えられた。 
研究 1-2 では，働く母親の心理的成長の構造と，心理的成長に影響する要因を明らかに
すること目的として，探索的な量的研究を行った。その結果，働く母親の仕事と育児の両
立を通じての心理的成長とは，「自己の強さと柔軟性」（タフネスと柔軟性の向上），「変化
への積極性」（困難に前向きに対処していく主体的な成長），「人生への新たな気づき」（優
先順位の明確化・新たな気づきの成長），「他者との関係」（他者との親密化・他者に頼れる
など）の 4 側面の変化であり，これらの変化は，母親の主体的な問題解決方略，身近な育
児の協力者の存在，家庭に協力的な夫，仕事に満足していること，および理想の子育てが
実現できていることによって促進される，ということが示された。 
研究 1-3 では，乳幼児をもつ働く母親の発達的危機を契機とした心理的成長のプロセス
を明らかにすることを目的として，自由記述データによる探索的な質的研究を行った。そ
の結果，次のような暫定的なプロセスが明らかになった。働く母親は，仕事と子育ての両
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立を開始してしばらくは，子どもや職場への心苦しさなど，様々な困難に直面して［心理
的な葛藤を体験］する段階にある。こうした危機・葛藤から成長に至る過程には，［困難な
状況への適応を模索］する段階が存在した。この段階では，困難統制の努力，自己変化に
よる困難受容と並んで，保育所のサポートによる精神的安定と，子育ての安心感を取り戻
す過程が示された。この段階を経由して，［成長的な変化を実感］する段階へと移行した。 
研究 2 では，働く母親の心理的成長プロセスの詳細を描き出すことを目的として，半構
造化面接を実施した。その結果，働く女性は子どもの出産を契機に生活が【自分中心】か
ら【子ども中心】に変化することで，【夫との関係性の変化】や【仕事復帰前の不安】を体
験するといった第 1 葛藤期に直面し，仕事に戻ってしばらくは【仕事と子育ての両立の困
難さ】という第 2 葛藤期に直面するが，自らの【困難統制への努力】と並行して【周囲の
サポートと心の安定】により【心のゆとり】を取り戻し，【成長的変化を自覚】するという，
ストーリーラインが導き出された。 
研究 3 では，研究 2 で質的に構築した心理的成長プロセスを量的データによって確認す
ることを目的とした。働く母親を心理的成長低群・高群の 2 群に分類して分析を行った結
果，心理的成長の高い母親は低群の母親と比較して，心苦しさが低く，危機を乗り越えて
いると考えられた。また，高群の母親は，自ら積極関与して問題解決を図るストレス対処
が高く，育児協力者数，夫の協力満足度，仕事満足度のいずれも低群を上回っており，仕
事と育児の両立に周囲からのサポートがある環境にいることが示された。また，高群は低
群と比較して，子育てへの安心感と母親としての自信を保ち，心理的に安定していること
が示された。これらの結果は，研究 2 の心理的成長プロセスと矛盾しなかった。 
総括的討論では，各章で得られた知見をまとめ総合的考察を行った。本論文の結論は，
乳幼児期の子をもつ働く母親にとって，子どもや母親規範による心苦しさが自分で対応で
きる程度に軽減され，子育ての自信と安心感が子どもや母親規範による心苦しさよりも上
回ったときが，発達的危機を乗り越えたときであり，これによって生じた心のゆとりと自
覚される成長的な変化が働く母親の心理的成長である。心理的危機を乗り越える過程では，
個人の中で，子どもや母親規範による心苦しさが抱えられる程度に軽減し，子どもに関わ
る心的困難に過度に巻き込まれなくなると，母親に心のゆとりが生じ，自分らしさを取り
戻す，完璧を求めない，仕事と育児の両立生活に自分なりの意味を見出すという心の変化
が生じ，自信や充実感，他者への感謝，共感能力の向上と寛容さ，気づきと視野の広がり
など，成長的変化を自覚できるようになっていく。アイデンティティの視点では，働く母
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親の心理的成長は，周囲のサポートや社会との繋がりによって，母親アイデンティティを
構築しながら仕事と育児の両立の危機を乗り越えていく中で，出産前の職業中心のアイデ
ンティティとは異なる，「働く母親」としてのアイデンティティを成長させ確立することで
ある。最後に,本論文で得られた結論について，成人期のアイデンティティ発達の視点，母
親の発達に関する先行研究との関連，状況的危機による成長と発達的危機による成長との
関連，Erikson の成人期の発達理論との関連，今後の課題について論じた。 
本論文の貢献は，まず，働く母親が仕事と育児の両立の困難さを乗り越えていく過程で
共感能力や他者への感謝といったジェネラティヴィティの感覚を発達させていくことを明
らかにし，Erikson の生涯発達理論の中の「若い成人期」から「成人期」への移行がどのよ
うに展開されるのかの一側面の理解を深めたという生涯発達心理学への貢献である。また，
働く母親の心理的危機は 2 段階あることを見出し（出産直後の第 1 葛藤期と仕事に復帰後
の第 2 葛藤期），母親がそれらの危機を乗り越え変化する過程を明らかしたという，成人期
女性の中で，限られた対象の限られた時期のある側面の発達プロセスを明らかにしたとい
う貢献である。そして，働く母親の問題を女性の生涯発達の視点から検討し，仕事と育児
の両立の困難さは成長へとの契機ともなりうるという発達的な視座を提供したことに加え，
乳幼児期の仕事と育児の両立では，子どもや母親規範による心苦しさなど母親としての自
信の喪失につながる困難が心理的な危機となるため，仕事はしていても子どもと向き合う
時間をもてること，周囲のサポートや社会と繋がりによって母親が心理的安定を取り戻す
ことなど，働く母親を心理的に支える視点を示した点では，子育て支援への貢献という社
会的側面への貢献である。 
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5，73-85．   
高橋有香．発達心理学会 ポスター発表．乳幼児をもつ働く母親の心理的成長のプロセス
の検討－生涯発達の視点から成人期女性の発達的危機による成長を自由記述の質的分
析により検討．京都大学百周年記念館．2014 年 3 月 22 日． 
 
【第 6 章・研究 2】 
高橋有香．発達心理学会 ポスター発表．乳幼児をもつ働く母親の心理的成長のプロセス
の検討－生涯発達の視点から成人期女性の発達的危機による成長をインタビュー調査
の質的分析により検討．東京大学伊藤国際学術研究センター．2015 年 3 月 20 日． 
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2010年 11月 
 
「仕事と子育ての両立とその心理的影響」に関する 
アンケート調査ご協力のお願い 
 
乳・幼児期のお子様をもつお母様へ 
 
拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
私は現在、０歳から６歳までの乳・幼児期のお子様をもつお母様を対象に、仕事と子育ての両立
が個人に与える心理的影響に関する調査を行っています。子育て中の働くお母様が、どのようなこと
を日々お感じになっているのか、皆様のお考えやご意見をお聞きできればと思っております。 
お忙しいところ、多項目にわたるアンケートをお願いしまして大変恐縮ですが、どうかご協力のほど、
よろしくお願いいたします。 
アンケートは無記名式で、アンケートの結果は全体として統計的に処理し、一般的傾向として表し
ます。また、調査結果は研究以外の目的では使用いたしません。また、皆様にお答えいただきました
調査票は厳重に管理し、調査終了後には責任をもって処分させていただき、個人情報の保護に努
めることをお約束いたします。 
アンケートの回答方法は、ほとんどが最も当てはまると思う箇所に○をつけていただくもので、 
約 10～15 分程度お時間をいただきます。ご記入後は添付の封筒にお入れになり、ポストにご投函く
ださい。 
尚、今回の結果につきましては、来年 3月頃にご報告させていただく予定です。 
お忙しいところ恐縮ではございますが、配布日より 2 週間以内にご返送下さいますよう、どうかよろ
しくお願い申し上げます。 
敬 具 
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問１ お子さんや育児に対して、どのように感じていらっしゃいますか。もっとも近いところの数字に○をつけて下さい。 
 あ
て
は
ま
ら
な
い 
あ
ま
り 
あ
て
は
ま
ら
な
い 
少
し 
あ
て
は
ま
る 
あ
て
は
ま
る 
１．子育てが思い通りにいかず、イライラすることが多い １ ２ ３ ４ 
２．子どもから解放されたいと思う １ ２ ３ ４ 
３．私は親として不適格ではないかと感じる １ ２ ３ ４ 
４．子育てをしていると、世の中から取り残されていると思う １ ２ ３ ４ 
５．親であることに充実感を感じる １ ２ ３ ４ 
６．子育ては楽しい １ ２ ３ ４ 
７．親になって成長できた １ ２ ３ ４ 
８．子どもにとって私はかけがえのない存在である １ ２ ３ ４ 
９．子どもと一緒にいると心がなごむ １ ２ ３ ４ 
 
 
問２  仕事と子育てを両立することで、申し訳ないという気持ちになることはありますか。 
ご自身の感情にもっとも近いところの数字に○をつけて下さい。 
  あ
て
は
ま
ら
な
い 
あ
ま
り 
あ
て
は
ま
ら
な
い 
ど
ち
ら
と
も 
い
え
な
い 
少
し 
あ
て
は
ま
る 
あ
て
は
ま
る 
1 ゆっくり関われないことが子どもに申し訳ない １ ２ ３ ４ 5 
2 疲れで子どもに優しくできないのがつらい １ ２ ３ ４ 5 
3 子どもの調子が悪い時にも一緒にいてやることが出来ないのは申し訳ない １ ２ ３ ４ 5 
4 別れ際の子どもの様子を見ると心苦しい １ ２ ３ ４ 5 
5 子どもに寂しい思いをさせている １ ２ ３ ４ 5 
6 家事が十分にできないことで夫に迷惑をかけている １ ２ ３ ４ 5 
7 夫に家事や育児を手伝ってもらうのは心苦しい １ ２ ３ ４ 5 
8 夫のことを最優先でできないのは申し訳ない １ ２ ３ ４ 5 
9 子どもが病気で仕事を休むときには職場に迷惑をかけている １ ２ ３ ４ 5 
10 上司や同僚に仕事を任せて先に帰るのは心苦しい １ ２ ３ ４ 5 
11 同僚より仕事の負担を軽くしてもらうのは申し訳ない １ ２ ３ ４ 5 
12 子どもの送迎を祖父母にしてもらうのは心苦しい １ ２ ３ ４ 5 
13 祖父母の助けを借りながら仕事を続けるのはつらい １ ２ ３ ４ 5 
14 祖父母に自分の子どもの面倒みてもらうことで迷惑をかけている １ ２ ３ ４ 5 
15 
家族以外の人（保育所・ﾍﾞﾋﾞｰｼｯﾀｰ･ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄ等）に育児を任せている
ことに罪の意識を感じる 
１ ２ ３ ４ 5 
16 子どもが小さいのに子育てに専念できないのはつらい １ ２ ３ ４ 5 
17 母親として育児や家事が十分にできないのは心苦しい １ ２ ３ ４ 5 
18 子どものことより自分のことを優先するのは後ろめたい １ ２ ３ ４ 5 
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問３  以下の文章のそれぞれについて、「あなたが仕事と子育ての両立を体験した」結果、あなたの 
生き方に、これらの変化がどの程度生じたか、最もあてはまるところに、一つ、○を付けてください。 
 （これらの変化を） 
全
く
経
験 
し
な
か
っ
た 
ほ
ん
の
少
し
だ
け
経
験
し
た 
少
し 
経
験
し
た 
ま
あ
ま
あ 
経
験
し
た 
強
く 
経
験
し
た 
か
な
り
強
く 
経
験
し
た 
1 人生において、何が重要かについての優先順位を変えた。       
2 自分の命の大切さを痛感した。       
3 新たな関心事を持つようになった。       
4 自らを信頼する気持ちが強まった。       
5 精神性（魂）や、神秘的な事柄についての理解が深まった。       
6 トラブルの際、人を頼りに出来ることが、よりはっきりと分かった。       
7 自分の人生に、新たな道筋を築いた。       
8 他の人達との間で、より親密感を強く持つようになった。       
9 自分の感情を、表に出しても良いと思えるようになってきた。       
10 
困難に対して自分が対処していけることが、よりはっきりと 
感じられるようになった。 
      
11 自分の人生で、より良い事ができるようになった。       
12 物事の結末を、よりうまく受け入れられるようになった。       
13 一日一日を、より大切にできるようになった。       
14 
その体験なしではありえなかったような、新たなチャンス
が生まれている。 
      
15 他者に対して、より思いやりの心が強くなった。       
16 人との関係に、さらなる努力をするようになった。       
17 
変化することが必要な事柄を、自ら変えていこうと試みる 
可能性が、より高くなった。 
      
18 宗教的信念が、より強くなった。       
19 思っていた以上に、自分は強い人間であるということを発見した。       
20 人間が、いかにすばらしいものであるかについて、多くを学んだ。       
21 他人を必要とすることを、より受け入れるようになった。       
  
問４ あなたの人生に対する考え方についてうかがいます。それぞれ 1～7までのうち、あなたの感じ方を 
もっともよくあらわしている数字１つに○をつけて下さい。 
 よく←                 →まったく 
あてはまる            あてはまらない 
A．私は、日常生じる困難や問題の解決策を見つけることが
できる 
１ ２ ３ ４ 5 6 7 
B．私は、人生で生じる困難や問題のいくつかは、向き合い、
取り組む価値があると思う 
１ ２ ３ ４ 5 6 7 
C．私は、日常生じる困難や問題を理解したり予測したりでき
る 
１ ２ ３ ４ 5 6 7 
  
 
210 
問５  精神的につらい状況に遭遇したとき、その場を乗り越え、落ち着くために、あなたは普段から、 
どのように考え、どのように行動するようにしていますか。各文章に対して、自分がどの程度 
あてはまるか、評定してください。 
 
 そ
の
よ
う
に
し
た
こ
と
（考
え
た
こ
と
）は
こ
れ
ま
で
に
な
い
。
今
後
も
決
し
て
な
い
だ
ろ
う
。 
ご
く
ま
れ
に
そ
の
よ
う
に
し
た
こ
と
（考
え
た
こ
と
）
が
あ
る
。
今
後
も
あ
ま
り
な
い
だ
ろ
う
。 
何
度
か
そ
の
よ
う
に
し
た
こ
と
（考
え
た
こ
と
） 
が
あ
る
。
今
後
も
時
々
は
そ
う
す
る
だ
ろ
う
。 
し
ば
し
ば
そ
の
よ
う
に
し
た
こ
と
（考
え
た
こ
と
） 
が
あ
る
。
今
後
も
た
び
た
び
そ
う
す
る
だ
ろ
う
。 
い
つ
も
そ
う
し
て
き
た
（考
え
て
き
た
）。 
今
後
も
そ
う
す
る
だ
ろ
う
。 
１．悪いことばかりではないと楽観的に考える １ ２ ３ ４ 5 
２．誰かに話を聞いてもらい気を静めようとする １ ２ ３ ４ 5 
３．嫌なことを頭に浮かべないようにする １ ２ ３ ４ 5 
４．スポーツや旅行などを楽しむ １ ２ ３ ４ 5 
５．原因を検討しどのようにしていくべきか考える １ ２ ３ ４ 5 
６．力がある人に教えをうけて解決しようとする １ ２ ３ ４ 5 
７．どうすることもできないと解決を後延ばしにする １ ２ ３ ４ 5 
８．自分は悪くないと言い逃れをする １ ２ ３ ４ 5 
９．今後はよいこともあるだろうと考える １ ２ ３ ４ 5 
10．誰かに話しを聞いてもらって冷静を取り戻す １ ２ ３ ４ 5 
11．そのことをあまり考えないようにする １ ２ ３ ４ 5 
12．買い物や賭事、おしゃべりなどで時間をつぶす １ ２ ３ ４ 5 
13．どのような対策をとるべきか綿密に考える １ ２ ３ ４ 5 
14．詳しい人から自分に必要な情報を収集する １ ２ ３ ４ 5 
15．自分では手に負えないと考え放棄する １ ２ ３ ４ 5 
16．責任を他の人に押しつける １ ２ ３ ４ 5 
17．悪い面ばかりでなくよい面をみつけていく １ ２ ３ ４ 5 
18．誰かに愚痴をこぼして気持ちをはらす １ ２ ３ ４ 5 
19．無理にでも忘れるようにする １ ２ ３ ４ 5 
20．友だちとお酒を飲んだり好物を食べたりする １ ２ ３ ４ 5 
21．過ぎたことの反省をふまえて次にすべきことを考える １ ２ ３ ４ 5 
22．既に経験した人から話を聞いて参考にする １ ２ ３ ４ 5 
 
 
 
 
23．対処できない問題だと考え、諦める １ ２ ３ ４ 5 
24．口からでまかせを言って逃げ出す １ ２ ３ ４ 5 
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問６  以下にあげるそれぞれの質問は、あなたのここ 2、3日の気持ちや行動の状態にどのくらい当て 
はまりますか。例にならって、最も当てまはる数字を 1つだけ○でかこんで下さい。 
 全
く
ち
が
う 
い
く
ら
か
そ
う
だ 
ま
あ
そ
う
だ 
そ
の
通
り
だ 
例 疲れている １ ２ ３ ４ 
     
１ 怒りっぽくなる １ ２ ３ ４ 
２ 悲しい気分だ １ ２ ３ ４ 
３ なんとなく心配だ １ ２ ３ ４ 
４ 怒りを感じる １ ２ ３ ４ 
５ 泣きたい気持ちだ １ ２ ３ ４ 
     
６ 感情を抑えられない １ ２ ３ ４ 
７ くやしい思いがする １ ２ ３ ４ 
８ 不愉快だ １ ２ ３ ４ 
９ 気持ちが沈んでいる １ ２ ３ ４ 
10 いらいらする １ ２ ３ ４ 
     
11 いろいろなことに自信がない １ ２ ３ ４ 
12 何もかもいやだと思う １ ２ ３ ４ 
13 よくないことを考える １ ２ ３ ４ 
14 話や行動がまとまらない １ ２ ３ ４ 
15 なぐさめて欲しい １ ２ ３ ４ 
     
16 根気がない １ ２ ３ ４ 
17 ひとりでいたい気分だ １ ２ ３ ４ 
18 何かに集中できない １ ２ ３ ４ 
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問７ 次の特徴のおのおのについて、あなた自身にどの程度あてはまるかをお答え下さい。他からどう 
   みられているかではなく、あなたが、あなた自身をどのように思っているかを、ありのままお答え下さい。 
 あ
て
は
ま
ら
な
い 
や
や 
あ
て
は
ま
ら
な
い 
ど
ち
ら
と
も 
い
え
な
い 
や
や 
あ
て
は
ま
る 
あ
て
は
ま
る 
１．少なくとも人並みには、価値のある人間である。 １ ２ ３ ４ ５ 
２．色々な良い素質をもっている。 １ ２ ３ ４ ５ 
３．敗北者だと思うことがよくある。 １ ２ ３ ４ ５ 
４．物事を人並みには、うまくやれる。 １ ２ ３ ４ ５ 
５．自分には、自慢できるところがあまりない。 １ ２ ３ ４ ５ 
６．自分に対して肯定的である。 １ ２ ３ ４ ５ 
７．だいたいにおいて、自分に満足している。 １ ２ ３ ４ ５ 
８．もっと自分自身を尊敬できるようになりたい。 １ ２ ３ ４ ５ 
９．自分は全くだめな人間だと思うことがある。 １ ２ ３ ４ ５ 
10．何かにつけて、自分は役に立たない人間だと思う。 １ ２ ３ ４ ５ 
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＜面接質問項目＞ 
 
＜導入＞ 
近年，子育てをしながら仕事する女性が増えてきました。仕事と子育てを両立させようとすると，
出産前の働き方や生活，周囲とのかかわり方など，それまでの生き方に変化が見られることがあ
るかもしれませんが，そのようなことに関心をもって研究しています。 
いろいろとうかがわせて下さい。少しプライベートなこともうかがいますが，さしつかえない範囲
で聞かせていただけたらと思います。お答えになりたくない質問については，そうおっしゃって下
さい。 
 ではよろしくお願いします。（了解を得たうえで録音する。） 
 
まず，事実的なことについて，簡単にうかがわせて下さい。 
[氏名]・お名前： 
 
[家族構成] ・ご同居のご家族について教えてください。 
A. 妻（ご自身） （  ）歳，  B. 夫 （       ）歳（職業：       ）  
C. 同居の祖父 （      ）歳  D. 同居の祖母 （   ）歳，  E. その他の同居
者（    ） （      ）歳 
E. 子ども①（男・女）（     ）歳  子ども②（男・女）（     ）歳  子ども③（男・女）
（     ）歳 
  子ども④（男・女）（     ）歳  子ども⑤（男・女）（     ）歳  子ども⑥（男・女）
（     ）歳 
・ （最初の）お子さんがお生まれになったのは，何歳のときですか。 
・ ・日中のお子さんの預け先は？保育園（認可・認証・その他）・こども園・幼稚園・その他 
 
[最終学歴] ・最終学歴は？ 
A.中学   B.高校  Ｃ.短大   Ｄ.専門学校   E.大学   Ｆ.大学院   G.その他
（          ) 
・大学（短大・専門学校）での専攻（専門）は？ 
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[職 業] ・ご職業について教えてください。 
・ （現在，育児休暇中または産前・産後休暇中ですか   は い ・  いいえ）  
A. 会社員 B. 公務員・団体職員 C. 自営業（ﾌﾘｰﾗﾝｽ） D. 契約・嘱託・派遣社員 E. ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ 
F. 専門職 （具体的に：               ） H. その他
(                         )  
（業種：                         ） 
                                
・ 勤務形態・職種 
A. フルタイム勤務（正社員・常勤） B. パートタイム勤務 C. 自営業  D . その他
(        ）  
・勤務時間： 週（         ）時間勤務 （パートタイムの場合，週当たりの勤務日数：    
日 ） 
・職種（                            ）：役職（           ）  
・ このお仕事に就いて何年目でいらっしゃいますか。 
・ 今までずっとこのお仕事を続けていらっしゃいましたか。 
 
[仕事と子育ての両立] 
・ 仕事と子育ての両立生活をはじめてからどれ位の年月が経っていますか。約（     ）年 
（    ）ヵ月 
・ お仕事に復帰されたのは，お子さんが何歳の時ですか。 
・ 育休を取得された期間は： 約（     ）年 （    ）ヵ月 
＜家庭について＞ 次に，家庭やお子さん，職場のことについてお伺いします。 
 
[夫・家事] 
・夫（パートナー：呼び方確認）との家事・育児の分担はどうしていらっしゃいますか？ 
 
夫との家事・育児の分担の割合は？（全体を 10 とすると） 
 家事： 妻（ 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 ）夫（ 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 ） 
 育児： 妻（ 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 ）夫（ 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 ） 
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・夫の家事・育児への協力には満足していらっしゃいますか。A.満足 B. まあ満足 C.やや不
満 D.不満   
理由「それはどうしてですか？」： 
 
[サポート] 
・夫や保育所以外で身近に育児に協力してくれる方はいらっしゃいますか。   
A. いる（祖父母・親戚・知人・ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄ・ﾍﾞﾋﾞｰｼｯﾀｰ・その他（      ） B. いない 
 そのサポートには満足していらっしゃいますか？  A.満足 B. まあ満足 C.やや不満 D.不
満   
理由「それはどうしてですか？」： 
 
・お子さんがご病気の時はどうされていらっしゃいますか？ 
 
[育児] 
・「こんな子育てをしたい」など，子育てについての理想はありますか？（過去のことでも構いませ
ん。） 
 
 
・現在，ご自身が理想とする子育てができていらっしゃいますか？ 
  A. 出来ている   B. まあ出来ている   C. あまり出来ていない   D. 全く出来ていない 
理由「それはどうしてですか？」： 
 
 
・「子どもが小さいうちは母親の手で育てたほうがよい」という意見もありますが，どう思いますか。    
A. その通りだ   B. まあそうだ   C. あまりそう思わない  D. 全くそう思わない   
理由「それはどうしてですか？」： 
  
 
[仕事] 
・仕事をする主な理由は？ A.経済的な理由 B.キャリアや自己実現 C.社会参 D.その他
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（         ）  
 ・現在のお仕事には満足していらっしゃいますか。A.満 足  B.まあ満足 C.やや不満  D.
不 満 
理由「それはどうしてですか？」： 
 
 
・職場では，子育てしながら仕事をすることに対して理解を得られやすい環境ですか？ 
  A. そうである  B. まあそうである  C. あまりそうではない  D.まったくそうではない 
＜仕事と子育ての両立＞ それでは，もう少し詳しくお話しをうかがいます。 
 
 [両立開始前の生活：出産前]  まず，お子さんが生まれる前のことについてお伺いします。 
・出産前は，どのようにお仕事されていらっしゃいましたか（勤務時間，残業，満足度，やりがい
等） 
・家事はどうされていらっしゃいましたか？  
・夫との関係にはいかがでしたか？ 
・出産前は，子どもや子育てについてのどのようなイメージをもっていらっしゃいましたか？ 
・出産前は，子どもが生まれたら，どのように子育てしたいと考えていらっしゃいましたか？ 
・出産前は，仕事をしながら子育てすることについて，どのようなイメージをもっていらっしゃいま
したか？ 
 
[両立開始前の生活：出産後]  次に，お子さんを出産なさって仕事に戻る前のことについてお
伺いします。 
・育休中はどのように過ごされていいらっしゃいましたか？ 
・夫との育児の分担はどうされていらっしゃいましたか？ 
・夫との関係はいかがでしたか。 
・出産前と後では，子どもや子育てについてのイメージは変わりましたか？ 
・仕事に復帰されることについては（仕事と子育てを両立させることについて），どのようにお考え
でしたか？ 
・復帰後は，どのようにお仕事をしたいと考えていらっしゃいましたか？ 
・復帰後は，どのように子育てしたいと考えていらっしゃいましたか？ 
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・復帰後は，どのように仕事と子育てを両立させたいと考えていらっしゃいましたか？ 
 
[両立開始後] 次に，仕事に復帰されてからのことについてお伺いします。 
 
・仕事に復帰されて間もない頃は，仕事と子育てを両立させることはいかがでしたかしたか？ 
・困難な状況を経験しましたか？ 
・困難な状況には，どのように対処しましたか？ 
・現在はいかがでしょうか？ 
・それはどうしてですか？ 
 
・仕事と子育てを両立させようと試みる経験をしたことによって，○○さんのお気持ちやお考えに， 
どのような影響や変化がありましたか。ご自由にお話ください（それはどうしてですか？） 
 
・お仕事に復帰する前と後では，お仕事に対するお考えに変化はありましたか？ 
・それはどうしてですか？ 
 
・仕事に復帰する前と後では，子育てに対するお考えに変化はありましたか？ 
・それはどうしてですか？ 
 
・仕事に復帰する前と後では，仕事と子育てを両立させることについてのお考えに変化はありま
したか？ 
・それはどうしてですか？ 
 
・夫との関係に変化はありましたか。 
・それはどうしてですか？ 
・周囲の人との関係に変化はありましたか。 
・それはどうしてですか？ 
 
・仕事に復帰する前と後では，お気持ちで一番変わられたことは何でしょうか。 
・それはどうしてですか？ 
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・一番成長したなと思うところはどのようなところですか？ 
 
・ご自身にとって理想的な仕事と子育てのバランス（割合）は？ 
 
 
 [意味づけ] 
・○○さんにとって，仕事とは，どういうものなんでしょうか？ 
・○○さんにとって，子育てとは，どういうものなんでしょうか？ 
・○○さんにとって，仕事をしながら子育しようとすることは，どういうものなんでしょうか？ 
 
・仕事と子育てを両立させようとしている現在という時期は，○○さんにとってどんな時期だと思い
ますか？ 
 
 
質問は以上になります。お忙しい中，インタビューにご協力いた質問は以上になります。お忙し
い中，インタビューにご協力いただきまして本当にありがとうございました。 
 
